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はじめに 
 
 明治以来、高等教育、科学技術、学術研究において主要な役割を果たしてきた国立大学が、平成１６

年に国立大学法人となり、本年は各６年間２期の中期計画が終了し、第３期に入っております。国立大学

は研究の自由が保障され、歴史的な大学への敬意もあり、魅力ある知的な空間を形成してきましたが、そ

の根底には国立大学が国の機関として認められ、研究者が国家公務員として身分を保障され、大学に一

定の財政支援が継続される制度がありました。このような大学制度が大きく変わりました。法人化によって

大学の運営における自由裁量領域が広がる一方、法人組織に国の資金を投入するためその社会的責

任を強く問うことになり、国が財政的支援を保障するものでなくなりました。今後の大学運営において、国

の支援を得るため、研究教育の活動評価が益々重要になって来ます。大学も評価と批判を受けながら進

化してゆく時代となりました。 

 本研究所はこれまで積極的に外部の評価を受けてきております。平成８年に第１回自己点検・外部評

価を行い、平成１１年に第２回、平成１４年には海外からも評価者を招聘して第３回を行いました。法人化

後の第４回は平成１９年に実施しました。その後、毎年外部の諸先生を招聘して成果を報告し、ご意見を

受ける「運営諮問委員会」を実施してきましたが、報告書を発行する正式な外部評価は久しく行ってきま

せんでした。それは、法人化への対応に一段落し、比較的安定した運営が出来ていたことや、世界的な

原子力再興のきざしが我が国にも波及し、明るさが戻ってきたことへの安堵感があったのでしょう。そんな

折に平成２３年３月１１日に東日本大震災が発生し未曾有の被害と同時に、東京電力福島第一原発の過

酷事故が発生し、当研究所にとっても極めて大きな影響を与え、外部評価どころではない状況となってし

まったことに起因しております。東電福島事故から５年が経過し事故後の混乱が収まり収束に向けた着実

な進展が見られるようになり、また、大学法人の第 3 中期計画期間が開始するのと期を一にして、東京工

業大学の大規模な改革の一貫として平成２８年４月より原子炉工学研究所が「先導原子力研究所」に改

められて新たな出発を迎えるに当たり、今回の外部評価を実施することとしました。この機会に、改めて

外部の識者に、実績だけではなく、理念や将来の方向を含めて、御忌憚のない評価をして頂くことが、今

後の先導原子力研究所の運営にあたり、極めて重要と考えております。本研究所の活動、及び将来の研

究展開についてあえて厳しい評価、批判を仰ぎ、これを指標とし、社会の負託に応えた研究教育活動を

発展させるべく、更に努力を積み重ねたいと考えております。 

 本外部評価においては７名の専門家の御協力を得ました。貴重な時間を割いて、多大な労をおしまず、

本研究所の外部評価作業に参加して頂いた外部評価委員の諸先生に研究所を代表し深く感謝申し上

げます。先導原子力研究所は今後も原子力の平和利用、世界の持続的発展に向けての大きな使命を負

い、東電福島原発の過酷事故からの一日も早い復旧に向けた課題に取り組むとともに、その先にあるべ

き世界を希求していく所存であります。 

 

 平成 28 年 6 月 

 東京工業大学 科学技術創成研究院 先導原子力研究所 

 （東京工業大学 原子炉工学研究所） 

 所長 矢野豊彦 
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1. 外部評価の方法 
 
今回、原子炉工学研究所では、外部評価委員による評価を、平成 28 年 3 月 14 日実施の東京

工業大学原子炉工学研究所 運営諮問委員会（外部評価委員会）においての研究所の概要説

明と、その後の配布資料に基づいた評価結果の提出により実施した。以下に評価委員の一覧

と方法を示す。 
 
1-1. 外部評価委員 

 
平成２７年度東京工業大学原子炉工学研究所 

外部評価委員（敬称略） 
 

藤田玲子 内閣府革新的研究開発推進プログラム プログラムマネージャー 

川端祐司 京都大学原子炉実験所 所長 

沢井友次 日本原子力研究開発機構 原子力人材育成センター センター長 

寺井隆幸 東京大学大学院工学系研究科総合研究機構 機構長 

服部拓也 日本原子力産業協会 理事長 

三橋偉司 東京都市大学原子力研究所 所長 

横堀 仁 横堀技術士事務所 所長 
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1-2. 外部評価の方法 

 

外部評価は、下記の運営諮問委員会において今年度の活動報告を中心に概要の説明を行い、さら

に、詳しい資料に基づいて評価を頂いた。下記、プログラムに沿って、「自己点検・自己評価報

告書（外部評価資料）」（平成 22～27 年）ならびに発表向け配布資料に基づき、教員から報告

し、質疑応答を行った。さらに、全体の質疑応答を行った。これらの発表、資料に基づき、

委員会に出席された委員に評価を頂いた。なお、「自己点検・自己評価報告書」は本報告書第

3 項に再掲している。 
-------------------------------------------------------------------- 

平成 27 年度 東京工業大学原子炉工学研究所 
運営諮問委員会（外部評価委員会） 

 
日時： 平成 28年 3月 14日（月） 

場所： 原子炉工学研究所 1号館 1階会議室 

評価委員： 藤田玲子、沢井友次 、寺井隆幸、服部拓也、横堀 仁 

 
                プログラム 
 
                             （進行）加藤之貴 
14:00〜14:30  原子炉工学研究所 60 年の歩みと 

平成 27 年度の活動報告           所  長 
14:30〜14:50  ＜教育＞博士課程教育リーディングプログラム 

「グローバル原子力安全・セキュリティ・ 
エージェント養成｣                      韓 治暎 

14:50〜15:10  ＜教育＞原子炉工学研究所における 
廃止措置工学人材育成活動               小原 徹 

15:10〜15:30  ＜研究＞東電福島原発事故で発生した放射性廃棄物の 
合理的な処理・処分システム構築に 
向けた基盤研究                             池田泰久 

15:30〜15:50  ＜研究＞高燃焼度原子炉動特性評価のための 
          遅発中性子収率高精度化に関する研究      千葉 敏  
 
 
15:50〜16:05                   休     憩 
 
                             （進行）小澤正基 
16:05〜16:25  ＜研究＞ガラス固化体の高品質化・発生量低減の 

ための白金属元素回収プロセスの開発      竹下健二 
16:25〜17:00  第２期中期計画期間の活動総括                所  長 
17:00〜17:15  大学改革と今後の研究所                   小栗慶之 
17:15〜17:45  ご意見、コメント 

-------------------------------------------------------------------- 

 

評価に当たっては評価採点表を用いた。評価採点表によって5つの大項目、およびそれらの小項目

に対して[4 点：適切（良い）、3 点：ほぼ適切（ほぼ良い）、2 点：どちらともいえない、1 点やや不適切

（やや悪い）、0点：不適切（悪い）]の 5段階点数評価と自由な表現によるコメントを依頼し、最後に全

体に関するコメントをお願いした。評価採点表は電子ファイルで送信し、評価結果を後日電子メール

で拝受した。依頼書、評価採点表を添付資料 1，2 に示す。 
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（添付資料 1） 

                       平成 28 年 3 月 14 日 
 
          先生 
 
                    

外部評価のお願い 
 
謹啓 
 
 皆様には、益々ご清祥の御事とお喜び申し上げます。 
 さて、本研究所の外部評価委員をお引き受け下さいまして誠に有難うございます。

また、3 月 14 日開催の運営諮問委員会にご出席をいただき、貴重なご意見を賜り、

ありがとうございました。恐れ入りますが、提出させて頂きました「東京工業大学原子

炉工学研究所および理工学研究科原子核工学専攻 自己点検・自己評価報

告書（外部評価資料）」に基づき、添付の評価採点表にご記入の上、4 月 15 日

（金）を目途にご返送頂ければ幸いです（電子メール：<tyano@nr.titech.ac.jp>宛、

または郵送）。その結果を含めまして、研究所の「自己点検・外部評価報告書」を

作成する予定でございます。 
 ご多忙のところ、誠に恐縮に存じますが、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 
 
 

敬白 
 
 
 

               東京工業大学 原子炉工学研究所 
                       所長 矢野豊彦 

152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1-N1-29 
Tel. 03-5734-3380, E-mail:tyano@nr.titech.ac.jp 
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（添付資料 2） 
原子炉工学研究所 外部評価委員 「評価採点表」 

 
 
      評価委員御芳名            
 
 
以下の各項目ごとに総合評価採点とコメントをお願いいたします。 
細部項目につきましてもできるだけ採点していただきたく存じますが、点数化しにく

いと思われる事項に関しては採点の代わりにコメントをいただければ幸いです。 
 
最後に総評と、その他のコメントがありましたらお願いいたします。 
 
 
 
『記入上の注意点』 
・ 各評価項目・各細部項目に０～４の点数評価をし，該当する数字を「○」で囲む。評価の点数の目

安は以下のとおり。 
 

４ 
適切（良い） 

３ 
ほぼ適切 

（ほぼ良い） 

２ 
どちらとも言えない 

１ 
やや不適切 

（やや悪い） 

０ 
不適切（悪い） 

 
 
 
 

1 原子炉工学研究所の運営方針 
 

総合評価 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

細 部 項 目 評  価 
研究所の理念と目的 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
中期目標・中期計画 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
研究体制（教員、研究費、研究環境） 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

コ メ ン ト 
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２ 研究活動・国際活動 

 

総合評価 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

細 部 項 目 評  価 
研究開発指針、主要研究課題 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
プロジェクト研究 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
科研費・受託研究・競争的資金の受け入

れと研究課題 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 

研究実績 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
国際会議主催・国際的な研究への参画 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

コ メ ン ト 
 
 

 
3 教育と人材育成 

 

総合評価 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

細 部 項 目 評  価 
原子核工学専攻の教育理念と人材養成の目

的 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 

カリキュラムと教育活動 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
修士・博士学生数、修了後の進路（就職状

況）  適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 

留学生教育（国際大学院コース） 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

コ メ ン ト 
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4 “博士教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・

エージェント教育院」”および“東京工業大学廃止措置等基盤研究・人材育成プ

ログラム 廃止措置工学 高度人材育成と基盤研究の深化”の活動 
 

総合評価 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

細 部 項 目 評  価 
博士教育リーディングプログラム 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

コ メ ン ト 
 
 

 
 

5 社会貢献 
 

総合評価 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

細 部 項 目 評  価 
研究成果の社会への反映（公開講座等） 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
公的機関・学協会活動を通じた社会貢献 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
福島原発事故対策に関わる貢献 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
 

コ メ ン ト 
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6 その他項目 

 

総合評価 適切（良い） ４ ３ ２ １ ０ 不適切（悪い） 
コ メ ン ト 
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総評・その他のコメント 

 
◎ プラスに評価できる事項 
 

◎ 改善を要する事項 
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原子炉工学研究所60年の歩み
と平成27年度の活動報告

平成２８年３月１４日

所長 矢野豊彦

原子炉工学研究所運営諮問委員会
平成２８年３月１４日

昭和31年（1956）— 東京工業大学理工学部附属
原子炉研究施設発足（当初2部門、後7部門体

制）
昭和32年（1957）— 理工学研究科原子核工学専攻

設置
昭和34年（1959）— 原子科学研究室設置
昭和35年（1960）— 天然ウラン-軽水系指数炉設置
昭和36年（1961）— 核分裂実験装置研究室設置
昭和37年（1962）— 放射性同位元素実験室設置
昭和38年（1963）— 研究施設本館建設
昭和39年（1964）— 東京工業大学

原子炉工学研究所発足（7部門体
制）

創設期：研究所までの
初めの１０年間≈日本
への原子力導入

主な出来事(世界：日本）
1942 フェルミが初めての核分裂

連鎖反応達成
1945 広島、長崎原爆投下、終戦
1951 原子炉により初めて発電
1953 アイゼンハワー大統領によ

る国連でのAtoms for Peace
宣言

1954 日本で初めて原子力予算
第五福竜丸(ビキニ水爆被曝)

1955 第１回原子力平和利用
国際会議

1955 日本原子力研究所設立
1956 原子力３法案成立

日本原子力学会創立
1957 国際原子力機関IAEA創立

1962 国産１号炉(JRR-3:重水
試験炉)臨界

1963 動力試験炉JPDR臨界
1964 東京オリンピック開催

東海道新幹線開業

内田俊一学長主導で全学を
挙げて設置
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昭和40年（1965）— 原子動力実験室設置
昭和42年（1967）— 同位体分離実験室設置

（現：同位体科学実験室）
原子炉設計理論部門増設（8部門体制）

昭和45年（1970）— 高温核燃料要素実験室
設置、原子炉燃料部門増設（9部門体

制）
昭和49年（1974）— 広領域線質放射線照射

実験室設置
昭和50年（1975）— 放射線物理部門

（旧：保健物理部門）
昭和53年（1978）— 原子炉安全性工学部門

設置（10部門体制）
昭和55年（1980）— トリチウム化学部門設置

（11部門体制）
昭和60年（1985）— ブランケット安全工学部門

設置（旧：原子炉安全性工学部
門）

主な出来事(世界：日本）
1966 商用発電開始(東海1号炉：

ガス冷却炉)
1969 アポロ11号月面着陸
1970 敦賀1号機(BWR)営業開始

美浜1号炉(PWR)営業開始
大阪千里万博開催

1971 福島第一1号機(BWR)
1973 第１次石油危機
1974 島根1号炉（国産1号炉)
1976 武蔵工大炉共同利用開始
1978 第2次石油危機
1979 米スリーマイル島原発事故
1981 スペースシャトル開始

1985 JT60運転開始

70年代：軽水炉技術導入:第1世代
80〜90年代：改良標準化：第2,3
世代

発展期：研究所の拡充期、核融合研究へ

3

平成２年（1990）— 原子炉工学研究所改組
（3大部門体制）

平成７年（1995）— システム・安全工学部門
外国人客員教授設置

平成16年（2004）— 国立大学法人化
平成18年（2006）— 革新的原子力研究

センター設置（大学センター）
平成22年（2010）— 原子力国際共同研究

センター設置
平成23年（2011）— 日立GE寄付講座設置
平成２6年（2014）— 原子炉工学研究所

附置研50周年
平成28年(2016)ー先導原子力研究所へ

創立60周年

主な出来事(世界：日本）

1986 露チェルノブイリ原発過酷事故

1994 高速炉MONJU 臨界
1995 MONJU Na火災事故
1996 柏崎刈羽6号(ABWR)
1996 JT60臨界プラズマ達成
1999 JCO臨界事故

国際宇宙ステーション建設開始
2001 スマトラ島沖地震 M9.1
2001 HTTR 30MW,850℃達成

＜原子力再評価の潮流＞
2005 JAEA発足
2007 新潟中越沖地震
2007 ITER建設開始
2011.3.11 東日本大震災 M9.0 

福島第一原発過酷事故

2018 日米原子力協定更新
2020 東京オリンピック

停滞期＞再建期 過酷事故
続きで原子力離れ＞原子力
再評価＞東電福島事故

福島原発事故後の役割
4
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1956 1960 1970 1980 1990 2000 2010

実験的炉物理研究
中性子相関
パルス中性子実験 中性子捕獲核データ （高速炉用） （核融合炉用） （宇宙元素創成） （核変換処分用）

原子炉設計理論 高速増殖炉概念設計 整合性のある原子力システム 廃炉再臨界
計算機利用 原子炉動特性 CANDLE炉、固有安全炉、小型炉

気液二相流 非常用冷却装置熱工学 核融合炉熱除去 液体金属腐食
伝熱限界 高速炉・蒸気爆発 超音波計測応用

原子力施設安全性 プラズマ研究 PPP システム安全
遮蔽計算 核セキュリティ

Ac, RE溶液化学、錯体化学（核燃料） 高レベル廃棄物処理の化学 BNCT薬剤 除染（水、他）
溶融塩化学 金属燃料再処理

イオン交換法同位体分離濃縮（ウラン） 高レベル廃液からのイオン交換による核種分離

Ｔ生成・増殖（核融合）、処理
Ｔプラズマ材料透過

高温ガス炉被覆燃料製造 核融合炉用セラミックス 不活性母材
等方性黒鉛 異種材料接合 中性子照射損傷解析 汚染固化

新型加速器開発 医療用加速器 PIXE

放射線生体影響

核熱エネルギー利用

Ｊ−ＰＡＲＣ仁科賞

電磁力平衡コイル小型トカマク プラズマセンシング

5

組織構成 Number of Staff Position (Fixed)

Professor :11
Associate Professor : 12
Research Associate : 14
Visiting Professor : 2(+3)

Technical Staff : 6
Administration Staff : 5

International Nuclear 
Research Cooperation 

Center

Number of Coalition Chairs 
(Fixed)
Attached to the Department

Visiting Professor/Associate 
professor (Cooperative with JAEA, 
CRIEPI, or RIKEN) :8
Number of Staff Position (Temp.)
Attached to the Special 
Educational Programs of the 
Department

Visiting Professor/Associate 
professor : 8
Administration Staff : 8

6

主要実験装置(1)

Tandem Pelletron Type 
Heavy Ion Accelerator
(1.7 MV, 1A)

Mass Transmutation 
facilities with Precision 
Spectrometer 

High Intensity Heavy 
Ion RFQ Linear 
Accelerator System
(5~220 keV, 10 mA)

7

主要実験装置(2)

NMR Apparatus 
(300MHz) for 
Supercritical Fluids 
(400 atm, 500oC) and 
Micro Imaging

Lead-Bismuth Corrosion 
Loop (550oC)

High-Resolution 
Electron Microscope 
for Radiation 
Damage Analysis

8
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平和で安全・安心な生活の保障と社会の構築のための原子力研究

アクチノイド・
マネージメント研究

原 力基礎基盤
究

原子力基礎基盤研
究

高度放射線
医療研究

革新的原子力
システム研究

・エネルギー長期安定供給、
高い安全性、核廃棄物低減

・超長寿命炉、高燃焼度炉、
消滅炉、 分散型小型炉等
の開発

・原子力を用いた低炭素エネ
ルギーシステム
⇒ 国際的原子力政策提言

核拡散抵抗性の高い再処理

⇒ 新フロンテイア開拓

・核拡散抵抗性の高い再処理
技術

・放射性廃棄物の環境負荷
低減

・合理的なアクチノイドマネー
ジ

メント技術の基盤研究
⇒ 新フロンテイア開拓

・大規模な原子力災害
・戦略的原子力セキュリティ
・核拡散抵抗性の高いPuの
製造技術と燃料の利用技術
⇒ 戦略的国際先導

・小型線形加速器を用いた

BNCT
・癌細胞への選択性の高い
ホウ素化合物、運搬技術

・医療滅菌用新型電子加速器
の開発
⇒ 新フロンテイア開拓

・量子線と粒子線科学
・放射線医療理工学
・核融合，プラズマ科学
・計測・画像処理・

診断技術
・核データ
・過酷環境材料

グローバル原子力
セキュリテイ研究

萌芽・発展・活用
（戦略的国際先導）

萌芽・発展・活用
（戦略的国際先導）

9

平成２７年度の主な事業・成果
■文科省「廃止措置等研究教育プログラム」採択 全国3

大学のトップ H26‐H30代表小原教授

■東工大改革において「先導原子力研究所」、「原子核工
学コース」が正式認定

■研究所主催・共催国際会議開催

 5th International Symposium on Compound Nuclear 
Reactions and Related Topics

 3rd Japan‐China Academic Symposium on Nuclear Fuel 
Cycle

 The 5th International Symposium and Seminar on Global 
Nuclear Human Resource development for Safety, 
Security and Safeguards 10

文部科学省「国家課題対応型研究開発推進事
業（廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム

委託費）」（平成26年度〜5年間）

• 廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化 採
択 代表 小原教授

• 初年度 約6,000万円、今年12,000万円

• 中長期的基礎基盤研究について、多様な分野の叡
智を結集して課題を克服し、安全かつ着実に廃炉
措置等を進めていく上で必要となる人材を育成

• 佐藤特任准教授、山崎特任助教、大饗技術補佐員

11

廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化（東京工業大学）

人材育成活動

「廃止措置工学特別コース」
東工大原子炉工学研究所

1.デブリ材料工学に関する人材育成
「廃止措置・材料工学実験」

(ホットラボ実験）

2.デブリ化学に関する人材育成
「核燃料・デブリバックエンド工学実験」

(ホットラボ実験）

3.シビアアクシデント後の遠隔計測技術
に関する人材育成

「シビアアクシデント工学実験」
（モックアップ施設実験）

4.廃止措置の最新技術と基礎に関する人
材育成

「原子炉廃止措置特別講義」
「原子炉廃止措置工学」

（最新知見と基礎の体系的講義）

連携機関
廃止措置実施機関

研究活動
東工大原子炉工学研究所、東工大機械系

連携大学：東京医科歯科大、東京都市大、芝浦工大、東海大

1.難分析核種用マイクロ分析
システムの構築

2.セルロース分解性イオン液
体を用いた汚染木材等の除染
法の開発

【東海大学】
ハロゲン化物系イオン液体
を用いたセルロース溶解に
基づく汚染木材等の除染法
の開発

3.水熱分解法による汚染土壌
・焼却灰処理技術

5.クラウンエーテル含有ゲル
と天然鉱物を利用したCs、Sr
同時回収・固定化技術

【芝浦工業大学】
廃液組成をマトリックスと
したホウ酸塩ガラスによる
放射性核種を吸着した廃ゼ
オライトの固定化に関する
研究

6.シビアアクシデント後の遠
隔計測技術

【東工大：理工学研究科
機械系】
移動プラットフォームの
設計とロボット搬送計測
システムの統合開発

【東京医科歯科大学】
高強度化学合成繊維を用い
た計量超冗長多関節アーム
の設計開発

【東京都市大学】
7.デブリ取出時の未臨界確保
方策

8.メルトダウン炉心の臨界事
故解析と対策の検討

9.廃止措置技術・人材育成フォーラム

5.キャリアパス形成活動
「原子炉廃止措置インターンシップ」

「原子炉廃止措置セミナー」
（モチベーションの向上）

成果の反映

東
京
工
業
大
学
・
連
携
大
学

学
生
の
参
加

インターンシッ
プ受入れ・連携

講師派遣・連携参加・
情報
交換

連携

参加・
情報
交換

廃止措置に関する新たな技術知見の創出 廃止措置を担う人材の継続的な育成

分
析

4.フェリ・フェロシアン系吸着剤に
よるCs高選択回収技術

除
染

回
収
・
固
化

遠
隔
計
測

臨
界
安
全
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研究所の新名称と新ミッション
• 多様な元素から構成される無機材料を中心として、有機・金属材料などの広範な物質・材料
系との融合を通じて革新的物性・機能を有する材料を創製し、これらの材料に関する新しい
学理を探求し、社会の諸問題の解決に寄与する。

• ミッションの展開：「セラミックスと建築材料」から「無機材料を基盤とした先端融合材料」へ

フロンティア材料研究所

• 理工学研究分野である機械工学、電気電子工学、金属工学、情報工学、環境工学、防災工
学、社会科学等を総合的に活用して、その時代に適用する新たな産業技術を創成し、豊か
な未来社会の実現に貢献する。

• ミッションの展開：「精密工学に関する学理および応用の研究」から「新たな産業技術の創成
に関する研究と成果の社会実装」へ

未来産業技術研究所

化学⽣命科学研究所

先導原⼦⼒研究所
• 原子核に内在するエネルギーの有効利用を目指した理工学研究により、社会と調

和した原子力システムを構築し、資源、エネルギー、環境課題の解決に資すること
により世界の持続的発展に貢献すると共に、社会に役立つ高度な放射線利用技術
を開発する。

• ミッションの展開：「原子炉工学中心」から「原子力システム全体」へ

• 分子を基盤とする化学および生命科学に関する基礎から応用までの研究の深化、
発展を通じて、新しい学理の創成と次世代科学技術の創出を実現し、人類の高度
な文明の進化と、より豊かで持続可能な社会の具現化に貢献する。

• ミッションの展開：「資源の化学的利用に関する学理と応用」から「化学・生命科学
研究を包括する分子化学の新たな学理と次世代科学技術の創成」へ

Laboratory for Frontier Materials (LFM)
未定

Laboratory for Future Industrial Technology 
(LFIT)未定

Laboratory for Chemistry and Life 
Science (LCLS)

Laboratory for Advanced Nuclear 
Energy (LANE) 

15

第5回複合核反応及び関連トピックスに関する
国際ワーショップ

5th International Workshop on Compound Nuclear 
Reactions and Related Topics

(CNR*15)

16

1) 千葉 敏、井頭政之、相樂洋、石塚知香子（原子炉研）、
河野俊彦、M. Paris, P. Talou (LANL)

2015.10.19 ‐ 10.23
東工大西9号館デジタル多目的ホール

主催：CNR*15組織委員会1)、原子炉工学研究所

-
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CNR*15 参加者と発表内容
• 第1回 (2007) ヨセミテ、第2回 (2009) ボルドー、第3回 (2011) プラ

ハ、第4回 (2013) サンパウロ、第5回 (2015) 東京

• 参加者：88人
– 日本：42, アメリカ:13, フランス:11 
– 中国、オーストリア、イタリア、スェーデン:各3 
– イギリス:2 
– ノルウェー、ルーマニア、ウクライナ、ベルギー、チェコ、ドイツ、

アルジェリア:各1
• 発表件数と話題

– 口頭発表：64件

– ポスター発表:19件

– 話題：核分裂の理論と実験（全体の1/3程度）、原子核準位密度、
原子核構造と反応の統一的理解、直接反応、少数多体系、クラス
ター模型、R‐行列解析、代理反応、中性子核データ、中性子共鳴
、核変換シミュレーション等

– 著名な参加者：有馬朗人先生、G. Bertch先生 17
18

第3回日中大学間核燃料サイクル
学術討論会（ASNFC2015）

開催日 ；平成27年12月2日（水）～5日(土)
開催場所; 東京工業大学大岡山キャンパス西9号館デジタルホール, コラ
ボレーションルーム
主催 ；東京工業大学原子炉工学研究所,

中国・上海交通大学核科学工程学院
日本側議長：小澤正基/東工大教授,
中国側議長；韦悦周/上海交通大学教授

後援 ；日中科学技術交流協会, 日本原子力学会, 
National Natural Science Foundation of China, 
Chinese Nuclear Society, 他

主題 ； 原子力のバックエンド, 核燃料サイクルの基礎科学
・核・放射化学
・再処理(湿式/乾式）, 先端分離技術
・分離変換工学
・放射性廃棄物, 除染・廃炉
・先端材料, 熱流動・熱化学及び安全性
・その他, 原子力教育 20

概要 ；第一回(上海交通大2011)及び二回(上海交通大2013)に続く, 第三回目の会合
・日本（44名）, 中国(35名)を含む米・露など世界9カ国から, 90名の参加者
・77報の投稿論文。核燃料サイクルの科学技術に対する世界的注目度を裏図ける
・本学の三島良直学長, 岸本喜久雄工学系長, 矢野豊彦所長の歓迎のあいさつ
に続き, 柴 之芳中国科学院院士(中国側名誉議長), 山脇道夫東大名誉教授
(日本側名誉議長) の講演

本討論会を通じ、日中双方の大学における燃料サイクル基礎分野の, 目覚ましい学
術的レベルアップを確認。原子力はエネルギーセキュリティおよび地球温暖化対策と
して重要な役割を担っており, 核燃料サイクルは原子力の持続可能な発展に必要不
可欠との認識で, 全会一致

日本側から東工大, 東大, 近大の13名の学生が、中国側からは上海交通大を始めと
して清華大, 四川大, 蘭州大などから10名の学生が出席。全ての論文について英語に
よる口頭発表を行った
日本7報, 中国5報について, 優秀学生論文発表賞とウランガラス製記念品を授与
12/2夕刻から始まったレセプション, 12/3バンケット, 12/4招待講演者会合(EISM)ま
で, 日中参加者一同始終和やかな雰囲気で活発な議論と交流を行った。12/5は中国,  
米国, ロシア, ポーランド, 台湾, 韓国, イランから総勢40名の参加を得, 山梨県北杜市
及び甲府市へのテクニカルツアーを挙行。山梨大学ワイン科学研究センターでは奥田
徹センター長から発酵生産工学に関する講義と試飲
次回 4th ASNFCの2017年中国・蘭州大学で開催（呉王鎖・蘭州大学教授）
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 科学研究費補助金・基盤研究(S)「福島原発事故で発生した廃

棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究」
（代表：池田教授 H24～27）

 文部科学省原子力システム研究開発事業「高燃焼度原子炉動
特性評価のための遅発中性子収率高精度化に関する研究開
発」（代表：千葉教授 H24-27）

 文部科学省原子力システム研究開発事業「ガラス固化体の高
品質化・発生量低減のための白金族元素回収プロセスの開発
」（代表：竹下教授 H26‐28）

 文部科学省原子力基礎基盤研究委託事業「難分析核種用マイ
クロスクリーニング分析システムの開発」 （代表：塚原准教授
H26-28）

22

原子炉研で進行中の大型研究プロジェクト

 JST戦略的イノベーション創造プログラム（SIP)「高温熱貯蔵

のための化学蓄熱材料と蓄熱装置の開発】（代表：加藤准教
授 H26-30）

 文部科学省エネルギー対策特別会計委託事業「廃止措置工
学高度人材育成と基盤研究の深化」（代表：小原教授 H26-
30）

 文科省英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業
「沸騰水型軽水炉過酷事故後の燃料デブリ取り出しアクセス
性に関する研究」（代表 小林教授 H27-29）

 文科省英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業
（日英）「漏洩箇所特定とデブリ性状把握のためのロボット搬
送超音波インテグレーション」(代表 木倉准教授 H27-29)

 文科省英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業
「ウラン選択性沈殿剤を用いたトリウム燃料簡易再処理技術
基盤研究」（代表 鷹尾准教授 H27-29)

 日本原燃 次世代再処理ガラス固化技術基盤研究事業 （代
表 竹下教授 H27-31）

23

授賞(平成27年）

• 原子力学会 業績賞：池田教授

「ウラン錯体の性状に関する基礎研究とその核燃料
サイクルへの応用」

• 原子力学会 論文賞：相樂准教授

• 文部科学大臣表彰 科学技術賞：齊藤名誉教授

「平和と持続的発展に向けた軍事転用困難なプルト
ニウムの研究」

• 手島精一記念賞（発明賞）：林﨑准教授 「四重極
型加速器および四重極型加速器の製造方法」

• 手島精一記念賞（留学生研究賞）：Zamengo 
Massimiliano（加藤研究室修了）

24
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グローバル原子力安全・セキュリティ・
エージェント養成

Global Leaders
With competence in technology 

and 
mindful of  social duties

‐世界原子力安全・セキュリティ道場 ‐

Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
Program for Leading Graduate Schools 

1

「オンリーワン型」

2

「人類の生存基盤を脅かす核拡散、核テロ、大規
模な原子力災害や緊急被ばく問題等のグローバ
ルな原子力危機」（原子力安全・セキュリティ分
野）における諸課題を解決し、平和で安全・安心
な生活を保障する人間社会の構築を目的として、
高い国際交渉能力を有し、国内外の原子力関連
の産官学界で国際的リーダーとして活躍する人材
「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェン
ト」を養成する。

プログラムの目的

深い専門性はもとより、幅広い社会性や国際性、
更に人間性を養い、時代の流れを俯瞰しながら
「高い志を持って、人々のために、社会ために、世
界のために、貢献するリーダーを育成する」ことを
教育理念（目標）としている。

「原子力ムラ」の閉鎖的な教育を避けることを基本。

3

従来の教育 本教育プログラム

本教育プログラムの教育理念（目標）のイメージ図

俯
瞰
力
・

国
際
性

（交
渉
）

社
会
性

（
絆
）

専
門
性

（
創
造
）

教
養

（
品
格
）

人
間
性

（
正
義
）

核燃料
再処理会社

国際
原子力機関

(IAEA)

文部科学省

警察庁
消防庁

他

日本原子力
研究開発機構

(JAEA)

原子力発電所
製造会社

経済産業省

核燃料
製造会社電力会社

原子力
規制庁

海外インターンシップ、国
際セミナー、海外研修(欧
州、米国、ロシア、アジア）
など

全寮制「ひょうたん道場」
（学生の自主的運営、切磋琢
磨、リーダーとしての自覚）

ボランティア活動
（必修）、RAなど

国際政治、国際
法、経済、哲学、
歴史、文化、芸術

など（必修）

4
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5

三島良直学長 岸本喜久雄工学系長 大島賢三元国連大使 INMM 伊藤隆彦会長 JASSO 鈴木美智子部
長

道場主
井頭政之

校歌独唱
福澤道子

3期生 代表挨拶 1期生 歓迎の挨拶

齊藤正樹教育院長より
所属許可書の授与

新入生の真剣なまなざし

３期生入門式（平成26年10月1日）

6

7

道場自主ゼミ（ひょうたんゼミ）

３２／６４8

英語

主に解のないテーマを議論
（例えば難民問題など）

切磋琢磨、リーダーとしての自覚、教員も共に生活

-
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H27年度 「サイエンスカフェ 」

2015年6月20日 東京国際交流館

ボランティア
活動

国際交流

10

国際力の強化

H25年度米国研修

Texas A&M 大学原子力災害対応実習 @ Disaster City

４３

消防、救助隊、FBIなども訓練

H25年度米国研修

Texas A&M 大学原子力災害対応実習 @ Disaster City

４３

 シナリオ

 地震発生による工業団地崩壊、工業団地内の建物には放射線源があったが地震後には
確認できてない状態

 放射線源が確認されるまでに災害対策チームは工業団地内に立入不可

 実習参加者は放射線対策チームとして、放射線源を発見・確認して回収するように求めら
れている。

 ミッション

 Mission 1 : Find the Sources
車両で移動しながら搭載された放射線測定ORTEC検索システム (車両経路割当システ
ム) を使用し、放射性物質があると予想される構造物を探索する。

 Mission 2 : Radiation Mapping
推定した放射性物質の位置 (崩壊した建築物の瓦礫の中) の周りの放射線レベルを測定
して放射線量マップを作成する。

 Mission3 : Source Retrieval
崩壊した建築物の瓦礫の中に潜って安全に放射性物質を回収する。

-
1
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仲間
H26年度

国際シンポジウム・セミナー

仲間

15
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原子炉工学研究所における
廃止措置工学人材育成活動

原子炉工学研究所
小原 徹

1

文部科学省
英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業

廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化

• 目標
• 廃止措置工学の最新技術を習得した人材の継続的育成

• 廃止措置工学の基盤的研究の推進

• 廃措置機関等と連携した人材育成・研究の推進

• 期間
• 平成26年度から5年間（予定）

2

研究効果、人材育成効果、発展性

• 現場で効果的に適用できる実用的な技術の開発
• 現場で必要とされる課題についての研究者の知見の深化及び
これまで関与できなかった研究者の新たな貢献をもたらす
ワークショップ活動

• 現場で実際にものを触れることの出来る技術者・研究
者の育成
• 放射性物質及び核燃料物質を用いた実験

• 現場に近い状況でのロボットによる遠隔計測技術の実験

• 廃止措置事業に高いモチベーションをもつ人材の育成
• キャリアパス形成活動

• 研究成果の他分野への適用
• 環境汚染分析、食品・医薬品分析、天災時や種々の化学プラ
ント事故時、深海探査・宇宙探査等への応用

3

活動の特徴

• 人材育成活動・研究活動とも東工大の核燃料・RIホッ
トラボを活用して実験を実施。
• 特に人材育成では実験カリキュラムの充実に注力。

• ロボット技術開発は、東工大機械系専攻、東京医科歯
科大学と連携して実施し原子力以外の分野の技術を融
合。
• 東工大機械系専攻で開発が行われている移動装置

• 医科歯科大で開発されている医療用精密作業ロボット技術

4
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廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化（東京工業大学）

人材育成活動

「廃止措置工学特別コース」
東工大原子炉工学研究所

1.デブリ材料工学に関する人材育成
「廃止措置・材料工学実験」

(ホットラボ実験）

2.デブリ化学に関する人材育成
「核燃料・デブリバックエンド工学実験」

(ホットラボ実験）

3.シビアアクシデント後の遠隔計測技術
に関する人材育成

「シビアアクシデント工学実験」
（モックアップ施設実験）

4.廃止措置の最新技術と基礎に関する人
材育成

「原子炉廃止措置特別講義」
「原子炉廃止措置工学」

（最新知見と基礎の体系的講義）

連携機関
廃止措置実施機関

研究活動
東工大原子炉工学研究所、東工大機械系

連携大学：東京医科歯科大、東京都市大、芝浦工大、東海大

1.難分析核種用マイクロ分析
システムの構築

2.セルロース分解性イオン液
体を用いた汚染木材等の除染
法の開発

【東海大学】
ハロゲン化物系イオン液体
を用いたセルロース溶解に
基づく汚染木材等の除染法
の開発

3.水熱分解法による汚染土壌
・焼却灰処理技術

5.クラウンエーテル含有ゲル
と天然鉱物を利用したCs、Sr
同時回収・固定化技術

【芝浦工業大学】
廃液組成をマトリックスと
したホウ酸塩ガラスによる
放射性核種を吸着した廃ゼ
オライトの固定化に関する
研究

6.シビアアクシデント後の遠
隔計測技術

【東工大：理工学研究科
機械系】
移動プラットフォームの
設計とロボット搬送計測
システムの統合開発

【東京医科歯科大学】
高強度化学合成繊維を用い
た計量超冗長多関節アーム
の設計開発

【東京都市大学】
7.デブリ取出時の未臨界確保
方策

8.メルトダウン炉心の臨界事
故解析と対策の検討

9.廃止措置技術・人材育成フォーラム

5.キャリアパス形成活動
「原子炉廃止措置インターンシップ」

「原子炉廃止措置セミナー」
（モチベーションの向上）

成果の反映

東
京
工
業
大
学
・
連
携
大
学

学
⽣
の
参
加

インターンシッ
プ受入れ・連携

講師派遣・連携参加・
情報
交換

連携

参加・
情報
交換

廃⽌措置に関する新たな技術知⾒の創出 廃⽌措置を担う⼈材の継続的な育成

分
析

4.フェリ・フェロシアン系吸着剤に
よるCs高選択回収技術

除
染

回
収
・
固
化

遠
隔
計
測

臨
界
安
全

5

①デブリ材料工学に関する人材育成

＜全体概要＞

廃止措置に必要なデブリ材料分析の技術の習得を目的と
した大学院授業科目「廃止措置・材料工学実験(実験1単
位）」を新規に立ち上げ、東京工業大学のホット実験施設
で放射化材料を用いた実験を大学院生に行わせる。連携大
学の学生も参加。

＜実施内容＞

・放射化セラミックス材料(SiC等)の試料調製・物性測定

・金属材料の材料試験・金相観察

＜平成27年度実績＞

・学生11名履修

・連携大学向実験(2月に実施、東海大から2名参加） 6

①デブリ材料工学に関する人材育成

＜実験の例＞：放射化SiCの物性測定

7

フードでの切断

粉砕・
試料調製

研磨

粉末X線
回折測定

ﾊﾞﾙｸX線
回折測定

・結晶構造の同定
・未照射材との比較

GBで実施

・未照射材との比較

管理区域

フード作業

GB作業

訓練用GB

放射化材の線量測定

X線回折パターン

L/F法
熱伝導率測定

物性測定

熱伝導率

②デブリ化学に関する人材育成

＜全体概要＞

デブリ化学分析・バックエンド工学技術の基礎の習得を目的と
した大学院授業科目「核燃料デブリ・バックエンド工学実験（実
験1単位）」を新規に立ち上げ、東京工業大学のホット実験施設
でRI及び核燃料物質を用いた実験を大学院生に行わせる連携大学
の学生も参加。

＜実施内容＞

・UO2
2+含有硝酸溶液からｲｴﾛｰｹｰｷを得、転換後XRD測定。

・U、Sr、Cs及びEu含有硝酸溶液からイオン交換法でU抽出

後XRF測定。分配係数を評価。

・U含有硝酸溶液から溶媒抽出法でU抽出後XRF測定。

＜平成27年度実績＞

・学生8名履修

・連携大学向実験(2月に実施、東海大から2名参加） 8
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②デブリ化学に関する人材育成

9

＜実験の例＞：イオン交換法による廃液からのウラン精製法

XRF分析

UO2
2+含有硝酸溶液

バッチ法

XRF分析及び
ICP-AES分析

カラム法

管理区域

イオン交換樹脂ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ

分配係数評価

樹脂の
ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ

ICP-AES分析

③シビアアクシデント後の遠隔計測技術に関する人
材育成

＜全体概要＞
シビアアクシデント後の高放射線場での計測とロボット技術

の習得を目的として大学院授業科目「シビアアクシデント工学
実験（講義1単位、実習1単位）」を新規に立ち上げ、東工大で
の実験及び福島に建設予定のモックアップ施設での実験を大学
院生に行わせる。連携大学の学生も参加。
＜実施内容＞
・超音波流速分布計測法(UVP)での流速分布・フローマッピン
グの測定
・アーム及び移動ロボットの制御
・総合実験(UVPセンサ＋ロボット)
＜平成27年度実績＞
・学生5名履修
・連携大学向実験(3月に実施、東海大から2名参加）

10

③シビアアクシデント後の遠隔計測技術に関
する人材育成

11

＜実験の例＞：超音波フローマッピング計測

実験用水槽

水槽の水張り・センサ取付け

実験装置構成

PC

UVP-DUO

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

水槽

入口

出口

ｱﾚｲｾﾝｻｰ

ポンプ

・各点における流れの方向
と単位流量(ベクトル)を
計測する

④廃止措置の最新技術と基礎に関す
る人材育成

＜全体概要＞

大学院授業項目「原子炉廃止措置工学特別講義（講
義1単位）」を新規に立上げ福島における最新の廃止措

置技術と本プログラムで実施している研究の成果につい
ての教育を行う。また、大学院授業項目「原子炉廃止措
置工学（講義1単位）」を新規に立上げ原子炉廃止措置
技術の基礎についての教育を行う。

12
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④廃止措置の最新技術と基礎に関する人
材育成

13

＜平成27年度実績＞
・「原子炉廃止措置工学特別講義」:学生17名履修
・「原子炉廃止措置工学」 :学生17名履修

福島における最新の廃止措置技術を習得(除染、デブリ取出)
メーカーの講師の方々の話で、現場のエンジニア色を出した講義
原子炉廃止措置技術の基礎を習得(通常炉と事故炉の違い)

工場見学（東芝・京浜工場）、H27/10/19実施

受付ロビーでの集合写真

授業風景 (今村 功 非常勤講師(東芝))

⑤キャリアパス形成活動

14

＜全体概要＞

福島第一原発の廃止措置活動への関心を高めることを目的として、大
学院授業科目「原子炉廃止措置インターンシップ（1または2単位）」を新
規に立上げ、福島第一原発で廃止措置活動をしている機関・企業等に学生
をインターンシップ派遣する。また、「原子炉廃止措置セミナー」を実施
し、日本原電の東海発電所廃止措置作業の見学及び講演会、福島におけて
廃止措置活動を行っている機関の見学及び講演会を行い学生を参加させる。
セミナーには連携大学の学生も参加。

＜原子炉廃止措置インターンシップ＞
・東京電力

平成28年2月15日～26日 に実施(派遣学生：3名)
内容：本社プロジェクト計画部および福島第１発電所で 業務体
験、レポート作成・発表

・ATOX
平成28年2月22日～3月4日 に実施(派遣学生：4名)
内容：各種ロボ系実習、実務体験

⑤キャリアパス形成活動

＜原子炉廃止措置セミナー(東京電力）＞
平成28年3月17日～18日：参加学生13名

(東工大8名、都市大3名、東海大2名）(予定)
‐1日目（午後）：2Fの見学（事故時の模擬体験等）
‐2日目（午前）：1F見学（廃止措置作業の見学、OBとの意

見交換会）
JAEA楢葉遠隔技術開発センター見学

15

＜原子炉廃止措置セミナー(日本原電）＞

(廃止措置工学の技術・研究開発を学習、廃止措置作業を視察)

・平成27年9月15日～16日：参加学生9名(東工大7名、都市大1名、東海大１名)

＜参加学生からの感想＞
・廃止措置と他の工学分野の関係
・放射性廃棄物処分の法整備の危惧
・廃止措置は長期的な取組
・現場での勉強した内容とのギャップの発見

廃止措置工学奨励賞

• 目的
• 学生の廃止措置工学と廃止措置事業への関心とモチ
ベーションの向上

• 対象
• 学生の廃止措置廃止措置工学関連科目を履修し、イ
ンターシップ・セミナーに参加した学生

• 顕彰
• 小論文を提出し審査

• 専攻長が表彰状を授与

16
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他大学との連携

• 第1回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファ
レンス（NDEC-1）
• 主催：東北大、東工大、東大、福島大、福島高専、
福井大、地盤工学会、共催：文科省、ＪＳＴ、原
子力学会東北支部

• 日程：平成28年3月16日(水）

• 場所：東北大学 青葉山キャンパス

• 内容：基調講演、招待講演、学生研究発表

17

原子炉工学研究所における廃止措置工学人材育
成活動（まとめ）

• プログラム「廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の進化」
の推進

• 大学院授業に廃止措置工学科目を導入

• 実験を重視

• １Ｆの最新の動向を反映した教育

• インターンシップ・セミナーによるモチベーション向上

• 廃止措置工学奨励賞の創設

• 連携大学との協力

• 継続的に実施可能なカリキュラムの構築

18
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東電福島原発事故で発生した放射性廃棄物の合理的な
処理・処分システム構築に向けた基盤研究について

東京工業大学・原子炉工学研究所

池田泰久

科学研究費（基盤研究（S））の当研究所関係の成果

2016年3月14日

背景

原子炉の応急的冷却のため大量の海水の炉内注入→高温・高塩濃度水と核燃料との接触

処理・処分には新たな科学的知見が必須

高塩濃度放射性
廃棄物処分

＜福島第一原発１号機の状況（推定）＞

出典）東京電力HPより転用

海水
（淡水）固体汚染物

汚染水タンクCs除去処理

放射性物質含有
高塩濃度廃液

放射性物質
除去処理等

圧縮･固化廃棄体作製

液体汚染物

従来の核燃料サイクルで発生する廃棄物に該当しない異質な放射性廃棄物が大量に発生
（固体：溶融燃料, 機器設備等／液体：冷却水, 廃油等）

チェルノブイリやTMI事故では海水注入なし→過去の重大事故の知見のみでは不十分

目的／研究テーマ・体制

‐目的‐
福島原発事故で発生した汚染物の合理的でかつプロセス全体としての

整合性を有する処理・処分システムの構築のための基盤研究

‐研究テーマと体制‐

事故廃棄物処理・処分システム工学

を創出し、日本から世界へ発信

汚染物性状研究
固体： 佐藤修彰（東北大）

液体： 佐々木隆之（京大）

桐島 陽（東北大）

放射性廃棄物
評価・処理・処分

システム

汚染物処理研究

固体： 稲垣八穂広（九大）
池田泰久（東工大）

液体： 三村 均（東北大）
竹下健二（東工大）
鈴木達也（長岡技科大）

廃棄物処分研究
出光一哉（九大）

佐藤 努（北大）

小崎 完（北大）

新堀雄一（東北大）

・客観的･科学的データの取得
・様々な廃棄物への対応技術の基礎

原発事故時の放射性廃棄物処理・
処分技術に関する普遍的知見

研究代表者：池田泰久（東工大）

研究内容（１）

冷却水、汚染水
溶存化学種：加水分解
種, 炭酸塩錯体等

デブリ燃料等
燃料-構造材混合物

沈殿分散微粒子等

溶解沈殿

固体/液体汚染物性状研究（東北大, 京大）

・燃料及びFPで汚染された金属構造材等の性状分析（東北大）
UやFPを含む模擬燃料（デブリと金属構造材(SUS, Zr-2)、コンクリートとの

高温反応 ( >300℃) による生成物の性状評価

・高温海水(～180℃)接触で溶解した核種の性状分析（京大、東北大）
京大炉で照射した模擬デブリからの核種の溶出挙動の把握, U+Puの溶出

挙動把握

固体汚染物処理研究（東工大、九大）

・新規媒体を用いた除染法の開発（東工大）
従来の除染法では処理し難い汚染物の熱応答性イオン液体, 

超臨界CO2を媒体とした除染法の開発研究

・新ガラス固化技術の研究開発（九大）
ゼオライト吸着剤,  除染廃液等を対象とした高耐浸出性ガラス

固化技術の開発研究

超臨界CO2(scCO2)抽出法の利用

固体・液体汚染物処理への知見提供

廃棄物処分との整合性検討
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液体汚染物処理研究（東北大、長岡技科大、東工大）

多核種対応型の高除染用吸着剤の開発（特性評価および安定化処理）

汚染水からのCs, Sr分離用のゼオライト
を基本とした吸着剤の開発研究

（東北大）

Cs/Sr高除染用ハイブリッド吸着剤

Zeolite-A (Sr) Ferrocyanide (Cs)

0.5mmφ
球状

Cs, Sr以外の核種分離用吸着剤の
開発研究

（長岡技科大）

U等核種の吸着回収剤

O
CO OH

OH

OH

OH

OH
O

O

O

OH

OH
OH

OH

OH

OH

CO

OH

OH

OH

タンニン

含水酸化物吸着剤
CeO・nH2O等

ウラン吸着材

C
OHOH

O
C

OH

O
アルカリ土類
希土類元素
吸着

炭酸・カルボキシル基含有吸着剤

ヨウ素酸
イオン吸着

Pt触媒を用いた水素・水蒸気間の
T/H交換反応によるT除去法

（東工大）

トリチウム処理プロセス開発

再結合

水電解

Pt触媒層

水水蒸気水素

T除染水

充填層

T濃縮物

吸蔵固定化

研究内容（２）

（1）高塩濃度含有固化体からの核種移行の検討
(1.1)  ベントナイト中の陽・陰イオンの移行挙動研究 （九大、北大）

・高塩水環境、還元環境、高アルカリ環境等による、陽イオン
（Cs+, Sr2+等）、陰イオン（I-, SeO3

2-,  
MoO4

2-等）の移行挙動の変化
(1.2) 処分システムに及ぼすセメント系材料利用の影響 （東北大）

・変質時間の異なる固相試料・液相試料の分析
・カルシムシリケート水和物とCs等の核種との相互作用及びその

安定性
(1.3) 吸着剤の処分場での安定性検討（北大）
・Csを含むプルシアンブルーの安定性検討

4560 4568 4576 4584 4592 4600 4608 4616

AFt 300mV 1day (@1slice)

PF(I- : IO
3

- = 13 : 87)

In
te

n
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ty
[-

]
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4560 4568 4576 4584 4592 4600 4608 4616

AFt 300mV 5day (@2slice)

PF(I- : IO
3

- = 100 : 0)
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y[

-
]

Energy[eV]

IO3
-

I-

還元環境によるヨウ素の化学系変化
XANES測定

H20Si02

Ca2+

Q1Q2

カルシウムシリケート水和物(CSH)
の構造(ラマン分析)

研究内容（3）

廃棄物処分研究（北大、東北大、九大）

（2）高塩濃度含有固化体の処分体系の検討

・廃棄物のカテゴリー分け（核種、放射能レベル）及び処分法の合理的
な体系化

超臨界CO2を用いた除染法の研究

汚染物処理研究（固体）:新規媒体を用いた除染法の開発

従来法では除染できないと予想される汚染物を対象

イオン液体(IL)を媒体とした除染法

ILの例: [Hbet][Tf2N]

汚染物の特徴

・主に表面汚染（汚染水を介した浸透汚染物もあり）
・汚染水はアクチノイドも含有
・瓦礫、伐採木、土壌等の性状・形状が様々

・臨界点：
Tc : 31.1 ˚C   Pc : 7.4 MPa

・気体に似た性質 :
高拡散性、低粘性

・液体に似た性質 :
溶解性

・溶媒物性の制御が容易

・イオンのみから成る有機塩
・不揮発性/難燃性/耐熱性（～220℃）

・高イオン伝導性

20 ̊C 60 ̊C 20 ̊C

・熱応答性（温度により相変化）
・金属酸化物を容易に溶解

Homogeneous liquid-liquid extraction

[Hbet]+ [Tf2N]-

東工大：
池田

汚染物 放射性核種 抽出剤（-ジケトン等）

CO2

超臨界CO2

抽出剤

再利用

回収核種

60

50

40

30

20

10

0

Ex
tra

ct
ab

ili
ty

 / 
%

2.01.51.00.5
[HNO3] / mol・dm-3

UO2
2+ ●

Na+ ■
Al3+ ▲

ウラニルイオンのIL相への選択抽出

[Hbet][Tf2N] - 水(or 海水)系における Nd2O3 の溶解率
海水：南相馬市小高区浦尻海岸（表層海水）

60 ̊C, 10 min 冷却

汚染物処理研究（固体）:新規媒体を用いた除染法の開発

[Hbet][Tf2N]の金属酸化物の溶解性試験

・ランタノイド酸化物: [Hbet][Tf2N] - 水系に容易に溶解
・ウラン酸化物の溶解性：UO3>UO2>U3O8

固体廃棄物に付着した酸化物を溶解しうると期待される。
除染に適用可能

Homogeneous liquid-liquid extraction

水相

[Hbet][Tf2N] 

ウラニル化学種がIL相に抽出される

ランタノイド酸化物、ウラン酸化物の溶解性

[Hbet][Tf2N] - 水系を処理媒体とすることで除染とともに核種の分離も可能

・分離後H2O2を加えることでウランを
過酸化物として回収可能

東工大：
池田
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イオン液体を利用したウラン廃棄物の除染法

U(VI) を
[Hbet][Tf2N]と水の
混合溶液に溶解さ

せる。（>55℃）

U
UUU

U
U

U U
U UU

U U UU

温度を下げる

H2O2

UO4としてUを回収

[Hbet][Tf2N]の回
収

除染された
固体廃棄物

U（VI）の[Hbet][Tf2N]
への抽出

[Hbet][Tf2N]

[Hbet][Tf2N]相

水相

イオン液体を利用したウラン廃棄物の除染法の概念図

室温 ６０℃ 室温

水相

[Hbet][Tf2N]

汚染物処理研究（固体）:新規媒体を用いた除染法の開発 東工大：
池田

U3O8の溶解性（温度依存性）

• [Hbet][Tf2N] = 2 ml (H2O: 15.0 wt% )
• U3O8 (84.2 mg, 100 mmol)
• 温度 : 50, 70, 90 ºC
• [[Hbet][NO3]] = 0.32 M

100

80

60

40

20 D
is

so
lu

tio
n 

ra
tio

 / 
%

12010080604020
 Time / min

90 ºC
 

70 ºC
 

50 ºC
 

U3O8の溶解時間に対する溶解度
（[NO3

−] = 0.32 M）

汚染物処理研究（固体）:新規媒体を用いた除染法の開発 東工大：
池田

[Hbet][Tf2N]による硝酸水溶液
からのU(VI)抽出

0.001

0.01

0.1

1

10

 D

0.01
2 3 4 5 6 7

0.1
2 3 4 5 6 7

1
 [HNO3] / M

U(VI)
 Conventional
 Homogeneous

 振とう法による抽出(従来法)
予め0.01-2.00 M HNO3(aq)で飽和させておいた

[Hbet][Tf2N] 1 mLに対して硝酸ウラニル20 mMを含む同濃
度のHNO3(aq) 1 mLを加え、25℃で振とう(1時間)・遠心分
離を行った後、水相中のU(VI)濃度をICP-AESにより定量。
 熱応答性相分離挙動を利用した抽出

従来法と同様の手順に従うが、振とう操作の代わりに60℃
で10分間撹拌を行った。

Homogeneous liquid-liquid extraction法と
従来法によるU(VI)抽出挙動の比較

[Hbet][Tf2N]の再利用性検討

 過酸化水素添加による[Hbet][Tf2N]からのU(VI)回収

 [Hbet][Tf2N] 0.9 mL ([UO2
2+]init = 10.1 mM)

 0.9 mL H2O + 0.1-0.6 mL 30 wt% H2O2

 30 wt% H2O2添加量増加に伴うU(VI)回収率の増加

 pH: 1.54 (H2O2添加前) ⇒ 1.54-1.38 (H2O2添加後)
 [H+]の増加: UO2

2+ + H2O2 → UO2(O2) + 2H+ 

 U(VI)回収率95%以上(> 0.5 mL)

30 wt% H2O2 /mL 0.1 0.3 0.4 0.5 0.6

東工大：
池田

汚染物処理研究（固体）:新規媒体を用いた除染法の開発

H2O2添加量とU(VI)回収率の関係

・熱応答性イオン液体を用いることでウラン汚染物の除染及びウランの過酸化物としての回収とイオン
液体の再利用が可能となる。
・本手法は、他の汚染物の除染にも適用し得ると期待される。

1. 耐圧セル内に試料と撹拌子を封入

2. 圧力・温度上昇させ、所定の時間、磁気撹拌

3. 10分間の静置後、バルブを開放し回収

4. 耐圧セル内に残存した物質をICP-MSで分析

抽出装置・手順 試料の調製方法

 液体試料

 固体試料

Sr(II)試料

Sr(II)濃度が0.01, 0.1 M(M = mol dm-3)となる

ようSrCl2·6H2Oを純水に溶解

混合金属試料

Sr(II), Ca(II), Ba(II), Mg(II), Cs(I)濃度が

各 0.01 Mとなるように金属塩化物を純水

に溶解

脱脂綿 0.01 g

液体試料
（100 µL）

乾燥

汚染物処理研究（固体）:新規媒体を用いた除染法の開発 東工大：
池田
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撹拌時間 t = 0 ~ 60 min

Sr(II) : BP-Aza-18C6 = 1 : 1 ~ 1 : 10

実験条件

温度 T = 40 ~ 60 ℃

圧力 P = 15 ~ 25 MPa

Perfluoro-1-octanesulfonic acid ammonium salt（NH4PFOSA）

親CO2のPFOSA-添加によりSr(II)の抽出が可能となる

抽出平衡到達時間 = 30 min 
Sr(II) : BP-Aza-18C6 : PFOSA- = 1 : 10 : 20 

最適条件

温度 T = 40 ℃
圧力 P = 25 MPa

試料の種類 E / %
液体 99.5
固体 48.8

汚染物処理研究（固体）:新規媒体を用いた除染法の開発 東工大：
池田

各種金属イオンの抽出率の比較

・超臨界CO2を媒体として用いることで、Sr(II)汚染物の除染が可能となる。
・本手法は、Ln(III)（アクチノイド(III)の模擬としても）汚染物へも適用し得ることを確認している。
・二次廃棄物の発生量が少ない有効な除染法と言える。

核種分離のデータベース作成と多核種の分離回収に資する。

汚染物処理研究（液体）:種々核種の吸着回収剤の調査・開発

多孔質シリカ担体

目的：福島原発事故で発生した汚染水及び過酷事故で発生する可能性がある汚染水中
に存在すると想定される核種を吸着・回収・除去するための吸着剤の開発

多孔質シリカ担持型
タンニン酸樹脂の合成

様々なイオンを吸着す
るタンニン酸をベースに、
安定で使用し易い樹脂
を合成

O O

OO

O
O

O

O

O

OOH

OH

OH

OH
OH OH

OH

OH

OH

OH
OH OH

OH

OH

OH

タンニン酸(五倍子タンニン)

多孔質シリカ担体の担持に
より

・粒径の制御が可能
・機械強度が向上

タンニン酸は工業的に
大量に使われており、
また、種々イオンの吸
着が報告されている。

しかし、タンニン酸をその
まま重合し、樹脂化すると
化学的に不安定さが残る。

HO

OH

OH

O OH

没食子酸
(Gallic acid)

タンニン酸の吸着機能
で働く没食子酸に一旦
分解（低分子化）し、
パラホルムアルデヒド
を加えて、縮合重合。

OH

OH O

OH OH
OH

OH OH

OH O
n

 

重合を多孔質
シリカ担体中で
行い、タンニン
酸樹脂を合成。

長岡技科大：
鈴木先生

タンニン酸複合吸着剤の合成と核種吸着特性

O O

OO

O
O

O

O

O

OOH

OH

OH

OH
OH OH

OH

OH

OH

OH
OH OH

OH

OH

OH

CH CH2 CHCH2

CH CH2CH2

CH2N(CH3)3Cl

タンニン酸

4級アンモニウム型
陰イオン交換樹脂

タンニン酸と各種イオン交換樹脂とを組み合
わせて、海水中から多種類の元素（イオン）を
吸着除去できる新規吸着剤の開発を行った。

その中で、４級アンモニウム型陰イオン交換
樹脂中でタンニン酸を重合させた複合型樹脂
が多種多様なイオンを吸着できることを確認し
た。

この複合型吸着剤は、タンニン酸および４級
アンモニウム型陰イオン交換樹脂それぞれ単
独のものよりも、多くのイオンが吸着できること
を確認している。（例えば、ヨウ素イオンとヨウ素
酸イオンの両イオンを吸着できる。）

海水中での分配係数を次に示す。

長岡技科大：
鈴木先生

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

1

2

3

4

5

6

7

H

Li

Na

K

Rb

Cs

Fr

Be

Mg

Ca

Sr

Ba

Ra

Sc

Y

L

A

Ti

Zr

Hf

Rf

V

Nb

Ta

Db

Cr

Mo

W

Sg

Mn

Tc

Re

Bh

Fe

Ru

Os

Hs

Co

Rh

Ir

Mt

Ni

Pd

Pt

Ds

Cu

Ag

Au

Rg

Zn

Cd

Hg

B C N O F

Al Si P S Cl

Ga

In

Tl

Ge

Sn

Pb

As

Sb

Bi

Se

Te

Po

Br

I

At

L

A

La Ce Pr Nd Pm Sm Eu Gd Tb Dy Ho Er Tm Yb Lu

Ac Th Pa U Np Pu Am Cm Bk Cf Es Fm Md No Lr

IO3

n.e.: not examined
n.a.: not adsorbed

Kd < 10n.a.

10 ≤ Kd < 102 102 ≤ Kd < 103 103 ≤ Kd

n.e.

Kd: 分配係数

ITA-02樹脂の吸着特性評価
海水 10 mL, 樹脂 0.25 g, 室温

長岡技科大：
鈴木先生
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多段分離塔型交換塔によるトリチウム分離

       
（交換速度定数）分離係数）gg k

gHgHTOgHTgOH
(

22




       
（交換速度定数）（分離係数） ll

22

k
11


gOHHTOgHTOOH 

Pt触媒層（水素・水蒸気間の交換反応）

親水性充填層（水蒸気・水間の交換反応）

分
離

係
数

αg
, α

l

温度[℃]

αg

αl
電解槽
H2O（l） → H2 (g) + 0.5 O2
HTO (l) → HT(g) + 0.5 O2

αEL＝ 5.6 

東工大：
竹下先生

xD ≤ 5.2×10-13 T-atom fraction. ( < 60 Bq/cm3) 

プロセス運転条件

汚染水（T : 1000 Bq/cc）供給
汚染水総量70万トン、年間10万トン処理、7年処理
製品の濃縮度：104 回収後のT濃度：< 5.2 x10-13 T-atom fraction (<60 Bq/cm3

fractionatomT.xx
hr/kmolx.FP

FP 






84

24

1043810
1094610

トリチウム汚染水

トリチウム濃縮水

トリチウム除去水

fractionatomT.
Ci/Bq.

Ci/m.m/cmcm/Bqx

hr/kmol
kmol/kgy/hry

ton/kgy/tonF

F 














12
10

3103363

35

10438
1073

10133101000

694
1880001

1010

東工大：
竹下先生

回収部分離ユニット数 12
濃縮部分離ユニット数 18
全分離ユニット数 30
1ユニットの触媒層高 [m] 0.05
1ユニットの洗浄層高 [m] 0.17
1ユニットの高さ [m] 0.3
全ユニット高さ [m] 9.0
分離塔径 [m] 6.3
必要触媒体積 [m3] 41.2
消費エネルギー [kw] 1.17x105

** 水の蒸発潜熱 4.18x104 kJ/kmol
水の電解電力 5.13 kWh/Nm3 H
蒸留塔のHETP 0.1 m
触媒層の段効率 0.9
洗浄層の段効率 0.9

プロセス規模の評価

• 多段分離塔型水・水素同位体交換プロセスは汚染水からのトリチウム回収に適用可
• トリチウム濃縮水（1000万Bq/cc）が70トンも残される。長期管理が必要となり、更なる

安全対策が要求される。
• 大量の水の電解を行うためエネルギー消費量が多いことも問題となる。

東工大：
竹下先生 トリチウムの処理・処分法

東工大：
竹下先生
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高燃焼度原子炉動特性評価のための遅発
中性子収率高精度化に関する研究開発

（代表）東京工業大学 千葉 敏
（再委託：日本原子力研究開発機構）

国家課題対応型研究開発推進事業
-原子力システム研究開発事業
(安全基盤技術研究開発)-
平成24年度採択課題

1

平成28年3月14日
東京工業大学 原子炉工学研究所

運営諮問委員会

（平成24年度～27年度）

バックグラウンド
本事業の目的
本事業の流れと各項目の開発
事業の特徴とまとめ

2

バックグラウンド
MVPによる積分実験 (即発中性子減衰定数) 解析




 eff



n

n

n

γγ

核分裂片 1 核分裂片 2

e-

e-
n

ν

γ

ν

n

バックグラウンド
核分裂の時間発展と遅発中性子総和計算

中 性 子 数

陽
子

数

本事業の目的

マイナーアクチノイドが蓄積する高燃焼軽水
炉及び革新炉の動特性予測精度の向上を目
指して微視的立場から総和計算によって遅
発中性子収率を構成する方法を開発、検証
し、MA領域での高精度化を行う。

4

本事業の目的
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本研究の流れ1. 代理反応実験

核分裂片質量数分布の測定と理論計算

2. 核分裂の多次元動力学模型
計算手法高度化

核分裂片の独立収率(アイソトープ分布）

3. β崩壊の大局的理論

•半減期
•β線スペクトル
•γ線スペクトル
•遅発中性子収率、χd
•反ニュートリノスペクトル

4. ライブラリー作成
核データ評価
総和計算：6群定数化
•βeff等炉物理データに
よる検証

•FP質量数分布
•FP独立収率
•即発中性子数

5

240U*

Fragment mass (u)
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d 
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50 100 150 2000
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本事業の流れ 1. 代理反応による核分裂片質量数分布の系統的測定
代理反応の原理

Fragment 1

Fragment 2

238U18O

16O

240U*

16O

n 239U ( T1/2=23.5m)
6

ΔE = 75μm
E = 300μm

Target

18O

238U
θLAB

MWPC3

MWPC2

MWPC1

Fragment 1

Fragment 2

MWPC4

ΔE‐E

16O…

18O Beam

1.代理反応による核分裂片質量数分布の系統的測定
代理反応実験のセットアップ

240U*…

7

200 mm200 mm

シリコンΔE‐E検出器

多芯線比例計数管（MWPC) E (MeV)

dE
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)
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1.代理反応による核分裂片質量数分布の系統的測定
代理反応におｋる荷電粒子の判別

18O + 238U (E=157.5 MeV)

E (MeV)

dE
 (M

eV
)

0 50 100 150 200
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40
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80

100

237-240U
239-242Np

241-245Pu
16-19O

14-17N
11-15C

B

F
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8

-
3
1
-



E (MeV)

dE
 (M

eV
)

0 50 100 150 200

20

40

60

80

100

1. 代理反応による核分裂片質量数分布の系統的測定
荷電粒子と核分裂片のコインシデンス

240,239,238,237U*

242,241,240,239Np*

245,244,243,242,241Pu*

n + 239U (23.5 min)
n + 237U (6.8 day)

n + 243Pu (4.9 hr)
n + 241Pu (14 yr)

n + 241Np (13.9 min)
n + 240Np (65 min)
n + 239Np (2.4 day)
n + 238Np (2.1 day)

18O + 238U (E=157.5 MeV)
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Coincided with 
Fission Fragment
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ギ
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Mass (u)

239U*  n + 238U

16—18MeV

31—45MeV

19—24MeV

V.D.Simutkin et al.
Nuclear Data Sheets 119(2014)331

Ex = 10–20 MeV

Ex = 20–30 MeV

Ex = 30–40 MeV

Ex = 40–50 MeV

1. 代理反応による核分裂片質量数分布の系統的測定
既存データとの比較
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qi :   原子核の変形度を表す座標
pi :   運動量
mij : 流体力学的慣性質量 （慣性質量）
γij : Wall and Window (one-body) dissipation   （摩擦係数 ）

 

    )(
2
1 11

1

tRgpmppm
qq

V
dt
dp

pm
dt
dq

jijkjkijkjjk
ii

i

jij
i



















  21*
int )(

2
1 aTqVppmEE jiij  

励起エネルギー内部エネルギー  :   , : *
int EE

多次元ランジュバン方程式

摩擦力 ランダム力
散逸 揺動

運動エネルギー熱エネルギー

2. 核分裂片独立収率計算手法の開発
多次元動力学（ランジュバン）模型計算手法の開発

Z0 , α , δ

12ijjkik Tgg  Einsteinの関係式

jR 白色ノイズ

系の持つ熱エネルギー
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実験データ J.Katakura, JENDL FP Decay Data File 2011 
and Fission Yields 

実験値. Phys.Rev. 141(1966)1146

2. 核分裂片独立収率計算手法の開発
計算例 : 236U* ( E* = 20MeV)

13

2. 核分裂片独立収率計算手法の開発
代理反応実験結果とランジュバン計算との比較

計算

実験点

Fi
ss
io
n 
Yi
el
d 
 (%

)

Fragment Mass (u)

234Th 235Pa 236U

40–50 MeV

30–40 MeV

20–30 MeV

E*

傾向：
• 95Kr（過大評価であった）が改善
• 131Cd, 132In, 133In, 134Inといった重い核種（過大評価であった）が改善
• 軽い核種である23O（過小評価であった）は誤差が大きくなった。νdには
基本的に寄与しないが理論計算の整合性のため、今後の検討とする。

15

3．核分裂片の崩壊熱と遅発中性子収率の研究
大局的理論の改良：殻効果の導入による結果 代理反応データによる評価

ガウス関数によるフィッティング フィッティング例

パラメータの励起エネルギー依存性

軽核分裂片質量数 ピーク幅

4. 核データ及び原子炉動特性の評価
核分裂収率の評価とライブラリー作成

-
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MVPによるベンチマークテスト

17

4. 核データ及び原子炉動特性の評価
MVPによるベンチマークテスト 本事業の目的

原子核実験、理論、核データ評価及び炉物理計算を有機的に
統合し、微視的立場から原子炉動作時及び停止時における
安全性を向上するために原子炉動特性を支配する遅発中性
子収率の高精度化を行う。

18

まとめと本事業の特徴

基本現象に立ち返ることにより、汎用性の高い新しい手法を
開発する

微視的現象の積み重ねが巨視的体系に及ぼす影響を直接
把握
→微視的な手法による現実的なデータ生産可能性の検証
→MA領域における遅発中性子収率の予測
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文部科学省 原子力システム研究開発事業

ガラス固化体の高品質化・発生量低減のための

白金族元素回収プロセスの開発

原子炉工学研究所

竹下 健二

運営諮問委員会（外部評価委員会）
2016年3月14日 1

本発表の内容

(1) ガラス固化プロセスの問題点

(2) 高レベル廃液からの白金族（PGMs） とMo の同時回収プロセスの提案

(3) フェロシアン化物を用いたPGMsとMo吸着プロセス

(4) 白金族元素（PGMs）の個別回収用溶媒抽出プロセス

(5) ガラス固化体への同時回収プロセス導入の効果

2

PGMs ＝ Pd, Ru, Rh

フェロシアン化物

Problems of Japanese Vitrification Process  (LFCM process)

The operation of melter is instable and the vitrified object is non-uniform by these problems. 
Some severe problems in the vitrification process are caused by PGMs and Mo in HLLW.

Non-uniform  
outflow of 

molten glass 

Flocculation of PGM 
(such as RuO2, Pd-Te alloy) 

in vitrified objects 3

Problems of Japanese Vitrification Process  (LFCM process)

The operation of melter is instable and the vitrified object is non-uniform by these problems. 
Some severe problems in the vitrification process are caused by PGMs and Mo in HLLW.

Non-uniform  
outflow of 

molten glass 

Flocculation of PGM 
(such as RuO2, Pd-Te alloy) 

in vitrified objects

Aoshima et al., The digest version report of Innovative and Viable 
Nuclear Energy Technology (IVNET) Development Project 
“Development on a long-life vitrification melter”, (2005 fiscal year). 
http://www.iae.or.jp/KOUBO/innovation/theme/pdf/h17-6-17.pdf

Additional operations for stable operation of the 
melter, such as
• Washing operation to supply only glass beads
• Dilution of HLLW to adjust the concentrations 

of PGM and Mo, etc.
As a result,
• The amount of vitrified objects is increased.
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Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW

HLLW Glass frit

LFCM
Melter

- Severe problems for the melter operation and the 
quality of vitrified objects occurs. 

- To solve these problems, some additional operations 
of the melter are required.

- Many vitrified object rods were produced.

Present Rokkasho Reprocessing Plant

4

Adsorption of
PGM and Mo

by Ferrocyanide
HLLW Glass frit

PGM＋Mo+FP

FPs except Mo 
and PGMs

High quality
Vitrified object

Thermal
Decomposition
of ferrocyanide
（MAX350℃）

Rh

Separation of
PGM

Pd Ru

Separation of Mo
by HDEHP

Mo

Water and 
diluted HNO3

Impregnation
of 

Ferrocyanide

Ceramics support

storage

LFCM
Melter

Raffinate
FP＋Fe＋Al

To solve the problems, we are developing the separation system of PGMs and Mo from HLLW.  
Recently, we found  metal ferrocyanides as  effective inorganic adsorbents to recover PGMs and 
Mo simultaneously. The metal ferrocyanide is used in the first process 

Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW
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In the second process, the metal ferrocyanide absorbing PGMs and Mo is decomposed thermally 
and PGMs and Mo in the residue is transferred to liquid phase by diluted HNO3 solution.  

Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW
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In the third process, PGMs and Mo in diluted HNO3 solution are separated mutually by solvent 
extraction processes using organophosphorus and sulfide compounds.

Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW
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Adsorption of
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by Ferrocyanide
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Pd and Mo are classified to low-level waste. 
Recently, transmutation of 107Pd is considered in a 
new Japanese National project named IMPACT.

Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW

4

Adsorption of
PGM and Mo

by Ferrocyanide
HLLW Glass frit
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After storage for 70yr. Ru and Rh 
are not classified to radioactive 
elements. These metals can be 
used for industry. For example, 
these metals are useful for catalyst.

Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW
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Adsorption of
PGM and Mo

by Ferrocyanide
HLLW Glass frit

PGM＋Mo+FP

FPs except Mo 
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（MAX350℃）

Rh
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Ferrocyanide

Ceramics support
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• Stable operation of melter
• Suppression of yellow 

phase formation and PGM 
deposition 

• Quality of vitrified objects 
is improved

• Volume reduction of   
vitrified objects

By the introduction of the 
proposed system, the problems 

of vitrification process  are 
improved.

Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW
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Simultaneous Adsorption Process PGMs and Mo
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Structure of  ferrocyanide
（or called as Hexacyanoferrate）

Fe: Iron

M: Trasition metal
(such as Co, 

Ni, Cu, Fe
and, etc.)

CN

Adsorbed Metal

AxM[Fe(CN)6]yzH2O
Metal ferrocyanide forms a three-dimensional
(3D) cyano-bridged transition metal framework
(it looks like jungle-gym). Transition metal and
iron are combined alternately by the cyano
groups (sticks).)

What is Metal Ferrocyanide?

Ferric ferrocyanide
（or called as Prussian blue）

Insertion
Substitution

Surface
Adsorption

Adsorption mechanism of metal ion is complicate

6

Dry the precipitant at 75ºC for 12 hours and in vacuum 
at the same temp. for 3 hours

Vigorous mixing for 2hours at room temp.

Crush the dried solid by agate mortar

【Precipiattion】

【Washing】

Remove supernatant liquid by centrifuge (3000 rpm, 30min)
and wash precipitant 5 times by distilled water 

【Drying】

【Crushing】

Add potassium ferrocyanide (K4[Fe(CN)6]3H2O, 5mmol, 1eq.) 
dissolved in distilled water (20 ml) to the vessel

Drop slowly metal nitrate (10 mmol, 2eq.) 
dissolved in distilled water (20 ml)  to the vessel   

Synthesis of Various Metal Ferrocyanides

In this procedure, we can get various metal ferrocyanide  
for the separation process of PGMs and Mo from HLLW. 7

Synthesis of Various Metal Ferrocyanides

Prussian
Blue

Fe    

8

Batch Adsorption Tests using Mixture of Pd, Rh and Ru
Aqueous Solutions
[Pd], [Rh], [Ru] = 1 mM, 2M HNO3, VW: 10mL，Temp.: 25℃
Adsorbents 0.02 g-dry adsorbent

After shaking vials for 16 hr, the supernatant liquid was obtained by the filtration 
of solid adsorbent and the concentrations of Pd, Rh and Ru in the supernatant 
liquid were measured by ICP.
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Result of Batch Adsorption Test of Pd, Rh, Ru, Cs, Na, Fe and Mo
Aqueous Solution condition
[Pd], [Rh], [Ru], [Cs], [Fe], [Mo] = 1 mM, [Na] = 100 mM, 2M HNO3,  
VW: 10 mL，Temp.: 25℃
Adsorbents 0.02 g-dry gel
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As the result, we found that  AlFC  adsorbs 
not only PGMs, but also Mo, in high percentage,
compared with other metal ferrocyanide. 

AlFC 10

Batch Adsorption Test of Simulated HLLW

[mol/L] [mg/L] Analysis
Na 9.8E-01 22530.2 ICP-AES NaNO3

P 4.0E-03 123.9 ICP-AES H3PO4

K 1.8E-03 70.4 ICP-AES KNO3

Fe 3.0E-02 1675.5 ICP-AES Fe(NO3)3・9H2O
Cr 5.9E-03 306.8 ICP-AES Cr(NO3)3・9H2O
Ni 9.6E-03 563.4 ICP-MS Ni(NO3)2・6H2O
Co 1.9E-03 112.0 ICP-MS Co(NO3)2・6H2O
Cs 4.1E-02 5448.9 ICP-MS CsNO3

Sr 9.9E-03 867.4 ICP-AES Sr(NO3)2

Ba 2.0E-02 2746.0 ICP-AES Ba(NO3)2

Zr 4.9E-02 4469.8 ICP-AES ZrO(NO3)2・2H2O
Mo 3.0E-02 2878.2 ICP-AES Na2MoO4・2H2O
Mn 1.9E-02 1043.9 ICP-AES Mn(NO3)2・6H2O
Ru 1.9E-02 1920.9 ICP-AES Nitrate  solution

Rh 4.5E-03 463.1 ICP-AES
Pd 1.9E-02 2021.6 ICP-AES
Ag 1.1E-03 118.7 ICP-MS AgNO3

Zn 4.0E-04 26.2 ICP-MS Zn(NO3)2・6H2O
Te 5.1E-03 650.8 ICP-AES H6TeO6

Y 8.1E-03 720.2 ICP-AES Y(NO3)3・6H2O
La 2.0E-02 2778.0 ICP-AES La(NO3)3・6H2O
Ce 4.0E-02 5604.0 ICP-AES Ce(NO3)3・6H2O
Pr 2.0E-02 2818.0 ICP-MS Pr(NO3)3・6H2O
Nd 5.9E-02 8507.8 ICP-AES Nd(NO3)3・6H2O
Sm 9.0E-03 1353.6 ICP-MS Sm(NO3)3・6H2O
Gd 4.0E-02 6292.0 ICP-AES Gd(NO3)3・6H2O

Element Concentration Regent

Composition of simulated HLLW (26 elements)

Nitrate  solution
Nitrate  solution

Adsorption Conditions
Aqueous Solutions
VW: 5 mL，Temp.: 25℃
Adsorbents 0. 2 g-dry gel

After shaking vials for 16 hr, the 
supernatant liquid was obtained by the 
filtration of solid adsorbent and the 
concentrations of simulated FP in the 
supernatant liquid were measured by ICP.

High concentration metals
→ Forth to fifth period metals
Sr, Y, Zr, Mo, Ru, Rh, Pd, Ag, Te
Cs, Ba, La, Ce, Pr, Nd, Sm, Gd

11

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

100

Na Al P K Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Sr Y Zr Mo Ru Rh Pd Ag Cd Te Cs Ba La Ce Pr Nd SmGd Pb

収
着

率
[%

]

#65 (AlHCF), 1h
#65 (AlHCF), 3h
#65 (AlHCF), 6h
#65 (AlHCF), 9h
#65 (AlHCF), 16h
#65 (AlHCF), 24h

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

Na Al P K Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Sr Y Zr Mo Ru Rh Pd Ag Cd Te Cs Ba La Ce Pr Nd SmGd Pb

金
属

濃
度

[m
g/

L]

模擬廃液原液

#65 (AlHCF), 1h

#65 (AlHCF), 3h
#65 (AlHCF), 6h

#65 (AlHCF), 9h

#65 (AlHCF), 16h
#65 (AlHCF), 24h

Lanthanides are 
not adsorbed.

Mo Ru

Rh

Adsorption Condition
S-HLLW : 5mL
Adsorbent : 200mg）

Batch Adsorption Test Result of Simulated HLLW

A
ds

or
pt

io
n 

pe
rc

en
ta

ge
 [%

]
M

et
al

 co
nc

. [
m

g/
L]

Mo

Ru
Rh

Pd

Elements 12

Mutual Extraction Process of PGMs
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Recovery Separation Process of Mo with HDEHP (JAEA Method) 
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Extraction Scrubbing Back-Extraction

Feed PGMs
and Mo+FP
in 3M HNO3

Adjust 
nitric acid HNO3 
concentration (6M)

Raffinate Eluent
such as hydrogen 
peroxide H2O2 (0.5M) 
and HNO3 (1M)

HDEHP(0.3M) in organic solvnent

Morita et al.: Development of Separation 
process for Mo by Extraction with Di-2-
ethylhexylphophoric acid (HDEHP)

We use HDEHP as extractant for the separation of Mo 
from PGMs + Mo + FP in nitric acid solution.

(previous study 
by JAEA)
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After storage for 70yr. Ru and Rh 
are not classified to radioactive 
elements. These metals can be 
used for industry. For example, 
these metals are useful for 
catalyst.

Proposal of New Separation System of PGMs and Mo from HLLW
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N,N’-dibutyl-N,N’-di(p-tolyl)-thiodiglycol-
amide (BTTDGA)

Pd is extracted selectively from Ru and Rh by BTTDGA.
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Org. ph.: 3 mM BTTDGA in toluene
Aq. Ph.: 1 mM PGM in 2 M HNO3

Contact time: 2 h

Thiodiglycolamide
(TDGA)

R1: butyl    R2 : p-tolyl

Extraction of PGMs with TDGA
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5 mM BTTDGA
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10 mM EHTAA

Sum of
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Extraction with
5 mM BTTDGA
+ 10 mM TOA

Extraction with
5 mM BTTDGA
+ 10 mM EHTAA

Tris(N,N-di-2-ethylhexyl-ethylamide)amine
(EHTAA)

N
N

ON

O

N

O Synergistic Extraction：
TDGA―EHTAA ＞ TDGA―TOA

Org. ph.: extractant in toluene
Aq. Ph.:  0.1 mM Rh, Ru in 8 M HNO3

Contact time: 72 h

BTTDGA

Tri-n-octyl amine
(TOA)

Synergistic Extraction of Ru and Rh with TDGA and Amine
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TDGA
Extraction Process

Acidic solution
with PGMs Pd, Rh Ru

FPs

TDGA + amine
Synergistic Extraction 

Process

Pd Rh, Ru

Rh Ru
FPs

Extraction 1 Extraction 2

Extraction Process

Extraction 1   Selective Extraction of Pd with TDGA
Extraction 2   Synergistic Extraction of Ru and Rh with TDGA + Amine

Extraction Process of PGMs

FPs
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Improvement of vitrified object by the Removal 
of PGMs and Mo 

19

Adsorption process 
of PGM and Mo

by AlFC

Simulated 
HLLW

(26 elements)

Glass frit

Removal percentages 
100% Pd, 75% Ru, 40% Rh
54% Mo

HLLW with lower 
concentrations of 
Mo and PGMs

Glass
Melter

Influence of Adsorption Process on Vitrified Objects 

Dried Simulated 
HLLW after the 
removal of PGMs 
and Mo

Dried Simulated 
HLLW

Borosilicate glass + 
sHLLW in Pt Pan
Holding 100ºC for 15 min
Heating to 1200ºC at the rate of 10ºC/min
Holding 1200ºC for 30min
Cooling at the rate of 30ºC/min 

sHLLW : Bolosilicate

25             75

30             70

35             65

Adsorption Test

20

Mixing Ratio（sHLLW︓Borosilicate Glass）
25︓75 30:70 35:65

Vitrified 
objects of 
Simulated 
HLLW

Vitrified 
objects of 
Simulated 
HLLW 
after the 
adsorption 
of PGMs
and Mo

Photographs of Vitrified Object
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25:75 100μm

Observation of Vitrified Objects by Laser Microscope

Vitrified objects
with simulated 
HLLW

Vitrified objects
with simulated 
HLLW after  
adsorption of 
PGMs and Mo

Mixing Ratio（HLLW︓Borosilicate Glass）
30:70 35:65

- When simulated HLLW is vitrified directly in borosilicate glass, black precipitates are observed.  
The black precipitates are identified as PGMs.  The vitrified objects is not uniform.
- By the adsorption of PGMs and Mo from simulated HLLW, clean vitrified objects were 
obtained even in that with high HLLW content. 22

Summary

(1) ガラス固化体の質の改善と発生量低減を目的として高レベル廃液か
らの白金族元素（PGMs）とMoの同時回収プロセスを提案した。

(2) 高レベル廃液から白金族元素と Moを同時吸着する無機吸着剤をス
クリーニング試験により選んだ。フェロシアン化アルミニウム（AlFC ）
はPGMs と Moを模擬及び実高レベル廃液から同時吸着した。

(3) MoとPGMsの個別分離するための溶媒抽出プロセスを構築した。リ
ン酸エステルによるMo選択抽出、TDGAによるPd選択抽出、
TDGA+アミンによるRu、Rhの協同抽出に成功した。

(4) PGMsとMo除去後の模擬高レベル廃液はホウ珪酸ガラスにこれ生か

された。沈殿物のないクリーンなガラス固化体が得たれた。ガラスの
透明度は35wt%までHLLWの充填率を上げても維持された。

23
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第２期中期計画期間の活動総括

平成２８年３月１４日

所長 矢野豊彦

原子炉工学研究所運営諮問委員会
平成２８年３月１４日 国際会議等開催

 GENES Series (Global Environment and Nuclear Energy Systems)
第１回 1994、第２回 1996、第３回 1999、第４回 2003

 Fujiwara Seminar  “Advanced Nuclear Energy System Toward 
Zero‐Release of Radioactive Wastes”, 2002 

 INES Series (International Symposium on Innovative Nuclear 
Energy Systems) 革新的原子力エネルギーシステム国際シンポ
ジウム

第１回 2004、第２回 2006 、第３回 2010、第４回 2013
第5回 2016.10.31‐11.2 「革新的原子力科学技術の新たな展開」

2

 International Symposium and Seminar on Global Nuclear 
Human Resource development for Safety, Security and 
Safeguards
第１回: H24.2.29‐3.2,第２回: H25.2.18‐2.26,第３回:H26.2.25‐
3.7 第４回: H27. 2.17‐2.26, 第５回：H28.2.21‐3.3, 齊藤教授

 Japan‐China Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle (第１
回H23.11.30‐ 12.3、第２回 H25.11.27‐11.30、第３回 2015.12.2‐
5) 小澤教授

 13th Japan‐US Workshop on Heavy Ion Fusion and High Energy 
Density Physics H23.10.12‐10.14 小栗教授

 5th International Workshop on Plasma Science and Technology 
for All Something (PLASAS‐5) H25.6.21‐6.23 小栗教授

 5th International Workshop on Compound‐Nuclear Reactions 
and Related Topics (2015.1019‐23) 千葉教授

3

原子炉研で実施済み・実施中の大型研究プロジェクト
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5 6

研究発表実績

年度 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

査読付き論文 109 80 103 97 88

国際会議 107 109 86 79 113

学会等発表 158 134 112 165 112

著書・解説・特許 4 12 8 12 4

合 計 378 335 309 353 317

7

研究所研究経費の推移
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授賞

9 10

専任教員の移動等（平成22‐27年度）

平成22年度
平成22年4月1日 竹下健二教授 （東工大資源研准教授

より昇任配置換）
平成22年4月1日 嶋田隆一教授 （東工大統合研究院より

配置換）
平成22年4月1日 林﨑規託准教授 （昇任）
平成22年4月1日 鈴木達也准教授 （昇任）
平成22年4月1日 渡邉 紀志助教 （採用）
平成23年1月1日 小澤正基教授 （採用、原子力機構）
平成23年3月31日 相樂洋 （退職、原子力研究開発機構へ）
平成23年3月31日 関本博教授 定年退職
平成23年3月31日 服部俊幸教授 定年退職

11

平成23年度
平成23年4月1日 西山潤助教 （採用、産総研研究員から）
平成23年6月1日 小栗慶之教授 物質工学部門 （昇任）
平成23年7月1日 長谷川純助教 （転出、准教授昇任総合理工学研究科）
平成23年8月1日 韓 治暎助教 （採用、早稲田大学研究員から）
平成24年2月15日 韓治暎助教 （東工大博士課程教育リーディング

プログラム教員に採用・特任准教授）
平成24年3月31日 二ノ方寿教授 定年退職
平成24年3月31日 鈴木達也准教授 （退職、長岡技術科学大学教授で転出）

平成24年度
平成24年4月20日 近藤康太郎助教 （採用）
平成24年4月1日 千葉 敏教授 採用（日本原子力研究開発機構より）
平成24年10月1日 MEILIZA YOSHITALIA助教 システム・安全工学部門

（採用、日本原子力研究開発機構より）
平成25年1月1日 鷹尾康一朗助教 （採用、成蹊大学助教より）
平成25年3月31日 有冨正憲教授 定年退職
平成25年3月31日 嶋田隆一教授 定年退職
平成25年3月31日 渡邉紀志助教 （退職）
平成25年3月31日 MEILIZA YOSHITALIA助教 （退職） 12

-
4
5
-



平成25年度
平成25年4月1日 筒井宏明准教授 エネルギー工学部門 （昇任）
平成25年4月1日 木倉宏成准教授 システム・安全工学部門

（統合研究院より配置換え）
平成25年4月1日 相楽 洋助教 システム・安全工学部門

（採用、日本原子力研究開発機構より）
平成25年6月１日 小原 徹教授 物質工学部門 （昇任）
平成25年10月１日 西村 章特任教授 原子力人材育成等推進事業教員

（採用）
平成25年12月1日 高橋 実教授 エネルギー工学部門教授 （昇任）
平成26年3月1日 相樂洋准教授 システム・安全工学部門 （昇任）
平成26年3月31日 尾上 順准教授 名古屋大学教授に転出
平成26年3月31日 齋藤正樹教授、野村雅夫助教、小泉悦子助教

定年退職

平成26年度
平成27年3月31日 松浦治明助教 （退職、東京都市大准教授に転出）
平成27年3月31日 劉 醇一助教 （退職、千葉大准教授に転出）
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平成27年度
平成27年4月1日 加藤之貴教授（昇任）
平成27年4月1日 飯尾俊二教授（昇任）
平成27年4月1日 小林能直教授（採用）（工学系から）
平成27年4月1日 鷹尾康一朗准教授（昇任）
平成27年4月1日 近藤正聡助教（採用）（東海大学から）
平成27年4月1日 島田幹男助教（採用）

（米セントジュード小児研究病院から）
平成27年7月1日 吉田克己准教授（昇任）
平成28年3月31日 池田泰久教授 定年退職
平成28年3月31日 小澤正基教授 定年退職
平成28年3月31日 近藤康太郎助教 転出

（量子科学技術研究開発機構へ）

14

客員教員採用実績
年度 氏名 国、期間

平成２２年度 Ashok Kumar教授
Matovic Branko教授
山根義宏教授
竹本高敏准教授
朝野英一准教授
川上文明教授

（インド、３ヶ月）
（セルビア、６ヶ月）
（〜H23年度）
（H20年度〜現在）
（〜H25年度）
（〜H25年度）

平成２３年度 Klesov Vleriy教授 （ロシア、3.5ヶ月）

平成２４年度 Choi Jor‐Shan教授
Mishra Kaushala Prasad教授
吉田 正教授

（アメリカ、4ヶ月）
（インド、3ヶ月）
（〜H27年度）

平成２５年度 Ivaniuk Fedir Alexeevich教授
Ismail Ibrahim教授
朝野英一教授

（ウクライナ、2ヶ月）
（エジプト、2ヶ月）
（〜現在）

平成２６年度 Karpov Alexander教授
Ivaniuk Fedir Alexeevich教授

（ロシア、2ヶ月）
（ウクライナ、6ヶ月）

平成２７年度 Carjan Nicolae Serban教授
Ivaniuk Fedir Alexeevich教授
Golay Michael Warren教授
森山裕丈教授

（ルーマニア、3ヶ月）
（ウクライナ、3ヶ月）
（アメリカ、1ヶ月）
（〜現在）
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連携講座教員、プロジェクト特任教員

プロジェクト特任教員
【廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム】
平成27年3月1日 山崎宰春特任助教採用（日本原子力研究開発機構より）
平成27年10月1日 佐藤勇特任准教授採用（日本原子力研究開発機構より）

【国際原子力人材育成 （日立GEニュークリア ・エナジー） 寄附講座】
平成23年3月1日～ 姫野嘉昭教授（採用）
平成23年4月1日～平成25年12月31日 氏田博士特任教授（採用）
平成23年4月1日～ 二見常夫特任教授（採用）
平成25年6月1日～ 福﨑孝治特任教授（採用）
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連携教員ーーーー【原子核工学専攻】
【バックエンド工学講座】
平成15年4月1日～ 船坂英之連携教授 （採用）
平成22年10月1日～ 小山真一連携准教授 （採用）
平成22年12月31日 小澤正基連携教授 （退職）
平成25年11月1日～ 竹内正行連携准教授 （採用）
平成26年4月1日～ 小山真一連携教授 （昇任）

【革新炉工学講座】
平成21年7月1日～ 原田秀郎教授 （昇任）
平成22年4月1日～平成26年6月19日 木下泉連携教授 （採用）
平成25年6月1日～ 石原正博連携教授 （採用）
平成25年3月31日 鈴木雅秀連携教授 （退職）
平成27年11月1日～ 古谷正裕連携教授 （採用）
【原子燃料システム講座】
平成24年4月1日～平成28年3月31日 鈴木達也連携教授 （準連携）（採用）

【理研準連携講座】
平成23年10月1日～平成28年3月31日上野秀樹連携教授 （採用）
平成25年7月1日～平成28年3月31日 奥野広樹連携教授 （採用）
平成25年3月31日 松尾由賀利連携教授 （退職）
平成26年9月30日 本林透連携教授 （退職）
平成27年1月1日～平成28年3月31日 羽場宏光連携教授 理研準連携講座（採用）
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革新的原子力研究センター(CRINES)の活動

ー国際共同研究、国際会議共催
ーMIT, CANESと協定
ーモンゴル国立大学と協定
ーGIF‐IV 鉛冷却炉日本代表として

国際協力

MITにて協定調印

INES-4 国際会議 18

中期目標・中期計画ごとの自己点検・評価

中期目標 Ⅰ‐2‐1‐1.人類の持続的発展に資する基礎的・基盤的研究を進め
ると共に、魅力有る新しい学問領域を開拓する。

中期計画【②】 人類の持続的発展および地球環境の課題解決に資する原子力
技術研究を進める一方、長期的観点での基礎的・基盤的・萌芽
的領域における研究を強化し、魅力有る新しい学問領域を開拓
する。

実施内容と達成
状況

魅力有る新しい学問分野を開拓するために、基礎・基盤研究、萌
芽的研究を積極的に推進すると共に、外部研究資金の間接経費
部局還元分の一定割合を、基礎的・基盤的・萌芽的領域の育成
のために充当した。
・科研費獲得、外部資金獲得（別掲）、所内萌芽研究推進（別掲）

自己評価判定 中期計画を上回って実施している

今後の課題 ・今後も基礎・基盤研究を推進するとともに、社会の要請に応える
べく、研究分野の見直しや新規研究の開拓に努める。

・国内外の研究機関との連携を進めて、第３期中期目標・中期計
画の早い段階で「共同利用・共同研究拠点」としての認定を得る
べく教員の力を結集させる。

19

中期目標 Ⅰ‐2‐1‐2.国内外の原子力共同研究拠点となるよう、 原子力エネル

ギー利用と原子力安全に関する学術研究を推進する。原子・原子核
に関連する科学技術研究を基盤に、地球環境を保全しつつ社会の
持続的発展に資する安全なエネルギーシステムの研究及び量子･粒
子線の有効利用による新産業創出につながる基礎・応用研究を行う。

中期計画【①】 研究所の基幹研究として以下の研究課題を設定し、積極的に推進。
○革新的原子力システム
○アクチノイド・マネージメント研究
○グローバル原子力セキュリティ研究
○量子･粒子線の医療・環境・エネルギー応用などに関する研究

実施内容と達成
状況

第2期中期計画開始時に選定した4つの研究課題を推進すると共に、

所長の元に、「運営諮問委員会」を設け、研究所の運営指針や国内
外共同研究について検討した。

・国際会議開催（別掲）、寄附講座獲得（別掲）、部局間協定の締結
（別掲）、リーディングプログラム・廃止措置プログラム獲得（別掲）、
・毎年、運営諮問委員会開催

自己評価判定 中期計画を上回って実施している

今後の課題 ・十分な活動成果を収めたが、福島原発事故後の状況の変化を考慮
してセンター・研究会の目的、活動内容などを再検討し、第３期中期
目標・中期計画の開始に向けて再編成する必要がある。

20
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中期目標 Ⅰ‐2‐1‐3.原子炉工学研究所で創造された価値を積極的に社会に
還元する。

中期計画【④】 原子炉工学研究所で創造された価値を積極的に活用するため、学
内外との連携による課題解決型の研究（ソリューション研究）を推
進する。

実施内容と達成
状況

ソリューションプロジェクトの研究拠点「放射線がん新治療システム
プロジェクト」、「地層処分安全性概念構築プロジェクト」、「原子燃
料サイクルプロジェクト」には、拠点研究・調査活動のため研究所
の施設を提供して、研究拠点形成活動を支援した。
平成24年本研究所が中心となり４大学連合文化講演会を開催した。
「大電力電子線滅菌用加速器の研究開発」がJST研究成果最適展
開支援プログラム（A‐STEP）実用化挑戦タイプ（中小・ベンチャー開
発）に採択された。

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 今後も継続してソリューション研究の実施していく 。

21

中期目標 Ⅰ‐2‐4.原子炉工学研究所の活力向上に資するために、優秀で多

様な教職員の確保とともに、教職員がその能力と個性を十分に発
揮できる仕組みと研究環境を整備する。

中期計画【⑤‐1】 優秀で多様な教職員の確保とともに、教職員がその能力と個性を
十分に発揮できる仕組みと研究環境を整備する。

実施内容と達成
状況

中期計画を実施するにあたり、教職員確保と教職員が力を発揮で
きる環境整備を進めると共に、研究成果の評価に基づき、優れた
研究者に対してインセンティブを付与し、大型外部資金・科研費等
を獲得した研究者には、必要に応じて研究スペースを貸与した。
・教員の採用や流動性向上に努めた（別掲）。
・老朽施設を改修して、研究スペースを確保し、貸与した。
・教員の個人評価に基づき、インセンティブを付与した。

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 ・今後も各教員が最高の能力を発揮でき、最新の研究が進められ
るように人員配置、環境整備に心がける。

・老朽化設備を整備して大型プロジェクトを推進する教員には今後
も研究室の貸与等の支援する。
・成果を上げた教員へのインセンティブの付与する。

22

中期目標 Ⅰ‐2‐4.原子炉工学研究所の活力向上に資するために、優秀で多様

な教職員の確保とともに、教職員がその能力と個性を十分に発揮
できる仕組みと研究環境を整備する。

中期計画【⑤‐2】 原子炉工学研究所の多様な専門領域を持った教職員の協力体制
により中期目標を実現させるために必要な研究インフラストラク
チャーを抽出し、その整備と更新のためのマスタープランを策定する。

実施内容と達成
状況

・建屋や装置の利用状況を把握し、効率的な利用方法を検討した。
・北実験棟2Aの105号室110m2を整備し、放射線管理区域を廃止し
て、実験室として使用可能な状態にした。
・北2号館旧吉澤研究室使用室(324,328,373号室) を整備して、新任
教員が使用可能な状態にした。
・北実験棟6の未臨界装置を解体して、一般実験室として整備した。
・北実験棟2Bの303号室を整備して、原子力基盤実験用実験室とし
て利用できるようにした。

・講義スペースを研究所独自に確保し、放射線管理業務と安全衛生
業務の業務スペースを拡充した。

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 ・今後も継続して研究所建屋の効率的利用を進め、新規研究や人
材育成事業に対する研究スペースの確保、放射線管理業務と安全
衛生業務などの業務スペースの確保に努める。
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中期目標 Ⅰ‐3‐2.原子力研究に関する国際共同研究を推進するために、大
学・研究機関との連携を深め、国際化を推進する。

中期計画【③】 世界の各地域で中心的な大学・研究機関との連携を戦略的に推進
し、国際交流を深め、一層の国際化を推進する。

実施内容と達成
状況

研究所の研究資源・研究成果をもとに、海外の大学・研究機関を選
定し、研究交流体制を構築した。IAEA、欧州ACTINET等の組織と連
携し、国際的視野を広げられる教育及び研究体制を整備した。
・海外関連研究教育機関との部局間協定制定（別掲）
・IAEA等にインターンシップ派遣（教育プログラム、寄附講座、別掲）
・欧州—日本学生交流(EU‐JEPプログラム、別掲）

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 ・国際共同研究推進のために、今後も更なる国際的な研究交流及
び人事交流を推進していく。
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部局間協定等の締結
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Achievement of student mobility of EUJEP
(European Japanese Exchange Project in Nuclear Disciplines)

FY Number of Students 
from JP to EU

Number of Students 
from EU to JP

2010 3 (INSTN:2, ENM:1) 4 (UPB: 3, STU:2)

2011 4 (INSTN:1, ENM:2, STU:1) 3 (INSTN: 3)

2012 3 (ENEN:2, INSTN:1) 10 (INSTN:5, ENM:1, UPB:2, STU2)

2013 - 11 (INSTN:4, UPB:3, STU4)

2014 - -

2015 5(Uppsala U.:1, Tech. Univ. 
Munchen:1, SCK/CEN:3) 5(ENEN:4,UPB:1)

ENEN:    European Nuclear Education Network Association
INSTN:   Institut national des sciences et techniques nucléaires, France
ENM:      Ecole des Mines de Nantes, France;
UPB:       University Politehnica Bucharest, Romania
STU:       Slovak University of Technology in   Bratislava, Slovakia 26

中期目標 Ⅳ‐1‐1.評価活動を通じて、教育研究等の原子炉工学研究所の諸活
動の活性化に資する。

中期計画【⑥‐1】 自己点検・評価や第三者評価等を通じて、教育研究の質及び水準
の高さを保証し、その向上に繋げるとともに、業務運営の改善を行う。

実施内容と達成
状況

・外部諮問委員による運営委員会を開催し、研究所の活動を評価す
るとともに、業務運営に対して意見を聴取し、指摘事項に適切に対
処する。原子力教育が充実しており、福島事故対応にも積極的で、
十分期待するとの評価を得た。

・原子炉研所属全教授・准教授による一般公開の研究成果発表・交
流会を平成24年12月18～19日に開催した。平成26年6月3日には、

原子炉研の共同研究成果を中心に、学外の研究者を含めて研究交
流会を実施した。

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 ・研究所教員による自己点検評価や研究教育の質を第三者から評
価を受けることは重要であり、今後も続けていく必要がある。

27

中期目標 Ⅳ‐1‐1.評価活動を通じて、教育研究等の原子炉工学研究所の諸活
動の活性化に資する。

中期計画【⑥‐2】 各教職員の適正な評価を実施し、評価結果のフィードバック及びイ
ンセンティブ付与により、活動意欲の向上や業務の取組改善に繋げ
る。

実施内容と達成
状況

・各年度に前年度の教員の自己点検・評価を実施し、統計データを
各教員に通知した（別掲）。

・評価結果を期末手当、勤勉手当にフィードバックし、優れた教員に
は手当の増額によりインセンティブを付与した。

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 ・今後も教員の自己点検・評価を実施し、インセンティブの付与を
行っていく。
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中期目標 Ⅴ‐2‐1.原子炉工学研究所の安全管理体制のさらなる充実を図る。

中期計画【⑦‐1】 安全管理体制を戦略的・計画的に整備し、原子炉工学研究所の研
究者、職員、学生に安全・衛生上の危害が発生することを防止する。

実施内容と達成
状況

安全指導室が中心となり、所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の

保管場所、管理状況を把握して安全管理体制を強化し、古い廃棄
物, 廃液等の処理・処分を積極的に行い、研究スペースの有効活用

と研究環境の改善を図った。所員の各種安全管理資格の取得を奨
励して、全研究室に環境・安全衛生マネージメントシステムを導入し
て環境安全配慮型研究機関としての安全確保、環境保全に努めた。
実施状況を以下に示す。
・ハザードマップ作成
・全研究室に環境・安全衛生マネージメントシステムを導入
・建屋、周辺環境整備
・古い実験機器の廃棄、PCB含有機器を収集・保管

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 ・ハザードマップ改訂や環境・安全衛生マネージメントシステムは今
後も継続して実施し、所内建屋や敷地の整備によって安全性向上
に努める。

29

中期目標 Ⅴ‐2‐1.原子炉工学研究所の安全管理体制のさらなる充実を図る。

中期計画【⑦‐2 】 原子炉工学研究所における防犯・防災対策に係わる施策を強化・
改善する。

実施内容と達成
状況

・オープンキャンパス化に対応して防犯、建物セキュリティ強化を進
めた。平成22年度より北1号館、2号館に教職員・学生IDカード認証
による入退出管理を設置して運用開始した。
・平成24年度より北実験棟2Bおよび3Aの放射線管理区域入退室モ
ニターを更新し、セキュリティを強化した。平成25年度に隣接する環
境エネルギー機構棟と防災に関する情報交換を行った。
・研究所独自の防災・通報訓練を毎年実施した。

自己評価判定 中期計画を十分に実施している

今後の課題 ・今後も所内の防犯、建物セキュリティの強化、防災・通報訓練を継
続的に実施する。

30

教育と人材育成

• 理工学研究科原子核工学専攻運営
＞昭和32年、大学院大学として創設

＞これまでに1000名以上の修士、博士輩出

＞連携講座設置：

「バックエンド工学講座」（客員教授2、客員准教授1）」
「革新炉工学講座（客員教授2、客員准教授1）」

○教育理念

・先端的な原子力研究を通して、様々な展開が予測される原子力分野の将来
に対応できる研究者・技術者・教育者の養成

・原子力エネルギーおよびエネルギー・環境問題を幅広 く見据えた教育

・原子力の特定分野における知識・技能だけではなく，幅広い原子力分野の
基礎的素養，学際的分野への対応能力を含めた専門応用能力を培う

・基本コースワーク（専門科目）と研究リテラシー（研究関連科目）の両輪教育
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(3) 教育内容
本専攻では、次の教育を実施している。

A)原子核工学の専門学力の養成
B) 幅広い教養と視野の養成
C) 高い倫理観と社会的責任感の養成
D) 課題解決力の養成
E) 創造性の養成
F) 論理的対話力および文書能力の養成

平成年度 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

博士入学数 １２ １７ ６ ９ １４ １９

内 留学生 ５ ７ ３ ５ ８ ８

修士入学数 ３５ ３１ ２８ ２９ ３０ ３５

内 留学生 ４ １ ７ ７ ５ ８

注）このほかに、総合理工研究科の学生も指導

原子核工学専攻 修士／博士入学数
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・原子核反応・放射線
・原子炉理論
・原子力熱工学
・核燃料・材料工学
・核燃料サイクル工学
・原子力安全工学
・量子ビーム工学
・プラズマ工学基礎
・原子力システム工学
・原子力基礎工学
・低炭素社会学
・原子力の安全と地域共生
・原子炉設計工学
・原子力設計工学演習
・原子力数値解析学
・革新炉工学特論
・原子力化学工学
・放射性物質輸送工学
・核融合炉工学
・放射線生物学・医学
・医用放射線発生装置
・グローバル原子力セキュリティ
・地球環境とエネルギーシステム

・原子炉物理学実験
・原子核工学基盤実験
・核燃料サイクル工学実験
・原子核工学特別講義
・原子力とアジアの社会情勢
・原子力関係法規
・技術者倫理
・社会的責任
・エネルギーデバイス基礎特論
・原子核工学研究リテラシー
・原子核工学国際インターンシップ
・原子核工学国内インターンシップ
・原子核工学派遣プロジェクト
・原子核工学講究

核分裂原子力：現在および将来の原子力発電を安全に利用するために必要な技
術者を養成する目的で、原子炉理論を中核として、原子力の基本教育を行う。
核融合：未来のエネルギーとして期待される核融合も原子力分野の一部とし、関連
する理学および工学の教育を行う。
量子工学：原子力分野の新しい展開として、今後の発展が期待されるレーザや粒
子線などに関する教育を行う。
核燃料サイクル・原子炉
廃止措置など：放射性核種
の分離回収、放射線の生物
影響、また廃止措置に関わ
る各種技術、さらに原子力を
含むエネルギーシステムに
関わる教育などを行う。

原子核工学専攻カリキュラム
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原子核工学専攻卒業生の進路
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44

55

25

32
3

博士課程修了生の進路（昭和63~平成26)
総数190名

原子力関係企業

原子力関係政府機関等

大学等教育研究機関

民間企業

帰国

その他
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原子力教育プログラムの系譜（専攻）

平成年度 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
21COE

大学院GP

博士リーディン
グ大学院

廃止措置教育

日立GE寄附講
座

EU‐JEP学生交流

国際大学
院コース H7

国際原子力人材育成
大学連合ネット

H22
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社会貢献

• 公的機関の委員会・審議会への参画＞p.124〜
• 学会・学術団体への参画＞p.129〜
• 教員が組織委員会幹事等で中心的に開催した国際
会議＞p.135〜

• 国際的な研究プロジェクトへの参画＞p.138〜
• 国際的学術誌の編集長、編集委員＞p.140〜
• 公開行事＞p.148〜
研究交流・発表会、

研究所公開（施設公開・オープンスクール）（毎年）

原子炉研コロキウム(H26〜：公開セミナー）

37

社会貢献：福島原発事故後への貢献

• 科研費 基盤(S)研究 福島原発事故で発生した廃棄物
の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究
（研究代表者）池田泰久

• 電解‐水/水素同位体交換法を用いた汚染水からのトリ
チウム除去 竹下 健二他

• 福島第一原子力発電所事故で発生した汚染土壌の減
容浄化技術 竹下健二他

• 福島事故後の社会貢献に関する取り組み 澤田哲生

• その他、学内：周辺の汚染調査、一時帰宅者のスクリ
ーニング協力、空間線量継続測定・公表（ほぼ4年間毎

日）、学内・各地の放射線教育・原子力理解促進活動
の講師（松本、澤田） 、テレビ解説、総理支援
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平成27年度 東京工業大学原子炉工学研究所
運営諮問委員会（外部評価委員会）

大学改革と今後の研究所

2016年3月14日（月）17:00~17:15
大岡山北1号館（原子炉工学研究所1号館）1階会議室

小栗慶之

東工大では，学部・大学院全体の「教育改革」に合わせ，
研究所等の「研究改革」も同時に進行

 背景：文科省「スーパーグローバル大学創成支援事業」
・・・・・ 高等教育の国際競争力の向上：

▬ 「今後10年間で世界ランキング
上位100以内に国内10校をランクイン」

▬ 世界レベルの教育研究を行うトップ大学や
国際化を牽引する「グローバル大学」に対し，
制度改革と組み合わせ重点支援

▬ 東京工業大学の採択課題（タイプA，トップ型）：
「真の国際化のためのガバナンス改革による
Tokyo Tech Qualityの深化と浸透」 (H26-31)

 現在：3学部＋ 6研究科（大学院）
来年度より： 学部と大学院の融合 = 「学院」

 「研究」についても同時進行で改革！
（本来はH31より順次実施の予定）

2

学部・修士・博士課程の教育カリキュラムに継ぎ目がなく，
学修しやすい教育体系（各課程ごとに学位は授与）を整備

 クオーター制導入，教養科目の充実，大学院授業の全英語化：

3

3学部・6研究科を6学院に，23学科・45専攻を19系に
統合・再編し，世界トップスクールとしての教育体系を構築

 新教育体系：豊富な選択肢から体系的に広域学修が可能で，進路変更も容易：

4

-
5
3
-



今までの原子炉工学研究所は学内で独立部局でなくなり，
「科学技術創成研究院」という大部局に統合される．

 「研究」を主なミッションとする「科学技術創成研究院」の構成：
4研究所 ＋ 2研究センター ＋ 10研究ユニット = 総勢 約180名

ソリューション研究機構

フロンティア研究機構

精密工学研究所

応用セラミックス研究所

資源化学研究所

原子炉工学研究所

量子ナノエレクトロニクス研究センター

像情報工学研究所

未来産業技術研究所 （FIRST）
 フロンティア材料研究所 （MSL）
化学生命科学研究所 （CLS）
先導原子力研究所 （LANE）

研究所

研究
センター

研究
ユニット

 先進エネルギー国際研究センター

 社会情報流通基盤研究センター

 細胞制御工学研究ユニット

 グローバル水素エネルギー研究ユニット

 ビッグデータ数理科学研究ユニット

 スマート創薬研究ユニット

 ハイブリッドマテリアル研究ユニット

 バイオインタフェース研究ユニット

 超集積材料研究ユニット

 革新固体触媒研究ユニット

 原子燃料サイクル研究ユニット

 クリーン環境研究ユニット

科
学
技
術
創
成
研
究
院

未来産業技術研究所 （FIRST）
 フロンティア材料研究所 （MSL）
化学生命科学研究所 （CLS）
先導原子力研究所 （LANE）

研究所

研究
センター

研究
ユニット

 先進エネルギー国際研究センター

 社会情報流通基盤研究センター

 細胞制御工学研究ユニット

 グローバル水素エネルギー研究ユニット

 ビッグデータ数理科学研究ユニット

 スマート創薬研究ユニット

 ハイブリッドマテリアル研究ユニット

 バイオインタフェース研究ユニット

 超集積材料研究ユニット

 革新固体触媒研究ユニット

 原子燃料サイクル研究ユニット

 クリーン環境研究ユニット

科
学
技
術
創
成
研
究
院

現在 ・・・・・ 8部局： 来年度より ・・・・・ 1部局：

研究改革

5

運営費交付金の重点支援に向け，全学の研究体制
について，重点的に取り組む内容と「戦略」を提案

 戦略名 = 「国際的な研究活動を展開するための“世界の研究ハブ”の実現」：

▬ 今までの研究所等を改組・集約

▬ 従来の部門制は廃止

▬ 研究所･センター･ユニットの役割
= 「大学の研究を効率化するための仕組み」
（従来の大学附置研の役割）

研究所（時限なし）
研究センター（時限付き）：

10年先を見据えた
ミッションを定義し，
新たな研究分野を開拓して
未来の産業と社会に貢献

研究所（時限なし）
研究センター（時限付き）：

10年先を見据えた
ミッションを定義し，
新たな研究分野を開拓して
未来の産業と社会に貢献

研究ユニット（時限付き）：

強力なリーダーの下，
最先端研究を機動的に
推進し，「尖った」研究を
大きく育てる．

研究ユニット（時限付き）：

強力なリーダーの下，
最先端研究を機動的に
推進し，「尖った」研究を
大きく育てる．

発展

ユニットの創出

WRHI：
“Tokyo-Tech World Research

Hub Initiative”
世界トップクラスの研究者との
連携による「世界の研究ハブ」
を目指して，国際的共同研究を
展開，成果を発信

研究領域

エフォート
or

成果

研究所

センター
ユニット

6

 日本語名称：「先導原子力研究所」
英語名称： “Laboratory for Advanced Nuclear Energy” (LANE)

 ミッション:
「原子核に内在するエネルギーの有効利用を目指した理工学研究により，
社会と調和した原子力システムを構築し，
資源，エネルギー，環境問題の解決に資することにより，
世界の持続的発展に貢献すると共に，
社会に役立つ高度な放射線利用技術を開発する．」

 研究所内の研究グループ構成：

新研究所では，総合工学としての原子核工学を中心に，
生命科学や社会への視野も取り入れ，社会的要請に対応

旧「部門」：

エネルギー工学部門
物質工学部門
システム･安全工学部門

旧「部門」：

エネルギー工学部門
物質工学部門
システム･安全工学部門

新「研究グループ」：

革新的原子力研究グループ
アクチノイドマネージメント研究グループ
原子力安全セキュリティ研究グループ
放射線影響/医療応用研究グループ
核融合/プラズマ科学研究グループ
原子力基盤研究グループ

新「研究グループ」：

革新的原子力研究グループ
アクチノイドマネージメント研究グループ
原子力安全セキュリティ研究グループ
放射線影響/医療応用研究グループ
核融合/プラズマ科学研究グループ
原子力基盤研究グループ

7

安全な原子力システムの実現へ向け，
基礎から応用，社会実装に至る研究をカバーする．

 先導原子力研究所の具体的研究テーマ：

▬ 東電福島原発事故収束への貢献（廃炉・廃止措置，環境回復，汚染廃棄物処理）

▬ 次世代原子力システム研究

▬ 原子力安全・セキュリティ研究

▬ 原子力廃棄物の毒性低減と最終処分に係る研究

▬ 原子力施設と地域の防災に係る研究

▬ 原子力利用に係る社会科学的課題の解決

▬ 放射線生物影響・医療応用研究

▬ 核融合及びプラズマ・粒子線の先端的応用研究

▬ （継続的な国内・国外原子力人材養成）

8

-
5
4
-



研究成果及び学内のプレゼンス向上のためにも，
文科省による「共同利用・共同研究拠点」認定が必要

 認定の必要性とメリット：

▬ 他の学内の研究所（資源化学研，応用セラミックス研，精密工学研）は既に認定済み

▬ 拠点認定大学内での位置付け明確化

▬ 共同研究・共同利用研究成果（論文数）の増加

 「ネットワーク型共同利用・共同研究拠点」としてH29~30年度に申請を検討：

▬ 他大学研究所との大学・部局の枠を超えた協力

▬ 共同利用設備の概算要求を準備中（H29，30）

大阪府立大学 東京工業大学 長岡技術科学大学9

三研究所の共通点：原子力・放射線利用の研究所で，
共同利用・共同研究拠点に申請希望，教育体制も完備

 大阪府立大学 放射線研究センター 【公立，大阪（西日本）】：

 60Co，電子線加速器を中心とした共同利用・共同研究で実績

量子・放射線工学分野の大学院教育

原子炉廃止措置関連研究は少ない

 長岡技術科学大学 極限エネルギー密度工学研究センター：
【国立，新潟（日本海）】：

高強度パルスイオンビームで実績；材料分野への裾野を開拓

原子力システム安全工学専攻を新設し，RI施設を整備

規模が小さい

 東京工業大学 先導原子力研究所 【国立，東京（東日本）】：

次世代原子力システム，中性子科学，アクチノイド，安全研究，
除染・廃止措置等の広い分野をカバーし，比較的規模が大きい

原子核工学専攻の教育実績，国内教育ネットワークの中心

国際的なネットワークあり

共同利用できる大型装置がない；共同利用の実績が乏しい 10

三研究所の設備を駆使し，光子（X･ガンマ線）から
荷電粒子，中性子に至る幅広い線質の放射線を提供

 「小型加速器中性子源及びアクチノイド施設による原子力教育研究拠点整備」：

大阪府立大学
放射線研究センター

大阪府立大学
放射線研究センター

長岡技術科学大学
極限エネルギー密度
工学研究センター

長岡技術科学大学
極限エネルギー密度
工学研究センター

東京工業大学
先導原子力研究所

東京工業大学
先導原子力研究所

加速器開発・利用：
中性子ビーム，
イオンビーム

原子炉廃止措置
原子力材料
アクチノイド化学

放射線化学：
60Coガンマ線，
電子線

材料開発：
大強度パルス
イオンビーム

幅広い線質の照射場

11

設備・ノウハウのネットワーク的共同利用により，
研究だけでなく人材育成にも効果が期待できる．

 東工大先導原子力研が基幹となる場合の主な研究テーマ（案）：

▬ 中性子科学：
 中性子核反応・原子炉物理
 中性子利用（ホウ素中性子捕捉療法等）
 革新的核分裂・核融合炉システム

▬ アクチノイド化学：
 アクチノイド元素の物性
 同位体分離，
 再処理化学・処分科学

▬ 原子炉廃止措置技術：
 燃料デブリ物性
 遠隔計測，
 除染・放射能固定化技術

▬ 原子力材料開発：
 原子炉・核融合炉材料の耐照射特性
 加速器技術を応用した

材料分析技術・新規素材開発

▬ （上記研究を通じての原子力人材育成）
12

-
5
5
-



全教員が「原子核工学コース」に所属し，「学院」との
連携の下，教育改革後の学部・大学院教育に貢献

 参加する学院，系（特定教員除く）：

▬ 一部の教員は，複数の学院，系に跨って所属

▬ 各学院の学部教育（卒業研究指導含む）にも貢献

工学院

電気電子系

機械系

物質理工学院

材料系

応用化学系

環境・社会理工学院 融合理工学系

赤塚，小栗

木倉，近藤(康)，澤田

小林，矢野，吉田

加藤，鷹尾，塚原，

赤塚，飯尾，井頭，小栗*，小原，片渕，加藤*，
木倉*，小林*，近藤(正)，相樂，島田，鷹尾*，
高橋，竹下，千葉，塚原*，筒井，西山，林崎，
原田，松本，矢野*，

学院 系 参加する教員（*は副担当）コース

原

子

核

工

学

13

「原子核工学コース」では，専門知識・技術を
幅広く体系的に修得させるための授業科目群を整備

 （例）修士課程の授業科目群とその概要：

原子炉工学

原子炉廃止措置工学

核燃料サイクル工学

科目群名称

放射線医学・生物学

核融合・加速器工学

原子核工学基盤

原子核工学広域先端

インターンシップ

講究

原子炉システムを体系的・俯瞰的に理解するために必要な基盤的知識

事故後または寿命を終えた原子炉を安全に廃止するために必要な基盤技術

核燃料の製造から安全な処理，処分に至るプロセスに関する基盤的知識

概要

原子力安全に関わる放射線の生体影響や医学利用に関する基礎知識

将来のエネルギー源としての核融合及び加速器に関する基盤的な工学の知識

リーダーに求められる高い倫理観・社会的責任の醸成と安全規制に関する知識

原子力の有効利用に不可欠な幅広い工学分野や資源等に関する知識

企業や研究機関における配置措置工学等に関連したインターンシップ

修士論文研究に関連したセミナーと論文講読

14

-
5
6
-
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2. 外部評価結果 
 
 
2-1. 外部評価結果の概要 

 

評価結果と、各項目のコメントを 2-2 に記す。また、概要説明時に受けたコメントを 2-3 に記す。評価

結果の概要は「1 原子炉工学研究所の運営方針」、「2 研究活動・国際活動」、「3 教育と人材育

成」、「4 “博士教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育

院」”および“東京工業大学廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム 廃止措置工学 高度人材育

成と基盤研究の深化”の活動」に関しては総合評価は 3.0 ポイント(p)を越えて、概ね研究所の運営、

研究、教育には高い評価を得たと判断された。一方、「5 社会貢献」は他項目に比べ 2.8 p と低く、

研究所活動の社会へのアッピールに一層の努力が必要であることが示唆された。 

 

個別項目については以下の通りであった。 

 

「1 原子炉工学研究所の運営方針」 

「研究所の理念と目的」3.8 p、「中期目標・中期計画」3.4 p、「研究体制（教員。科研費、研究環境）」

3.4 p と概ね高い評価を得た。研究並びに教育に関する大学の改組・改革が進む中、関係者の皆様

の努力でわが国の原子力研究の拠点が維持確保できたこと、原子炉工学研究所（研究施設）の創

立から現在に至る６０年の歴史の中で、創立当初の理念と目的（原子炉工学に関する学理とその応

用の研究）を一貫して持ち続けてきていることが高く評価できるなどの評価を得た。また、研究費や

研究環境については、限られた教員数でかなりの研究費を獲得しており、多大な努力が認められる。

原子力分野では、基礎基盤研究の充実と、将来を担う人材育成は非常に大きな課題である。 東工

大原子炉工学研究所は、この両方に対して高い志をもって運営されていると指摘されている。一方

で、教育･研究内容や管理すべき設備等に比べて教員数がこれで十分なのかということ、アクティビ

ティーの裏返しでもあるが、職員のワークライフバランスに懸念を示す意見がある点などが将来に向

かって改善をすべき点と指摘されている。 

なお、中期目標・中期計画のところでは世界でトップを目指せる研究テーマを戦略的に明記した方

（例え実現できなくとも）が良いとの指摘があり、さらに、大学に於ける原子力研究・教育のレゾン・デ

ートルについて議論が深まり、皆さんの認識のベクトルが確認できたと思われるので、是非とも今後

の運営・管理に生かしていただくことを期待したい、との意見もあり、これらに留意した将来展開が望

まれる。 

 

「2 研究活動・国際活動」 

「研究開発指針、主要研究課題」3.4 p、「プロジェクト研究」3.4 p、「科研費・受託研究・競争的資金

の受け入れと研究課題」3.6 p、「研究実績」3.2 p、「国際会議主催・国際的な研究への参画」3.2 p と

それぞれの項目で高い評価を得た。 

 

研究成果の国内外学会への発表件数からも活発な研究活動が行われていることが判り、着実な研

究実績を示している、中期研究計画に沿って主要研究課題が設定され、外部からの大型プロジェク

ト資金の獲得に繋がっており、研究レベルと活動度の高さが窺えるなどの評価を得た。一方で、研究

成果の発表については、インパクトファクターの高い論文誌への投稿も含めて、更なる努力が求めら

れるとの指摘があった。国の公募研究はとかく短期的な視点での対応になりがちであることから、社

会の中での大学の役割や大学に期待されていることを常に念頭において、長期的視点に立って研

究計画を検討されることを期待したい、貴研究所と相手方との長所短所を相補い合うなど、連携協力

によってシナジー効果が期待できることが望ましい、などの助言を得た。 
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「3 教育と人材育成」 

「原子核工学専攻の教育理念と人材養成の目的」3.6 p、「修士・博士学生数、修了後の進路（就職

状況）」3.2 p、では高い評価を得た。修士課程入学後の半年間は、所属研究室を特定せずにマル

チラボトレーニングを行い幅広い分野を経験した上で研究室（研究テーマ）を決めるというシステムは

大変良い試み、専門科目教育と研究リテラシーの両輪教育を目指しているとの教育方針も評価でき

る、との判断を得た。原子力工学は総合工学ということで、ややもすればカリキュラムが広く浅くなりが

ちで、また時の社会の関心事にカリキュラムが影響を受けることがあるが、原子力の基礎基盤（コア・

コンピタンス）を再定義し、産業界のニーズを踏まえて、大学では基礎基盤をしっかり教育して頂くこ

とを期待したいとのコメントを得た。また、修士課程の卒業生の進路も福島第一原発事故以降は、原

子力関連企業への増加傾向がみられ、人材育成の効果がみられていることが高評価につながっ

た。 

一方、これらに比べ「カリキュラムと教育活動」3.0 p、「留学生教育（国際大学院コース）」2.8 pと低く、

コメントとして、“多彩な教育プログラムを実施していることは高く評価できる。ただし、そのことが、担

当教員や履修学生にとっての過度の負担になっていないかということが少し気がかりである。”、“課

題克服に対する創造的な姿勢自体は、個別の研究活動を通じてのみ習得できるものであるので、こ

の点にも留意すべきではないか。”、“多数の外国人学生が受け入れられており、受け入れ環境は整

っているようであるが、留学生受け入れの教育成果を判断出来る状況にない。留学生が帰国してど

のような活躍をしているかを継続的にフォローすることが必要である。”これらが今後の改定点と考え

られた。 

 

  

「4 “博士教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院」”

および“東京工業大学廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム 廃止措置工学 高度人材育成と

基盤研究の深化”の活動」 

 

「博士教育リーディングプログラム」3.6 p、「廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム」3.6 p とともに

高い評価を得た。 

 

グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院は極めてユニークな取り組みにチャレンジ

していることが評価されていた。なお、効果を発揮するにはプログラムの継続が重要であるとの指摘

を得た。 

廃止措置等基盤研究・人材育成プログラムについては、事故を起こした１F の廃炉作業は極めて長

期にわたり、そのための人材は、当該分野の高度な専門性を身につけ、さらには未知な分野に取り

組む能力が求められる。そのような人材を比較的短期ではあるが集約的に育成しようとする試みは

大変時宜にかなったものであるとのコメントを得た。また、「廃止措置工学」については、「工学」と銘

打つ以上、どのような分野の学問的課題から構成されるのか、廃炉分野に於ける大学の役割と併せ

て明確にしておくことが望ましい、廃炉というトピカルな課題の他に、原子力・放射線に係る基礎基盤

と新しいものを何か組み入れる工夫をして、原子力界全体に役立つ多様な人材育成に努めていた

だきたいなどの要望を得た。 

ただし、担当する教員や履修する学生への過度な負担にならないような工夫が必要という印象、他

の学部と連携する必要があり、“原子力ムラ”からの脱却が不足しているとの指摘を得た。 

 

「5 社会貢献」 

 

「公的機関・学協会活動を通じた社会貢献」3.6 p は高い評価を得た、一方「研究成果の社会への反

映（公開講座等）」2.8 p、「福島原発事故対策に関わる貢献」2.8 p と相対的に低い評価であった。 

 

文科省、経産省、国交省、日本学術振興会、JAEA、JST、NEDO，日本原子力学会他多数の公的機
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関・学協会が主催する委員会の委員を努める等，これら活動への貢献がみられている、個人の特性

や献身に委ねられた活動による効果的な貢献がみられているとの評価を得た。一方で研究成果を

専門学会誌に発表することは適切に行われているが、公開講座等による社会一般への分かり易い

情報発信は限定的であり拡大の余地があると感じられる、福島原発事故対策に関わる貢献として、も

っと福島の地元に密着した活動が重要との指摘があり、今後、留意すべき事項と考えられた。 

 

「7 総評・その他のコメント」においては、以下の指摘を得た。 
◎ プラスに評価できる事項 
永きに亘り、原子力研究と教育の拠点として優れた研究成果と優れた人材を社会に輩出し続けき

ていることが評価されていた。大型プロジェクト事業として多数の外部資金を獲得できており今

後の活動が期待された。また、極めて重要な教育研究理念を掲げ、その下に適切な中期目標･中期

計画を設定し、限られたスタッフ･設備で、多数･多額の外部資金を獲得しながら、多大な努力の

もとに適切に実施されており、大きな成果が得られ、また、社会貢献の大きさも含めて、外部へ

のプレゼンスが非常に高く、極めて高く評価できるとのコメントを得た。 
特に、「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント養成」と「廃止措置工学高度人材育

成と基盤研究の深化」の二つは、福島第一原発事故によって発生した諸問題の解決を担う人材を

養成するものとして、その成果が期待され、人材の育成は、長期に亘って取り組みが必要である

ため、当初設定したプロジェクトの実施期間を超えて、更に長期にわたって事業を継続する必要

があるとの助言を得た。 
◎ 改善を要する事項 
社会の持続的発展に貢献できる研究テーマに取り組み、魅力ある研究所としての存在感を示して

ゆくことが期待された。世界でリードできる原子力の研究分野に戦略を立てて取り組み、東工大

の原子炉研はこの分野で世界トップの研究者を集められるというようにとの助言を得た。一方で

担当する教員や学生に対して過度な負担になっていないかということがやや気にかかるので、こ

のことについては、十分な注意を払うようにお願いしたい。 
また、リベラルアーツに関する教養を身につける機会を設ける、多数の外国人留学生の受け入れ

が今後更に発展できるよう、留学生の帰国後の活躍状況をフォローすることを助言として得た。 
 
以上の評価と、今後重要となる数々の指針を得た。 
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2-2. 数値評価結果と評価委員コメント 
 
1 原子炉工学研究所の運営方針 

 平均 
総合評価 3.8 

研究所の理念と目的 3.8 
中期目標・中期計画 3.4 
研究体制（教員。科研費、研究環境） 3.4 
 
評価委員 A B C D E 平均 
総合評価 4 4 4 3 4 3.8 
研究所の理念と目的 4 4 4 3 4 3.8 
中期目標・中期計画 4 4 4 2 3 3.4 
研究体制（教員。科研費、

研究環境） 3 3 4 4 3 3.4 

 
(委員からのコメント一覧) 
(A 委員) 
 研究並びに教育に関する大学の改組・改革が進む中、関係者の皆様の努力でわが国の原子力

研究の拠点が維持確保できたことに、敬意を表したい。 
 この過程で、あらためて大学に於ける原子力研究・教育のレゾン・デートルについて議論が

深まり、皆さんの認識のベクトルが確認できたと思われるので、是非とも今後の運営・管理

に生かしていただくことを期待したい。 
 

(B 委員) 
 原子炉工学研究所（研究施設）の創立から現在に至る６０年の歴史の中で、創立当初の理念

と目的（原子炉工学に関する学理とその応用の研究）を一貫して持ち続けてきていることが

高く評価できる。軽水炉技術の確立を当初の目標に掲げ、炉物理、熱工学、炉化学・化学工

学、燃料材料、保健物理および核融合ブランケット部門の研究拠点として，半世紀以上の永

きに亘り途切れること無く優秀な技術者を養成し社会に輩出し続けている実績をもって、原

子力産業の発展に果たした功績は極めて大きいものがあると評価できる。 
 中期目標・中期計画の具体的なテーマとして選定した、革新的原子力システム、アクチノイ

ドマネージメント、グローバル原子力セキュリティ、量子・粒子線の医療・環境・エネルギ

ーへの応用の４テーマは研究所の基幹研究として大型プロジェクト研究の礎となっている。 
 教員の入れ替えも適宜行われ、研究環境への配慮も行き届いている。 

 
(C 委員) 
 研究所の理念と目的、中期目標･中期計画とも適切であるが、「核融合」に関する研究教育体

制とその成果が見えにくい。研究費や研究環境については、限られた教員数でかなりの研究

費を獲得しており、多大な努力が認められる。教育･研究内容や管理すべき設備等に比べて教

員数がこれで十分なのかということが少し気になる。教員の自己点検については、望ましい

形で行われていると考えられる。 
 

(D 委員) 
 昨年に比べ、研究に対する取組が明確になり、よくなってきたと考えている。 
 中期目標・中期計画のところでは世界でトップを目指せる研究テーマを戦略的に明記した方

（例え実現できなくとも）が良いと考えている。 
 

(E 委員) 
 原子力分野では、基礎基盤研究の充実と、将来を担う人材育成は非常に大きな課題である。 東
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工大原子炉工学研究所は、この両方に対して高い志をもって運営されている。平成 22-27 年

度の中期計画では、人材の流動性を確保や多数の外部資金獲得に裏付けられ、外部資金間接

費を用いた挑戦的研究に対する資金援助などの独特の運営により、軽水炉利用に留まらない

原子力の幅広い分野において効果的な教育研究活動が認められる。反面、アクティビティー

の裏返しでもあるが、職員のワークライフバランスに懸念を示す意見がある点など、将来に

向かって改善をすべき点もいくつかある。 
 
2 研究活動・国際活動 

 平均 
総合評価 3.4 

研究開発指針、主要研究課題 3.4 
プロジェクト研究 3.4 
科研費・受託研究・競争的資金の受け入れと研究課題 3.6 
研究実績 3.2 
国際会議主催・国際的な研究への参画 3.2 
 
評価委員 A B C D E 平均 
総合評価 3 4 4 3 3 3.4 
研究開発指針、主要研究課

題 4 4 4 2 3 3.4 
プロジェクト研究 3 4 4 3 3 3.4 
科研費・受託研究・競争的

資金の受け入れと研究課題 3 4 4 3 4 3.6 
研究実績 4 3 3 3 3 3.2 
国際会議主催・国際的な研

究への参画 3 3 4 3 3 3.2 

 
(委員からのコメント一覧) 
(A 委員) 
 国の公募研究はとかく短期的な視点での対応になりがちであることから、社会の中での大学

の役割や大学に期待されていることを常に念頭において、長期的視点に立って研究計画を検

討されることを期待したい。 
 海外の大学との連携・協力にあたり、どのような基準で相手側の選定を行っているのか、考

え方を明確にしておくことが望ましい。貴研究所と相手方との長所短所を相補い合うなど、

連携協力によってシナジー効果が期待できることが望ましい。 
 

(B 委員) 
 中期研究計画に沿って主要研究課題が設定され、外部からの大型プロジェクト資金の獲得に

繋がっており、研究レベルと活動度の高さが窺える。競争資金を受け入れている研究課題は、

研究所の中期目標・中期計画との整合がとれたものとなっている。 
 研究成果の国内外学会への発表件数からも活発な研究活動が行われていることが判り、着実

な研究実績を示していると言える。国際会議の主催も毎年必ず１件は継続して行われている。

また国際的な研究への参画状況は、研究所の規模（教員数）からみて妥当なものと考えられ

る。 
 
(C 委員) 
 多数の大型プロジェクトや多額の競争的資金を受け入れて、極めて活発に研究活動を実施し

ている。また、国際活動についても積極的に行われている。ただし、研究成果の発表につい

ては、インパクトファクターの高い論文誌への投稿も含めて、更なる努力が求められる。 
 
(D 委員) 
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 昨年に比べ、科研費・受託研究・競争的資金の受け入れで改善が見られた。 
 

(E 委員) 
 しいて言えば、基幹研究分野のなかでは「量子・粒子線応用」に関する成果の記載が若干少

なく感じる。当該分野は、通常は最も迅速に成果が得られ、国内でも多数の機関が様々な取

り組みを行っているところ。ちゃんとしたエネルギーの研究を実施できる東工大では、むし

ろ適切な比率かもしれない。 
 
3 教育と人材育成 

 平均 
総合評価 3.4 

原子核工学専攻の教育理念と人材養成の目的 3.6 
カリキュラムと教育活動 3.0 
修士・博士学生数、修了後の進路（就職状況）  3.2 
留学生教育（国際大学院コース） 2.8 
 
評価委員 A B C D E 平均 
総合評価 4 3 4 2 4 3.4 
原子核工学専攻の教育理念

と人材養成の目的 4 4 4 2 4 3.6 
カリキュラムと教育活動 4 3 4 2 2 3.0 
修士・博士学生数、修了後

の進路（就職状況）  3 3 4 3 3 3.2 
留学生教育（国際大学院コ

ース） 3 2 4 2 3 2.8 

 
(委員からのコメント一覧) 
(A 委員) 
 人材育成は長期的視点に立ち、国家を挙げて取り組むべき重要課題です。政府はもとより広

く社会に人材育成の重要性と大学の役割について訴えていくことが重要と思われますので、

理解活動に一段と注力して頂くことを期待します。 
 原子力工学は総合工学ということで、ややもすればカリキュラムが広く浅くなりがちで、ま

た時の社会の関心事にカリキュラムが影響を受けることがあるとの感触を持っていますが、

原子力の基礎基盤（コア・コンピタンス）を再定義し、産業界のニーズを踏まえて、大学で

は基礎基盤をしっかり教育して頂くこと期待したい。 
 
(B 委員) 
 修士課程入学後の半年間は、所属研究室を特定せずにマルチラボトレーニングを行い幅広い

分野を経験した上で研究室（研究テーマ）を決めるというシステムは大変良い試みである。

専門科目教育と研究リテラシーの両輪教育を目指しているとの教育方針も評価できる。 
 原子核工学のカリキュラムとして、核分裂原子力、核融合、量子工学、核燃料サイクル（廃

止措置）のグループ分けがなされており原子核工学専攻としてのアイデンティティーが確保

できる内容である。 
 修士課程の卒業生の進路も福島第一原発事故以降は、原子力関連企業への増加傾向がみられ、

人材育成の効果がみられている。 
 多数の外国人学生が受け入れられており、受け入れ環境は整っているようであるが、留学生

受け入れの教育成果を判断出来る状況にない。留学生が帰国してどのような活躍をしている

かを継続的にフォローすることが必要である。 
 

(C 委員) 
 すべての細目について、適切に実施されていると考えられる。特に、多くの外部資金を獲得
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して多彩な教育プログラムを実施していることは高く評価できる。ただし、そのことが、担

当教員や履修学生にとっての過度の負担になっていないかということが少し気がかりである。 
 
(D 委員) 
 原子力専攻カリキュラムにもう少しメリハリが欲しいと考えている。 
 東工大の特長はどこか？ 

 
(E 委員) 
 学生の教育について、しばしば大学の思いと受け入れ企業の期待はすれ違いがある。受け入

れ側は一般に基礎学力を期待するが、大学では研究者の育成を行いがちである。 東工大では

修士の学生に対しても基礎学力の習得を重視したカリキュラムをいち早く開始しておられ、

これは社会の要請にも応じるものである。しかしながら、課題克服に対する創造的な姿勢自

体は、個別の研究活動を通じてのみ習得できるものであるので、この点にも留意すべきでは

ないか。 
 
4 “博士教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院」”

および“東京工業大学廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム 廃止措置工学 高度人材育成

と基盤研究の深化”の活動 

 平均 
総合評価 3.6 

博士教育リーディングプログラム 3.6 
廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム 3.6 
 
評価委員 A B C D E 平均 
総合評価 4 4 4 2 4 3.6 
博士教育リーディングプロ

グラム 4 4 4 2 4 3.6 
廃止措置等基盤研究・人材

育成プログラム 3 4 4 3 4 3.6 

 
(委員からのコメント一覧) 
(A 委員) 
 グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院は今日に至るまで様々なご苦労

があったことと推察いたしますが、極めてユニークな取り組みにチャレンジされていること

に敬意を表します。中でも、フィールドワークは実際の現場に入ってそこで課題を見つけ、

現実的な解決策を模索するという、とても良い経験を積む機会と考えられますが、これが短

時間の、一回だけの経験で終わるのは少しもったいないのではないかと思います。時間をも

う少しとるとか、継続的な取り組みにするとか工夫があっても良いのではないでしょうか？ 
 今回始まった「廃止措置工学」については、「工学」と銘打つ以上、どのような分野の学問的

課題から構成されるのか、廃炉分野に於ける大学の役割と併せて明確にしておくことが望ま

しいと思われます。 
 

(B 委員) 
 博士教育リーディングプログラムについて 

狭い専門性にとらわれがちな博士教育に対し、国際的な原子力安全・セキュリティ分野で活

躍する人材の育成を目標とした大変興味深い教育プログラムである。教育内容も座学を離れ

た実践に重きをおいており，優れた人材が多く輩出されることが期待できる。 
但し、効果を発揮するにはプログラムの継続が重要ではないだろうか。教育の仕組みが指導

に携わる少数の教官の情熱に頼りすぎてはいないか？このプログラムの教育システムから外

れた学生との齟齬等はないのか？などに留意し継続的に実施していただきたい。 
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 廃止措置等基盤研究・人材育成プログラムについて 
廃炉に係る人材育成プログラムを前面においた着眼点を高く評価できる。学内外の研究資源

を活用した廃炉に係る研究計画と教育計画とのバランスが保たれている。福島第一原発事故

から既に５年程経過し、問題意識の風化が始まる中、廃炉に関するモチベーションの維持が

難しいことが懸念される。廃炉というトピカルな課題の他に、原子力・放射線に係る基礎基

盤と新しいものを何か組み入れる工夫をして、原子力界全体に役立つ多様な人材育成に努め

ていただきたい。 
 
(C 委員) 
 いずれもよく設計された意義深い教育プログラムであり、大きな成果が期待できる。ただし、

担当する教員や履修する学生への過度な負担にならないような工夫が必要かもしれないとい

う印象を受ける。 
 
(D 委員) 
 博士教育リーディングプログラムはもっと他の学部と連携する必要があり、指導教官も原子炉工

学研究所以外の教授にお願いすべきである。“原子力ムラ”からの脱却が不足している（京都大学

の例など）。 
 
(E 委員) 
 福島第一原子力発電所（１F）事故を経験し、原子力の応用のためには、理工学系のみならず

社会科学系の知識教養を広く身につけた人材の重要性がますます高まっている。全寮制によ

る集中的な教育（道場）で、語学・国際性は言うに及ばず、多面的な高い素養を身につけた、

いわゆる旧制高校的な人材育成を博士課程までの段階で実施しようという試みは非常に期待

される。 
 また、事故を起こした１F の廃炉作業は極めて長期にわたり、そのための人材は、当該分野

の高度な専門性を身につけ、さらには未知な分野に取り組む能力が求められる。そのような

人材を比較的短期ではあるが集約的に育成しようとする試みは大変時宜にかなったものであ

る。 
 
5 社会貢献 

 平均 
総合評価 2.8 

研究成果の社会への反映（公開講座等） 2.8 
公的機関・学協会活動を通じた社会貢献 3.6 
福島原発事故対策に関わる貢献 2.8 
 
評価委員 A B C D E 平均 
総合評価 3 2 4 2 3 2.8 
研究成果の社会への反映

（公開講座等） 3 2 4 2 3 2.8 
公的機関・学協会活動を通

じた社会貢献 4 4 4 3 3 3.6 
福島原発事故対策に関わる

貢献 3 2 4 2 3 2.8 

 
(委員からのコメント一覧) 
(A 委員) 
 技術者倫理、技術者の社会的責任についての素養を身につける教育を強化して頂くこと

を期待。 
 

(B 委員) 
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 研究成果を専門学会誌に発表することは適切に行われているが、公開講座等による社会一般

への分かり易い情報発信は限定的であり拡大の余地があると感じられる。 

 文科省、経産省、国交省、日本学術振興会、JAEA、JST、NEDO，日本原子力学会他多数の公的

機関・学協会が主催する委員会の委員を努める等，これら活動への貢献がみられている。 

 福島原発事故対策に係る活動では、廃棄物や汚染水の処理処分など研究所の特徴を生かした

研究による社会貢献がみられている。また、個人の特性や献身に委ねられた活動による効果

的な貢献がみられている。 

 
(C 委員) 
 いずれの細部項目も適切に実施されている。学術活動のみならず、社会貢献についても

評価されるべき重要な項目であると考えられる。 
 
(D 委員) 
 福島原発事故対策に関わる貢献として、もっと福島の地元に密着した活動が重要と考えている。

池田教授には年に何回か福島の再生・復興のために除染情報プラザの専門家派遣にもご協力いた

だいていますが、そのような活動を他の教授にもお願いしたい。 
 

(E 委員) コメントなし 
 

6 その他項目 

 
(A 委員) コメントなし 
(B 委員) コメントなし 
(C 委員) 
 次期の計画に関して、先導原子力研究所や新教育体系への展開においては、原子力工学の教

育･研究についての十分な実施体制の構築と適切な運用が期待される。また、核分裂技術に重

点を置きながらも、放射線応用分野や核融合分野の研究体制の充実も期待される。さらに、

その関連で、ネットワーク型共同利用･共同研究拠点としての申請については大きな意味があ

ると考えられるが、実際に無理なくできることは何なのか、本研究所の利点は何なのかをよ

く見極めつつ、連携研究機関との十分な議論を行うことが望まれる。 
 

(D 委員) 
  以前に比べ、地道な研究を続けられていることは評価できる。大学は教育と研究が本来の

ミッションであることを認識して続けられることを希望する。 
 

(E 委員) コメントなし 
 
7 総評・その他のコメント 

 

(A 委員)  
◎ プラスに評価できる事項 
コメントなし 
 
◎ 改善を要する事項 
 リベラルアーツに関する教養を身につける機会を設けていただきたい。 
 語学力(英語)を身につけるよう、指導いただきたい。 
 
(B 委員) 
◎ プラスに評価できる事項 
総評的感想： 
研究所（研究施設）創立以来の６０年の永きに亘り、原子力研究と教育の拠点として優れた研究
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成果と優れた人材を社会に輩出し続けきていることに深い敬意を表します。大型プロジェクト事

業として多数の外部資金を獲得できており今後の活動が期待されます。特に、「グローバル原子力

安全・セキュリティ・エージェント養成」と「廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化」の

二つは、福島第一原発事故によって発生した諸問題の解決を担う人材を養成するものとして、そ

の成果が期待されています。人材の育成は、長期に亘って取り組みが必要であるため、当初設定

したプロジェクトの実施期間を超えて、更に長期にわたって事業を継続する必要があると考えま

す。新たに発足した先導原子力研究所の中核事業として継続実施していただきたくことを切望し

ています。 
◎ 改善を要する事項 
 改善というものではありませんが、気がついたことを記載致します。 
 
（１） グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント養成の教育理念として、「高い志を

持って、人々の為に、社会の為に、世界のために貢献するリーダーを育成する」ことが掲

げられています。文部科学省所管の技術士制度の理念と合致する部分が多々あるようです。

修了生への技術士資格の付与や資格取得のインセンティブを与えること等も検討してみ

ては如何でしょうか。 
 
（２） 多数の外国人留学生の受け入れが今後更に発展できるよう、留学生の帰国後の活躍状況を

フォローすることに力を入れてみては如何でしょうか。帰国後の留学生との連絡方法の充

実等も考えると良いかと思います。 
 
（３） 社会の持続的発展に貢献できる研究テーマに取り組み、魅力ある研究所としての存在感を

示してゆくことを期待しています。所内資金による萌芽的研究を取り入れる仕組みを試み

られているようですので、継続発展されることを望みます。既に行われているのかも知れ

ませんが、研究テーマの創出に学生等の意見も取り入れ、それを活用するような仕組みが

あっても良いのではないでしょうか。 
 
(C 委員) 
◎ プラスに評価できる事項 
 極めて重要な教育研究理念を掲げ、その下に適切な中期目標･中期計画を設定し、限られたス

タッフ･設備で、多数･多額の外部資金を獲得しながら、多大な努力のもとに適切に実施され

ており、大きな成果が得られている。また、社会貢献の大きさも含めて、外部へのプレゼン

スが非常に高く、極めて高く評価できる。ただし、これらのことが、担当する教員や学生に

対して過度な負担になっていないかということがやや気にかかるので、このことについては、

十分な注意を払うようにお願いしたい。 
◎ 改善を要する事項 
 外部評価資料中に誤字や編集上の誤りが見受けられるので、修正されたい。 

 
(D 委員) 
◎ プラスに評価できる事項 
 科研費・受託研究・競争的資金の受け入れが多くなったことおよび研究課題に地道に取り組んで

いる点は大学の本来あるべき姿として評価できる。 
◎ 改善を要する事項 
 世界でリードできる原子力の研究分野に戦略を立てて取り組んで欲しい。東工大の原子炉研

はこの分野で世界トップの研究者を集められるというように。 
  
(E 委員)  
◎ プラスに評価できる事項 
 セメスター制、大学院でのコース授業の重視など様々な教育改革に積極的に取り組んでおら

れる点は高く評価したい。従来の大学院は一部では「ブラック」とも呼ばれるような徒弟制

度が悪い面に行き過ぎてしまう要素も含んでいるが、是非、新しい理工系の大学院制度のパ
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イオニアとして日本におけるグッドプラクティスを目指していただきたい。 
◎ 改善を要する事項 
コメントなし 
 
 



 

 

 

 

 

3. 自己点検・自己評価報告書 

（外部評価資料） 

（平成 22～27 年度） 
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1. はじめに：研究所の沿革とミッション 

 
1.1 設置目標と主たる研究内容 
ミッション 「平和で安全・安心な生活の保障と社会の構築のための原子力研究」 
原子炉工学研究所は、「原子炉工学に関する学理及びその応用の研究」を設置目的として昭和 31
年 4 月に研究施設として産声を上げ、昭和 39 年 4 月に附置研究所に昇格した、50 余年の歴史を持

つ研究所である。規模が小さいにもかかわらず、設立時から原子力と放射線応用の分野において多

くの優れた研究成果を上げて来た。研究所として第 2 期中期目標期間（平成 22～27 年度）を経過し

た。中期目標の計画でミッション主導型研究として「革新的原子力システム研究」、「アクチノイド・マ

ネージメント研究」、「グローバル原子力セキュリティ研究」、「高度放射線医療研究」を推進してきた。

また、それら４つの基礎基盤となる研究をも推進した。さらに、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本

大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所事故以降は、除染をはじめ、福島復興に向けた取り

組みに務めた。原子炉工学研究所は、エネルギー問題と地球規模の環境問題の解決を目指す原

子力の基盤研究をプロジェクトの柱として実施し、放射線応用を含めた原子力分野のフロンティアを

開拓できる拠点研究機関として、米国、欧州、旧ソ連諸国をはじめ、インドネシア、ベトナム、タイ等の

東南アジア諸国とも連携し、原子力・放射線応用のグローバルな連携拠点を目指した。大学の附置

研究所として、学生の教育は重要なミッションである。大学院理工学研究科原子核工学専攻は本研

の教員により運営され、次代を担う優れた学生を輩出すべく高度な教育を行ってきた。 
 

  
図 1 研究所の研究活動の構成 

  

アクチノイド・
マネージメント研究

原子力基礎基盤研究

高度放射線
医療研究

革新的原子力
システム研究

• エネルギー長期安定供給、
高い安全性、核廃棄物低減

• 超長寿命炉、高燃焼度炉、
消滅炉、 分散型小型炉等の
開発

• 原子力を用いた低炭素エネ
ルギーシステム
⇒ 国際的原子力政策提言

• 核拡散抵抗性の高い再処理
技術

• 放射性廃棄物の環境負荷
低減

• 合理的なアクチノイドマネー
ジメント技術の基盤研究
⇒ 新フロンテイア開拓

• 大規模な原子力災害
• 戦略的原子力セキュリティ
• 核拡散抵抗性の高いPuの

製造技術と燃料の利用技術
⇒ 戦略的国際先導

• 小型線形加速器を用いた
BNCT

• 癌細胞への選択性の高い
ホウ素化合物、運搬技術

• 医療滅菌用新型電子加速
器の開発
⇒ 新フロンテイア開拓

• 量子線と粒子線科学
• 放射線医療理工学
• 核融合，プラズマ科学

• 計測・画像処理・診断
技術

• 核データ
• 過酷環境材料

グローバル原子力
セキュリテイ研究

萌芽・発展・活用
（戦略的国際先導）

萌芽・発展・活用
（戦略的国際先導）
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1.2  研究所の沿革 
資料 1 研究所の沿革の概要を示す。原子炉工学研究所の前身（施設）が理工学部の附属施

設として，原子力エネルギーの平和利用を命題として昭和 31（1956）年に設置された（2 部門）。そ

の後 7 部門に増強され，昭和 39（1964）年に附置研究所に昇格した。資料 2 に研究所の開設当時

から現在に至る研究展開を示す。本研究所の設置目的は「原子炉工学に関する学理及びその応用

の研究」を行うことであり，当初の具体的目標は軽水炉技術の確立であった。この目的に沿い，炉物

理，熱工学，炉化学・化学工学，燃料材料，保健物理などの部門が整備された。1980 年代に入っ

て，大学における原子力研究は主に核融合研究に移行した。本研究所では，特にブランケット部門

（熱流体，トリチウム，材料照射）の研究に特徴があった。 
平成 2（1990）年には，それまでの11 部門を 3 大部門に再編成する改組を行った。改組に際し

て，研究の包括的な命題として「原子，分子及び原子核に内在するエネルギーの制御と利用」を設

定し，原子エネルギーを有効に利用する技術体系の基本要素として「エネルギーの流れ」と「物質の

流れ」，及びこれらの流れを包括する「システム安全」を取り上げ，大部門構成の柱とした。すなわち，

（1）原子核反応を高度に制御し，エネルギーの発生，輸送，変換，利用の新しい原理と方法を追求

するエネルギー工学部門，（2）粒子線と物質の相互作用の解明と制御，燃料増殖・循環系の高度化，

物質変換，量子工学的物質分離に関して研究する物質工学部門，（3）超高速エネルギー発生と開

放に伴う複合過渡現象の解明と制御，苛酷環境に耐えシステムの健全性を保証する材料開発，エ

ネルギーシステムの安全論理の構築と事故現象の解明など行うシステム・安全工学部門，の 3 大部

門を設定した。特に，本研究所の役割として原子力安全研究が強調された。新型原子炉の研究開

発，核燃料サイクル技術などの，安全でクリーンな原子力技術の開発を行い，信頼に足る原子力技

術を構築するための基盤となる工学を研究することを目的としている。 
平成 18 年には，原子炉工学研究所創立 50 周年を記念して，中曽根元首相を迎えての祝賀

会を行った。平成 26 年には、附置研究所としての 30 周年を記念して三島学長、藤田原子力学会会

長を迎えて祝賀会を行った。 
 
・昭和 31 年に発足。日本で最も歴史のある原子力研究施設。 
・日本における原子力技術研究および原子力技術者養成の重要な拠点となった。 
・平成 20 年 3 月には，原子力研究を中心とする国立大学法人施設は京都大学原子炉実験所と

本研究所のみとなったが、その後福井大学に国際原子力工学研究所が新設された。 
 

資料 1 研究所の沿革 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
昭和 31 年（1956）—  東京工業大学理工学部附属 
   原子炉研究施設発足（当初 2 部門、後 7 部門体制） 
昭和 32 年（1957）—  理工学研究科原子核工学専攻設置 
昭和 34 年（1959）—  原子科学研究室設置 
昭和 35 年（1960）—  天然ウラン-軽水系指数炉設置 
昭和 36 年（1961）—  核分裂実験装置研究室設置 
昭和 37 年（1962）—  放射性同位元素実験室設置 
昭和 38 年（1963）— 研究施設本館建設 
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昭和 39 年（1964）—  東京工業大学原子炉工学研究所発足（7 部門体制） 
昭和 40 年（1965）—  原子動力実験室設置 
昭和 42 年（1967）— 同位体分離実験室設置 （現：同位体科学実験室） 
         原子炉設計理論部門増設（8 部門体制） 
昭和 45 年（1970）— 高温核燃料要素実験室設置、原子炉燃料部門増設（9 部門体制） 
昭和 49 年（1974）— 広領域線質放射線照射実験室設置 
昭和 50 年（1975）—  放射線物理部門（旧：保健物理部門） 
昭和 53 年（1978）—  原子炉安全性工学部門設置（10 部門体制） 
昭和 55 年（1980）— トリチウム化学部門設置（11 部門体制） 
昭和 60 年（1985）—  ブランケット安全工学部門設置（旧：原子炉安全性工学部門） 
平成２年（1990）—  原子炉工学研究所改組（3 大部門体制） 
平成７年（1995）—  システム・安全工学部門 外国人客員教授設置 
平成 16 年（2004）—  国立大学法人化 
平成 18 年（2006）— 革新的原子力研究センター設置（大学センター） 
平成 22 年（2010）—  原子力国際共同研究センター設置 
平成 23 年（2011）—  日立 GE 寄付講座設置 
平成２6 年（2014）—  原子炉工学研究所附置研 50 周年   
平成 28 年(2016)ー 先導原子力研究所へ、創立 60 周年 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

資料 2 研究所の研究展開 

1956 1960 1970 1980 1990 2000 2010

実験的炉物理研究
中性子相関
パルス中性子実験 中性子捕獲核データ （高速炉用） （核融合炉用） （宇宙元素創成） （核変換処分用）

原子炉設計理論 高速増殖炉概念設計 整合性のある原子力システム 廃炉再臨界
計算機利用 原子炉動特性 CANDLE炉、固有安全炉、小型炉

気液二相流 非常用冷却装置熱工学 核融合炉熱除去 液体金属腐食
伝熱限界 高速炉・蒸気爆発 超音波計測応用

原子力施設安全性 プラズマ研究 PPP システム安全
遮蔽計算 核セキュリティ

Ac, RE溶液化学、錯体化学（核燃料） 高レベル廃棄物処理の化学 BNCT薬剤 除染（水、他）
溶融塩化学 金属燃料再処理

イオン交換法同位体分離濃縮（ウラン） 高レベル廃液からのイオン交換による核種分離

Ｔ生成・増殖（核融合）、処理
Ｔプラズマ材料透過

高温ガス炉被覆燃料製造 核融合炉用セラミックス 不活性母材
等方性黒鉛 異種材料接合 中性子照射損傷解析 汚染固化

新型加速器開発 医療用加速器 PIXE

放射線生体影響

核熱エネルギー利用

Ｊ−ＰＡＲＣ仁科賞

電磁力平衡コイル小型トカマク プラズマセンシング
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２. 研究所の現状 

 

2.1 運営組織および評価体制 

(1) 部門構成 

平成 2 年の改組より、研究組織は「エネルギー工学部門」「物質工学部門」「システム・安全工学部

門」の 3 大部門および所内措置の協力研究部門からなる。 

 

(2) 運営体制・評価体制 

本研究所は専任の教授ならびに准教授によって構成される教授会における審議と議決に」基づいて

運営されている。教授会の意向去明を受け、学長が任命した研究所長が教授会を開催し、構成員の意

志をとりまとめ、大学運営方針との協調を計りつつ運営を主導している。 

教授会の他に、企画委員会、教育委員会、安全衛全委員会、中期計画・評価委員会、広報委員会、

情報安全委員会、コンプライアンス（研究倫理教育）推進委員会の各所内委員会を設置している。さらに、

核燃料使用安全委員会および放射性同位元素等委員会を設置し、それぞれの所掌に関して、十分な対

策がとられるように配慮している。安全指導に関しては安全指導室を設け、常時見回り等、安全確保に配

慮、している。 

所長の元に、大学外の委員により構成された運営諮問委員会を組織し、活動の概要を報白するととも

に研究所の運営方針について意見を頂いている。 

 

2.2 教員構成 

平成 27 年 12月現在の原子炉工学研究所の常勤職員は資料 1 の 27 名である。教職員数内訳を

資料 2 に示す。 

 

資料 1 原子炉工学研究所 常勤教員（2016/2 現在） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

所長  矢野 豊彦 
 
エネルギー工学部門 
教授 工学博士 井頭 政之 
教授 工学博士 千葉 敏 
教授 工学博士 高橋 実 
教授 工学博士 加藤 之貴 
准教授 博士（工学）  赤塚 洋 
准教授 工学博士 筒井 広明 
准教授 博士（学術） 鷹尾 康一朗 
助教 博士（工学）  澤田 哲生 
助教 博士（理学）  近藤 康太郎 
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物質工学部門 
教授 工学博士 矢野 豊彦 
教授 工学博士 小栗 慶之 
教授 工学博士 竹下 健二 
教授 博士（工学） 小原 徹 
准教授 博士（理学） 松本 義久 
准教授 博士（工学）  林﨑 規託 
准教授 博士（工学） 塚原 剛彦 
准教授 博士（工学） 吉田 克己 
助教 博士（工学）  原田 雅幸 
助教 博士（理学）  片渕 竜也 
助教 博士（工学） 西山 潤 
システム･安全工学部門 
教授 工学博士 池田 泰久 
教授 理学博士 飯尾 俊二 
教授 博士（工学）  小林 能直 
准教授 博士（工学）  木倉 宏成 
准教授 博士（工学）  相樂 洋 
助教 博士（工学）  近藤 正聡 
助教 博士（人間・環境学）  島田 幹男 
原子力国際共同研究センター 
教授 博士（工学）  小澤 正基 

-------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

資料 2：原子炉工学研究所教職員数 （平成 27 年 12 月現在） 

 
原子炉工学研究所 

大学院理工学研究科 

原子核工学専攻 

常勤 非常勤 常勤 非常勤 

教授 12 5 0 12 

准教授 9 2 0 1 

講師 0 0 0 0 

助教 7 1 0 0 

 

原子炉工学研究所のすべての教授・准教授は，大学院理工学研究科原子核工学専攻の担当教員

となり，同専攻を運営している。同専攻が中核となった文部科学省大学教育改革支援 博士課程教

育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院」が，平成 23 年

に原子力関連では全国で唯一採択された（平成29年度まで）。さらに平成26年度からは，文部科学

省廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム「廃止措置工学 高度人材育成と基盤研究の深化」が
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開始されている（平成 30 年度まで）。 

 

2.3 教員任期 

平成 13 年 10 月以降採用の，教授を含むすべての教員に任期制を導入した。任期制導入後に新

規採用，あるいは昇任，新規ポストへの異動に際して，順次任期制を適用している。その後見直しを

行い現在は任期制を廃止している。昇任や転出があり、平成 27 年 3 月現在，任期が付いている専

任教員は准教授 3 名，助教 3 名である。 

 

2.4 教員の流動性 

（平成 28 年 2 月末現在） 
平成 22 年度 
平成 22 年 4 月 1 日 竹下健二教授 （東工大資源研准教授より昇任配置換え） 
平成 22 年 4 月 1 日 嶋田隆一教授 （東工大統合研究院より配置換え） 
平成 22 年 4 月 1 日 林﨑規託准教授 （昇任） 
平成 22 年 4 月 1 日 鈴木達也准教授 （昇任） 
平成 22 年 4 月 1 日 渡邉 紀志助教  （採用） 
平成 23 年 1 月 1 日  小澤正基教授   （採用） 
平成 23 年 3 月 31 日 相樂洋 （退職、原子力研究開発機構へ） 
平成 23 年 3 月 31 日  関本博教授   定年退職 
平成 23 年 3 月 31 日 服部俊幸教授 定年退職 
 
平成 23 年度 
平成 23 年 4 月 1 日 西山潤助教 （採用、産総研研究員から） 
平成 23 年 6 月 1 日 小栗慶之教授 物質工学部門 （昇任） 
平成 23 年 7 月 1 日 長谷川純助教 （転出、准教授昇任総合理工学研究科） 
平成 23 年 8 月 1 日 韓 治暎助教 （採用、早稲田大学研究員から） 
平成 24 年 2 月 15 日 韓治暎助教   （東工大博士課程教育リーディングプログラム教員に採用・特任准教

授） 
平成 24 年 3 月 31 日 二ノ方寿教授 定年退職 
平成 24 年 3 月 31 日 鈴木達也准教授 （退職、長岡技術科学大学教授で転出） 
 
平成 24 年度 
平成 24 年 4 月 1 日 千葉 敏教授 採用（日本原子力研究開発機構より） 
平成 24 年 4 月 20 日 近藤康太郎助教 （採用） 
平成 24 年 10 月 1 日 MEILIZA YOSHITALIA 助教 システム・安全工学部門  
 （採用、日本原子力研究開発機構より） 
平成 25 年 1 月 1 日 鷹尾康一朗助教 （採用、成蹊大学助教より） 
平成 25 年 3 月 31 日 有冨正憲教授 定年退職 
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平成 25 年 3 月 31 日 嶋田隆一教授 定年退職 
平成 25 年 3 月 31 日 渡邉紀志助教 （退職） 
平成 25 年 3 月 31 日 MEILIZA YOSHITALIA 助教 （退職） 
 
平成 25 年度 
平成 25 年 4 月 1 日 筒井宏明准教授 エネルギー工学部門 （昇任） 
平成 25 年 4 月 1 日 木倉宏成准教授 システム・安全工学部門 （統合研究院より配置換え） 
平成 25 年 4 月 1 日 相楽 洋助教 システム・安全工学部門 （採用、日本原子力研究開発機構

より） 
平成 25 年 6 月１日 小原 徹教授 物質工学部門 （昇任） 
平成 25 年 10 月１日 西村 章特任教授 原子力人材育成等推進事業教員 （採用） 
平成 25 年 12 月 1 日 高橋 実教授 エネルギー工学部門教授 （昇任） 
平成 26 年 3 月 1 日 相樂洋准教授 システム・安全工学部門（昇任） 
平成 26 年 3 月 31 日 尾上 順准教授 名古屋大学教授に転出 
平成 26 年 3 月 31 日 齋藤正樹教授、野村雅夫助教、小泉悦子助教 定年退職 
 
平成 26 年度 
平成 27 年 3 月 1 日 松浦治明助教 （退職、東京都市大准教授に転出） 
平成 27 年 3 月 1 日  劉 醇一助教 （退職、千葉大准教授に転出） 
 
平成 27 年度 
平成 27 年 4 月 1 日  飯尾俊二教授 システム・全工学 （昇任） 
平成 27 年 4 月 1 日 加藤之貴教授 エネルギー工学部門 （昇任） 
平成 27 年 4 月 1 日 小林能直教授 システム安全工学部門 （採用、大学院理工学研究科から

昇任） 
平成 27 年 4 月 1 日 鷹尾康一朗准教授 エネルギー・工学部門 （昇任） 
平成 27 年 4 月 1 日 近藤正聡助教 システム・安全工学 （採用、東海大学准教授より） 
平成 27 年 4 月 1 日 島田幹男助教 システム・安全工学（採用、米セントジュード小児研究病院よ

り） 
平成 27 年 7 月 1 日 吉田克己准教授 物質工学部門 （昇任） 
平成 28 年 3 月 31 日 池田泰久教授 定年退職 
平成 28 年 3 月 31 日 小澤正基教授 定年退職 
平成 28 年 3 月 31 日 近藤康太郎助教 転出 （量子科学技術研究開発機構へ） 
 
客員教授  
【講師（外国人研究員）】 
平成 22 年 4 月 2 日～平成 22 年 6 月 26 日   Ashok Kumar 教授 （インド） 採用 
平成 22 年 8 月 1 日～平成 23 年 1 月 31 日 Matovic Branko 教授 （Max-Plank Institute and 
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Stuttgart Univer・セルビア）採用 
平成 23 年 12 月 16 日～平成 24 年 3 月 31 日  Klesov Vleriy 教授 （Kurchatov Institute・ロシア） 

採用 
平成 24 年 9 月 17 日～平成 24 年 12 月 14 日 Choi Jor-Shan 教授 （University of California, 

Berkeley・米国） 採用 
平成 25 年 1 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日  Mishra Kaushala Prasad 教授  （Universuty of 

Gujarat・インド） 採用 
平成 25 年 12 月 2 日～平成 26 年 1 月 31 日 Ivaniuk Fedir Alexeevich 教授  （ Institute for 

Nuclear Research・ウクライナ） 採用 
平成 26 年 2 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日  Ismail Ibrahim 教授 （東京工業大学・エジプト） 

採用 
平成 26 年 7 月 1 日～平成 26 年 8 月 31 日  Karpov Alexander 教授 （Omsk State University・

ロシア） 採用 
平成 26 年 10 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日  Ivaniuk Fedir Alexeevich 教 授  （ Institute for 

Nuclear Research・ウクライナ） 採用 
平成 27 年 7 月 1 日～平成 27 年 9 月 30 日 Carjan Nicolae Serban 教 授 （ Technische 

Hochschule Darmstadt・ルーマニア） 採用 
平成 27 年 10 月 1 日～平成 27 年 12 月 31 日 Ivaniuk Fedir Alexeevich 教 授 （ Institute for 

Nuclear Research・ウクライナ） 採用 
 
【講師（非常勤）】 
平成 20 年 4 月 1 日～ 竹本高敏客員准教授 エネルギー工学部門 （採用） 
平成 22 年 10 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日 山根義宏客員教授 システム安全工学部門 （採用） 
平成 25 年 6 月 1 日～ 朝野英一教客員授 物質工学部門 （昇任） 
平成 24 年 9 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日 吉田正客員教授 システム・安全工学部門 （採用） 
平成 26 年 3 月 31 日  川上文明客員教授 （退職） 
平成 27 年 5 月 1 日～ 森山裕丈客員教授 システム・安全工学部門 （採用） 
 
特任教授  
【世界トップレベル大学教員招聘プログラム教員】 
平成 28.年 1 月 10 日－平成 28 年 2 月 6 日   
Golay Michael Warren 教授 (Massachusetts Institute of Technology, 米国)客員教授（採用） 
 
プロジェクト特任教員 
【廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム】 
平成 27 年 3 月 1 日 山崎宰春特任助教採用（日本原子力研究開発機構より） 
平成 27 年 10 月 1 日 佐藤勇特任准教授採用（日本原子力研究開発機構より） 
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【国際原子力人材育成 （日立 GE ニュークリア ・エナジー） 寄附講座】 
平成 23 年 3 月 1 日～ 姫野嘉昭教授（採用） 
平成 23 年 4 月 1 日～平成 25 年 12 月 31 日 氏田博士特任教授（採用） 
平成 23 年 4 月 1 日～ 二見常夫特任教授（採用） 
平成 25 年 6 月 1 日～ 福﨑孝治特任教授（採用） 
 
連携教員 
【バックエンド工学講座】 
平成 15 年 4 月 1 日～ 船坂英之連携教授 （採用） 
平成 22 年 10 月 1 日～ 小山真一連携准教授 （採用） 

平成 22 年 12 月 31 日 小澤正基連携教授 （退職） 
平成 25 年 11 月 1 日～ 竹内正行連携准教授 （採用） 
平成 26 年 4 月 1 日～ 小山真一連携教授 （昇任） 
 
【革新炉工学講座】 
平成 21 年 7 月 1 日～  原田秀郎教授 （昇任） 
平成 22 年 4 月 1 日～平成 26 年 6 月 19 日 木下泉連携教授 （採用） 
平成 25 年 6 月 1 日～  石原正博連携教授 （採用） 
平成 25 年 3 月 31 日   鈴木雅秀連携教授 （退職） 
平成 27 年 11 月 1 日～ 古谷正裕連携教授 （採用） 
【原子燃料システム講座】 
平成 24 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 鈴木達也連携教授 （準連携）（採用） 
 
【理研準連携講座】 
平成 23 年 10 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 上野秀樹連携教授 （採用） 
平成 25 年 7 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日   奥野広樹連携教授 （採用） 
平成 25 年 3 月 31 日    松尾由賀利連携教授 （退職） 
平成 26 年 9 月 30 日  本林透連携教授  （退職） 
平成 27 年 1 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 羽場宏光連携教授 理研準連携講座（採用） 
 

2.5 部局間国際交流協定 

部局間国際交流協定を資料 1 にまとめた。 

 

資料 1 ：部局間国際交流協定 

国名 相手大学等 期間 分野 

米国 
マサチューセッツ工科大学先

進原子力研究センター 
2006.2.26～2018.3.31 原子力工学 

米国 カルフォルニア大学アーバイ 2014.7.3～2017.7.3 原子力工学 
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ン校化学工学・材料科学科、

ヘンリーサムエリ工学院 

欧州（コンソー

シアム） 

欧州委員会共同研究センタ

ー 
2010.11.22～ 

鉛冷却高速炉分

野 

欧州（コンソー

シアム） 

EUJEPⅡ(欧州原子力教育ネ

ットワーク連合、フランス原子

力科学技術機構、ルーマニア

国立原子力研究センター、京

都大学大学院工学研究科、

京都大学大学院エネルギー

科学研究科、福井大学工学

研究科、日本原子力開発機

構原子力人材育成センター） 

2015.3.23～2017.3.31 原子力分野 

フランス 
国立科学研究センター・高温

放射線極限条件材料研究所 
2008.9.12～2019.9.15 

原子力材料・高

温化学 

イタリア 
メッシーナ大学電子化学工学

専攻 

2013.10.28 ～

2018.10.27 
エネルギー学 

ドイツ 
カールスルーエ工科大学廃

棄物処分研究所 
2015.12.10～2016.12.9 原子力分野 

ポーランド ワルシャワ大学化学部 2014.6.16～2019.6.15 原子力分野 

セルビア 
ベオグラード大学ビンカ原子

力科学研究所 
2011.4.5～2016.4.4 

材料、原子核工

学、物理、化学、

生物学 

リトアニア カウナス工科大基礎科学学部 
2013.10.14 ～

2018.10.14 

原子力学・環境

学 

ルーマニア バベス・ボヨイ大学物理学部 2008.3.7～2018.3.6 ナノテク 

韓国 
ソウル国立大学核融合炉工学

先端研究センター 
2012.8.31～2017.8.30 原子力・核融合 

モンゴル 
モンゴル国立大学原子核研

究センタ－ 
2011.9.9～2016.3.31 原子力分野 

ベトナム ベトナム原子力委員会 1999.11.25～ 原子力分野 

ベトナム ハノイ大学理学部物理学科 2003.10.15～ 
原子核工学、物

理分野 

ベトナム ベトナム電力大学 2011.7.21～2016.7.20 原子力工学 

マレーシア 
テナガ・ナショナル大学工学

部 
2014.9.22～2019.9.21 原子力分野 

マレーシア マレーシア国民大学工学部 2014.9.22～2019.9.21 原子力分野 

タイ タイ原子力技術研究所 2011.7.13～2016.7.12 原子力分野 
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タイ 
チュラロンコン大学工学部原

子核研究所 
2010.5.12～2015.3.31 原子力分野 

インドネシア インドネシア原子力庁 1997.6.4～ 原子力 

 

 

2.6 中期目標・中期計画 

 

平成 22 年（2010）年に、原子炉工学研究所の 6 年間にわたる部局の第 2 期中期目標・中期計画（平

成 22 年度～27 年度）を策定した（表 1）。  

 

表 1 第 2 期中期目標・中期計画（平成 22 年度～27 年度） 

中期計画番号 

（関連番号） 

21 

中期計画（部

局等） 

【②】人類の持続的発展および地球環境の課題解決に資する原子力技術研究

を進める一方、長期的観点での基礎的・基盤的・萌芽的領域における研究を強

化し、魅力有る新しい学問領域を開拓する。 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

・魅力有る新しい学問分野を開拓するために、基礎・基盤研究、萌芽的研究を

積極的に推進する。 

・外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を、基礎的・基盤的・萌芽的

領域の育成のために充当する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・魅力有る新しい学問分野を開拓するために、基礎・基盤研究、萌芽的研究を

積極的に推進する。  

・外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を、基礎的・基盤的・萌芽的

領域の育成のために充当する。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・魅力有る新しい学問分野を開拓するために、基礎・基盤研究、萌芽的研究を

積極的に推進する。  

・外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を、基礎的・基盤的・萌芽的

領域の育成のために充当する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・魅力有る新しい学問分野を開拓するために、基礎・基盤研究、萌芽的研究を

積極的に推進する。  

・外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を、基礎的・基盤的・萌芽的

領域の育成のために充当する。 
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平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・魅力有る新しい学問分野を開拓するために、基礎・基盤研究、萌芽的研究を

積極的に推進する。  

・外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を、基礎的・基盤的・萌芽的

領域の育成のために充当する。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

22 

中期計画（部

局等） 

【①】研究所の基幹研究として以下の研究課題を設定し、積極的に推進する。 

○ 革新的原子力システム 

 革新的原子力システムの概念構築と必要な基盤技術研究 

○ アクチノイド・マネージメント研究 

 より安全で、環境負荷の少ない核燃料再処理技術、処分技術開発研究 

○ グローバル原子力セキュリティ研究 

 原子力防災・安全保障研究と技術的な課題解決のための研究 

○量子･粒子線の医療・環境・エネルギー応用などに関する研究 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

原子力に関する国内外の共同研究を推進するために以下の体制を整備する。 

・「革新的原子力システム研究センター」を継続的に運営し、さらに「アクチノイド

マネジメント研究会」、「グローバル原子力セキュリティ研究会」、「放射線・粒子

線応用研究会」を組織し、研究所全体で支援する。 

・国際共同研究を推進する窓口とするため、「原子力国際共同研究センター」を

設置する。 

・所長の元に、「運営諮問委員会」を設け、研究所の運営指針や、国内外共同

研究分野を検討する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・「革新的原子力システム研究センター」を継続的に運営する。  

・「アクチノイドマネジメント研究会」、「放射線・粒子線応用研究会」を中心に当

該研究を推進する。また、「グローバル原子力セキュリティ研究会」を立ち上げ

る。  

・「原子力国際共同研究センター」を中心に、国際的な原子力教育を推進する。

さらに、原子力に関する国際共同研究を立ち上げる。  

・「運営諮問委員会」を開催し、研究所の運営指針や、国内外共同研究分野を

継続して検討する。 
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平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・「革新的原子力システム研究センター」を継続的に運営する。  

・「アクチノイドマネジメント研究会」、「放射線・粒子線応用研究会」、「グローバ

ル原子力セキュリティ研究会」を中心に当該研究を推進する。  

・「原子力国際共同研究センター」を中心に、国際的な原子力教育を推進する。

さらに、原子力に関する国際共同研究を立ち上げる。  

・「運営諮問委員会」を開催し、研究所の運営指針や、国内外共同研究分野を

継続して検討する。  

・客員教授のポストを活用して優れた実績を有する研究者を客員教授として任

用する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・「革新的原子力システム研究センター」を継続的に運営する。  

・「アクチノイドマネジメント研究会」、「放射線・粒子線応用研究会」、「グローバ

ル原子力セキュリティ研究会」を中心に当該研究を推進する。  

・「原子力国際共同研究センター」を中心に、国際的な原子力教育を推進する。

さらに、原子力に関する国際共同研究を立ち上げる。  

・「運営諮問委員会」を開催し、研究所の運営指針や、国内外共同研究分野を

継続して検討する。  

・客員教授のポストを活用して優れた実績を有する研究者を客員教授として任

用する。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・「革新的原子力システム研究センター」を継続的に運営する。  

・「アクチノイドマネジメント研究会」、「放射線・粒子線応用研究会」、「グローバ

ル原子力セキュリティ研究会」を中心に当該研究を推進する。  

・「原子力国際共同研究センター」を中心に、国際的な原子力教育を推進する。

さらに、原子力に関する国際共同研究を立ち上げる。  

・「運営諮問委員会」を開催し、研究所の運営指針や、国内外共同研究分野を

継続して検討する。  

・客員教授のポストを活用して優れた実績を有する研究者を客員教授として任

用する。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

23 

中期計画（部

局等） 

【④】原子炉工学研究所で創造された価値を積極的に活用するため、学内外と

の連携による課題解決型の研究（ソリューション研究）を推進する。 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

・研究環境の改善等のインセンテイブを与えるなど、ソリューションプロジェクトの
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研究拠点構築を研究所として積極的に支援する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・研究環境の改善等のインセンテイブを与えるなど、ソリューションプロジェクトの

研究拠点構築を研究所として積極的に支援する。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・研究環境の改善等のインセンテイブを与えるなど、ソリューションプロジェクトの

研究拠点構築を研究所として積極的に支援する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・研究環境の改善等のインセンテイブを与えるなど、ソリューションプロジェクトの

研究拠点構築を研究所として積極的に支援する。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・研究環境の改善等のインセンテイブを与えるなど、ソリューションプロジェクトの

研究拠点構築を研究所として積極的に支援する。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

27-1 

中期計画（部

局等） 

【⑤-1】優秀で多様な教職員の確保とともに、教職員がその能力と個性を十分に

発揮できる仕組みと研究環境を整備する。 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞  

・研究成果の評価に基づき、優れた研究者に対してインセンティブを付与する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・研究成果の評価に基づき、優れた研究者に対してインセンティブを付与する。  

・大型外部資金・科研費等を獲得した研究者には、必要に応じて研究スペース

の貸与をする。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・研究成果の評価に基づき、優れた研究者に対してインセンティブを付与する。  

・大型外部資金・科研費等を獲得した研究者には、必要に応じて研究スペース

の貸与をする。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・研究成果の評価に基づき、優れた研究者に対してインセンティブを付与する。  

・大型外部資金・科研費等を獲得した研究者には、必要に応じて研究スペース

の貸与をする。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・研究成果の評価に基づき、優れた研究者に対してインセンティブを付与する。  

・大型外部資金・科研費等を獲得した研究者には、必要に応じて研究スペース
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の貸与をする。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

27-2 

中期計画（部

局等） 

【⑤-2】原子炉工学研究所の多様な専門領域を持った教職員の協力体制により

中期目標を実現させるために必要な研究インフラストラクチャーを抽出し、その

整備と更新のためのマスタープランを策定する。 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

・研究所の中期目標に関連する研究インフラストラクチャーを抽出し、その整備と

更新のためのマスタープランを策定する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・外部資金の間接経費の一定割合を利用して、研究インフラストラクチャー整備

に必要な資金を確保する。  

・研究所内建屋の現有スペースを効率的に利用するための方策を検討し、順

次、実施する。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・外部資金の間接経費の一定割合を利用して、研究インフラストラクチャー整備

に必要な資金を確保する。  

・研究所内建屋の現有スペースを効率的に利用するための方策を検討し、順

次、実施する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・外部資金の間接経費の一定割合を利用して、研究インフラストラクチャー整備

に必要な資金を確保する。  

・研究所内建屋の現有スペースを効率的に利用するための方策を検討し、順

次、実施する。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・外部資金の間接経費の一定割合を利用して、研究インフラストラクチャー整備

に必要な資金を確保する。  

・研究所内建屋の現有スペースを効率的に利用するための方策を検討し、順

次、実施する。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

36 

中期計画（部

局等） 

【③】世界の各地域で中心的な大学・研究機関との連携を戦略的に推進し、国

際交流を深め、一層の国際化を推進する。 
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平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

・研究所の研究資源・研究成果をもとに、海外の大学・研究機関を選定し、研究

交流体制を構築する。 

・IAEA、欧州 ACTINET 等の組織と連携し、国際的視野を広げられる教育及び研

究体制を整備する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・研究所の研究資源・研究成果をもとに、海外の大学・研究機関を選定し、順次

研究交流体制を構築する。  

・IAEA、欧州 ACTINET 等の組織と連携し、国際的視野を広げられる教育及び研

究体制を整備する。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・研究所の研究資源・研究成果をもとに、海外の大学・研究機関を選定し、順次

研究交流体制を構築する。  

・IAEA、欧州 ACTINET 等の組織と連携し、国際的視野を広げられる教育及び研

究体制を整備する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・研究所の研究資源・研究成果をもとに、海外の大学・研究機関を選定し、順次

研究交流体制を構築する。  

・IAEA、欧州 ACTINET 等の組織と連携し、国際的視野を広げられる教育及び研

究体制を整備する。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・研究所の研究資源・研究成果をもとに、海外の大学・研究機関を選定し、順次

研究交流体制を構築する。  

・IAEA、欧州 ACTINET 等の組織と連携し、国際的視野を広げられる教育及び研

究体制を整備する。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

59 

中期計画（部

局等） 

【⑥-1】自己点検・評価や第三者評価等を通じて、教育研究の質及び水準の高

さを保証し、その向上に繋げるとともに、業務運営の改善を行う。 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

・外部諮問委員による運営委員会を開催し、研究所の活動を評価するとともに、

業務運営に対して意見を聴取し、指摘事項に適切に対処する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・外部諮問委員による運営諮問委員会を継続的に開催し、研究所の活動を評価

するとともに、業務運営に対して意見を聴取し、指摘事項に適切に対処する。 
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平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・外部諮問委員による運営諮問委員会を継続的に開催し、研究所の活動を評価

するとともに、業務運営に対して意見を聴取し、指摘事項に適切に対処する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・外部諮問委員による運営諮問委員会を継続的に開催し、研究所の活動を評価

するとともに、業務運営に対して意見を聴取し、指摘事項に適切に対処する。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・外部諮問委員による運営諮問委員会を継続的に開催し、研究所の活動を評価

するとともに、業務運営に対して意見を聴取し、指摘事項に適切に対処する。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

60 

中期計画（部

局等） 

【⑥-2】各教職員の適正な評価を実施し、評価結果のフィードバック及びインセ

ンティブ付与により、活動意欲の向上や業務の取組改善に繋げる。 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

・教員の自己点検・評価を実施する。 

・評価結果をフィードバックし、優れ教員にはインセンティブを付与する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・継続して教員の自己点検・評価を実施する。  

・評価結果をフィードバックし、優れ教員にはインセンティブを付与する。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・継続して教員の自己点検・評価を実施する。  

・評価結果をフィードバックし、優れ教員にはインセンティブを付与する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・継続して教員の自己点検・評価を実施する。  

・評価結果をフィードバックし、優れ教員にはインセンティブを付与する。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・継続して教員の自己点検・評価を実施する。  

・評価結果をフィードバックし、優れ教員にはインセンティブを付与する。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

70 

中期計画（部

局等） 

【⑦-1】安全管理体制を戦略的・計画的に整備し、原子炉工学研究所の研究

者、職員、学生に安全・衛生上の危害が発生することを防止する。 
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平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞  

・安全指導室が中心となり、所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の保管場

所、管理状況を把握し、安全管理体制を強化する。 

・古い廃棄物, 廃液等の処理・処分を積極的に行い、研究スペースの有効活用

と研究環境の改善を図る。 

・各種安全管理資格の取得を奨励する。 

・全研究室に環境・安全衛生マネージメントシステムを導入し、環境安全配慮型

研究機関としての更なる成長に必要な意識改革を行う。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・安全指導室が中心となり、継続して所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の

保管場所、管理状況を把握し、安全管理体制を維持する。・古い廃棄物, 廃液

等の処理・処分を積極的に行い、研究スペースの有効活用と研究環境の改善を

図る。・各種安全管理資格の取得を奨励する。・全研究室において環境・安全衛

生マネージメントシステムに基づき、継続して安全確保、環境保全に努める。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・安全指導室が中心となり、継続して所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の

保管場所、管理状況を把握し、安全管理体制を維持する。  

・古い実験機器、廃棄物, 廃液等の処理・処分を積極的に行い、研究スペース

の有効活用と研究環境の改善を図る。  

・各種安全管理資格の取得を奨励する。  

・環境・安全衛生マネージメントシステムに基づき、継続して安全確保、環境保

全に努める。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・安全指導室が中心となり、継続して所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の

保管場所、管理状況を把握し、安全管理体制を維持する。  

・古い実験機器、廃棄物, 廃液等の処理・処分を積極的に行い、研究スペース

の有効活用と研究環境の改善を図る。  

・各種安全管理資格の取得を奨励する。  

・環境・安全衛生マネージメントシステムに基づき、継続して安全確保、環境保

全に努める。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・安全指導室が中心となり、継続して所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の

保管場所、管理状況を把握し、安全管理体制を維持する。  

・古い実験機器、廃棄物, 廃液等の処理・処分を積極的に行い、研究スペース

の有効活用と研究環境の改善を図る。  

・各種安全管理資格の取得を奨励する。  

・環境・安全衛生マネージメントシステムに基づき、継続して安全確保、環境保
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全に努める。 

  

中期計画番号 

（関連番号） 

71 

中期計画（部

局等） 

【⑦-2】原子炉工学研究所における防犯・防災対策に係わる施策を強化・改善

する。 

平成 22 年度 【平成 22 年度年度計画】 

＜22 年度＞ 

・防犯、建物セキュリティ強化を進めオープンキャンパス化に対応する。 

平成 23 年度 【平成 23 年度年度計画】 

・防犯、建物セキュリティ強化を進めオープンキャンパス化に対応する。 

平成 24 年度 【平成 24 年度年度計画】 

・防犯、建物セキュリティ強化を進めオープンキャンパス化に対応する。 

平成 25 年度 【平成 25 年度年度計画】 

・防犯、建物セキュリティ強化を進めオープンキャンパス化に対応する。 

平成 26 年度 【平成 26 年度年度計画】 

・防犯、建物セキュリティ強化を進めオープンキャンパス化に対応する。 
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2.7 研究環境 

(1) 表1に研究所の建物一覧を示す。研究所の教育・研究スペースは学内他組織に比べ比較的広

いが昭和 30～40 年代の建造物が多く、全般的に老朽化している。多くの実験建屋が特殊装置設置

の目的で建設されたものであり汎用性が小さい。現状は、これらを補修して使用している。予算の許

す範囲で、居住・実験環境の整備に努めている。 

 

表 1 原子炉工学研究所の建物 

建物名称 構造 延面積 

[m2] 
完成年月

（更新年月） 

1. 原子炉工学研究所 1 号館（大岡山北 1 号館） RC-4 3,270 1964 

2. 原子炉工学研究所 2 号館（大岡山北 2 号館） SRC-6 3,556 1982 

3. 原子動力実験室（大岡山北実験棟 1） RC-2 *1,060 1966(1983) 

4. 同位体科学実験室（大岡山北実験棟 2A） RC-2 753 1968(1985) 

5. ニュークリアセラミックス実験室（大岡山北実験棟 2B） RC-3 1,066 1971(1988) 

6. 原子科学実験室（大岡山北実験棟 3A） RC-2 *693 1960 

7. ブランケット工学実験室（大岡山北実験棟 3B） RC-1 100 1984 

8. 広領域線質放射線照射実験室（大岡山北実験棟 4） RC-3 996 1962 

9. 放射性同位元素実験室（大岡山北実験棟 5） RC-2 752 1976 

9. エネルギー環境実験室（大岡山北実験棟 6） RC-1 200 1963 

合計  12,501  

 

 

(2)実験設備 

原子炉工学研究所が所有する実験設備の中で主要な一部を列記する。 

 

重イオン加速装置 

本システムは負イオン源，1.6 MV タンデム型ペレトロン静電加速器（写真），及びビーム輸送系から

構成されている．静電加速器はエネルギー分解能が高く，集束の良い MeV 級重イオンビームを標的

に供給する．加速できるイオンの質量数は A=1－100，代表的なビーム電流は 1 μA である．幅 1 ns，

繰り返し 100MHz のパルスビームも発生できる．現在，重イオン慣性核融合に関連した重イオンビー

ムとプラズマの相互作用，環境試料中の微量元素分析，及びエネルギー関連材料の測定評価等に

利用されている． 
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Pb-Bi－水直接接触沸騰二相流試験装置 

鉛ビスマス(45%Pb-55%Bi)冷却直接接触沸騰水型小型高速炉(PBWFR)におけるシステム流動伝熱

挙動を圧力 7MPa の実機条件で模擬する試験装置である。模擬燃料集合体から流出した高温の鉛

ビスマス(460℃)中にサブクール水(220℃)が注入され、直接接触沸騰伝熱によりチムニー部に

Pb-Bi―水―蒸気上昇二相流が形成され、発生蒸気は凝縮器で飽和水に戻り温水冷却器で冷却さ

れる。鉛ビスマスはチムニー部のリフトポンプ効果により駆動される。鉛ビスマスの保有量は 1,500kg

である。 

 

 

希薄気体風洞 

本装置は核融合炉の燃料吸排気系における非定常輸送現象解明に関する研究に利用されてきた。

現在ではプラズマ風洞として、人工衛星推進器用プラズマスラスター、核融合炉周辺領域の原子分

子過程、再結合プラズマレーザー、新規物質合成と表面改質、電離層現象の模擬など、プラズマ理
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工学の基盤研究に応用されている。本実験装置は高真空を目的としてものではなく、大量の気体を

導入しても一定の真空度を保って実験が可能な点に特徴がある。 

 

 

 

照射損傷解析用透過型電子顕微鏡 

本装置は放射線管理区域に設置された一連の高性能研究機器により構成されており，原子炉や核

融合炉などの核エネルギー用セラミックス材料を開発するための基礎研究を行うことを目的として設

置された．主な機器は放射線照射により結晶内に形成された原子オーダーの欠陥を観察するため

の高分解能電子顕微鏡（写真），Ｘ線回折装置，レーザーフラッシュ法熱定数測定装置，材料試験

機，走査型電子顕微鏡、酸素-窒素分析装置などである． 

ここでは低放射化に寄与するセラミックス材料の照射損傷の研究を中心とした耐苛酷環境材料の研

究，欠陥と巨視的物性の関係，照射効果を利用した新素材の開発等，原子力システムの安全性向

上と他分野への波及効果をめざした材料開発の基礎研究を行っている． 
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鉛・ビスマス腐食試験ループ 

鉛合金冷却炉は固有の安全性を有し、エネルギー資源の維持と地球環境保全のため、将来の世界

的利用に適している。この原子炉の開発上の課題の一つが、炉心・構造材料と鉛合金の共存性であ

る。そこで、耐食材料開発のため、Alと Siを含有する高クロム鋼や SiC等を、速度 2m/s、温度 550℃

の流動鉛ビスマス中に 1,000時間以上浸漬させる実験を行っている。最大流量は 6L/min、鉛ビスマ

ス保有量は 400kg である。 

 

 

 

化学蓄熱材料評価用熱天秤システム 

エネルギーの有効利用のためにはエネルギー貯蔵技術が重要です。化学蓄熱技術は次世代の蓄

エネルギー技術として高温度対応、長期間貯蔵の点で 期待されております。 

本研究室では材料開発から実用までを検討しております。開発材料の反応性評価のために熱天秤

重量測定システムが利用され ております。開発された材料は原子力システムの核熱有効利用、負

荷平準化、ならびに様々な産業、エンジンプロセスからの余剰熱を回収し有効利 用できます。 とく

に本研究室で開発した酸化マグネシウム／水系化学蓄熱システムは 200-350℃前後の中温熱を貯

蔵・利用できる、他に類のないユニーク なシステムです。 
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３．研究活動実績 

第 2 期中期計画期間の実績を中心に研究活動の実績を次に示す。 

 

3.1 研究の実施状況 

○資料 1 に研究所の専任教員による査読付き論文発表数、国際会議論文数、学会発表数、著

書・解説特許数の推移を示す。年々、業績が向上しており、所員の研究活動の進展に伴う成果と判

断される。 

 
    資料 1：研究実績 

年度 
平成 22

年度 

平成 23

年度 

平成 24

年度 

平成 25

年度 

平成 26

年度 

平成 27

年度 

査読付き論文 109 80 103 97 88  118 

国際会議 107 109 86 79 113  157 

学会等発表 158 134 112 165 112  279 

著書・解説・特許 4 12 8 12 4  20 

合 計 378 335 309 353 317  574 

 

○実施中もしくは近年終了した大型プロジェクト研究 

主なプロジェクト研究を以下の資料 2 に示す。 

 

資料 2：実施中もしくは近年終了した大型プロジェクト研究 

プロジェクト事業名 
研究代表者 年度 総額 

(億円） 

文部科学省 大学院教育改革プログラム「個性を磨く原子

力大学院教育システム」 

齊藤正樹 20-22 1.29 

文部科学省 革新的原子力システム技術開発公募事業

静電力と表面機能制御によるナノ流体核種分離システム

の開発 

塚原剛彦 20-22 0.20 

文部科学省 革新的原子力システム技術開発公募事業

DNA 二重鎖切断の認識・修復の初期課程に関する研究 

松本義久 20-22 0.20 

文部科学省原子力システム研究開発事業「多座包接型配

位子による MA の無劣化・無廃棄物抽出クロマト分離」 

竹下健二 21-23 2.37 

科学研究費補助金・基盤研究(S)「長寿命核廃棄物の核変

換処理技術開発のための中性子捕獲反応断面積の系統

的研究」 

井頭政之 22-26 1.67 
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文部科学省 原子力人材育成プログラム 原子力研究基

盤整備プログラム 「カリキュラム充実による原子力大学院

教育基盤の整理」 

井頭政之 22-24 0.68 

内閣府最先端・次世代研究開発支援プログラム「ナノ流体

制御を利用した革 新的レアアース分離に関する研究」 

塚原剛彦 22-25 2.00 

日本原燃 ガラス固化プロセス高度化研究 竹下健二 22-26 3.90 

文部科学省大学教育改革支援 博士課程教育リーディン

グプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージ

ェント教育院」 

齊藤正樹 23-29 14.0 

科学研究費補助金・基盤研究(S)「福島原発事故で発生し

た廃棄物の合理的な処 理・処分システム構築に向けた基

盤研究」 

池田泰久 24-27 2.03 

文部科学省廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム

「廃止措置工学 高度人材育成と基盤研究の深化」 

小原 徹 26-30 4.90 

JAEA エネルギー対策特別会計委託事業「測定エネルギ

ー範囲の高速中性子領域への拡張」 

井頭政之 25-28 0.30 

文部科学省原子力システム研究開発事業「ガラス固化体

の高品質化・発生量低減のための白金族元素回収プロセ

スの開発」 

竹下健二 26-28 1.50 

文部科学省エネルギー対策特別会計委託事業「高燃焼

度原子炉動特性評価のための遅発中性子収率高精度化

に関する研究開発」 

千葉 敏 24-27 2.40 

内閣府 SIP(戦略的イノベーション創造プログラム) 「エネル

ギーキャリア」、「高温太陽熱供給システム」チーム 

加藤之貴 26-30 16.2 

科学研究費補助金・基盤研究(A)「4 ビーム型 RFQ 線形加

速器による高強度重イオンビームの加速制御の研究」 

林﨑規託 26-28 0.4 

文部科学省原子力基礎基盤研究委託事業「難分析核種

用マイクロスクリーニング分析システムの開発」 

塚原剛彦 26-28 0.6 

文部科学省英知を結集した原子力科学技術・人材育成推

進事業 原子力基礎基盤戦略研究プログラム 廃炉加速

化研究プログラム「沸騰水型軽水炉過酷事故後の燃料デ

ブリ取り出しアクセス性に関する研究」 

小林能直 27-29 1.00 

文部科学省英知を結集した原子力科学技術・人材育成推

進事業「ウラン選択性沈殿剤を用いたトリウム燃料簡易再

処理技術基盤研究」 

鷹尾康一朗 27-29 0.30 

日本原燃 次世代再処理ガラス固化技術基盤研究事業 竹下健二 27-31 1.00 
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○ 研究所が主催した国際会議 

平成 22 年度から 27 年度に研究所が主催した国際会議の数を示す。 

資料 3：主催した国際会議数 

年度 平成 22

年度 

平成 23

年度 

平成 24

年度 

平成 25

年度 

平成 26

年度 

平成 27

年度 

主催国際会議 

回数 

1 2 2 4  1  3 

 

下記に国際会議の名称と開催時期を示す。 

 

資料 4 国際会議の名称と開催時期 

開催時期 国際シンポジウム等名称 

H22.10.31- 11.3 
3rd International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems 
(INES-3) 

H23.11.30- 12.3 
1st China-Japan Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle 
(ASNFC 2011)  

H23.10.12-10.14 
13th Japan-US Workshop on Heavy Ion Fusion and High Energy 
Density Physics 

H24.2.29-3.2 
1st International Seminar on Global Nuclear Human Resource 
Development for Safety, Security and Safeguard 

H24.11.9 Generation IV International Forum （Lead－Cooled Fast Reactor） 

H25.2.18-2.26 
2nd International Seminar on Global Nuclear Human Resource 
Development for Safety, Security and Safeguards -Fukushima 
Daiichi Accident- 

H25.6.21-6.23 
5th International Workshop on Plasma Scientech for All Something 
(PLASAS-5) 

H25.11.27-11.30 
2nd China-Japan Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle 
(ASNFC2013) 

H25.11.6-11.8 
4th International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems 
(INES-4) 

H26.2.25-3.7 
3rd International Seminar on Global Nuclear Human Resource 
Development for Safety, Security and Safeguards  



- 99 - 
 

H27. 2.17-2.26 
The 4th International Symposium and Seminar on Global Nuclear 
Human Resource Development for Safety, Security and Safeguards– 
Nuclear Safety in the Post-Fukushima Era – 

H27.12.2-12.5 
3nd China-Japan Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle 
(ASNFC2015) 

H27.10.19-10.23 
5th International Workshop on Compound Nuclear Reactions and 
Related Topics (CNR*15) 

H28.2.21-3.3 
The 5th International Symposium and Seminar on Global Nuclear 
Human Resource development for Safety, Security and Safeguards、 
-Nuclear Security and Safeguards- 

 

3.2 教員の褒賞、学会フェロー賞 受賞歴 

教員の褒賞、学会フェロー賞受賞歴を資料 5 に示す。 

資料 5 教員の褒賞、学会フェロー賞受賞歴 

年度 褒賞・学会フェロー 氏名 

22 

米国原子力学会 THD Best Paper Award Proper 

Orthogoanal Decomposition of the Flow in a Rod 

Bundle 

二ノ方壽 

原子力基礎基盤研究戦略イニシアティブ・若手研究者

表彰 
松本義久 

日本原子力学会賞技術開発賞 井頭政之 

23 

日本原子力学会フェロー 矢野豊彦 

日本原子力学会再処理ﾘｻｲｸﾙ部会業績賞 小澤正基 

日本原子力学会 再処理・リサイクル部会業績賞 池田泰久 

高エネルギー加速器科学研究奨励会西 川賞 林﨑規託 

日本機械学会動力エネルギーシステム部門 貢献表彰 木倉宏成 

24 

日本原子力研究開発機構先行基礎工学研究賞  塚原剛彦 

日本原子力学会フェロー 井頭政之 

日本原子力学会核データ部会賞 千葉 敏  

日本原子力学会賞貢献賞 矢野豊彦 

化学工学会 功労賞 竹下健二 

化学工学会 功労賞 加藤之貴 

日本学術振興会 科研費審査委員表彰 松本義久 

25 

日本原子力学会賞 貢献賞 齊藤正樹 

日本原子力学会 歴史構築賞 井頭政之 

日本工学教育協会工学教育賞 齊藤正樹 
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東工大挑戦的研究賞 塚原剛彦 

日本原子力学会賞学術業績賞 齊藤正樹 

日本原子力学会 歴史構築賞 播磨良子（元職員） 

26 

東工大 特別賞 今井雅三 

日本原子力学会 学術業績賞 池田泰久 

日本放射線腫瘍学会 生物部会賞 松本義久 

日本原子力学会 論文賞 相楽 洋 

27 

文部科学大臣表彰 科学技術賞（研究部門） 齊藤正樹 

手島精一記念賞（発明賞） 林﨑規託 

日本学術振興会 科研費審査委員表彰 松本義久 

第 48 回日本原子力学会賞 学術業績賞 
“中性子捕獲断面積と捕獲ガンマ線スペクトルの研究” 

井頭政之 

Journal of the Ceramic Society of Japan, the 
Editor-in-Chief Award of Distinguished Reviewer in 
2015 

吉田 克己 

 

3.3 研究資金の獲得状況 

○科学研究費補助金、民間等との共同研究、受託研究、奨学寄附金、その他、研究所に関わる研

究資金を資料 6 に示す。資料 7 に平成 10 年以降の推移を示す。平成 16 年度にをピークに減少傾

向となったが、平成 22 年度以後は多少の増減はあるものの増加傾向にあり平成 26 年度は 9億円を

超えた、常勤教員１人当り 3000 万円程度の高い水準を達成している。 

 

資料 6 研究資金推移 （単位 万円） 

平成年

度 

運営費

交付金 

科学研

究費補

助金 

民間等と

の共同

研究 

受託研

究 

奨学寄

附金 

教育支

援関係 

計 

（万円） 

22 年度 13,300 12,900 10,000 27,400 700 11200 75,500 

23 年度 13,100 18,700 9,200 22,500 1,000 20,890 85,390 

24 年度 10,425 13,777 6,528 17,793 904 27,048 76,475 

25 年度 11,896 17,478 5,259 10,483 3,807 23,610 72,533 

26 年度 12,735 15,878 8,670 26,643 2,387 27,555 93,868 
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資料 7 研究所研究経費の推移 
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3.4 共同利用・共同研究 
大学改革が進む中で、研究所の研究拠点化を進めるため、原子炉工学研究所 共同利用・共同研

究を平成 26 年度より推進した。方針を資料 1 に示す。資料 2 に平成 26 年度採択研究を示す。成果

は平成 27 年度研究交流･発表会（成 27 年 6 月 3 日）で発表された。本会は公開で、研究所の研究

活動の広報の場となっている。資料 4 に平成 27 年度採択研究を示す。今後も研究所の拠点化、研

究活動の公開の機会として、活動を継続する予定である。 
 

資料 1 原子炉工学研究所 共同利用・共同研究の推進 方針 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

平成 26 年 6 月 5 日(木) 所長 
          原子炉工学研究所 共同利用・共同研究の推進について 
 
背景・必要性・目的： 
(1)国立大学法人の附置研究所・センター95 の内、77 研究所が共同利用・共同研究拠点（学校教育

法施行規則に規定、拠点は文部科学大臣認定）として認定済み。重点的に支援する。 
(2)既存の拠点を含め、H28 年度から再認定される。H27 年度内に、再審査、再登録がある。これに

応募する。 
(3)共同利用・共同研究拠点に認定されるためには、共同利用・共同研究の実績必要 
(4)大学改革が進む中で、研究所改革が必ず問われる。研究所の必要性を示す上でも、拠点化が必

須である。 
 
形式・方法等： 
(1)定義：所内の教員（専任の教授・准教授・助教）と東工大以外の国公私立大学、研究機関の研究

員が共同で行う研究。企業との共同研究は含まない。研究実施場所は問わないが、原子炉研を必

ず含むこと。また、できる限り、所内の研究機器を利用すること。 
(2)申請：所内の教員が所定の書式に記入して期日までに企画委員会に申請する。ただし、年度途

中から開始しても良い。共同研究・共同利用相手先の承認を必要とする。期間は年度末までの１年

間とする。継続する場合は、継続申請を行う。 
(3)認定：企画委員会が審査して認定する。 
(4)報告書：成果を所定の様式に記入して、所定の期日までに企画委員会へ提出する。成果報告会

を要請された場合は、発表する。 
(5)補助金：認定された共同利用・共同研究の所内の担当教員に 10 万円／件を研究所が支援する。

１教員の申請できる数に制限は無い。助教が代表者の場合は、所属の研究室に配分する。ただし、

同一あるいは極めて類似した内容を複数の教員が異なる課題として申請することはできない。 
(6)大学による共同研究協定（研究費の有無を問わない）がすでに締結されている課題に関しては、

申請により自動的に認定する。 
(7)１件の共同利用・共同研究に関わる所内の教員が複数いる場合においては、所内の代表者に補

助金を配当する。 
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(8)共同研究の構成員の中に、原子炉研以外の東工大学内教員が参加することを妨げないが、東工

大以外の構成員が必ず含まれること。 
(9)例えば J-PARC の共同利用に採択されているような研究であって、所内の研究者が出向いていっ

て施設利用するだけの課題は本共同研究に該当しないが、所内の教員と J-PARC の研究員が共同

である課題を解析するような研究は該当する。 
(10)海外大学、研究機関等との連携も、研究者交流や論文の共同執筆等実績が期待できるのであ

れば含まれる。 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
資料 2 平成 26 年度採択研究 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
平成 26 年度 共同利用・共同研究 

1.課題番号：共 2014-01 
電気推進ロケットへの応用を目指した高密度ヘリコンプラズマの発光分光計測に関する研究 
Research on Optical Emission Spectroscopic Measurement of High-Density Helicon Plasma for 
Application to Electric Propulsion Rocket 
2.課題番号：共 2014-02 
新規リン酸化状態特異的抗体を用いた放射線感受性・癌罹患性予測法の開発 
3.課題番号：共 2014-03 
大気圧非平衡プラズマジェットの発光分光計測によるラジカル観測 
4.課題番号：共 2014-04 
高温ガス炉の 3S 特性に関する研究 
5.課題番号：共 2014-05 
模擬星間物質への陽子線照射による有機分子の生成 
6.課題番号：共 2014-06 
熱中性子挙動の解明に関する研究 
7.課題番号：共 2014-07 
 Al4SiC4 を焼結助剤とした炭化ケイ素セラミックスの焼結性及びその特性評価 
8.課題番号：共 2014-08 
制御棒吸収材料 B4C の物性研究 
9.課題番号：共 2014-09 
配向性セラミックスの中性子耐照射性に関する研究 
10.課題番号：共 2014-10 
中性子星合体 r 過程における核分裂の効果 
Effects of Nuclear Fission in r-Process Associated with Neutron-Star Neutron-Star Mergers 
11.課題番号：共 2014-11 
総和計算による遅発中性子収率の精度向上に関する研究 
12.課題番号：共 2014-12 
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時間依存密度汎関数法による核分裂過程の微視的研究 
13.課題番号：共 2014-13 
動力学模型に基づく統一模型による代理反応の理論的記述 
14.課題番号：共 2014-14 
核融合原型炉の基本制御に適用可能な計測の検討 
15.課題番号：共 2014-15 
化学蓄熱材料の伝熱促進による高性能化 のための物性測定 
16.課題番号：共 2014-16 
近赤外分光法を用いたベントナイト／水／金属イオン混合物の定性分析 
17.課題番号：共 2014-17 
タンデム加速器用冷陰極 PIG 負イオン源の最適動作条件 
18.課題番号：共 2014-18 
高燃機度燃料を用いた CANDLE 炉実現性に関する研究  
19.課題番号：共 2014-19 
カーボン-固体酸化物系の複合材料によるエネルギー変換反応の促進 
20.課題番号：共 2014-20 
 DNA 損傷修復タンパク質リン酸化による DNA 修復，細胞死の制御 
Regulation of DNA Repair and Cell Death through Phosphorylation of DNA Repair Proteins 
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資料 4 平成 27 年度 原子炉工学研究所 共同利用･共同研究 採択課題一覧 
平成 27 年 7 月 10 日 企画委員会 

課題番号 研究代表

者 相手先研究機関 課題名 研究期間 

共
2015-01 加藤之貴 群馬大 電池に用いるカーボン系複合材料の構造

評価 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-02 島田幹男 東大 DNA 損傷応答における新規細胞周期 

チェックポイントメカニズムの解明 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-03 赤塚 洋 東京都市大 アクチニド含有溶融塩の EXAFS 構造解析 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-04 赤塚 洋 宮崎大 大気圧非平衡マイクロ波ミニプラズマの 

発光分光計測 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-05 相楽 洋 東京都市大 ジルカロイ再生のための溶融塩電気化学 

基礎研究 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-06 筒井広明 JAEA 

大型トカマクにおける NBI と核融合反応同
時加熱時の高エネルギー粒子の OFMC コ
ードによる非定常解析 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-07 西山 潤 産総研 熱中性子挙動の解明に関する研究： 

多結晶黒鉛における散乱モデルの高度化 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-08 松本義久 札幌医大 新規リン酸化状態特異的抗体を用いた 

放射線感受性･癌擢患性予測法の開発 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-09 松本義久 金沢医大 DNA 損傷修復タンパク質リン酸化による 

DNA 修復，細胞死の制御 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-10 塚原剛彦 早稲田大 

ウラン選択的分離を可能とする 
有機･無機層状ナノハイブリッド材料の創
製 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-11 小栗慶之 横浜国大 

陽子線誘起生体関連分子生成実験のた
めの 
低温模擬タイタン大気ターゲットの開発 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-12 吉田克己 物質･材料研究

機構 
Al4SiC4 を焼結助剤とした炭化ケイ素 
セラミックスの焼結性及びその特性評価 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-13 吉田克己 物質･材料研究

機構 
配向性セラミックスの中性子耐照射性 
に関する研究 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-14 吉田克己 JAEA 制御棒吸収材料 B4C の物性研究 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-15 

近藤康太
郎 東京都市大 

タンデム加速器用冷陰極 PIG 負イオン源
の 
最適動作条件 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-16 相楽 洋 JAEA 高温ガス炉の 3S 特性に関する研究 

H27.7.10
～ 
H28.3.31 

共
2015-17 塚原剛彦 JAEA 迅速･簡便なアクチノイド計測のためのマイ

クロ固相抽出･分析システムの構築 
H27.7.10
～ 
H28.3.31 
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3.5 所内萌芽研究 
 
原子炉工学研究所の助教の萌芽的な研究を支援するために、所内萌芽研究を実施している。趣旨

を資料 1 に示す。最近の採択結果を資料 2-1,2 に示す。 
 

資料 1 原子炉工学研究所 所内萌芽研究 方針 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

平成 26 年 4 月 16 日 
原子炉工学研究所 
助教 各位 

 
平成 26 年度 所内萌芽研究の公募について 

 
原子炉工学研究所 企画委員会 

 
 
下記の要領にて平成 26 年度所内萌芽研究を公募しますので，奮ってご応募下さい： 
 
・応募資格： 原子炉工学研究所の常勤の助教であること．ただし，平成 25 年度に採択された方を

除きます． 
・研究対象： 助教の独立した研究とし，萌芽的なものであれば分野は問いません． 
・助成金額： 最大 150 万円程度 
・研究期間： 平成 27 年 3 月末日までとし，終了後に成果報告会を開催します． 
・応募方法： 下記の要領*で応募書類（研究課題要旨と研究計画調書）を作成し，電子メールの

添付ファイルとして企画委員会委員長（小栗，yoguri@nr.titech.ac.jp）に提出して下

さい．ただし，一人 1 件に限ります． 
・応募締切： 平成 26 年 5 月 15 日（木） 
・審査方法： 企画委員会において応募書類の審査及びヒアリング（応募者全員，一人 20~30 分程

度を予定）を行い，この結果に基づき所長が最終的な採否および助成金額を決定し

ます．なお，ヒアリングは 5 月 27 日（火）午前に実施の予定です． 
以上 

 
―――――――――――――――――――――― 
 
*応募に当たっては，下記の各項目を記載した応募書類を作成して下さい： 
 
研究課題要旨（A4 で 1 ページ） 

・研究課題名（40 字以内） 
・提案者氏名 
・要旨（400 字程度） 
 
研究計画調書（図表等を含めて A4 で 4 ページ以内） 

１．研究目的 
①研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ，応募者のこれま
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での研究成果を踏まえ着想に至った経緯，これまでの研究成果を発展させる場合には，その

内容等） 
②研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか 
③当該分野における本研究の学術的な特色及び予想される結果と意義 

２．研究の斬新性・チャレンジ性 
３．研究計画・方法 
４．申請研究経費 

①物品費（備品，消耗品），旅費等の内訳 
②研究経費の妥当性・必要性を簡潔に記載 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
資料 2-1 平成 27 年度所内萌芽研究 採択課題 

推薦 
順位 

提案者 研究課題 

1 島田幹男 
放射線感受性を示す遺伝病患者由来細胞からの iPS 細

胞の樹立と神経細胞への分化誘導 

 
資料 2-2 平成 26 年度所内萌芽研究 採択課題 

推薦 
順位 

提案者 研究課題 

1 劉 醇一 水素発生リスクの低い原子炉用金属被覆材料の開発 
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3.6 特記事項 
 

3.6.1 研究活動として優れた点 

（１）原子力研究における拠点としての活発な研究活動 

 教員定員が 34 名の組織であるが，査読付き論文とプロシーディング論文の合計で年間約 200 件，

国際会議や国内会議学会発表が年間約 150 件となっており，活発な研究活動が行われている。 

第 2 期中期計画評価において、研究業績評価を行った。原子炉工学研究所が第２中期で設定した

４つの研究課題（①革新的原子力システム研究、②アクチノイド・マネージメント研究、③グローバル

原子力セキュリティ研究、④量子・粒子線の医療・環境・エネルギー応用などに関する研究）を支える

基礎・基盤研究であり、本研究所の目的に沿った研究業績のうち評価の高いものを選定した。更に

その中から受賞の有無・回数、論文引用回数、社会的貢献度を指標として研究業績に順位を付した。

評価の最も高い“SS”とされる業績を資料 1 に示す。 

国際会議等主催件数，外部資金の導入件数および金額は，いずれも高い水準にある。特に，科学

研究費補助金(S)研究、文部科学省原子力システム研究開発事業や、内閣府最先端・次世代研究

開発事業、JST 戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)等の大型プロジェクト研究を極めて多数

獲得していることは，研究レベルと活動度が高いことを裏付けており，特筆に値する。また，研究者に

対する学会等からの評価が高いことが受賞等により明らかである。第一期中期計画期間中に実施さ

れた 21 世紀 COE プログラムの中間評価委員会，科学技術・学術会議 学術分科会研究環境基盤

部会，および研究所の外部評価委員からは，「原子力に関する研究活動は極めて精力的に行われ

ている」，「原子力科学の中核的研究拠点として原子力の基盤的研究や人材育成に関し，重要な役

割を担ってきた」，「革新的原子炉開発，国際交流，人材育成に対して着実に成果が上がっている」，

「我が国唯一の原子炉工学に関する附置研究所として常にトップクラスの教授陣を擁し，優れた研究

実績を挙げてきた」と評価されており，それを継承するように、第２期中期計画期間においても、文部

科学省博士課程リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント養成」が

平成 23 年度に、さらには、平成 26 年度には、文部科学省「国家課題対応型研究開発推進事業（廃

止措置等基盤研究・人材育成プログラム委託費）」が採択され、特徴有る教育プログラムが実施され

ていると共に、研究活動も活発に実施されている。 したがって、研究目的である「原子炉工学に関

する学理及びその応用の研究」は十分に実施されている。 
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資料 1-1 研究業績評価の高位の研究業績（1） 

 

  

著者・発表者等 タイトル 巻・号 頁 発行・発表年等

掲載論文のDOI
（付与されている場

合）

(1)
S. Koyama, M. Osaka,
M. Itoh, H. Sagara and

M. Saito

Protected Plutonium Production by Transmutation of
Minor Actinides for Peace and Sustainable Prosperity -

Irradiation Tests of Np and Np-U Samples in the
Experimental Fast Reactor JOYO (JAEA) and the

Advanced Test Reactor at INL

J. Nucl. Sci.
Technol.

47[8] 661-670 2010
DOI:10.1080/1881
1248.2010.971164

2

(2)

Takashi OHNISHI,
Shin-ichi KOYAMA,

Tomooki SHIBA,
Hiroshi SAGARA and

Masaki SAITO

Protected Plutonium Production at fast breeder reactor
blanket -chemical analysis of uranium-238 samples

irradiated in experimental fast reactor JOYO

Prog. Nucl.
Energy

57(1) 125-129 2012
doi:10.1016/j.pnuce
ne.2011.11.013

(3)

Tomooki Shiba,
Hiroshi Sagara, Takashi

Ohnishi, Shin-ichi
Koyama,Shigetaka
Maeda, Chi Young
Han, Masaki Saito

Effect of radial zoning of 241Am content on
homogenization of denatured Pu with broad range of

neutron
energy based on U irradiation test in the experimental fast

reactor Joyo

Ann. Nucl.
Energy

51 74-80 2013
 

doi:10.1016/j.anuce
ne.2012.08.017

学術的意義

社会、経済、文化的意義

判断根拠（第三者による評価

結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術

的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を

有する場合は、800字以内】

本研究では、現在、「核のゴミ（高レベル放射性廃棄物）」として扱われているマイナーアクチニド（ネプツニウム
（Np）、アメリシウム（Am）等の総称：以下MAと略す。）の核変換を利用して、燃料中に239Puに対して238Puの

同位体組成割合を増加させることにより、軍事転用が極めて困難なプルトニウムを生成できることを理論的に予
測し、更に、予測した軍事転用が困難なプルトニウムの生成メカニズムを国内の高速実験炉と米国のアイダホ国
立研究所の研究用原子炉を使って実験的に実証した。本研究は、オバマ米国大統領の提唱する「核なき世
界」の実現に貢献する研究である。本研究成果を活用することにより、軽水型原子炉や高速増殖炉で、軍事転
用困難なプルトニウムを生成・増殖して利用すれば、将来、人類が安心できる原子力の平和利用が可能とな
る。人類が人工的に作ったMAは、これまでは高レベル核廃棄物と扱われているが、決して厄介な「核のゴミ」で

はなく、プルトニウムの軍事転用を防げる貴重な物質（宝）として将来の人間社会の平和と繁栄を支えるものとな
る。この成果は国内外で高く評価され、平成２６年３月日本原子力学会「学術業績賞」、平成２７年４月、
文部科学大臣表彰　科学技術賞（研究部門）を受賞した。

代表的な研究成果

【最大３つまで】

軍事転用困難なプルトニウムの研究

使用済み燃料に含まれるマイナーアクチニドをウラン燃料に少量添加し、中性子による核変換により、核兵器転
用不可能な238Puの同位体割合を増加させ、強い核拡散抵抗性を有するプルトニウムを生成することが可能で

あることを理論的に予測し、さらに、その生成メカニズムを、中性子エネルギースペクトルの異なる国内外の２種
類の研究炉を使って実験的に実証した。本研究により、現在、厄介な「核のゴミ（高レベル放射性廃棄物）」とし
て扱われているマイナーアクチニドは、プルトニウムの軍事転用を防ぐ貴重な物質「宝」あることを示した。

原子力学

6105
1

SS

SS

細目

番号
細目名

研究テーマ

及び

要旨【200字以内】

業績番号

) b) ) d) ) f) )
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資料 1-21 研究業績評価の高位の研究業績（2） 

 

  

著者・発表者等 タイトル 巻・号 頁 発行・発表年等

掲載論文のDOI
（付与されている場

合）

(1)

Y. Ichikawa, T.

Sakamoto, A. Nezu,

H. Matsuura and H.

Akatsuka

Actinometry Measurement of Dissociation Degree of

Nitrogen and Oxygen in N2-O2 Microwave Discharge

Plasmas

Jpn. J. Appl.

Phys.
49 [10]

106101 (16

pages)
2010

10.1143/JJAP.49.

106101

(2) H. Akatsuka “Progresses in Experimental Study of N2 Plasma

Diagnostics by Optical Emission Spectroscopy”

Chapter 13

in “Chemical

Kinetics”,

Vivek Patel

(Ed.),

283 - 308 2012 10.5772/36512

(3) 赤塚　洋

発光分光計測法によるプロセスプラズマの実践的計測の

基礎と応用、第１部　基礎〜「電子温度・密度、ガス温度、

ラジカル密度の測定」

応用物理学

会2015年春

季講演会

チュートリア

ル（ショート

コース）

1 – 53 2015

判断根拠（第三者による評価

結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術

的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を

有する場合は、800字以内】

著作(1)が、欧州の　Intech Open Publisherという出版社の注目を引き、招待論文の形で業績(2)を出版できた。業

績(2)は、インターネット上でOpen Access論文として201２年2月から公開され、2015年12月現在で世界各国から

4992件にものぼるダウンロードがなされ（同社の章平均ダウンロード回数を遥かに大きく上回っている）、出版社

から感謝状を受領、筆者の分担章は出版社から"Selected Chapter"として選定された。また、こうした業績は広く

基礎的で原子力工学にその応用は止まらず、応用物理学会から「チュートリアル」講演を依頼されるに至り、業
績(3)を上げた。業績(3)は、2015年応用物理学会春季講演会の会期中、参加料とは別に聴講料が課されるにも

かかわらず、49名もの参加があった。同様のチュートリアル講演が国際会議レベルでも依頼されている。

研究テーマ

及び

要旨【200字以内】

窒素・酸素プラズマの発光分光計測法の開発とプラズマ内原子分子過程モデルの精緻化

　大気環境の理解に不可欠な窒素・酸素プラズマにつき、窒素分子第１正帯の理論計算法を新たに提示し、実
験との完全な一致を確認した。さらにこれを利用し、窒素原子発光線の抽出による窒素分子解離度測定法な
ど、発光分光法の新たな開発を行い、さらに非平衡を基本とする励起状態数密度の理論計算モデルを提示し、
実験結果との一致を確認した。

代表的な研究成果

【最大３つまで】

学術的意義 SS

社会、経済、文化的意義

業績番号 2

細目番号 5101
細目名 プラズマ科学

) b) ) d) ) f) )
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資料 1-3 研究業績評価の高位の研究業績（3）

 

  

著者・発表者等 タイトル 巻・号 頁 発行・発表年等

掲載論文のDOI
（付与されている場

合）

(1)
Yukitaka Kato, Yutaka

Ujisawa, Hiroshi Sakai,

Takanobu Inada

Application of Carbon Recycling Iron-making System in a

Shaft Furnace
ISIJ Int’l 55（2） 359–364 2015

http://doi.org/10.

2355/isijinternatio

nal.55.359

(2) Y. Kato
Contribution of Nuclear Energy on New Energy Systems

Post Fukushima

Progress in

Nuclear

Energy

82 53-57 2015
doi:10.1016/j.pnu

cene.2014.07.018

(3) Y. Kato
Utilization of HTGR on active carbon recycling energy

system

Nuc. Eng.

Design
271 79-83 2014

http://dx.doi.org/

10.1016/j.nucengd

es.2013.11.014

学術的意義

社会、経済、文化的意義 SS

判断根拠（第三者による評価

結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術

的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を

有する場合は、800字以内】

化石燃料消費の削減は日本経済において重要であり、二酸化炭素排出の削減は地球温暖化の防止、地球環
境保全で重要である。発電分野以外での化石代替エネルギーとして高温ガス炉などから得られる核熱の活用
が重用である。本研究は核熱を用いた二酸化炭素還元、二酸化炭素再資源化技術を開発し、産業における炭
素循環エネルギーシステム（ACRES）を構築するものである。製鉄プラントを応用事例として検討を進めている。

二酸化炭素還元向けの固体酸化物電気分解セルを開発し、二酸化炭素電気分解を実証している。還元技術
を活用したACRESの製鉄への応用性を実システムを参考に検討し、従来製鉄プロセスより3割程度のCO2排出

削減、化石燃料消費削減が可能であることを示している。本検討の成果は20報の英文論文として、ISIJ Int'lに
2015/2特集号として発表された。産業の低炭素化に量的に貢献しえるエネルギー技術として社会貢献性が高

いと判断できる。

細目名 エネルギー

研究テーマ

及び

要旨【200字以内】

炭素循環エネルギーシステムの開発

地球温暖化防止するための二酸化炭素の環境排出削減を抜本的に行うことを目的に、能動的炭素循環エネル
ギーシステム（ACRES）を提唱した。化石燃料代替として原子力エネルギーの利用を行う。産業への実装可能
性を検討し、特に製鉄分野での応用可能性を検討した。

代表的な研究成果

【最大３つまで】

業績番号 3

細目番号 6106

) b) ) d) ) f) )
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資料 1-4 研究業績評価の高位の研究業績（4） 

 

  

著者・発表者等 タイトル 巻・号 頁 発行・発表年等

掲載論文のDOI
（付与されている場

合）

(1) M. Nakase, H.

Kinuhata, K. Takeshita

Multi-staging for extraction of cesium from nitric acid

by a single liquid–liquid countercurrent centrifugal

extractor with Taylor vortices

Journal of

Nuclear

Science and

Technology

50(11) 1089-1098 2013

DOI:10.1080/
00223131.201
3.835248

(2) M. Nakase, R. Makabe

and K. Takeshita

 Relation between oil-water flow and extraction

performance in liquid-liquid countercurrent centrifugal

extractors with Taylor vortices

Journal of

Nuclear

Science and

Technology

50(3) 287-295 2013
DOI:10.1080/00223

131.2013.772445

(3) M. Nakase, H.

Rokkaku, K. Takeshita

High-performance extraction operation using emulsion

flow protected by surfactants in a liquid–liquid

countercurrent centrifugal extractor

Journal of

Nuclear

Science and

Technology

50(7) 723-730 2013
DOI:10.1080/00223

131.2013.799399

学術的意義 SS

社会、経済、文化的意義

判断根拠（第三者による評価

結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術

的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を

有する場合は、800字以内】

将来の高速炉燃料サイクルにおいて期待される先進湿式再処理プロセスでは、その中に高レベル廃液からCs、
Sr、マイナーアクチノイド、白金族元素など分離を行う核種分離プロセスの併設が求められている。核種分離プ

ロセスには一般に溶媒抽出法が適用されるが、ミキサーセトラーやパルスカラムなどの従来の溶媒抽出装置を
用いると再処理プロセス本体に匹敵する大型装置が必要になる。そこで小型かつ高効率な遠心抽出装置の開
発が求められている。本研究で開発されたテーラー渦誘起型液々向流遠心抽出装置は小型かつ低インベント
リーであり、一台の抽出器で多段抽出が可能である。この成果により、核種分離プロセスのコンパクト化を可能に
すると同時に、医薬合成や生化学物質分離など先端科学分野の工業化にも大きく寄与する。その結果、本研
究は東京工業大学原子炉工学研究所における第2回核友会賞や平成26年度手島精一記念研究賞の博士論

文賞(エネルギー部門)をはじめ、原子力学会の各種部会賞など合計14の賞を得た。

細目名 原子力学

研究テーマ

及び

要旨【200字以内】

テーラー渦誘起型液々向流遠心抽出システムの高度化研究

本論文は使用済み核燃料中の4f/5f元素分離、白金族元素といった有価金属の高効率抽出分離のための遠
心抽出器の高度化研究に関するものである。流動場計測、数値流体解析と可視化により抽出器内流動状態の
解明、回転内筒や溶液物性、流路の幾何形状が分離性能に及ぼす影響を解明した。抽出速度が遅く分散性
の悪い系でも適切な添加試薬導入や抽出器の幾何形状最適化により一台の抽出器で多段抽出性能が得られ
ることを示した。

代表的な研究成果

【最大３つまで】

業績番号 4

細目番号 6105

) b) ) d) ) f) )
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（２）原子炉工学研究所が一体として進める安全衛生管理 

 研究実施上の要求から，放射性物質や核燃料物質を保有している。これら放射性物質の安全な

取扱いと適切な被曝防護，従事者管理，テロ対策等の盗難防護をするために，専門の委員会を設

置している。また，火災時の消火訓練や通報訓練などを実施している。第１期中期計画期間には，

使用しない濃縮ウラン核燃料のアメリカへの移送を完了し，危険度を大きく低下させることができた。

第２期中期計画期間においては、中性子源のアメリカへの移送のための準備を進めることができた。 

 また，その他種々の化学薬品をはじめ，工作機器，レーザ機器，クレーン，圧力容器，高圧ガスボ

ンベ，などの安全管理を徹底するために，全研究室の管理担当者が出席する安全衛生委員会を所

長主催で毎月開催し，教員や学生の安全教育・管理を徹底している。全研究室に安全衛生マネー

ジメントを導入すると共に，ハザードマップを作成し，また，これらの遂行のために安全管理室を設置

して専門の職員を配置している。 

 

3.6.2  研究活動として特色ある点 

（１）研究組織と一体化した教育活動 

原子炉工学研究所に所属する専任教員は，教育組織としておよそ 2/3（7 小部門）が，理工学研

究科原子核工学専攻を，およそ 1/3 が総合理工学研究科創造エネルギー専攻（3 部門）と環境理

工学創造専攻（1 部門）の教員となっている。理工学部の原子核工学専攻には，連携講座が 2 部

門設置されている。第１期の中期計画直前（平成 15〜19 年度）には，文部科学省の 21 世紀 COE 

プログラムに，原子力分野では全国で唯一採択された。この運営には，原子核工学専攻と創造エネ

ルギー専攻が主体的に取り組み原子炉工学研究所が全面的にバックアップして，実施された。5 年

間のプログラムの詳細な成果は冊子で報告されているが，原子力の基礎・基盤研究の進展とともに，

大学院博士課程の教育が極めて充実して実施された。創造性とリーダーシップを育成する科目，倫

理や社会的責任を習得する科目，ネイティブによる実践的な英語教育などの科目を基礎とし，海外

学術会議への派遣や国際原子力機関などの機関への長期派遣，学生の手作りによる国際ワークシ

ョップ開催など，科学技術知識の習得と併せた国際的な経験や視野を広める教育が行われた。さら

に，原子力の社会性に関連して，大学の近隣地域住民や原子力施設地元住民との交流などが活発

に実施された。 

 平成 20 年度には，同じく文部科学省の特色有る大学院教育改革支援プログラムに採択され，COE 

で蓄積された実績を基盤に，大学院修士課程の教育改革が実施されている（〜22 年度）。このプロ

グラムでは，修士課程 1 年前期には，集団教育を行い横のつながりを強めると共に，複数の研究室

を巡回するマルチラボトレーニング，英語の実践的なトレーニングや研究能力開発プログラムを実施

している。このような一連の教育への取り組みは，その背景に原子炉工学研究所が全面的にバック

アップする体制が確立していることにより可能となっており，研究にも直結した大学院基礎教育として

全国に先駆ける取り組みであると自負している。 

 第２期中期計画期間の平成 23 年度においては、文部科学省博士課程リーディングプログラム「グ

ローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント養成」が 7年間の計画で、オンリーワン型で採択され

た。本プログラムは、全寮制で、原子力安全・セキュリティ分野に特化した高い知見と強い指導力を
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有し、国内外の原子力関連の業界で国際的リーダーとして活躍する人材の養成を目指し、修士—博

士一貫教育を実施している。国内および海外における長期の研修を必修としており新たに立ち上げ

た原子力安全・セキュリティ科目群や、国際教養科目群の履修が必修となっている。 

 さらには、平成 26 年度には、文部科学省「国家課題対応型研究開発推進事業（廃止措置等基盤

研究・人材育成プログラム委託費）」が 5 年計画で採択され、非密封放射性同位元素や核燃料物質

を使用した、実験科目、ロボットを応用した遠隔計測実験などの実験科目を中心に、福島原発廃止

措置に貢献できる修士人材の養成を目指す教育を実施すると共に、並行して、関連する科学技術

研究が活発に実施されている。 

（２）国際機関に関連した会議主催をはじめとする活発な国際交流活動 

第１期の計画期間である平成 18 年度には，国際原子力機関(IAEA)事務総長エルバラダイ氏の

講演会を日本原子力研究開発機構と共催で開催した。平成 19 年には IAEA 主催の Regional 

Workshop on Managing Nuclear Knowledgeを東工大がホスト機関となり開催した。さらに，平成20 年

には IAEA と共催で The 2nd International Science and Technology Forum on Protected Plutonium 

Utilization for Peace and Sustainable Prosperity を開催した。このような国際機関との連携活動を行

えるのは，当該分野で国を代表する機関であることを示し，研究所教員の研究教育の水準が引き続

き高いことを反映しているものと判断できる。これらを含めて平成 16〜19 年には 20 回の国際会議

を主催・共催した。 

第 2 期の計画期間には、合計 9 回の国際会議を主催し、その中でも平成 22 年度と 25 年度に開

催した第３回および第４回革新的原子力エネルギーシステム国際会議(The Third International 
Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems （INES-3、INES-4）は、革新的な原子炉やシステ

ムを扱う世界でも唯一の国際会議であり、INES-4 は平成 23 年の東日本大震災に伴う福島原発事故

の後であったにも関わらず、世界各地から多数の参加者を得た。 

 
資料 1 EUJEP プログラムにおける日本-欧州学生の交流実績 

Achievement of student mobility of EUJEP 
(European Japanese Exchange Project in Nuclear Disciplines) 

FY  
Number of Students 

 from JP to EU   
Number of Students  

from EU to JP  

2010 3 (INSTN:2, ENM:1)  4 (UPB: 3, STU:2)  

2011 4 (INSTN:1, ENM:2, STU:1)  3 (INSTN: 3)  

2012 3 (ENEN:2, INSTN:1)  
10 (INSTN:5, ENM:1, UPB:2, 

STU2)  

2013 -  11 (INSTN:4, UPB:3, STU4) 

2014 -  -  

2015 
5(Uppsala U.:1, Tech. Univ. 
Munchen:1, SCK/CEN:3)  

5(ENEN:4,UPB:1) 

 

また、欧州原子力教育連合と日本の大学との相互交流を支援する日本学生支援機構の先導的留
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学生交流プログラム支援制度「原子力分野における欧州・日本交換プログラム」（EU-JEP 学生交流

プログラム）が第１期が平成２１−２４年度、第２期が平成２６−２８年度にわたって採択され、多数の留

学生の交流が実施された。。資料 1 に EUJEP プログラムにおける日本-欧州学生の交流実績を示す。

平成 22 年～27 年の間でヨーロッパから日本へ 33 名受け入れ、日本からヨーロッパへ 15 名派遣が

あった。 
さらには、日立 GE ニュークリアエナジー社からの出資により原子炉研に寄附講座を設置され、平

成２３年から２７年度に亘り、ベトナム、マレーシア、リトアニア等への原子力発電に関する出前授業

の実施、留学生の受入、IAEA へのインターンシップ派遣等、活発な交流が行われた。 
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3.7 次期中期目標期間に向けた課題等 

 

(1) 研究水準及び研究の成果等に関する課題と目標 

1. 原子炉工学研究所は平成２８年度から科学技術創成研究院の中の先導原子力研究所に

移行する。原子力を広く研究し、我が国の原子力研究を先導的に進める拠点となるように、

活発な研究活動を遂行していくことが必要である。 

2. 国の科学技術に関する長期計画に立脚し，また研究所が設置目的に沿って創立以来 50 

数年に亘り継続的に積み上げてきた成果及び第１期及び第２期中期計画の実績を踏まえ，

今後も発展を続け国内外の原子力共同研究拠点として，原子力利用と原子力安全に関す

る学術研究を推進することが重要である。特に、平成２３年の東日本大震災に伴う東京電

力の福島第一原発過酷事故後の廃止措置や、周辺環境の除染や汚染土壌、汚染水の除

染、固化技術の開発は、原子力研究の新領域である。廃止措置は今後も数十年を要する

と想定され、多くの技術的な困難を克服することが必要であるし、本研究所が担うべき最も

大きな課題である。 

3. 原子・原子核に関連する科学技術研究を基盤に，21 世紀において顕在化した問題である

地球環境を保全しつつ社会の持続的発展に資する安全なエネルギーシステムの研究及

び医療応用などの量子･粒子線の有効利用に関する研究を継続して実施し，新産業創出

につなげていく必要がある。 

4. 人類の持続的発展および地球環境の課題解決に資する原子力技術研究を進める一方，

長期的観点での基礎的・基盤的・萌芽的領域における研究を強化し，魅力有る新しい学問

領域を開拓することが課題である。このことは，若手人材育成と表裏の関係をなしている。

研究所の活力は，優れた研究環境だけで得られるものではなく，自由な発想に基づく研究

を認める組織・人間関係の醸成により生まれる。 

5. 科学技術の中でも特に原子力技術利用を進めるには，一般市民社会の理解が必須である。

そのため，原子炉工学研究所で創出された研究成果等を積極的に社会に還元し，また理

解を求めるために継続的な努力をしていく責任がある。 

(2) 国際交流活動の継続的な展開 

1. 地球環境問題やエネルギー問題に直結する原子力研究は，本質的に国際協力が欠かせ

ない。第 1〜2 期の中期計画実施期間においても，極めて活発に種々の形で国際交流が

実施されたが，継続的な展開が必須である。特に，世界の各地域で原子炉工学研究所の

主要研究課題に密に関連する大学・研究機関との連携を戦略的に推進し，情報交換や研

究者交流に留まらず，共同研究，学生交流などの実質的な国際交流を深め，一層の国際

化をすすめるべきである。 

2. そのような方向の中で，国内屈指の原子力研究に関する国際的な学術研究拠点として，文

部科学省の「共同利用・共同研究拠点」としての承認を得る努力をしていく。 

(3) 研究環境の整備と安全の確保 

1. 研究所として比較的多種多様な研究機器を設置してきたが，その多くは，維持予算の縮

退・不足により必ずしも良い状況にはない。また，研究建屋自体の老朽化が著しく，研究イ
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ンフラが整っていない。特に放射性物質や核燃料物質取り扱いに関しての法令に準拠した

安全管理に，必ずしも充分な設備とはなっていない施設も現実的に存在する。従って，こ

れらの建屋や設備を可能な限り整理・統合し，また更新することが求められる。 

2. 作業環境の安全確保は，必須の課題である。継続して安全教育等の安全衛生マネージメ

ントを実施していく。また，事故の発生を予防するためのハード面の改善を継続的に実施し

ていく。 
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4. 中期目標・中期計画ごとの自己点検・評価 

 

4.1 研究に関する目標と達成状況 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 

中期目標 「Ⅰ-2-1-1.人類の持続的発展に資する基礎的・基盤的研究を進めると共に、魅力有る新

しい学問領域を開拓する。」 

 

中期計画「【②】人類の持続的発展および地球環境の課題解決に資する原子力技術研究を進める

一方、長期的観点での基礎的・基盤的・萌芽的領域における研究を強化し、魅力有る新しい学問

領域を開拓する。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

魅力有る新しい学問分野を開拓するために、基礎・基盤研究、萌芽的研究を積極的に推進すると

共に、外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を、基礎的・基盤的・萌芽的領域の育成の

ために充当した。各年度の実施内容は以下の通りである。 

平成 22 年度 

基礎基盤研究領域として、科学研究費補助金・基盤研究(S)「長寿命核廃棄物の核変換処理技

術開発のための中性子捕獲反応断面積の系統的研究」（H22-26）を獲得し、内閣府最先端・次世代

研究開発支援プログラム「ナノ流体制御を利用した革新的レアアース分離に関する研究」(H22-25)

に採択されるなど、研究設備の整備をしつつ基礎基盤研究を推進した。大型プロジェクトとして日本

原燃「ガラス固化プロセス高度化研究」(H22-26)が採択され、核廃棄物のガラス固化研究が新規に

開始された。 

平成 23 年度 

基盤研究(S)を含む、新規/継続および代表/分担総合して 24 件の科研費を獲得し基礎・基盤・

萌芽的な研究を推進した。更に萌芽的な研究を推進するために、外部研究資金の間接経費部局還

元分の一定割合を充当した所長ファンドでの研究を募集し、採択課題○件を決定し、特別研究員奨

励費（4 件）の支給を決定した。 

平成 24 年度 

新たに基盤研究(S)「福島原発で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基

盤研究」（H24-27）を獲得し、基盤研究(S)2 件を含む、新規/継続課題の代表として 18 件の科研費

を獲得し、基礎・基盤・萌芽的な研究を推進した。大型研究として JST 原子力システム開発研究原子

力基礎基盤戦略研究「高燃焼度原子炉動特性評価のための遅発中性子収率高精度化に関する研

究開発」（H24-27）が採択された。更なる萌芽的研究の推進のために、外部研究資金の間接経費部

局還元分の一定割合を充当した所長ファンドでの研究を募集し、採択課題１件（応募 5 件）を決定し

た。 

平成 25 年度 

新たに JST 戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発の特別重点技術領域における

エネルギーキャリア・チーム（H25‐26）に採用され、基盤研究(S)2 件を含む、新規/継続課題の代表



- 119 - 
 

として 21 件の科研費を獲得し、基礎・基盤・萌芽的な研究を推進した。萌芽的研究を推進するため

に、外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を充当した所長ファンドでの研究を募集し、

採択課題 2 件を決定して支援した。 

 

平成 26 年度 

基礎・基盤研究が大きく進展した。大型研究として JAEAエネルギー対策特別会計委託事業「測定

エネルギー範囲の高速中性子領域への拡張」（H26）、文部科学省原子力システム研究開発事業「ガ

ラス固化体の高品質化・発生量低減のための白金族元素回収プロセスの開発」(H26-28)、文部科

学省原子力基礎基盤研究委託事業「難分析核種用マイクロスクリーニング分析システムの開発」

(H26)、JST 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP)「高温熱貯蔵のための化学蓄熱材料と蓄熱

装置の開発」(H26-27)及び JST 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP)「アンモニア吸蔵材の開

発」（H26-27）など多数が採択され、基盤研究(S)2 件を含む、新規/継続課題の代表として 24 件の

科研費を獲得し、基礎・基盤・萌芽的な研究を推進した。更に文部科学省エネルギー対策特別会計

委託事業「廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化」（H26-30）が採択され、福島第一原発の

廃止措置に向けた技術開発と人材育成を進める拠点として研究所は新たな一歩を踏み出した。例

年同様、萌芽的研究を推進するために、外部研究資金の間接経費部局還元分の一定割合を充当

した所長ファンドでの研究を募集し、採択課題 1 件を決定して支援した。 

平成 27 年度 

引き続いて基礎・基盤研究が活発であり、文部科学省の英知を結集した原子力科学技術・人材育

成推進事業に 3 件（「沸騰水型軽水炉過酷事故後の燃料デブリ取り出しアクセス性に関する研究」、

「ウラン選択性沈殿剤を用いたトリウム燃料簡易再処理技術基盤研究」、「漏洩箇所特定とデブリ性

状把握のためのロボット搬送超音波インテグレーション」）及び日本原燃 次世代再処理ガラス固化

技術基盤研究事業に採択され、基盤研究(S)○件を含む、新規/継続課題の代表として○○件の科

研費を獲得し、基礎・基盤・萌芽的な研究を推進した。萌芽的研究を推進するために、外部研究資

金の間接経費部局還元分の一定割合を充当した所長ファンドでの研究を募集し、採択課題○件を

決定して支援した。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を上回って実施している」（IV） 

 

＜今後の課題＞ 

 今後も基礎・基盤研究を推進するとともに、社会の要請に応えるべく、研究分野の見直しや新

規研究の開拓に努める。 

 国内外の研究機関との連携を進めて、第３期中期目標・中期計画の早い段階で「共同利用・共

同研究拠点」としての認定を得るべく教員の力を結集させる。 

 

中期目標 「Ⅰ-2-1-2.国内外の原子力共同研究拠点となるよう、 原子力エネルギー利用と原子力

安全に関する学術研究を推進する。原子・原子核に関連する科学技術研究を基盤に、地球環境
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を保全しつつ社会の持続的発展に資する安全なエネルギーシステムの研究及び量子･粒子線の

有効利用による新産業創出につながる基礎・応用研究を行う。」 

 

中期計画「【①】研究所の基幹研究として以下の研究課題を設定し、積極的に推進する。 
○ 革新的原子力システム 
 革新的原子力システムの概念構築と必要な基盤技術研究 
○ アクチノイド・マネージメント研究 
 より安全で、環境負荷の少ない核燃料再処理技術、処分技術開発研究 
○ グローバル原子力セキュリティ研究 
 原子力防災・安全保障研究と技術的な課題解決のための研究 
○量子･粒子線の医療・環境・エネルギー応用などに関する研究」 

＜実施内容と達成状況＞ 

第 2期中期計画開始時に選定した4つの研究課題を推進すると共に、所長の元に、「運営諮問委員

会」を設け、研究所の運営指針や国内外共同研究について検討した。以下に各年度の実施内容を

まとめる。 

平成 22 年度  

・「革新的原子力システム研究センター」の主催で第 3 回革新的原子力国際会議（3rd 

International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems (INES-3)）が平成 22

年 10 月 30 日〜11 月 3 日に開催された。CRINES セミナー「超高燃焼度燃料研究について」を平

成 22 年 8 月 20 日と平成 23 年 3 月 11 日に開催した。第四世代原子力システム国際フォーラム

と鉛冷却高速炉システムに関する研究協定を結んだ。「アクチノイドマネジメント研究会」、「放射

線・粒子線応用研究会」を設置し、当該研究を推進した。「原子力国際共同研究センター」を平

成 22 年 4 月 1 日付けで設置した。特任教授 1 名を平成 23 年 1 月 1 日付けで採用した。 

・日立 GEニュークリアエナジーより寄付講座を獲得し、その資源を活用して、特任教授 5名を採用し、

原子力国際共同研究センターの活動に資した。 

・原子炉研の活動の外部評価を行うための「運営諮問委員会」を設置した。平成 23 年 1 月 18 日に

「運営諮問委員会」を開催し、研究所の運営指針や、国内外共同研究分野を検討した。 

平成 23 年度 

・「革新的原子力システム研究センター」とモンゴル国立大学核物理研究センターの協力協定を締

結した（平成 23 年 9 月 9 日）。小型炉専門委員会の委員が 10 月にモンゴル国立大学を訪問し

た。また、11月にインドネシアで開催されたICANSE3を協賛した。「アクチノイドマネジメント研究会」

が中心となり、福島原発事故後の汚染処理研究を推進した。「放射線・粒子線応用研究会」が中

心となり、重イオン核融合に関する日米 WorkShop（13th Japan-US Workshop on Heavy Ion 

Fusion and High Energy Density Physics）を開催した。「原子力国際共同研究センター」が中

心となり、文部科学省博士課程リーディングプログラム（文部科学省大学教育改革支援 博士課

程教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院」）の申

請を行い、採択された。また、同センターが中心となり、日中核燃料サイクルシンポジウム（1st 

China-Japan Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle (ASNFC 2011)）を開催した。 
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・平成 24年 1月 30日に「運営諮問委員会」を開催し、研究所の運営指針や、国内外共同研究分野

を検討した。 

・ロシアの Valeriy Kolesov 氏を客員教授として 23 年 12 月〜24 年 3 月まで招聘した。 

平成 24 年度  

・「革新的原子力システム研究センター」と MIT 先進原子力研究センターの協力協定の５年間の延

長に調印した（平成 24年 11月 16日）。さらに、同センターの 3年間の設置延長が認められた(平

成 25 年 3 月 7 日）。また、第４世代原子力システム国際フォーラム鉛冷却高速炉に関する国際セ

ミナー（平成 24年 11月 9日）を開催した。「アクチノイドマネジメント研究会」が中心となり、福島原

発事故後の汚染処理研究を推進した。また、第２回「アクチノイドマネジメント研究会」を平成 24

年 10 月 23 日に開催した。「放射線・粒子線応用研究会」が中心となり、平成 24 年 8 月 20 日に

ANNRI 研究会を、平成 24 年 11 月 7-9 日に第 28 回 PIXE シンポジウムを開催した。「原子力国際

共同研究センター」が連携し、文部科学省博士課程リーディングプログラム活動、及び第２回原

子力国際セミナー「原子力安全・セキュリティ・核物質防護のための国際原子力人材養成」（平成

25 年 2 月 18〜26 日）を支援した。 

・平成 25 年 1 月 29 日に外部諮問委員による運営諮問委員会を開催し、国内外の共同研究分野な

どについて検討した。 

・インド Nehru Gram Bhariti 大学副学部長 Kaushala Prasad Mishra 氏（平成 25 年 1 月 1 日〜3

月 31 日）、アメリカカリフォルニア大学バークレー校の Jor-Shan Choi 氏（平成 24 年 9 月 17 日

〜12 月 14 日） 、東京都市大学名誉教授吉田正氏（平成 24 年 9 月 1 日〜平成 25 年 3 月 31

日）を平成 24 年の客員教授として招聘した。 

平成 25 年度  

・原子炉研および「革新的原子力システム研究センター」が中心となり、第４回革新的原子力に関す

る国際会議（4th International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems (INES-4)）

を平成 25 年 11 月 6-8 日に、東工大で開催した。「革新的原子力システム研究センター」におい

て、特別講演会「原子力および燃料電池を用いた未来エネルギーシステムのための低炭素技術」

（平成 25 年 10 月 5 日）及び、特別講演会「再生可能エネル ギーの大量導入に対する電力送電

網の安定化のためのエネルギー貯蔵による対策、ならびに英国のエネルギー政策」（平成26年2

月 27 日）を開催した。「アクチノイドマネジメント研究会」が中心となり、福島原発事故後の汚染処

理研究を推進した。「放射線・粒子線応用研究会」が中心となり、平成 25 年 4 月 23，24 日に

PHITS 講習会を開催した。「原子力国際共同研究センター」が連携し、文部科学省博士課程リー

ディングプログラム活動を支援した。また、第３回原子力安全・核セキュリティ・核不拡散に関する

国際セミナー」を支援した（平成 26 年 2 月 25〜3 月 7 日）。 

・平成 26 年 1 月 28 日に外部諮問委員による運営諮問委員会を開催し、国内外の共同研究分野な

どについて検討した。 

・ウクライナ Kiev State University Ivaniuk Fedir Alexeevich 氏（平成 25 年 10 月 1 日〜12

月 31 日）を平成 25 年の客員教授として招聘した。エジプトカイロ大学 Ibrahim Mohamed Ahmed 

Mahmoud Ismail 教授を客員教授として招聘した。（平成 26 年 2 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日）

東京都市大学名誉教授吉田正氏を平成 25 年の客員教授として招聘した。（平成 25 年 4 月 1 日
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〜平成 26 年 3 月 31 日） 

平成 26 年度  

・原子炉工学研究所設置 50 周年記念講演会を平成 26 年 9 月 13 日に原子炉研が開催した。「革

新的原子力システム研究センター」が中心となって、マサテューセッツ工科大学 CANES との研究

協力を推進し、緊密な研究協力を進めていくことで合意した（2014 年 12 月）。また、第 4 世代原

子力システム国際フォーラム（GIF）での活動を推進し、鉛系冷却高速炉グループ日本側代表とし

て運営委員会と日本国内連絡会に参加した。「アクチノイドマネジメント研究会」が中心となって、

月 1 回のセミナーを開催し、近畿大学、ストラスブール大学、日本原子力研究開発機構との共同

研究を実施した。「放射線・粒子線応用研究会」が中心となって、2014年 5月、9 月、10 月、11 月、

12 月に放射線・粒子線に関する原子炉研コロキウムを合計 6 回開催した。「原子力国際共同研

究センター」が「原子力平和利用と核不拡散・核セキュリティに係る国際フォーラム」（主催 JAEA、

2014 年 12 月 3 日、参加者 150 名）及び「The 4th International Symposium and Seminar on 

Global Nuclear Human Resource Development for Safety, Security and Safeguards –

Nuclear Safety in the Post-Fukushima Era-」（主催：東京工業大学グローバル原子力安全・

セキュリティ・エージェント教育院、2015/2 月 17-26 日）を共催した。また、海外人材育成集中講

義（リトアニア・カウナス工科大学、マレーシア・テナガ国立大学・マレーシア国民大学）を推進し

た。 

・平成 27 年 1 月 21 日に外部諮問委員による運営諮問委員会を開催し、国内外の共同研究分野な

どについて検討した。 

・ウクライナ Kiev State University Ivaniuk Fedir Alexeevich 氏を客員教授として招聘した。（平

成 26 年 10 月 1 日〜3 月 31 日）ロシア、フレナフ原子核反応研究所 Alexander Karpov 氏を客

員教授として招聘した。（平成 26 年 7 月 1 日〜平成 26 年 8 月 31 日）東京都市大学名誉教授吉

田正氏を平成 26 年の客員教授として招聘した。（平成 26 年 4 月 1 日〜平成 27 年 3 月 31 日） 

・原子炉工学研究所の大型実験装置，分析機器，計算機，データベース等の研究資源を有効利用

して国公私立大学･研究機関との共同研究を一層推進するため、共同利用・共同研究を募集し、

20 件を採択、実施した。 

平成 27 年度  

・革新的原子力システム研究センター(CRINES)とマサチューセッツ工科大学先進的原子力センタ

ー(CANES)との研究協力協定に基づき、主に福島第一原子力発電所の廃止措置研究を含む研

究活動を MIT と共同で推進した。また、本学の世界トップレベル大学教員招聘プログラムにより

2016 年 1 月に MIT の Golay 教授を招聘する準備を進めた。また、CRINES の第 4 世代原子力シ

ステム国際フォーラム（GIF）での覚書に基づき鉛系冷却高速炉グループ日本側代表として鉛系

グループ運営委員会、国内連絡会及び GIF シンポジウムに参画・参加した。さらに CRINES-モン

ゴル国立大学原子核研究センターの協力協定に基づき若手研究者の育成に努め、本学での学

位取得者が当該大学の原子力科学工学科教員として同国の原子力教育・研究にあたった。また、

小型高第温ガス炉、ワンススルー型高速炉を中心に革新的原子炉概念の研究を推進し、CANDLE

炉概念の国際特許取得のための作業を進めた。「アクチノイドマネジメント研究会」の所内メンバ

ーを中心に、所内での月 1 回のセミナーを開催するとともに、東北大との共催でアクチノイド化学
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に関するセミナーを 7 月に開催し、かつ近畿大学、スイスのポールシェラー研究所との共同研究

を実施した。「放射線・粒子線応用研究会」が中心となって、2015 年 5 月、7 月、8 月、10 月、12

月に放射線・粒子線に関する「原子炉研コロキウム」を各 1 回、合計 5 回開催した。「原子力国際

共同研究センター」が「第３回日中大学間核燃料サイクル学術討論会」（主催：東京工業大学原

子炉工学研究所、上海交通大学原子核科学技術研究科、2015年 12月 2-5日、参加者：100名）、

「原子力平和利用と核不拡散・核セキュリティに係る国際フォーラム」（主催 JAEA、2016 年 2 月 9

日、参加者 150 名）及び「The 5th International Symposium and Seminar on Global Nuclear 

Human Resource Development for Safety, Security and Safeguards」（主催：東京工業大

学グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院、2016 年 2 月 21 日-3 月 3 日）を共

催した。また、海外人材育成集中講義（リトアニア・カウナス工科大学、マレーシア・テナガ国立大

学・マレーシア国民大学）を推進した。 

・平成 28年 3月○日に外部諮問委員による運営諮問委員会を開催し、第 2期中期目標・中期計画

期間の研究所全体のアクティビティーを総括した。 

  

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を上回って実施している」（IV） 

 

＜今後の課題＞ 

 第２期中期目標中期計画の当初に設置したセンター及び研究会（「革新的原子力システム研究

センター」、「アクチノイドマネジメント研究会」、「放射線・粒子線応用研究会」、「原子力国際共

同研究センター」）が十分な活動成果を収めたが、福島原発事故後の状況の変化を考慮してセ

ンター・研究会の目的、活動内容などを再検討し、第３期中期目標・中期計画の開始に向けて

再編成する必要がある。 

 

中期目標 「Ⅰ-2-1-3.原子炉工学研究所で創造された価値を積極的に社会に還元する。」 

 

中期計画「【④】原子炉工学研究所で創造された価値を積極的に活用するため、学内外との連携に

よる課題解決型の研究（ソリューション研究）を推進する。」 

 

＜実施内容と達成状況＞ 

 ソリューションプロジェクトの研究拠点「放射線がん新治療システムプロジェクト」（林崎准教授、

平成 22～24年度）、「地層処分安全性概念構築プロジェクト」（木倉准教授、平成 22～24年度）、

「原子燃料サイクルプロジェクト」（竹下教授、平成 23～27 年度）には、拠点研究・調査活動のた

め研究所の施設を提供して、研究拠点形成活動を支援した。 

 平成 24 年 10 月 12 日 本研究所が中心となり４大学連合文化講演会を開催した。 

 「大電力電子線滅菌用加速器の研究開発」（林崎准教授）がJST研究成果最適展開支援プログ

ラム（A-STEP）実用化挑戦タイプ（中小・ベンチャー開発）に採択された。 
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＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

＜今後の課題＞ 

今後も継続してソリューション研究の実施していく。 

 

中期目標 「Ⅰ-2-4.原子炉工学研究所の活力向上に資するために、優秀で多様な教職員の確保と

ともに、教職員がその能力と個性を十分に発揮できる仕組みと研究環境を整備する。」 

 

中期計画「【⑤-1】優秀で多様な教職員の確保とともに、教職員がその能力と個性を十分に発揮でき

る仕組みと研究環境を整備する。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

中期計画を実施するにあたり、教職員確保と教職員が力を発揮できる環境整備を進めると共に、

研究成果の評価に基づき、優れた研究者に対してインセンティブを付与し、大型外部資金・科研費

等を獲得した研究者には、必要に応じて研究スペースを貸与した。 

各年度の教員確保及び外部機関への昇任転出の状況は以下の通りである。 

平成 22 年度  

・平成 22 年 4 月 1 日付けで、資源科学研究所の竹下准教授を、物質工学部門の教授として採用

した。 

・平成 22 年 4 月 1 日付けで、本研究所助教から同部門准教授に林崎氏および鈴木氏を昇任し

た。 

平成 23 年度  

・平成 23 年 6 月 1 日付けで、小栗准教授を物質工学部門の教授に昇任した。 

・平成 23 年 7 月 1 日付けで、システム・安全工学部門助教として HAN 氏を採用した。 

・平成 23 年 7 月 1 日付けで本研助教の長谷川純氏が総合理工学研究科へ転出した（准教授）。 

平成 24 年度 

・平成 24 年 3 月 31 日付けで鈴木達也准教授が、長岡技術科学大学教授として転出した。 

・平成 24 年 4 月 1 日付けで千葉敏教授を招聘した。 

・平成 24 年 4 月 1 日付けで塚原剛彦助教が准教授に昇任した。 

・平成 24 年 4 月 20 日付けで近藤康太郎助教を採用した。 

・平成 24 年 10 月 1 日付けで、メイリイザ・ヨシタリア氏を助教に採用した。 

・平成 25 年 1 月 1 日付けで鷹尾康一郎助教を採用した。 

平成 25 年度  

・平成 25 年 4 月 1 日付けで筒井宏明助教が准教授に昇任した。 

・平成 25 年 6 月１日付けで小原 徹准教授が教授に昇任した。 

・平成 25 年 6 月１日付けで朝野英一客員准教授が客員教授に昇任した。 

・平成 25 年 10 月１日付けで西村 章特任教授を採用した。 

・平成 25 年 12 月１日付けで高橋 実准教授が教授に昇任した。 

・平成 26 年 3 月１日付けで相樂 洋助教が准教授に昇任した。 
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平成 26 年度  

・平成 26 年 4 月 1 日付けで尾上順准教授が名古屋大学に教授として転出した。          

・平成 27 年 3 月１日付けで山崎宰春氏を特任助教に採用した。 

平成 27 年度  

 平成 27 年 4 月 1 日付けで小林能直准教授が教授に昇任した。 

 平成 27 年 4 月 1 日付けで加藤之貴准教授が教授に昇任した。 

 平成 27 年 4 月 1 日付けで飯尾俊二准教授が教授に昇任した。 

 平成 27 年 4 月 1 日付けで鷹尾康一朗助教が准教授に昇任した。 

 平成 27 年 4 月 1 日付けで近藤正聡助教を採用した。 

 平成 27 年 4 月 1 日付けで島田幹男助教を採用した。 

 平成 27 年 7 月 1 日付けで吉田克己助教が准教授に昇任した。 

 

その他、平成 22 年度には老朽化した実験室を整備して研究スペースを確保した。更に、平成 23

～25 年度には最先端次世代研究開発支援プログラムに採択された塚原准教授に 2 単位の研究室

を貸与した。平成 22 年度以来、教員自己評価を参考にして、期末手当の増額をし、インセンティブ

を付与した。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

＜今後の課題＞ 

 強力な組織を作るには人事は重要である。今後も各教員が最高の能力を発揮でき、最新の研

究が進められるように人員配置、環境整備に心がけていきたい。 

 老朽化設備を整備して大型プロジェクトを推進する教員には今後も研究室の貸与等の支援を

行いたい。 

 成果を上げた教員へのインセンティブの付与は継続したい。 

 

中期目標 「Ⅰ-2-4.原子炉工学研究所の活力向上に資するために、優秀で多様な教職員の確保

とともに、教職員がその能力と個性を十分に発揮できる仕組みと研究環境を整備する。」 

 

中期計画「【⑤-2】原子炉工学研究所の多様な専門領域を持った教職員の協力体制により中期目

標を実現させるために必要な研究インフラストラクチャーを抽出し、その整備と更新のためのマス

タープランを策定する。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

平成 22 年度に中期目標に関連する研究インフラストラクチャーを抽出する準備として、建屋や装置

の利用状況を把握した。平成 23年度より外部資金の間接経費の一定割合を利用して、研究インフラ

ストラクチャー整備に必要な資金を確保し、研究所内建屋の現有スペースを効率的に利用するため

の方策を検討・実施した。平成 23 年度には、北実験棟 2A の 105 号室（高レベル実験室）110m2を整

備し、実験室として使用可能な状態にした。北 2 号館旧吉澤研究室使用室(324,328,373 号室) を
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整備して、新任教員が使用可能な状態にした。平成 24 年度には、北実験棟 2A の放射線管理区域

を廃止して、一般実験室として使用可能なように準備を進めた。北実験棟 6 の未臨界装置を解体し

て、一般実験室として整備を進めた。北実験棟 2B の 303 号室を整備して、原子力基盤実験用実験

室として利用できるようにした。平成 25～27年度には、リーディングプログラムによる授業数の増加に

対応するため、講義スペースを研究所独自に確保し、放射線管理業務と安全衛生業務の業務スペ

ースを拡充した。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

＜今後の課題＞ 

 今後も継続して研究所建屋の効率的利用を進め、新規研究や人材育成事業に対する研究ス

ペースの確保、放射線管理業務と安全衛生業務などの業務スペースの確保に努める。 

 

4.2 その他の目標と達成状況 
（１）国際化に関する目標 

中期目標 「Ⅰ-3-2.原子力研究に関する国際共同研究を推進するために、大学・研究機関との連携

を深め、国際化を推進する。」 

 

中期計画「【③】世界の各地域で中心的な大学・研究機関との連携を戦略的に推進し、国際交流を

深め、一層の国際化を推進する。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

実施内容は、研究所の研究資源・研究成果をもとに、海外の大学・研究機関を選定し、研究交流体

制を構築すること、IAEA、欧州 ACTINET 等の組織と連携し、国際的視野を広げられる教育及び研究

体制を整備することである。各年度の実施状況を以下にまとめる。 

 

平成 22 年度  

タイ Chulalongkorn 大学原子核工学科と研究所の部局間研究交流協定を結んだ。IAEA インターン

シップ（約 3 ヶ月）に、3 名の学生を派遣した。「原子力分野における欧州・日本交換プロジェクト

(EUJEP)」により、欧州から 4 名が原子炉研に、原子炉研から 3 名が欧州にそれぞれ 3〜4 ヶ月派遣

され、研究交流した。 

平成 23 年度  

セルビア・ベオグラード大学 Vinca 原子力研究所、タイ・原子力技術研究所、ベトナム原子力大学と

の部局間研究交流協定を締結した。寄附講座元の日立 GE ニュークリアエナジーとハノイ工科大学

原子力・環境・エネルギー工学科、および原子炉研との３部局間交流協定を締結した。IAEAインター

ンシップ（約 3 ヶ月）に、2 名の学生を派遣した。「原子力分野における欧州・日本交換プロジェクト

(EUJEP)」により、欧州から 2 名が原子核工学専攻（原子炉研）に、原子核工学専攻（原子炉研）から

4 名が欧州にそれぞれ 4〜6 ヶ月派遣され、滞在して研究交流した。 

平成 24 年度  
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「革新的原子力システム研究センター」と MIT 先進原子力研究センターの協力協定の 5 年間の延長

に調印した（平成 24 年 11 月 16 日）。また、第 4 世代原子力システム国際フォーラム鉛冷却高速炉

に関する国際セミナーを開催した（平成 24 年 11 月 9 日）。ソウル国立大学原子核工学専攻及び核

融合炉工学先端研究センターとの部局間実施協定を締結した（平成 24年 8月 3１日）。ルーマニア、

バベシュボヨイ大学物理学部との部局間協定を 5 年間延長した（平成 25 年 3 月１日）。IAEA インタ

ーンシップ（約 3 ヶ月）に、1 名の学生を派遣した。国際原子力人材育成（日立ＧＥニュークリア・エナ

ジー）寄附講座では、ベトナムのハノイ工業大学、マレーシアの国民大学と電力大学に対して出前

講義を実施した。また、ベトナムより留学生を 1名受け入れた。「原子力分野における欧州・日本交換

プロジェクト(EUJEP)」により、欧州から 6 名が原子核工学専攻（原子炉研）に、原子核工学専攻（原

子炉研）から 3 名が欧州にそれぞれ 4〜6 ヶ月派遣され、研究交流を行った。 

平成 25 年度  

リトアニア・カウナス工科大学（平成 25 年 10 月 14 日）、イタリア・メッシーナ大学（平成 25 年 10 月 28

日）と部局間交流協定を締結した。北杜市との協働提携協定を締結した。（平成 25年 8月 1日）IAEA

インターンシップ（約 3 ヶ月）に、1 名の学生を派遣した。ANS Winter Meeting に 1 名の学生を派遣

した。国際原子力人材育成（日立ＧＥニュークリア・エナジー）寄附講座では、ベトナムのハノイ工業

大学、マレーシアの国民大学とテナガ電力大学、リトアニアのカウナス工科大学に対して出前講義を

実施した。また、H25 年度にベトナムより留学生を更に 1 名受け入れて、合計 3 名になり、マレーシア

から 1 名を受け入れた。「原子力分野における欧州・日本交換プロジェクト(EUJEP)」により、欧州から

8 名が原子核工学専攻（原子炉研）に、4〜6 ヶ月派遣され、研究交流を行った。 

平成 26 年度  

ポーランド・ワルシャワ大学（平成 26 年 6 月 16 日）、米国・カルファオルニア大学アーバイン校（平成

26 年 7 月 3 日）フランス国立科学研究センター（平成 26 年 9 月 16 日）、マレーシア・テナガナショ

ナル大学（平成 26 年 9 月 22 日）、マレーシア国民大学（平成 26 年 9 月 22 日）と部局間交流協定

を締結した。欧州原子力教育ネットワーク連合他と部局間協定を締結し、「原子力分野における欧

州・日本交換プロジェクト(EUJEP２)」を開始した。IAEA インターンシップ（約３ケ月）に、２名の学生を

派遣した。Unibersite de Strasbourg （フランス） に、１名の学生を派遣した。 

 

平成 27 年度 

ドイツ・カールスルーエ工科大学廃棄物処分研究所と部局間協定を締結した（平成 27 年 12 月 10

日）。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

＜今後の課題＞ 

国際共同研究推進のために、今後も更なる国際的な研究交流及び人事交流を推進していく。 
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4.3 平成 24 年度 教員自己点検集計結果 
 

有冨正憲、竹下健二、矢野豊彦 

 

 平成 24 年 5-8 月に実施した原子炉工学研究所教員自己点検・評価（平成 23 年度分）を実施した。集

計した結果を報告する。 

  

自己評価結果の説明 

 

1. 研究所教員の素点総合計は、平成 18 年度：34632 ポイント、平成 19 年度：44622 ポイント（平成 18 年

度基準 129％）、平成 20 年度：49107 ポイント（142％）となり、この間、著しく増加していたが、平成 21 年度

46509（134％）はやや減少し、平成 22 年度は 48579 ポイント（140％）、平成 23 年度は 46349 ポイント

（134％、ただし教授 1 名未集計）となりほぼ平成 20 年度レベルに回復していると思われた。ポイントは網

羅的に種々の活動や成果を反映しているので、研究所のアクティビティが平成 20 年度までは総合的に

向上し、21 年度は若干停滞したが、22〜23 年度に回復したことを示す。教員の退職・新任等による変動

も反映しているが、教員の活動量がすでに飽和状態／超過状態にあり、物理的に限界に近づいているこ

とを示唆する（ライフワークバランスなど総合的に見て健全な状態ではない）。 

 集計区分別に見ると、20 年度まではいずれも増加傾向を示していたが、21 年度以降に学術・研究に低

下が認められ、特に 23 年度に大きく低下した。一方、22〜23 年度は社会貢献で増加が認められるが、福

島事故関連の活動が現れていると思われる。一方、管理運営業務などの組織運営は増加が続いてきた

が、平成 23 年度は微減に転じた。検討が必要である。 

  教員 1 名当たりの合計点平均は、前年度比で、助教においては横ばい状態が続いており、21 年度以

降、教授（１名未集計）が減少、准教授は増加傾向を示しており、平成 23 年度においては、逆転した。過

去 6 年間の各教員の推移を見ると、教授においては、合計点の多い複数の教員において、数値の大きな

増加と減少がある一方、多数の教授においては増加傾向が続いている。 平成 19〜20 年度に大きな増

加が見られるのは、21 世紀 COE での研究成果が集中的に発表されたことや、近年の大きな減少は、教

員の交代期に入り、定年に近づいた教員において学生数が減るなどの要因が作用していると考えられる。

准教授においては、ほとんどの教員が明らかな増加を維持し、全体としてアクティビティが向上しているこ

とを示している。助教においては、明らかな増加を示している教員と、あまり変化が認められない教員が見

うけられる。 

 

2.教授、准教授、助教の 6 年間の区分別点数割合を見ると、次のことが分かる。 

（1）組織運営に割かれる割合は准教授、助教の方が、教授より多い。一人当たり平均のポイントは、平成

23 年度で比べると教授より准教授の方がやや多い結果となった。准教授においては本来は学術・研究に

割くべき時間・労力を組織運営に奪っている（平均すると教授と同等以上の負担を負っている）ことが明ら

かである。助教においても、一人当たりの平均値では教授・准教授の約 5 割である。 

（2）教育の割合は教授・准教授が多いが、助教も、学生指導などでかなり負担していることが見て取れる。

（学生の教育に関与している現状が評価されている） 
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（3）学術・研究が、准教授においては 1/3、助教においても約 4 割未満であることは（1）に示したように組

織運営などの他の活動に多くの時間を割いていることを意味し、若手・中堅研究者がその基礎を固める

時期において充分な研究時間が確保されていないことを示しており、実際にも成果が減少していることは、

研究所として早急な改善が必要である。 
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4.4 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標と達成状況 
（１）評価の充実に関する目標 

中期目標 「Ⅳ-1-1.評価活動を通じて、教育研究等の原子炉工学研究所の諸活動の活性化に資

する。」 

 

中期計画「【⑥-1】自己点検・評価や第三者評価等を通じて、教育研究の質及び水準の高さを保証

し、その向上に繋げるとともに、業務運営の改善を行う。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

 各年度の終わりの時期（平成 23 年 1 月 18 日、平成 24 年 1 月 30 日、平成 25 年 1 月 29 日、

平成 26 年 1 月 28 日、平成 27 年 1 月 21 日、平成 28 年 3 月○日）に外部諮問委員による運営

諮問委員会を開催し、研究所の活動を評価するとともに、業務運営に対して意見を聴取した。 

原子力教育が充実しており、福島事故対応にも積極的で、十分期待するとの評価を得た。 

 原子炉研所属全教授・准教授による一般公開の研究成果発表・交流会を平成 24 年 12 月 18

～19 日に開催した。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

＜今後の課題＞ 

研究所教員による自己点検評価や研究教育の質を第三者から評価を受けることは重要であり、今後

も続けていく必要がある。 

 

中期目標 「Ⅳ-1-1.評価活動を通じて、教育研究等の原子炉工学研究所の諸活動の活性化に資

する。」 

 

中期計画「【⑥-2】各教職員の適正な評価を実施し、評価結果のフィードバック及びインセンティブ

付与により、活動意欲の向上や業務の取組改善に繋げる。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

各年度に前年度の教員の自己点検・評価を実施し、統計データを各教員に通知した。評価結果

を期末手当、勤勉手当にフィードバックし、優れた教員には手当の増額によりインセンティブを付与

した。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

 

＜今後の課題＞ 

今後も教員の自己点検・評価を実施し、インセンティブの付与を行っていく。 
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4.5 その他業務運営に関する目標と達成状況 
（１）安全管理に関する目標 

中期目標 「Ⅴ-2-1.原子炉工学研究所の安全管理体制のさらなる充実を図る。」 

 

中期計画「【⑦-1】安全管理体制を戦略的・計画的に整備し、原子炉工学研究所の研究者、職員、

学生に安全・衛生上の危害が発生することを防止する。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

実施内容は、安全指導室が中心となり、所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の保管場所、管理

状況を把握して安全管理体制を強化し、古い廃棄物, 廃液等の処理・処分を積極的に行い、研究

スペースの有効活用と研究環境の改善を図った。所員の各種安全管理資格の取得を奨励して、全

研究室に環境・安全衛生マネージメントシステムを導入して環境安全配慮型研究機関としての安全

確保、環境保全に努めた。実施状況を以下に示す。 

 安全指導室が中心となり、平成 22 年度に所内の化学物質, 高圧ガス, 廃棄物等の保管場所、

管理状況を把握し、ハザードマップを作成し、平成 23 年度、24 年度に改訂した。 

 平成 22 年度から全研究室に環境・安全衛生マネージメントシステムを導入して実施した。 

 技術職員を依頼して、核燃料含有廃液等の処理・処分を進めた。平成 25 年度に RI 廃棄物を日

本アイソトープ協会に引き渡した。 

 平成 23 年度に学生分も含めてヘルメットを購入配置した。 

 所内建屋の安全性確保に努めた（平成 22 年度：北実験棟 5 の一部の部屋を研究スペースに整

備、平成 23年度：北実験棟 2 と 3 の間の路面を改修、平成 24年度：実験棟に近接した樹木を伐

採など） 

 各種安全管理資格の取得を奨励した。第１種放射線取扱主任者資格を平成 24 年度に 1 名、平

成 25 年度に３名、平成 26 年度に１名が新たに取得した。 

 学内における火災多発に伴い、平成24年度から所内一斉点検を実施するとともに、平成25年度

と 26年度には危険物の保有量が限度内であることを確認した。平成 24 年度から毎年、発火の可

能性のある古い実験機器の廃棄を進め、平成 25 年度には PCB 含有機器を収集・保管した。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

＜今後の課題＞ 

ハザードマップ改訂や環境・安全衛生マネージメントシステムは今後も継続して実施し、所内建屋

や敷地の整備によって安全性向上に努める。 

 

 

 

中期目標 「Ⅴ-2-1.原子炉工学研究所の安全管理体制のさらなる充実を図る。」 
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中期計画「【⑦-2】原子炉工学研究所における防犯・防災対策に係わる施策を強化・改善する。」 

＜実施内容と達成状況＞ 

 オープンキャンパス化に対応して防犯、建物セキュリティ強化を進めた。 

 平成 22 年度より北 1 号館、2 号館に教職員・学生 ID カード認証による入退出管理を設置して運

用している。平成24年度より北実験棟2Bおよび3Aの放射線管理区域入退室モニターを更新し、

セキュリティを強化した。平成 25 年度に隣接する環境エネルギー機構棟と防災に関する情報交

換を行った。 

 研究所独自の防災・通報訓練を（平成 22 年 11 月 17 日、平成 23 年 11 月 16 日、平成 24 年 10

月 2 日及び 11 月 14 日、平成 25 年 9 月 26 日および 11 月 13 日、平成 26 年 9 月 17-18 日およ

び 11 月 12 日、平成 27 年 11 月 11 日及び○月○日に実施した。 

 

＜自己評価判定＞ 

「中期計画を十分に実施している」（Ⅲ） 

＜今後の課題＞ 

今後も所内の防犯、建物セキュリティの強化、防災・通報訓練を継続的に実施する。 
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5. 教育活動 
 
5.1 大学院教育体制 
原子炉工学研究所の教員が本専攻を主体的に運営する東京工業大学理工学研究科 原子核工学

専攻は、わが国の原子力研究の草創期の昭和 32 年に、現在の大学院大学を先取りした形で創設さ

れ、これまでに 1000 人を越す多くの卒業生を世に送り出している。原子核工学専攻には、平成 15
年に連携講座として「バックエンド工学講座」（客員教授 2、客員准教授 1）」が、さらに、平成 16 年に

は連携講座として「革新炉工学講座（客員教授 2、客員准教授 1）」が設置され、原子燃料システム講

座（准連携）、理研准連携講座も設置され、原子核工学の教育体系が強化されている。なお、総合

理工学研究科には 1975 年の創立当初より協力講座として、6 名が創造エネルギー専攻の教官、2
名が環境理工学創造専攻の教員を務めている。 
 

(１)  原子核工学専攻の教育理念と人材養成の目的 
 原子核工学は、核反応・放射線の利用、およびそれらを支える材料科学等を研究対象とする総合

的な学問である。本専攻は、原子核工学の高度な専門知識、原子核工学の研究・開発・利用に係わ

る社会的責任感、国際的コミュニケーション力を有し、かつ社会と環境に調和する原子力技術の発

展を担う人材の養成を目指している。  
教育理念の第 1 は先端的な原子力研究を通して、様々な展開が予測される原子力分野の将来に

対応できる研究者・技術者・教育者の養成である。他方、最近はエネルギー問題が環境問題と強く

結合し、原子力はエネルギー・環境分野の一部として位置づけられている。しかも、原子力の中にも

常に新しい分野が芽生え、成長をとげている。そこで第 2 の教育理念は、原子力エネルギーおよび

エネルギー・環境問題を幅広 く見据えた教育である。これらの教育理念を実際の教育に反映させる

ために、絶えずカリキュラムの見直しを行っている。原子力を体験によって理解させることにも力を入

れており、学外の諸施設を利用して、1 週間に集中した学生実験を実施している。本専攻は学部を

持たない専攻であることから、学生ｍの出身学科および出身大学は様々である。そのため経歴の異

なる学生が入学することになるが、そうした学生に原子核工学専攻の修了生とのアイデンティティー

を持たせる工夫をしている。 
原子核工学専攻の特殊性として、物理，化学，機械工学，化学工学，材料工学等，様々な学問分

野に関連すること。東工大には学部に対応する「原子核工学科」がなく、他大学にも「原子力工学科」

等は非常に少ない。そこで、カリキュラム・コースワーク教育として、 
原子力の特定分野における知識・技能だけではなく，幅広い原子力分野の基礎的素養，学際的

分野への対応能力を含めた専門応用能力を培うことを目指している。また、基本コースワーク（専門

科目）と研究リテラシー（研究関連科目）の両輪教育を実施している。修士論文研究の基本的指導方

針として、学生の研究指導教育であることを認識し、学生に研究成果のみを求めない。また、問題探

求・解決力を育成する指導の一環ととらえ研究リテラシー教育の成果を発揮できる教育を目指してい

る。 
その方法のとして平成 20 年 10 月から実施されている「コース室制 ＋ マルチラボ・トレーニング」
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がある、資料１の通り、本専攻修士課程入学後の半年間は、学生は研究室に所属せず新入生コー

ス室に常駐し、基本コースワーク科目を履修するとともに、3 つの研究室を訪問して多様な世界最先

端研究を学ぶ。この期間に研究に対する目的意識を明確にし、正式に研究室に所属し修士研究に

進むようデザインされている。 
コース室で指導教員の影響力から離れコースワークに集中でき、また学生同士の連携を深めること

が利点である。学生からは広い視野で原子力技術を俯瞰できる機会となり、高い評価を得ている。 
 

 
資料 1 マルチラボ・トレーニング（MLT）の概念図 

 
他のエネルギー資源に比べて原子力エネルギーに対しては厳しい安全性や信頼性が要求される。

特に、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴う東京電力福島第 1 原子力発電所事故によ

り社会は原子力技術、産業全般に対して大変厳しい視線を寄せている。また、原子炉の廃止措置に

は数十年の時間と巨費を要する。一方で平成 28 年 3 月に日本政府は 2050 年に二酸化炭素排出

量を現状の 80％削減を表明しており、非化石エネルギー-系のベース電力として原子炉は引き続き

求められている。これらの社会の要請に応えるためには信頼できる優秀な原子力分野の人材を定常

的に供給しすることが重要である。現在、他の技術分野と同様に原子力産業分野においても、大量

退職時代を迎え、技術を支える人材の育成が急務となっている。本専攻はその期待に応えることが

使命である。 
 
(2) 修得する能力  
 本専攻の学生は、次の能力を修得を目標にしている。  
•原子核工学における課題の本質を理解できる専門学力  
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•専門知識および豊かな教養を活用して、高い倫理観と社会的責任感を持って、課題解決と創造的

な研究・技術開発を進める力  
•日本語および英語による論理立った説明能力と文書能力を持ち、議論を展開できる力  
(3) 教育内容  
 本専攻では、次の教育を実施している。  
A)  原子核工学の専門学力の養成  
 原子核工学の課題の本質理解と課題解決に必要な専門科目を通して、十分な原子核工学の専門

学力を養成します。   
B) 幅広い教養と視野の養成  
エネルギー・環境に係わる科目、種々のインターンシップ科目等を通して、幅広い教養と視野を養成

します。   
C) 高い倫理観と社会的責任感の養成  
 技術者倫理や社会的責任に関する授業、修士論文研究指導等を通して、高い倫理観と社会的責

任感を養成します。  
D) 課題解決力の養成  
 研究リテラシー教育、修士論文研究指導等を通して課題解決能力を身に付けさせると共に、実践

的問題解決能力の向上を図ります。   
E) 創造性の養成  
 双方向・参加型授業および修士論文研究を通して、創造性を養成します。  
F) 論理的対話力および文書能力の養成  
 論理的な議論の展開能力を、対話型教育により養成します。また、文書能力については修士論文

指導等を通して養成します。さらに、授業を通して英語による論理立った説明能力向上と文書能力

を養成します。   
 
5.2 学生数 
資料 1 に原子核工学専攻の平成 20～27 年度間の学生数（入学者数）を示す。特に博士課程の充

足率が本学他専攻に比べて極めて高いことが特筆される。資料 2 に資料 2 国際大学院プログラム 
学生一覧を示す。外国人学生を多く迎えることができ、それらの学生の多くが博士に進学したことも

博士学生数を多人数育成できた要因である。 
 

資料 1 原子核工学専攻の平成 20～27 年度間の学生数（入学者数） 

平成  年度  20 21 22 23 24 25 26 27 

学生数（入学者数）                 

博士 総数 11 19 12 17 6 9 14 19 

博士 定員* 9 9 9 12 12 12 12 12 

博士 一般コース 
（）内留学生で内数 

7(2) 3(2) 3(0) 8(0) 1(0) 4(0) 7(2) 10(1) 
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博士 一貫コース 1 4 0 1 0 0 0 1 

博士 社会人コース 1 4 4 1 2 0 1 1 

博士 国際大学院コース 2 8 5 7 3 5 6 7 

博士課程在籍者数 45 52 50 54 39 37 38 46 

修士 総数 22 31 35 31 28 29 30 35 

修士 定員** 16(30
) 

16(30
) 

16(30
) 

16(29
) 

26(31
) 

26(32
) 

26(32
) 

26(32
) 

修士 一般コース 
（）内留学生で内数 

18(1) 25(1) 31(0) 30(0) 23(2) 23(1) 25(0) 27(0) 

修士 国際大学院コース 4 6 4 1 5 6 5 8 

修士課程在籍者数 57 54 69 69 63 58 64 71 

東工大学部４年生指導*** 5 6 6 7 5 3 5 3 

研究生 
（）内留学生で内数 

0(0) 5(4) 2(2) 0(0) 3(3) 2(1) 2(2) 6(4) 

*博士定員は、連携講座設置により増加した。 

**修士定員の括弧内は学内収容人員で、実質の定員 

***東工大学部学生、研究生の受入は原子炉工学研究所教員全体の数 
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資料 2 国際大学院プログラム 学生一覧（平成 28 年 3 月作成） 
 
平成 22 年 4 月入学（2010 年）                        

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

博士課程 Munkhbat Byambajav 小原 モンゴル A：国費（平成 25 年 3
月修了） 

KIM Seon tae（金 善太） 加藤 韓国 A：私費（平成 24 年 9
月修了） 

Pramuditya Syeilendra 二ノ方 インドネシア A：国費（平成 25 年 3
月修了） 

 
平成 22 年 10 月入学（2010 年）                       

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

修士課程 Myagmarjav Odtsetseg 加藤 モンゴル A：国費（平成 24 年 3
月修了） 

Wanotayan Rujira 松本 タイ A：国費（平成 24 年 3
月修了） 

Zareen Khan 井頭 マレーシア C：私費（平成 24 年 9
月修了） 

Galbadrakh Battsengel 小原 モンゴル C：私費（平成 24 年 9
月修了） 

博士課程 Rueanngoen Areerak 矢野 タイ C：私費（平成 26 年 3
月修了） 

 
平成 23 年 4 月入学（2011 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

博士課程 Dipu Arnoldus Lambertus 加藤 インドネシア A：国費（平成 26 年 3
月修了） 

Topan Setiadipura 小原 インドネシア A：国費（平成 26 年 6
月修了） 

Weerachon TREERNUSON 木倉 タイ C：私費（平成 26 年 3
月修了） 

 
平成 23 年 10 月入学（2011 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

修士課程 Hamdani  Ari 木倉 インドネシア A：国費（平成 25 年 3
月修了） 

博士課程 Hales Brian Patrick 井頭 アメリカ C：私費（平成 26 年 12
月修了） 
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Kamontip Ploykrachang 小栗 タイ C：私費（平成 26 年 9
月修了） 

Zamengo Massimiliano 加藤 イタリア C：私費（平成 26 年 3
月修了） 

Hwang Dong Ki 池田 韓国 C：私費（平成 27 年 9
月修了） 

 
平成 24 年 4 月入学（2012 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

博士課程 Myagmarjav Odtsetseg 加藤 モンゴル A：国費（平成 27 年 3
月修了） 

Wanotayan Rujira 松本 タイ A：国費（平成 27 年 3
月修了） 

Duong Thanh Tung 木倉 ベトナム C：私費（平成 27 年 3
月修了） 

 
平成 24 年 10 月入学（2012 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

修士課程 Irwan Liapto Simanullang 小原 インドネシア A：国費（平成 26 年 9
月修了） 

Sambuu Odmaa 小原 モンゴル A：国費（平成 26 年 3
月修了） 

Tuya Delgersaikhan 小原 モンゴル A：国費（平成 26 年 9
月修了） 

YOU  Yan（尤  龑） 矢野 中国 C：私費（平成 26 年 9
月修了） 

Ali Reza Amiri Moghani 松本 イラン C：私費（平成 26 年 9
月修了） 

 
平成 25 年 4 月入学（2013 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

修士課程 Abdul Khalil Muhanmad 
Husamuddin 

井頭 マレーシア C：私費（平成 27 年 3
月修了） 

博士課程 Abdul Karim Julia Binti 小原 マレーシア C：私費（平成 28 年 3
月修了） 

Ho Hai Quan 小原 ベトナム C：私費（平成 28 年 3
月修了） 
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Le Tri Dan 高橋 ベトナム C：私費（平成 28 年 3
月修了） 

Idris Mohad Idzat Bin  矢野 マレーシア C：私費 

Hamdani  Ari 木倉 インドネシア A：国費（平成 28 年 3
月修了） 

 
平成 25 年 10 月入学（2013 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

修士課程 Adhi Pribadi Mumpuni  高橋 インドネシア A：国費（平成 27 年 3
月修了） 

Hoang Van Khanh 小原 ベトナム A：国費（平成 27 年 9
月修了） 

Yokachuksuse Nutthon 塚原 タイ A：国費（平成 27 年 9
月修了） 

Zhou Jiaju（周 家駒） 木倉 中国 C：私費（平成 27 年 9
月修了） 

 
平成 26 年 4 月入学（2014 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

博士課程 Sambuu Odmaa 小原 モンゴル A：国費（平成 27 年 9
月修了） 

 
平成 26 年 10 月入学（2014 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

修士課程 Cibula Michal  竹下 スロバキア A：国費（平成 28 年 3
月修了） 

Muhammad Fajar 矢野 インドネシア A：国費 

Nepomuceno Maria Caprisse 
Azucena 

加藤 フィリピン C：私費 

Povolny  Antonin 木倉 チェコ A：国費（平成 28 年 3
月修了） 

孫 榕蔚（SUN Rongwei） 塚原 中国 C：私費 

博士課程 Ali Reza Amiri Moghani 松本 イラン C：私費 

Irwan Liapto Simanullang 小原 インドネシア A：国費 

Tuya Delgersaikhan 小原 モンゴル A：国費 

Yin Xionbiao（殷 祥標） 竹下 中国 B：私費（政府派遣） 

YOU  Yan（尤  龑） 矢野 中国 C：私費 
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平成 27 年 4 月入学（2015 年）                      
区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

博士課程 Adhi Pribadi Mumpuni  高橋 インドネシア A：国費 

 
平成 27 年 10 月入学（2015 年）                      

区  分 氏  名 指導教員 国  籍 備  考 

修士課程 Asa Anie Day de Castro 松本 フィリピン C：国費（大使館推薦） 

Brandt Ailieen 塚原 南アフリカ C：国費（大使館推薦） 

Batsaikhan Munkhbat 木倉 モンゴル A：国費 

Kim Min Seok 塚原 韓国 A：国費 

Kurniawan Anggi Budi 筒井 インドネシア A：国費 

Nguyen Hoang Hai 小原 ベトナム A：国費 

Pornphatdetaudom Thanataon 矢野 タイ A：国費 

Wu Hao（吴  昊） 竹下 中国 A：私費 

博士課程 San Shwin 木倉 ミャンマー C：私費（JAICA） 

Hamza Khalid El-Asaad 相樂 カナダ C：私費 

Hoang Van Khanh 小原 ベトナム A：国費 

Mark Dennis Anak Usang 千葉 マレーシア C：私費（日立寄附講

座） 

Yokachuksuse Nutthon 塚原 タイ A：国費 

Zhou Jiaju（周 家駒） 木倉 中国 C：私費 
 

5.3 原子核工学専攻卒業生の進路 
 
修士、博士の各課程修了生の進路の推移、分布を資料 1～4 に示す。資料 5 には修士/博士

（H22-H26）修了生の進路先を示す。修士卒業生は資料 2 から過去約 30 年間では民間企業への就

職が多いが、資料 1 の通り、平成 25 年以後は原子力関連企業、博士進学が民間企業に比べ明らか

に増えている。平成 23 年の福島原発事故が契機となり、尚更に原子力に意識を明確に持った学生

が本専攻を志望し、引き続き原子力関連の企業に進んでいることを表しており、本専攻の人材育成

の目的を果たしているといえる。また、博士教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セ

キュリティ・エージェント教育院」(U-ATOM)が平成 23 年より開始されたことが博士進学増加の主因と

言える。博士課程学生数は堅調に維持され、原子力関係政府機関、原子力関連企業へ進んでおり、

専攻の原子力人材育成の成果が表れていると評価できる。 
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資料 1 修士課程修了生の進路の推移（S68-H27） 

 

 
資料 2 修士課程修了生（S63-H27）の進路分布 

 

 

 

資料 3 修士課程修了生の進路の推移（S68-H27） 
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資料 4 博士課程修了生（S68-H26）の進路分布 

 

資料 5 修士/博士（H22-H26）の進路先 

[修士課程] [博士課程] 

平成 26 年度 

東京電力，IHI 各２ 

日立製作所，東芝，日本ファーネス工

業，野村総合研究所，いけうち，九州電

力， 日本原燃，電源開発 

各１ 

博士進学 14 

その他 (復職、帰国就職ほか) 1 
 

平成 26 年度 

日本原子力研究開発機構 2 

日立製作所 1 

国立がん研究センター 1 

原子力損害賠償・廃炉等支援機構 1 

電力中央研究所 1 

研究員 3 

その他 (復職、帰国就職ほか) 4 
 

平成 25 年度 

原子力規制庁 3 

三菱重工業 2 

IHI、大久保恒産、東京電力、日生情報テ

クノロジー、日本 NUS、日本貨物鉄道、

日立オートモーティブシステムズ、三菱電

機、三菱マテリアル、防衛省陸上自衛

隊、リンクアンドモチベーション 

各１ 

博士進学 7 
 

平成 25 年度 

日本原子力研究開発機構 6 

電力中央研究所 1 

ポスドク 3 

その他 (復職、帰国就職ほか) 3 
 

平成 24 年度 

東芝 2 

原子力安全基盤機構 2 

平成 24 年度 

Samsun Electronics 1 

群馬大学 1 
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アトックス、IHI、NTT データ、川崎市立井

田病院、京都製作所、クレハ、原子力環

境整備促進･資金管理センター、コガソフ

トウェア株式会社、住友化学、住友重機

械工業、太平電業、高砂熱学工業、中部

電力、東陽テクニカ、日立アロカ、日本原

電、日本原燃、日立製作所、日立ＧＥニ

ュークリアーエナジー、日立パワーソリュ

ーションズ、三井造船、三菱重工業、三

菱電機、文部科学省 

各１ 

博士進学 4 

その他 (復職、帰国就職ほか) 2 
 

ポスドク 1 

その他 (復職、帰国就職ほか) 5 
 

平成 23 年度 

東芝、日立製作所 各 3 

三菱電機、日本原燃、電通 各 2 

JFE スチール、原燃輸送、トヨタ自動車、

ジェイテクト、三菱重工業、IHI、防衛省海

上自衛隊、特許庁、高圧ガス保安協会、

新エネルギー産業技術総合開発機構、

バブコック日立、中部電力、豊田自動織

機、千代田化工建設、原子力安全基盤

機構 

各１ 

博士進学 3 
 

平成 23 年度 

日本原子力研究開発機構 4 

長岡技術科学大学 1 

エネルギー総合工学研究所 1 

高輝度光科学研究センター 1 

ポスドク 4 

その他(復職、帰国就職ほか） 9 
 

平成 22 年度 

東芝、三菱重工業 各 3 

日本原子力研究開発機構 2 

東京電力 2 

日立製作所、富士電機、日立オートモー

ティブシステムズ、ディスコ、MHI 原子力

プラントエンジニアリング、三菱電機、三

菱原子力燃料、ブラザー工業、三鈴エリ

ー、読売広告社、福島県職員（原子力

職） 

各１ 

博士進学 10 
 

平成 22 年度 

日本原子力研究開発機構 1 

住友化学 1 

ポスドク 2 

その他(復職、帰国就職ほか） 9 
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5.4 原子核工学専攻のカリキュラム 

本専攻では，原子核反応の工学的応用・利用に関する広範な科学・技術分野に携わるに十分な資

質を有する人材を育成することを目的としている。資料 1 に原子核工学専攻のカリキュラム（2015 年

度）を示す。 
名称は「原子核工学」であっても、本専攻は単なる工学だけではなく理学に分野も包括する理工学

の専攻である。本専攻は学部を持たない専攻であることから、学生の出身学科および出身大学は様

様である。そのため経歴の異なる学生が入学することになるが、そうした学生に原子核工学専攻修

了生としてのアイデンティティーを持たせるように力リキュラムを組んでいる。原子力を体験によって

理解させることにも力を入れており、学外の研究施設を利用して、1 週間に集中した学生実験を実施

している。更に、演習を含む講義科目が幾つかあることも特徴である。 
教育内容は大きく分けて四つの群から構成されている。 
・ 核分裂原子力：現在および将来の原子力発電を安全に利用するために必要な技術者を養

成する目的で、原子炉理論を中核として、）原子力の基本教育を行う。 
・ 核融合：未来のエネルギーとして期待される核融合も原子力分野の一部とし、関連する理

学および工学の教育を行う。 
・ 量子工学：原子力分野の新しい展開として、今後の発展が期待されるレーザや粒子線なぢ

に関する教育を行う。 
・ 核燃料サイクル・原子炉廃止措置など：：放射性核種の分離回収、放射線の生物影響、ま

た廃止措置に関わる各種技術、さらに原子力を含むエネルギーシステムに関わる教育などを行う。 
なお、上記の観点から原子核工学専攻として重要であり、特に履修することが望ましい科目として

原子炉理論、原子力安全工学、原子核工学実験の 3 科目を用意している。各講義は、基礎科目及

びその他の概論科目が選択できるようにコースが設定されている。また、戦記に基礎科目を、後期に

発展的な専門科目やより広い分野の概論科目を受講できるように配置されている。 
学外での教育体験が重視されているが、原子核工学専攻では国外および国内におけるインターン

シップを単位として認定できる制度を全学に先駆けて整備している。この単位を取得希望する場合

は、事前に内容を申請し、また、終了後に報告書を提出することで、教員会議で審査して、単位を授

与する。 
また、国際大学院コースの開講により、アジア諸国を中心として、諸外国で活躍できる人材養成も

強力に進めている。英語講義を 10 科目以上用意し、国際大学院コースを単独で運営する数少ない

専攻である。結果として多数の外国人学生を迎えることがてきている。 
 

 

資料 1 原子核工学専攻のカリキュラム（平成 27 年度） 

分類  申告番号  区分  授 業 科 目  単位数  学期  担当教員  備  考  

講究

科目  

71701 ◎  原子核工学講究第一  0-1-0 前  指導教員  修士課程(1) 

71702 ◎  原子核工学講究第二  0-1-0 後  指導教員  修士課程(1) 

71703 ◎  原子核工学講究第三  0-1-0 前  指導教員  修士課程(2) 

71704 ◎  原子核工学講究第四  0-1-0 後  指導教員  修士課程(2) 
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研究

関連

科目  

71069  ★  
Nuclear Engineering 

Presentation Skill  
1-0-1 後  井頭    

71072  ★  
Nuclear Engineering 

Documentation Skill  
1-0-1 前  井頭    

71101   
原子核工学  

国際インターンシップ第一  
0-2-0 前  指導教員    

71102   
原子核工学  

国際インターンシップ第二  
0-2-0 前  指導教員    

71103   
原子核工学  

国際インターンシップ第三  
0-2-0 前  指導教員    

71104   
原子核工学  

国際インターンシップ第四  
0-2-0 前  指導教員    

71105   
原子核工学  

国際インターンシップ第五  
0-2-0 後  指導教員    

71106   
原子核工学  

国際インターンシップ第六  
0-2-0 後  指導教員    

71107   
原子核工学  

国際インターンシップ第七  
0-2-0 後  指導教員    

71108   
原子核工学  

国際インターンシップ第八  
0-2-0 後  指導教員    

71118   
原子核工学  

国内インターンシップ第一  
0-1-0 前  指導教員    

71119   
原子核工学  

国内インターンシップ第二  
0-2-0 前  指導教員    

71120   
原子核工学  

国内インターンシップ第三  
0-1-0 後  指導教員    

71121   
原子核工学  

国内インターンシップ第四  
0-2-0 後  指導教員    

71126   
原子核工学研究リテラシー  

第一  
1-1-0 前  井頭    

71127   
原子核工学研究リテラシー  

第二  
1-1-0 後 井頭   

71138  ★  
Nuclear Engineering Research Skills 

Ⅰ 
0-2-0 前  各教員    

71139  ★  
Nuclear Engineering Research Skills 

Ⅱ  
0-2-0 後  各教員    

71511    原子核工学派遣プロジェクト  0-4-0 前  各教員  博士一貫コースのみ  
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第一  

71512    
原子核工学派遣プロジェクト  

第二  
0-4-0 後  各教員  博士一貫コースのみ  

専攻

専門

科目  

16007   原子核物理学  2-0-0 後  旭・岡  他）基礎物理学専攻  

28010 □  エネルギーデバイス基礎特論  2-0-0 前  山田・伊原  

他）機械系 3 専攻  

環エネ院  

グローバルＣＯＥエネルギー エネ

ルギー・デバイスを修得した学生は

履修できない。  

28011 □  エネルギーマテリアル基礎特論  2-0-0 後  野崎・山田  

他）機械系 3 専攻  

環エネ院  

グローバルＣＯＥエネルギー エネ

ルギー・マテリアルを修得した学生

は履修できない。  

28015 □  科学技術社会論  2-0-0 後  中島  他）環エネ院  

71002 ★  
Nuclear Reactor Design 

and Engineering 
2-0-0 後  

高橋・小原・

木倉  

O：日本語開講  

E：英語開講  

71004 △□  原子力熱工学  2-0-0 前  高橋    

71015   原子力基礎工学第一  2-0-0 前  
小澤・原田

ほか  
  

71019 ※  原子力関係法規  1-0-0 後  専攻長ほか    

71025   量子ビーム工学  2-0-0 前  赤塚･林﨑    

71028 △□  原子力安全工学  2-0-0 前  
木倉・長坂

ほか  
  

71031 △□  原子炉理論  2-1-0 前  小原    

71032   地球環境とエネルギーシステム  2-0-0 後  加藤ほか    

71033   原子力システム工学  2-0-0 前  
高橋･竹下･

木倉  
  

71036 △□  核燃料サイクル工学  2-0-0 前  
池田･加藤･

塚原  
  

71037 △□  核燃料・材料工学  2-0-0 前  矢野    

71039   核融合炉工学  2-0-0 後  
飯尾･矢野･

高橋  
  

71043  ★  
Nuclear Chemistry and Radiation 

Science 
2-0-0 後  

池田･松本･

塚原  
O 

71044  ★□  Reactor Thermal  2-0-0 後  高橋  O 
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Hydrodynamics 

71045  ★  Nuclear Energy Systems 2-0-0 後  飯尾･高橋  E 

71046  ★□  Nuclear Reactor Safety  2-0-0 前  木倉･長坂  O  

71049  ★  
Energy Systems and 

Environment  
2-0-0 前  加藤ほか  E  

71052  ★□  Nuclear Materials Science 2-0-0 後  矢野  E 

71054   プラズマ工学基礎  2-0-0 前  飯尾    

71057 □  放射線生物学・医学  2-0-0 後  松本    

71058   原子力設計工学演習  0-2-0 後  小原･高橋    

71060   放射性物質輸送工学  1-0-0 後  小栗･木倉    

71061 △□  原子核反応・放射線  2-0-0 前  井頭･小栗    

71062  ★□  Basic Nuclear Physics 2-0-0 後  井頭  O 

71063  ★  
Accelerators in Applied 

Research and Technology  
2-0-0 前  小栗･林﨑  O  

71064 ★  Plasma Science 2-0-0 後  赤塚･筒井  O 

71066 ★  Nanomaterials Science 2-0-0 後  －  
O：英語開講  

E：日本語開講  

71067   原子力基礎工学第二  2-0-0 後  

赤塚･小澤･

船坂  

小山ほか  

  

71068   革新炉工学特論  2-0-0 後  

赤塚･原田･

木下  

石原  

  

71077 ※  技術者倫理  1-0-0 後  
専攻長･大

場ほか  
  

71080   医用放射線発生装置  1-0-0 後  
小栗･小原･

林﨑  
  

71081 ※  社会的責任  1-0-0 後  
井頭･大場

ほか  
  

71083 ★□  
Reactor Chemistry and 

Chemical Engineering 
2-0-0 前  

池田・竹下・

塚原  
E 

71088   低炭素社会学  2-0-0 前  井頭ほか    

71089   原子力数値解析学  2-0-0 後  
小原･高橋

ほか  
  

71090 ★□  Nuclear Reactor Physics 2-1-0 後  小原    

71091   Global Nuclear Security 2-0-0 後  専攻長・長 O：日本語開講  
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坂･  

尾本ほか  

E：英語開講  

71092 △  原子核工学基盤実験  1-0-１  前  
矢野･小栗･

高橋  
  

71093 ※  原子力とアジアの社会情勢  1-0-0 後  
井頭･小原･

飯尾  
  

71094   原子力化学工学  2-0-0 後  竹下    

71156   放射性廃棄物処分工学  2-0-0 後  
池田・塚原

ほか  
  

71128 ★□  
Biological Effects and Medical 

Application of Radiation 
2-0-0 後  松本  E 

71129 ＃  
原子核工学異分野特定課題研究  

スキル A  
0-2-0 前  小原  他）環エネ院  

71130 ＃  
原子核工学異分野特定課題研究  

スキル B 
0-2-0 後  小原  他）環エネ院  

71131 ★●  Nuclear Dojo 1  1-0-0 後  

大場･長坂･

谷口  

尾本･西脇･

韓  

U-ATOM のみ  

71132 ★●  
Measurement of Environmental 

Radiation 
1-0-1 後  

井頭･小栗･

千葉  

松本･西脇･

韓  

大場  

U-ATOM のみ  

71133 ★●  English in a Global World 1-0-0 後  筒井ほか    

71134 ★●  
International Relations of  

Nuclear Technology 
1-0-0 後  谷口･尾本    

71135 ★●  
Nuclear Engineering Volunteer 

Activities I  
0-0-1 前  

井頭･大場･

長坂  

西脇･韓  

U-ATOM のみ  

71136 ★●  
Nuclear Engineering Volunteer 

Activities II 
0-0-1 後  

井頭･大場･

長坂  

西脇･韓  

U-ATOM のみ  

71137 ★  Radiation Physics  2-0-0 後  千葉  E 

71140   原子力の安全性と地域共生  2-0-0 前  
井頭･小山

ほか  
  

71141 ★●  Nuclear Dojo 2  1-0-0 前  井頭･谷口 U-ATOM のみ  
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ほか  

71142 ★●  Nuclear Dojo 3  1-0-0 後  
尾本･大場

ほか  
U-ATOM のみ  

71143 ★●  
Simulation of Severe Nuclear 

Accidents 
1-1-0 前  長坂･木倉  U-ATOM のみ  

71144 ★●  
Environmental Dynamics of 

Radioactive Nuclides 
1-1-0 後  

韓･竹下･松

本  

ほか  

U-ATOM のみ  

71145 ★●  French Language and Culture 1-0-0 前  井頭ほか    

71146 ★●  
International Political Economy and 

Energy Strategy  
1-0-0 前  谷口ほか    

71147 ★●  International Nuclear Laws 1-0-0 後  西脇  
O：日本語開講  

E：英語開講  

71148 ★●  Asian History and People  1-0-0 後  筒井ほか    

71149  ★△  
Nuclear Reactor 

Physics Laboratory  
0-0-2 後  各教員    

71150  ★  Ethics in Engineering  1-0-0 後  
専攻長･大

場ほか  
E 

71151  ★  Socially Responsible Behavior  1-0-0 後  
井頭･大場

ほか  
E 

71152 ★●  Nuclear Security Training 1-1-0 前  韓ほか  

博士後期課程  

O：英語開講  

E：日本語開講  

U-ATOM のみ  

71153 ★●  Nuclear Dojo 4 1-0-0 前  井頭ほか  

博士後期課程  

O：英語開講  

E：日本語開講  

U-ATOM のみ  

71154 ★●  Basics of Philosophy  1-0-0 前  井頭ほか  博士後期課程  

71155 ★●  
Basics of Culture and 

Civilization 
1-0-0 前  井頭ほか  

博士後期課程  

O：英語開講  

E：日本語開講  

71501   原子核工学特別講義第一  1-0-0 前  指導教員    

71502   原子核工学特別講義第二  1-0-0 後  指導教員  平成 26 年度休講  

71699 △  核燃料サイクル工学実験  0-0-2 後  池田・塚原    

71700 △  原子炉物理学実験  0-0-2 前  専攻長ほか    
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93011   高密度エネルギー変換工学  2-0-0 後  堀岡・高山  
O 

他）創造エネルギー専攻  

他専

門科

目 

  

  

他専攻及び各教育院の専門科目群

の授業科目（自専攻の専攻専門科目

を除く）  

        

 
1) ◎印を付された授業科目は、必ず履修しておかなければならない科目で、備考欄の(1)、(2)は履修年次を

表す。  

2) △印を付された授業科目は、原子核工学専攻として重要な科目であり、履修することが望ましい。   

3) ★印を付された授業科目は、「Nuclear Engineering Presentation Skill」及び 「Nuclear Engineering 

Documentation Skill」を除き，国際大学院プログラムに対応する授業科目である。  

4) 一部の授業科目は隔年講義となっており、備考欄中の E は西暦年の偶数年度に、同じく O は奇数年度に

開講するもので、何も書いていないものは毎年開講の授業科目である。   

5) 年度によって英語開講と日本語開講を交互に行う科目については、どちらも同じ授業科目とみなすので、

両方の単位を修得することはできない。  

6) ※印を付された専攻専門科目は、大学院教養・共通科目群の授業科目に振替えることができる。ただし、

振替えた場合は、専攻専門科目の単位として認めない。   

7) □印を付された授業科目は、リーディング大学院「環境エネルギー協創教育院」プログラムに対応している

科目を表す。   

8) ＃印を付された授業科目は、リーディング大学院「環境エネルギー協創教育院」に編入した他専攻の学生

のみ、環境エネルギー協創教育院の他専門科目として履修することができる。   

9) ●印を付された授業科目は、リーディング大学院「グローバル原子力安全･セキュリティ･エージェント教育

院」プログラムに対応している科目を表す。  

10) 備考欄中の他）は、専攻が指定した他専攻の開設科目である。   

11) 授業科目「原子炉理論」と「Nuclear Reactor Physics」は両方の単位を修得することはできない。 
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5.5 原子力教育プログラム 
本専攻は我が国の優れた原子力教育機関としての評価を得て、種々の教育プログラムを実践してき

た。資料 1 に平成 15 年以後の原子力教育プログラムの系譜を示す。 
(1) 東京工業大学 21 世紀 COE プログラム 「世界の持続的発展を支える革新的原子力 
COE-INES」(COE-INES)   http://www.nr.titech.ac.jp/coe21/ 、平成 15-18 年度 、拠点リーダー 

教授 関本 博 
本拠点においては原子力を利用してエネルギー資源枯渇問題や地球環境問題を解決し世界の

持続的発展を支えるため、原子力固有の問題：核拡散・放射性廃棄物・安全の総合的解決を図るべ

く (A) 革新型原子炉システム（利用システムを含む）、(B) 高レベル廃棄物消滅を指向した革新的

分離核変換システム の概念構築とそれに必要な基盤技術研究を行った。原子力は原子炉と燃料

サイクルから構成される。本拠点ではこの２分野を全体として捉えながら、(A)と(B)のテーマでそれぞ

れの分野の最先端をリードすることを目指した。本拠点がカバーする学問分野は原子力学に含まれ

るが、原子力学は多くの分野が総合されたものになっている。本拠点ではそれらの多くの分野のうち、

特に原子力固有の重要な分野に重点を置いて拠点形成を行った。具体的には核データ、炉物理、

熱流動工学、核変換工学、核燃料再処理、材料科学、エネルギー変換工学、安全工学といった学

問分野をカバーした。但し革新型原子炉の概念構築においては原子炉というものを総体的にとらえ

ることが重要である。これは要素的な学問にとらわれているとうまくいかないため、研究者間の有機的

組織化を図った。革新的分離核変換システム概念構築においても同様であるが、こちらはより基礎

的な原理に戻って研究した。以上、多くの分野が研究されたが、原子力全体を見通す目を持つこと

が極めて重要であり、これを指針として研究教育の拠点活動を進めた。 
 
(2) 大学院教育改革支援プログラム「個性を磨く原子力大学院教育システム」（GP-ATOM）  
http://www.nr.titech.ac.jp/gp-atom/ 平成 20-22 年度、代表 教授 齊藤正樹 

日本において原子核工学あるいは原子力と冠した学科・専攻は極めて少なく、欧米においても同

様な状況である。また、技術及び経験豊かな団塊世代の大量退職時期を迎え、専門教育を受けた

原子力人材不足が極めて深刻である。以上の状況をふまえ原子核工学専攻において世界の原子

力をリードする個性輝く原子力技術者・研究者を育成するため、本プログラム（GP-ATOM)」を実施し

た。本プログラムでは，原子力の特定分野における知識・技能だけではなく，幅広い原子力分野の

基礎的素養の涵養を図り、学際的な原子力分野への対応能力を含めた専門応用能力を培うことを

目指した。プロジェクトの企画・マネジメント能力を身につけさせるため、「組織的個人指導」を導入し

て課程教育を改革し、基本コースワーク教育と研究リテラシー教育の両輪教育を組織的に展開し

た。 
 (3) 博士教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院」

(U-ATOM)  http://www.dojo.titech.ac.jp/index.html 、平成 23-29 年度、代表 教授 齊藤正樹 
2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による福島第一原子力発電所の苛酷事故（大規模原

子力災害）が発生した。このような状況下においても、世界的には、持続的発展を支える適正規模の

原子力は必須であると考えられている。また、日本の使命は、福島原発事故を早急に収束させ、事

故の教訓を取り入れ、世界の原子力発電所の安全運転に貢献することである。本プログラムでは「解

http://www.nr.titech.ac.jp/coe21/
http://www.nr.titech.ac.jp/gp-atom/
http://www.dojo.titech.ac.jp/index.html
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決すべき課題」として、「人類の生存基盤を脅かす核拡散、核テロ、大規模な原子力災害や緊急被

ばく問題等のグローバルな原子力危機」（原子力安全・セキュリティ分野）を設定した。これらの解決

は、平和で安全・安心な生活を保障する人間社会の構築に大きく貢献するものである。そして、原子

力安全・セキュリティ分野において、高い国際交渉能力を有し、国内外の原子力関連の産官学界で

国際的リーダーとして活躍する人材「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント」を養成を行

うことを目的として実施されている。 

(4) 東京工業大学廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム 廃止措置工学 高度人材育成と基

盤研究の深化 (ARED) http://www.nr.titech.ac.jp/ared/、平成 26～30 年度、プログラム代表 教授 

小原 徹 
深刻な事故を起こした福島第一原子力発電所の原子炉の廃止措置を確実にかつ安全に行い事

故を完全に収束させるためには、これまでにない高度な技術の開発とそれをになう人材の継続的な

育成が不可欠である。本プログラムでは、廃止措置工学に関する高度な知識と経験を身につけた人

材の継続的な育成と数々の困難な課題を解決する革新的な技術を開発していくことを目的としてい

る。本プログラムでは廃止措置工学に関する高度なカリキュラムを用意している。また原子炉工学研

究所では廃止措置のための最先端の研究が行われており、これらの研究を修士研究や博士研究の

テーマとする。福島原発の廃止措置を進めるにはこれまでに経験したことのない困難な課題を解決

する技術が必要で、このカリキュラムや最先端の研究で広く様々な分野へ応用展開できる知識・経

験を得ることを目的としている。 
 

資料 1 原子力教育プログラムの系譜（平成 15～30 年度） 

 
 
(5)  東京工業大学 国際原子力人材育成 日立寄附講座、平成 23～27 年度 

原子核工学専攻また東南アジアの学生を対象として、原子力の基本となる知識の教育に加え、

原子力推進の国際的なリーダーを育てることを目標とする。 

平成年度 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

21COE

大学院GP

博士リーディン
グ大学院

廃止措置教育

日立GE寄附講
座

EU-JEP学生交流

国際大学
院コース H7

国際原子力人材育成
大学連合ネット

H22

http://www.nr.titech.ac.jp/ared/
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(6)  European Japanese Exchange Project in Nuclear Disciplines (EUJEP), 「原子力分野欧州-日本

学生交換留学プロジェクトプロ」平成 22～24 年度、平成 26～28 年度、担当 准教授 木倉 宏成 
 
(7) 医歯工学特別コース 
最近の医用工学の急速な発展により、診断・治療の現場でも物理工学・放射線の高度な知識を有す

る専門家の役割が注目されている。また、最先端の医療用放射線技術の研究開発には、広い意味

での原子核工学の素養を持った人材と医師・医療技術者の協力が極めて重要である。東京工業大

学と東京医科歯科大学との連携による「医歯工学特別コース」に本専攻が参加した。放射線医療に

関連した授業科目が充実しており、「医学物理士」を意識した推奨受講例も用意され、所定の単位を

取得すると、コース修了認定書が発行された。 
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6.  教員の研究活動と社会貢献 

 
6.1 教員の自己アピール 
エネルギー工学部門  教授 井頭 政之 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Measurements of keV-Neutron Capture Cross Sections and Capture Gamma-Ray Spectra of 77Se, 
So Kamada, Masayuki Igashira, Tatsuya Katabuchi and Motoharu Mizumoto, Nuclear Science 
and Technology, 47 (2010) 634-641. 

(2) Neutron-capture cross-sections of 244Cm and 246Cm measured with an array of large germanium 
detectors in the ANNRI at J-PARC/MLF, Atsushi Kimura, Toshiyuki Fujii, Satoshi Fukutani, 
Kazuyoshi Furutaka, Shinji Goko, Kaoru Y. Hara, Hideo Harada, Kentaro Hirose, Jun-ichi Hori, 
Masayuki Igashira, Takashi Kamiyama, Tatsuya Katabuchi, Tadahiro Kin, Koichi Kino, Fumito 
Kitatani, Yoshiaki Kiyanagi, Mitsuo Koizumi, Motoharu Mizumoto, Shoji Nakamura, Masayuki 
Ohta, Masumi Oshima, Koichi Takamiya and Yosuke Toh, Journal of Nuclear Science and 
Technology, 49 (2012) 708-724. 

(3) Cross-section measurement of 237Np(n, ) from 10 me         
Research Complex, Kentaro Hirose, Kazuyoshi Furutaka, Kaoru Y. Hara, Hideo Harada, Atsushi 
Kimura, Tadahiro Kin, Fumito Kitatani, Mitsuo Koizumi, Shoji Nakamura, Masumi Oshima, 
Yosuke Toh, , Masayuki Igashira, Tatsuya Katabuchi, Motoharu Mizumoto, Takashi Kamiyama, 
Koichi Kino, Yoshiaki Kiyanagi and Jun-ichi Hori, Journal of Nuclear Science and Technology, 
50 (2013) 188-200. 

(4) A Nuclear Data Project on Neutron Capture Cross Sections of Long-Lived Fission Products and 
Minor Actinides, M. Igashira, T. Katabuchi, H. Harada, S. Nakamura, A. Kimura, N. Iwamoto, J. 
Hori, and Y. Kiyanagi, Nuclear Data Sheets, 118 (2014) 72-77. 

(5) Measurements of keV-Neutron Capture Cross Sections and Capture Gamma-Ray Spectra of 105Pd, 
Kazushi Terada, Taihei Matsuhashi, Masayuki Igashira and Tatsuya Katabuchi, Nuclear Science 
and Technology, 51 (2014) 671-680. 
 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

「J-PARC/MLF/ANNRI の大型 Ge 検出器を用いた 244Cm 及び 246Cm の中性子捕獲断面積の測定」

（上記 2 の研究成果） 
大強度陽子加速器施設（J-PARC）の物質・生命科学実験施設（MLF）の大強度核破砕中性子源

を用いた我々が開発した中性子核反応測定装置（ANNRI）で、原子力における核変換技術開発に

重要な 244Cm 及び 246Cm の中性子捕獲断面積測定を行い、244Cm では 20eV 以下、246Cm では 50eV
以下で世界初の測定結果を得た。なお、244Cm 及び 246Cm についての過去の中性子捕獲断面積測

定は、原子爆弾中性子源を用いた測定 1 件のみであり、より信頼性の高い捕獲断面積測定が可能
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な加速器中性子源を用いた測定は今回が世界初であった。 
本研究は本研究所・井頭政之（第 10 著者）が研究代表者を務めた科学研究費補助金・基盤研究

（S)「長寿命核廃棄物の核変換処理技術開発のための中性子捕獲反応断面積の系統的研究」の一

環で実施され、その成果を 23 名による共著論文として発表した結果、その研究成果の本質性・独創

性・新規性・波及効果が高く評価され、第 45 回日本原子力学会賞論文賞を受賞した。（平成 25 年 3
月）なお、受賞者人数制限（3 名）のため、受賞者は第 1, 2, 5 著者の 3 名である。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

研究代表者を務めた科学研究費補助金・基盤研究（S)「長寿命核廃棄物の核変換処理技術開発

のための中性子捕獲反応断面積の系統的研究」（平成 22～26 年度）の遂行に注力し、研究期間中

に使用する大強度陽子加速器施設（J-PARC）が東日本大震災や J-PARC 放射能漏れ事故等によっ

て約 2 年停止したにもかかわらず当初計画を全て実施することができ、進捗評価（検証）で A 評価を

得ることができた。また、博士課程教育リーディングプログラム「グローバル原子力安全・セキュリティ・

エージェント養成」（平成 23～29 年度）の推進に副教育院長及び道場主として注力し、プログラム所

属大学院生のリーダー教育を行った。 
 
 

エネルギー工学部門  教授 千葉 敏 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) エネルギー科学と地球温暖化：エネルギーを知れば世界が変わる、氏田博士、加藤之貴、千葉 

敏、松井一秋、松井尚子、共立出版(2015) 
(2) The Transport Coefficient of Collective Motion within the Two-Center Shell Model Shape 

Parametrization, F.A. Ivaniuk, S. Chiba and Y. Aritomo, J. Nucl. Sci. Tech., 
DOI:10.1080/00223131.2015.1070111 (2015). 

(3) Independent fission yields studied based on Langevin equation, Y. Aritomo, S. Chiba and K. 
Nishio, Progress in Nuclear Energy, 85, 568-572 (2015). 

(4) Surrogate Reaction Research at JAEA/Tokyo Tech., S. Chiba, K. Nishio, H. Makii, Y. Aritomo,  
I. Nishinaka, T. Ishii, K. Tsukada, M. Asai, K. Furutaka, S. Hashimoto, H. Koura, K. Ogata, T. 
Otsuki and T. Nagayama, Nuclear Data Sheets, 119, 229-232(2014). 

(5) Verification of the Surrogate Ratio Method, S. Chiba and O. Iwamoto, Phys. Rev. C 81, 
044604-1-6(2010). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

原子力の根本である原子核現象を深く理解し、微視的な立場における研究を通して巨視的な現象

への波及効果を探るスタンスで研究を行っている。特に核分裂現象については、ランジュバン方程

式を用いる動的模型の開発を主導して行い、東京工業大学を核分裂研究の一大拠点にした。また、

外部資金（原子力システム研究開発事業）を２期連続で獲得（合計 5.4 億円）し、原子力機構におけ
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る代理反応測定装置の開発、動的模型による核分裂の研究、大局的理論によるベータ崩壊の研究、

核データ評価及び炉物理解析を含む一連の新しいタイプの研究活動を可能とした。原子核物理か

ら炉物理までを内包するこのようなプロジェクトはこれまで存在しなかったものであるが、加速器駆動

核変換システム等、今後必要となる新しい革新的原子力システムでは多くの核データに大きい不確

定性があり、それが最終的にシステムのパフォーマンスに及ぼす提供を定量的に把握することが必

要となる。記入者が開拓した分野はこのために必要な研究活動の新しいスタイルである。 
 著書” エネルギー科学と地球温暖化：エネルギーを知れば世界が変わる”は記入者のこのような研

究姿勢に基づき、素粒子の起源から始まり、宇宙の中でどのように元素が生成され、それによってど

のようにして人類のエネルギー発生が可能になるかのメカニズムを一般向けに解説したものである。

素粒子の起源からエネルギーシステムまでを内包するこのような解説書はこれまで皆無であった。 
 IAEA より招へいを受け、遅発中性子核データに関する RCM(Research Coordination Meeting に 2
回出席した。また本年 5 月に開催予定の核分裂収率に関する専門家会議にも招へいされている。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
平成 24 年度に原子力機構から転職し、その後、東京工業大学で核分裂の理論研究を開始した。ま

た、核分裂片のベータ崩壊がもたらす崩壊熱や遅発中性子収率の研究まで範囲を広げ、最終的に

は原子核現象と原子力を俯瞰的に記述する研究活動を開拓した。一方でその成果を宇宙における

元素合成に適用し、プレス発表等を行った。 
 原子力学会核データ部会長、シグマ特別専門委員主査を歴任し国内の核データ活動を牽引し

た。 
 
 

エネルギー工学部門  教授 高橋 実 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Teddy Ardiansyah, Minoru Takahashi, Makoto Asaba, Kuniaki Miura, “Cavitation Damage in 
Flowing Liquid Sodium Using Venturi Test Section,” Journal of Power and Energy System, Vol. 
5, No.1, (2011) pp.77-85. 

(2) Minoru Takahashi, Tooru Kobayashi, Mingguang Zhang, Michael  Mák, Jiří Štefanica, Václav 
Dostál, Wei Zhao, "Study on High Speed Lithium Jet for Neutron Source of Boron Neutron 
Capture Therapy (BNCT)," Journal of Power and Energy Systems, Vol.6,No.2, 
pp.324-338(2012). 

(3) Rongyuan Sa, Minoru Takahashi, "Experimental Study on Thermal Interaction of LBE and Lead 
Droplet with Subcooled Water," Journal of Energy and Power Engineering, Vol. 5, No.7, (2011) 
pp.579-589. 

(4) Abu Khalid Rivai, Minoru Takahashi, "Corrosion Investigations of Al-Fe-coated Steels, High Cr 
Steels, Refractory Metals and Ceramics in Lead Alloys at 700ºC," Journal of Nuclear Materials, 
Vol.398 (2010)  pp.146–152. 
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(5) Minoru Takahashi, Masatoshi Kondo, "Corrosion Resistance of Ceramics SiC and Si3N4 in 
Flowing Lead-bismuth Eutectic," Progress in Nuclear Energy, Vol.53, (2011) pp.1061-1065. 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

 液体金属を高速炉の冷却材や加速器のターゲット材に用いるシステムを開発するための基礎研

究を大きく進展させることができた。特に化学的に活性なアルカリ金属（Li, Na）の大型循環ループを

用いた流動・伝熱実験研究は、世界的にも数少ない研究者にしかなしえない特別な技術と経験を要

するものであるが、高温ナトリウムの循環実験により、高速炉の流動機器の設計に必要なキャビテー

ション特性を水と比較して明らかにした。また、医療用ほう素中性子捕捉療法の実用化の決め手に

なる液体リチウムターゲットの開発のため、非常に薄いリチウムのシート状高速噴流の安定性を明ら

かにする実験研究を、高温リチウム循環ループを用いて実現し、所定の成果をおさめた。 
持続的な核エネルギーの利用のためには、固有の安全性の高い高速炉と核変換炉の開発が不

可欠であり、この開発のために最も重要な課題は、鉛合金(LBE)を冷却材に用いた場合の熱流動上

の安全性の評価および燃料被覆材・構造材の材料腐食抑制にある。安全上の課題としては、蒸気

発生器伝熱管破損時の 1 次系鉛合金冷却材への水・蒸気漏えいの際の蒸気爆発抑制が最も重要

であるため、高温の鉛合金に水を直接接触させる場合の沸騰現象を解明した。また、燃料被覆材表

面温度が 650℃を超えても鉛合金冷却材による腐食を抑制することが期待できるアルミニウム・鉄合

金の表面コーティングと炭化ケイ素等のセラミックスについて、高温鉛合金中の腐食実験研究により

所定の耐食性能を確認することができた。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

原子力教育という観点から、福島第一原子力発電所事故の教訓により軽水炉炉心冷却の経験と

知識を十分に有する技術者の不足を痛感したため、原子力人材育成のため、沸騰二相流の限界熱

流束実験の教育を立ち上げ、毎年 30 名に及ぶ修士課程の学生にこの分野の経験と知識を身に付

けさせることに尽力した。 
また、革新的原子力システム研究の観点から、我が国のナトリウム冷却高速増殖炉・核燃料サイク

ル開発政策の行き詰まりと政策転換を予想し、代替炉である鉛合金冷却炉の開発研究の継続に尽

力した。同時に、第㈣世代原子力システム国際フォーラムの鉛合金高速炉暫定委員会に日本側代

表として参画し、この分野における日本側の地位の維持に努めた。 
 

 

エネルギー工学部門  教授 加藤 之貴 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Kato, Contribution of Nuclear Energy on New Energy Systems Post Fukushima, Prog. Nuc. Eng., 
82, pp. 53-57 (2015). 

(2) Gentaro Fujii, Junichi Ryu, Katsumi Yoshida, Toyohiko Yano, Yukitaka KATO, “Possibility of 
Application of Solid Oxide Electrolysis Cell on a Smart Iron-making Process Based on an Active 
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Carbon Recycling Energy System (iACRES)” , ISIJ Int’l, 55(2), pp. 387-391 (2015).  
(3) Kato, Y., “Utilization of HTGR on active carbon recycling energy system”, Nuc. Eng. Design, 

271, pp. 79-83 (2014)  
(4) M. Zamengo, J. Ryu, Y. Kato, “Composite block of magnesium hydroxide-Eexpanded graphite 

for chemical heat storage and heat pump”, Applied Thermal Engineering, 69, pp. 29-38 (2014) 
(5) Yukitaka KATO, Kanta INOUE, Michito URASAKI, Satoshi TANAKA, Hiroaki NINOMIYA, 

Tomoya MINAGAWA, Azusa SAKURAI and Junichi Ryu, “Development of Composite 
Hydrogen Permeation Membrane Using A Reverse Build-Up Method”, Heat Transfer Eng., 
34(11-12), pp. 1-8 (2013) 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

筆者は化学工学に基づいたエネルギー貯蔵、変換技術を主に研究してきた。量的な十分さ、供

給安定性、二酸化炭素低排出の観点で原子力エネルギーは必須のエネルギー源と考えてきた。そ

こで原子力エネルギーの将来の活用先として発電以外の多目的利用に主眼をおいて検討を進めて

きた。 
具体的な研究は主に化学反応を利用した高効率なエネルギー貯蔵、変換利用の研究であり、そ

れらの技術をもとにした原子力エネルギー有効利用システムの提案と、技術開発を進めてきた 
 (a)エネルギー貯蔵：熱エネルギー変換技術の進展を俯瞰すると従来は物質の潜熱（相変化熱）、

顕熱を利用した技術が主であった。申請者は従来技術の限界を超えるために化学反応の可能性を

追求してきた。化学反応は単位あたりの熱容量が大きく、熱効率が高く、反応により種々の条件に対

応できるなどの利点がある。300℃域（中温域）で駆動する酸化マグネシウム／水系ケミカルヒートポ

ンプは独自の提案であり、この温度域で利用可能な数少ない有力候補出であり、いくつかの特許を

取得している。さらに Ni(OH)2 を Mg(OH)2 と原子オーダーで混入した複合材料、膨張化グラファイト

の複合化などにより、従来に無い作動温度域の拡大、反応性能向上化を進めいてる。 
(b)エネルギー変換：二次エネルギーとして重要な水素の高効率な製造を行うため、水素透過膜

を用いた非平衡プレート型燃料改質器を提案検討している。これに必要な水素透過膜の作成のた

め、安価な作成方法として逆ビルドアップ法を発明し、その実現に成功している。さらに、二酸化炭

素の還元を積極的に行う炭素循環型エネルギーシステム（ACRES）を提案している。高温ガス炉な

ど原子力エネルギー利用を想定した ACRES の製鉄プロセスへの応用を検討しており、日本鉄鋼協

会の下で研究会を立ち上げ（主査）、産学共同で実現可能性を検討している。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

化学工学を基にした将来エネルギービジョンを「エネルギーロードマップ」を編者としてまとめ第 1
版（2005）、第 2 版（2010）に続第 3 版を英語版で Springer 社より 2016 年に出版予定である。これら

の活動を通して原子力を含むエネルギー技術の発展、普及に関与して来た。また、平成 23 年 3 月

11 日の東日本大震災に応じて、化学工学会の「震災に伴う東日本エネルギー危機に関する緊急提

言」を 2011 年 3 月 28 日に他学会にさきがけ提言した。さらに、環境省平成 23 年環境研究総合推進

費の主査として 2050 年までの中長期のエネルギー技術の選択について定量的な評価を行った。さ
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らに、2013 年より化学工学会 次世代エネルギー社会検討委員会を立ち上げ委員長として活動を進

めている。 
 

 

物質工学部門  教授 矢野 豊彦 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行

年 
1) M. Idzat Idris, S. Yamazaki, K. Yoshida and T. Yano, “Recovery behavior of high purity cubic SiC 
polycrystals by post-irradiation annealing up to 1673K after low temperature neutron irradiation”, J. 
Nucl. Mater., Vol.465, pp.814-819 (2015) 
2) Areerak Rueanngoen, K. Kanazawa, M. Imai, K. Yoshida and T. Yano, “Analysis of recovery 
process of low dose neutron irradiation-induced defects in silicon nitride-based ceramics by thermal 
annealing”, J. Nucl. Mater., Vol.455, pp.464-469 (2014) 
3) T. Yano, Y. You, K. Kanazawa, T. Kobayashi, M. Imai, K. Yoshida and S. Yamazaki, “Recovery 
behavior of neutron-irradiation-induced point defects of high-purity -SiC”, J. Nucl. Mater., Vol.455, 
pp.445-449 (2014) 
4) Noppasint Jirabornpongsa, S. Enomoto, M. Imai, K. Yoshida and T. Yano, “Exhaust gas analysis 
and formation mechanism of SiC nanowires synthesized by thermal evaporation method”, J. Asian 
Ceram. Soc., Vol. 2, pp.235-240 (2014) 
5) T. Yano, T. Yamagami, K. Yoshida and M. Akiyoshi, “Neutron-Irradiation-Induced Crystalline 
Defects in -Silicon Nitride and Their Thermal Stability”, J. Nucl. Mater., Vol.417, pp.972-975 (2011)  
 

(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
 高速炉や核融合炉では、材料は軽水炉に比べてより過酷な中性子照射を受け、熱勾配、冷却材と

構造材料の化学的な両立性が問題となる。従って、材料の照射下での安定性に対してはより高い要

求がされている。特に、核融合炉に於いては、中性子のエネルギーが極めて高く、また、軽水炉に於

いては使用されなかった各種材料の適用が必須である。本研究室では、高速炉及び核融合炉に於

いて使用される各種材料の放射線損傷の実験的研究を進めてきた。具体的には、高温ガス炉の燃

料被覆や構造材料、原子炉の燃料温度のモニターや軽水炉チャンネルボックス、核融合炉の第一

壁に使われる炭化ケイ素や窒化ケイ素、核融合炉の絶縁材料として利用されるアルミナや窒化アル

ミニウム、スピネルなど各種セラミックスの中性子照射損傷を高分解能電子顕微鏡を用いて解析し、

その構造を明らかにするとともに、種々の物理的特性変化を解明してきた。さらに、それらの欠陥の

熱による回復過程を解明することで、欠陥の安定性や、生成条件を明らかにしてきた。  
 近年は、特に重要な炭化ケイ素に関して、高純度試料を用いることにより中性子照射後の熱アニ

ールによる回復過程を精密熱膨張計を駆使して、その場、長時間変化を連続測定することにより、い

くつかの回復のステージが存在し、それぞれの活性化エネルギーから、室温から 1300℃までの回復

過程を明らかにすることができた。一見、連続的に見える回復挙動であるが、低温域では不安定な
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極めて近接したフレンケル欠陥の Si 格子間原子の移動による即時再結合、高温域では同じく Si 格

子間原子の解離と移動によるやや離れたフレンケル欠陥再結合により回復が進むことが明らかとな

った。1150℃以上では、空孔の移動による再結合も進むと考えられた。 
 さらに、炭化ケイ素、窒化ケイ素や SiAlON などの類似構造を持つ多形間の中性子損傷の違いに

関しても、初めて明らかにした。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと

（複数で良いが、全体で 300 字以内）。（自由記入で、原子炉工学研究所の活動に添うもので記

載願います。） 
 平成 25 年度より原子炉工学研究所の所長・東工大の評議員として部局運営に尽力した。この間、

大学改革が急速に進み、全学的な教育体系の改編においては「原子核工学コース」の設置、な

らびに研究組織改革においては「原子炉工学研究所」から「先導原子力研究所」への移行を誘

導した。また、所内の人事選考を積極的に進め、空席の多かった教授・准教授の充当を成した。 
 原子力学会の論文誌編集長として、学術論文の出版をリードし、もって学会の発展に寄与した。

英文誌に関しては海外大手出版社からの出版に切り替え、Visibility を大幅に拡大した結果、原

子力分野での世界を代表するジャーナルにすることができた。また、福島原発事故以降は、早

期審査制度を設けるなど、世界に向けて学術情報発信に務めた。 
 アメリカの代表的な原子力教科書である Murray 著の Nuclear Energy 最新版を監訳して出版し

た。 
 
 

物質工学部門  教授 小栗 慶之 

1. 代表的な研究論文または著書 5 編以内 
(1) “Application of a Wavelength Dispersive Particle Induced X-ray Emission System to Chemical 

Speciation of Phosphorus and Sulfur in Lake Sediment Samples”, T. Tada, H. Fukuda, J. 
Hasegawa and Y. Oguri, Spectrochim. Acta B 65 (1) (2010). 

(2) “Transport Mechanism of MeV Protons in Tapered Glass Capillaries”, J. Hasegawa, S. Jaiyen, C. 
Polee, N. Chankow and Y. Oguri, J. Appl. Phys. 110 (2011). 

(3) “Digital Subtraction Cineangiography Using Proton-Induced Quasi-Monochromatic Pulsed 
X-rays”, Y. Oguri, Y. Hu, K. Kondo, H. Fukuda and J. Hasegawa, Int. J. PIXE 23 (1&2) (2013). 

(4) “Numerical Research on the Ion-Beam-Driven Hydrodynamic Motion of Fissile Targets for 
Nuclear Safety Studies”, Y. Oguri, K. Kondo and J. Hasegawa, Laser Part. Beams 32 (4) (2014). 

(5) “Numerical Study of Heavy-Ion Stopping in Foam Targets with One-Dimensional Subcell-Scale 
Hydrodynamic Motions”, Y. Oguri, K. Kondo and J. Hasegawa, Nucl. Instrum. Meth. A. 733 
(2014). 

 
(イ)代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

イオンビームと物質の相互作用の素過程，及びそのエネルギー，医療，環境科学等への応用に
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関し，以下の研究成果が得られた．まず，陽子線励起 X 線放出分析法と高分解能・高感度 X 線分

光器を組み合わせることにより，湖沼沈殿物内の軽元素の化学形態分析に成功した（T. Tada et al., 
Spectrochim. Acta B 65 (2010) 46）．また，ガラス細管内にイオンビームを通し，元素分析用のマイク

ロビームを発生させる技術に関して，モンテカルロシミュレーションにより細管内部のイオンの輸送メ

カニズムを明らかにした（J. Hasegawa et al., J. Appl. Phys. 110 (2011) 044913）．医療応用分野にお

いては，陽子線を金属標的に照射して得られる準単色 X 線を用い，造影剤の画像のみを抽出でき

る新しい低被ばく線量の X 線動画撮影技術を原理的に実証した（Y. Oguri et al., Int. J. PIXE 23 
(2013) 21）．原子力分野については，高速炉の過酷事故や核テロの被害予測に必要な核物質の状

態方程式を調べる手法として，加速器からの大強度パルス重イオンビームを用いる方法を提案し，

少量の試料で，核物質の圧縮を起こさずに任意の温度，密度における圧力を実験的に評価できるこ

とを明らかにした（Y. Oguri, et al., Laser Part. Beams 32 (2014) 665）．また，同様な大強度重イオンビ

ームを用いた状態方程式の測定評価に不可欠な低密度フォーム状標的について，温度・密度依存

の誘電応答関数理論を用い，照射中の標的の流体運動に伴う重イオン阻止能の変化を明らかにし

た（Y. Oguri, et al., Nucl. Instrum. Meth. A. 733 (2014) 4）． 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

研究所の企画委員会委員長として，委員会メンバーの協力の下，研究活動の更なる活性化を目

指した所内制度・システムの構築及び運用に力を入れた．まず，若手研究者の研究を一層活性化さ

せるため，「所内萌芽研究」の制度を立ち上げ，その公募・審査システムを整備した．また，外部資金

獲得の強化策の一環として，前年度に科研費申請が採択された所員を講師とする所内講習会を開

催し，応募件数と採択率の向上を目指した．更に，研究所の持つ実験設備やノウハウ等，資源の有

効利用により学外との共同研究を促進させるため，「原子炉工学研究所共同利用･共同研究」のシス

テムを構築するとともに，年 1 回開催の「原子炉工学研究所研究交流・発表会」を制度として立ち上

げた． 
 
 

物質工学部門  教授 竹下 健二 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 

(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行年 

(1) Kenji Takeshita, Hideharu Takahashi and Yusuke Inaba, “Recovery of Tritium from Contaminated 

Water by H2/H2O Exchange Process with Electrolyzer (in Japanese)”, J. Plasma Fusion Res. 92(1), 

39-44 (2016) 

(2) Yuji Miyazaki, Shin-ichi Suzuki, Toru Kobayashi, Tsuyoshi Yaita, Yusuke Inaba, Kenji Takeshita, 

Atsunori Mori, “Synthetic Design of TPEN Derivatives for Selective Extraction of Trivalent Minor 

Actinides against Lanthanides”, Chemistry Letters (Highlight Review),44(12), 1626–1636 (2015). 

(3) Masahiko Nakase, Hitoshi Rokkaku, Kenji Takeshita: “High-performance extraction operation using 

emulsion flow protected by surfactants in a liquid-liquid countercurrent centrifugal extractor”, Journal 

of Nuclear Science and Technology, 50(7), 723-730 (2013).  
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(4) Masahiko Nakase, Ryoji Makabe, Kenji Takeshita., “Relation between oil–water flow and extraction 

performance in liquid–liquid countercurrent centrifugal extractors with Taylor vortices”, Journal of 

Nuclear Science and Technology, 50(3), 287-293 (2013)  

(5) Shin-ichi Koyama, Mistuo Suto, Hiroshi Ohbayashi, Kenji Takeshita, Takeshi Ogata, Hiroshi Oaki & 

Yusuke Inaba, “Recovery of Minor Actinides from Spent Fuel via an Extraction Chromatographic 

Technique Using TPPEN-Immobilized Gels”, Separation Science and Technology, 47(14-15), 

2014-2018 (2012) 

 

(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

（１）福島対策研究 
除染関連技術を中心としたこれまでの研究成果を踏まえて、汚染土壌から放射性セシウム（Cs）を水熱

処理・吸着・熱分解プロセスにより取り出し、Csのみをガラスあるいはセメントで固定化するCs 高減容回収

システムを提案し、その開発研究を進めている。また、新規吸着剤や新規トリチウム回収システムの開発

研究に取り組んでいるほか、除染プロセスを社会に導入するときに必要な、技術論と住民の合意形成法

をリンクさせた方法論の研究にも取り組み始めている。 
（２）廃棄物成分の高充填化に関するガラス固化研究 
 ガラス固化体の発生量削減方策の一つとして、高レベル放射性廃棄物のガラス固化体への高充填化

方策に関する研究を進めている。特に、高充填化を可能にするガラス組成探索のために、コンビナトリア

ル手法に基づく傾斜組成ガラスを用いた高充填ガラスの評価、及び廃棄物（特に Mo）／高充填ガラス混

合物の熱分解挙動分析等による Mo のホウケイ酸ガラス内への拡散・溶解挙動の把握と Mo の溶解性向

上のためのガラス組成および共存元素の影響評価を行っている。 
 

（３）白金族元素回収技術の開発 
 高レベル放射性廃棄物中の白金族元素や Mo を除去すると、ガラス固化体の発生量増大をもたらすガ

ラスメルターの洗浄運転や廃液の低濃度化が不要となり、ガラス固化体の大幅な発生量減少と高品質化

を同時に達成することができる。本研究では、セラミックス担体にフェロシアン化アルミニウムを中心とした

フェロシアン化物を担持した無機吸着剤を開発し、高レベル放射性廃液からの白金族元素と Mo の一括

回収・個別分離法を確立することを目指して研究開発を進めている。 
（４）核種分離プロセスの高度化を目指した液々向流遠心抽出装置の開発 

本装置による分離の対象となる物質は、セシウム（Cs）とストロンチウム（Sr）である。これらの半減期は短

いが、発熱性核種であり、ガラス固化体への熱負荷を高めるため、その貯蔵効率を低下させる要因となる。

すでに Cs-Sr 回収用の新型遠心抽出器を製作し、油水の安定した向流接触が可能であること、及び１台

の抽出器で 10 段以上の理論段を有する高度分離が可能であることを確認している。また、液々向流遠心

抽出装置が高レベル放射性廃液からの Mo の選択的連続分離に適用可能かどうか等についても研究し

ている。 

（５）高レベル放射性廃液（HLW）からのマイナーアクチニド（MA）分離用抽出クロマトグラフィ技術の開発 
 MA とは、U、Pu を除くアクチニド元素を指すが、長半減期の放射性元素を含んでいる。抽出・分離され

た MA は、燃料と混合して原子炉内に再度組み込み、核分裂により安全な元素に変換することができる。

この MA捕集用の配位子を高分子ゲル構造に固定化し、かつその高分子ゲルを多孔質材料に均質に塗

布した抽出クロマト分離剤の合成に成功し、pH を変化させることにより、MA と希土類元素群を効率的に

分離できることを確認するとともに、pH スイング及び温度スイングの併用により、二次廃棄物の非常に少
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ない分離プロセスの実現見通しを得ている。 
 

2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

ソリューション研究機構の下で 2008 年 10 月から「原子燃料サイクルプロジェクト」の活動を開始し、安

全・低炭素かつ超長期的エネルギ

ー安定供給を可能にする環境保全

型原子燃料サイクルの課題解決の

ために、右図に示されているような５

つのソリューション研究に取り組ん

でいる。これを発展させ、2016 年 4

月より東京工業大学科学技術創成

研究院に原子燃料サイクル研究ユ

ニットを立ち上げ、バックエンド技術

を中心に研究を進め、研究ユニット

のセンター化に向けて推進していく

予定である。 

 

 

 

物質工学部門  教授 小原 徹 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Toru Obara, Yu Yamazawa, Toshinobu Sasa, “Polonium Decontamination Performance of 
Stainless Steel Mesh Filter for Lead Alloy-Cooled Reactors”, Progress in Nuclear Energy, Vol. 
53, pp 1056-1060, (2011) 

(2) Hiroki Takezawa and Toru Obara, “New Approach to Space-Dependent Kinetic Analysis by 
the Integral Kinetic Model”, Nuclear Science and Engineering, Vol. 171, pp.1-12 (2012). 

(3) Toru Obara, Taiki Onoe, “Flattening of burnup reactivity in long-life prismatic HTGR by 
particle type burnable poisons”, Annlas of Nuclear Energy, Vol. 57, 216-220 (2013). 

(4) Sambuu Odmaa, Toru Obara, “Possible design in long-life small prismatic HTGR for passive 
decay heat removal”, Nuclear Science and Engineering, Vol. 177, 97-109 (2014). 

(5) Haruka Kikuchi, Toru Obara, “Kinetic Behavior in Criticality Accident of Two Fuel Solution 
Tanks”, Progress in Nuclear Energy, Vol. 82, pp. 96-101 (2015). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

主に三つの分野での研究に力をいれ成果をあげた。革新的鉛ビスマス冷却高速炉に関する研究

では、鉛ビスマスを冷却材に用いた場合に発生するポロニウム 210 の安全対策について研究を行っ

た。この成果は種々の優れた特性を有する鉛ビスマス冷却高速炉及び加速器駆動システムの実現

に大きく貢献するものと期待される。また、革新的高温ガス炉概念の研究では、高温ガス炉のもつ受

動的安全性能に関して研究を行い、崩壊熱が受動的に除去できる設計条件を明らかにした上で、

原子炉を地下に設置しても崩壊熱の最終ヒートシンクをすることが可能であることを示し、地下設置

型原子炉の可能性を明らかにした。またプリズマティック型原子炉での即発臨界による反応度事故

原子燃料サイクル

採掘

精錬

ウラン濃縮

ＵＯ２燃料製造

軽水炉

中間貯
蔵施設

ウラン鉱山

ガラス
固化体

濃縮ウラン（ＵＦ6）
再転換

専焼炉MOx 燃料製造

Ｐｕ
回収Ｕ

天然ウラン

回収ウラン

軽水炉
再処理

⑤高レベル放射性廃液からの
マイナーアクチニド（MA）分離抽出
クロマトグラフィ技術の開発

④核種分離プロセスの高度化を
目指した液々向流遠心抽出装置
の開発

③白金族元素回収
技術の開発

②廃棄物成分の高充填化に
関するガラス固化研究

①福島対策
プロジェクト

天然ウラン
転換

使用済燃料
専焼炉用サイクル

地下埋設
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を防止する可燃性毒物組成・形状を考案し、さらに事故時の黒鉛酸化を防ぐ黒鉛構造材の SiC コー

ティングの運転特性への影響を明らかにして高温ガス炉の受動的安全性能を最大限生かした原子

炉概念を示し、今後の高温ガス炉開発に有効な重要な知見を得た。またモンテカルロ法に基づくペ

ブルベッド型炉の燃焼解析コード MCPBRを開発し、さらに燃料交換方法を簡素化したぺブルベッド

型炉概念を提示して本概念が優れた燃料特性が期待できることを示した。臨界安全の研究におい

ては、複数の領域が核的に弱く結合されている体系での動特性解析が可能な積分型動特性モデル

による解析コードを開発した。さらに本手法を臨界事故時の解析に適用し、複数の燃料溶液タンクが

存在する場合のタンクの溶液相互の中性子のやり取りを考慮した動特性解析に適用可能であること

を示し、中性子相互作用が動特性に与える影響を明らかにした。さらに、本手法が福島第一原子力

発電所の溶融した炉心から燃料デブリ取り出す際に臨界事故が発生した場合の解析に適用可能で

あることを明らかにした。本研究を発展させることで燃料デブリ取出しの際の安全確保方策を合理的

かつ確実なものとすることが期待される 
 

2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
 
 学術・研究分野において革新的原子炉の研究を推進し、特に福島第一原子力発電所の事故を踏

まえ、受動的安全性能に優れる高温ガス炉の研究に力を入れた。臨界安全研究では、これまで開

発していた弱結合体系の動特性解析コードを福島第一原子力発電所の溶融炉心からの燃料デブリ

の取り出しの際の事故解析に適用する研究を進め、学術的な目的で行っていた研究の成果を福島

第一原子力発電所の廃炉の推進に活用できるよう努力した。また、平成 26 年度に始まった文部科

学省の委託事業「廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化」の事業代表者として、福島第一

原子力発電所の廃炉を進める上で必要となる人材の育成と基盤的な研究の推進に力を入れた。 
 

 

システム･安全工学部門  教授 池田 泰久 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Homogeneous Liquid-Liquid Extraction of U(VI) from HNO3 Aqueous Solution to Betainium 
Bis(trifluoromethylsulfonyl)imide Ionic Liquid and Recovery of Extracted U(VI), T. Mori, K. 
Takao, K. Sasaki, T. Suzuki, T. Arai, and Y. Ikeda, Sep. Purif. Technol., 155, 133-138 (2015). 

(2) Correlation between Intermolecular Hydrogen Bonds and Melting Points of Uranyl Nitrate 
Complexes with Cyclic Urea Derivatives., T. Suzuki, K. Takao, T. Kawasaki, M. Harada, M. 
Nogami, and Y. Ikeda, Polyhedron, 96, 102-106 (2015). 

(3) Selective Liquid-Liquid Extraction of Uranyl Species Using Task-Specific Ionic Liquid, 
Betainium Bis(trifluoromethylsulfonyl)imide, K. Sasaki, T. Suzuki, T. Mori, T. Arai, K. Takao, 
and Y. Ikeda, Chem. Lett., 43, 775-777 (2014). 

(4) A Sudy on Selective Precipitation of U(VI) by Hydrophilic Cyclic Urea Derivatives for 
Development of a Reprocessing System Based on Precipitation Method, T. Suzuki, K. Takao, T. 
Kawasaki, M. Harada, M.Nogami, and Y. Ikeda, J. Nucl. Sci.Technol. 51, 514-520 (2014). 

(5) Actinide Chemistry in Ionic Liquids, K. Takao, T.J. Bell, and Y. Ikeda, Inorg. Chem., 53, 
3459-3472 (2013). 
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(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
 長年にわたり、原子力において最も重要な元素である U について、錯体化学の観点から各種媒体

における U(VI, V, IV)の性状に関する研究を行い、それら基礎研究を基に使用済み燃料の再処理

や放射性廃棄物処理技術への応用研究へと展開してきている。最近は、Li 電池, 湿式太陽電池, 
燃料電池等の電解質用あるいは従来の有機溶媒に代わる新規媒体として注目されているイオン液

体(IL)中の U(VI)錯体の性状研究を行っている。IL は、通常の溶融塩と異なり、有機カチオンと各種

アニオンとの組合せからなる常温溶融塩で、難燃性, 不揮発性, 広い電位窓, 高イオン伝導性等の

特徴を有し、グリーンソルベントとしても注目されており、環境負荷が軽減できると期待される。  
そこで、IL の核燃料サイクルの各種工程における反応媒体としての適用を目指し、次の研究を行っ

てきている。  
・使用済み核燃料の湿式再処理及び核種分離用有機溶媒の代替え媒体としての適用性検討の基

礎としての疎水性あるいは熱応答性 IL を用いた U(VI), Ln(III), 白金族金属イオンの抽出挙動に関

する研究 
・使用済み核燃料乾式再処理における高温溶融塩の代替え媒体としての適用性検討の基礎として

のイミダゾリウムをベースとした IL におけるウラン酸化物の溶解性、U(VI)の酸化還元挙動に関する

研究 
・ウランで汚染された廃棄物“いわゆるウラン廃棄物”の除染媒体としての適用性検討としての熱応答

性 IL へのウラン酸化物の溶解性、IL 相への U(VI)の抽出挙動、抽出された U(VI)の過酸化物沈殿

挙動に関する研究 
 以上のほかに、硝酸水溶液中の UO2

2+を選択的に沈殿し得る化合物の探索とその選択性発現機

構に関する研究、超臨界 CO2（scCO2）を用いた放射性廃棄物の除染法構築の基盤研究として、各

種 Ln(III)錯体及び Sr(II)の scCO2 への溶解性とその制御因子に関する研究を行ってきている。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
 平成 24 年度～平成 27 年度 
 科学研究費補助事業 基盤研究（S）「福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分シス

テム構築に向けた基盤研究」を実施してきている。 
本研究では、汚染物の性状評価－除染･処理－廃棄物の保管･管理－廃棄物処分の各プロセ

ス間の整合性と全体としての合理性を図った処理･処分システムを開発するための基盤研究を目

的に、従来とは異なる固体･液体汚染物の性状研究、固体･液体汚染物処理研究、廃棄物処分研

究の3分野に分け、全国の大学教員（敬称略、北大：小崎 完、佐藤 努；東北大：桐島 陽、佐藤

修彰、新堀雄一、三村 均；長岡技科大：鈴木達也；東工大：竹下健二；京大：佐々木隆之；九大：

稲垣八穂広、出光一哉）と進めてきている。 
 

 

システム･安全工学部門  教授 飯尾 俊二 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 

(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行年 

(1) Y. Nagayama, D. Kuwahara, T. Yoshinaga, Y. Hamada, Y. Kogi, A. Mase, H. Tsuchiya, S. 
Tsuji-Iio, S. Yamaguchi: Development of 3D microwave imaging reflectometry in LHD, Rev. Sci. 
Instrum. 83, 10E305-1-6 (2012). 

(2) S. Maeyama, A. Ishizawa, T.-H. Watanabe, N. Nakajima, S. Tsuji-Iio, H. Tsutsui: Numerical 
techniques for parallel dynamics in electromagnetic gyrokinetic Vlasov simulations; Comput. 
Phys. Commun. 184, 2462–2473 (2013). 

(3) S. Hatakeyama, T. Baba, M. Watanabe, T. Kobayashi, H. Tsutsui, S. Tsuji-Iio, K. Nakamura, T. 
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Akiyama: Design and Construction of a Non-circular VDE Free Tokamak; 41st EPS Conference 
on Plasma Physics, June 23-26, 2014, Berin, P4.012 (2014). 

(4) T. Kobayashi, S. Hatakeyama, M. Watanabe, H. Tsutsui, S. Tsuji-Iio: Commissioning of a 
Non-circular VDE-Free Tokamak with Saddle Coils; 42nd EPS Conference on Plasma Physics, 
June 22-26, 2015, Lisbon, P4.188 (2015). 

(5) 水野博之、山口栄一、西村吉雄、河合弘之、飯尾俊二、仲森智博、川口盛之助、本田康二郎、

「FUKUSHIMA レポート 原発事故の本質」日経 BP コンサルティング (2012) 

 

(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

大型ヘリカル装置(LHD)における電子密度揺動による等密度面の揺らぎを可視化するために、３次元

マイクロ波イメージング反射計(MIR)を開発した。４枚の異なる等密度面に対応する４周波数でマイクロ波

をプラズマに照射する。その反射波と局部発振波をミキサ内臓７×７の２次元ホーンアンテナ列に４枚の

反射面を結像する。この光学系は、FDTD シミュレーションを用いて設計した。得た中間周波数信号から４

周波数信号を分離後、振幅信号および位相信号を検出するために、マイクロ・ストリップ・ライン技術を活

用した多チャンネルのレシーバを開発した。 

マイクロ波イメージング計測では、計測チャンネル数が非常に多いために、低コスト化とコンパクト化が

課題である。本研究では、ホーンアンテナを用いた２次元イメージング検出器、およびプリント基板を用い

た周波数分離回路などの開発によって、この課題に対処した。MIR では位相が重要であるため、直交復

調器による位相検出を行った。異なる周波数のマイクロ波を使用するために、基準マイクロ波に４周波数

の高調はおよび直交復調器で用いる 110 MHz を重畳する４周波数マイクロ波源を開発した。 

LHD の境界プラズマに多数の高調波を伴って現れる MHD モードである edge harmonic oscillation 

(EHO) を本マイクロ波イメージング反射計で観測し、磁力線に沿った細長い構造として EHO が現れるこ

とを明らかにした。マイクロ波イメージング計測が局所的揺動の強力な観測技術であることを実証した。 

 

2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

縦長断面トカマク型核融合装置のディスラプション発生時に起こるプラズマ垂直位置移動現象を、非

軸対称の簡易ヘリカル磁場を用いた受動的制御により抑制できることを実証するために、小型トカマク装

置を製作した。プラズマ大半径 0.33 m、小半径 0.09 m、最大非円形度 1.8 のトカマク装置をパソコンの

CAD を用いて設計し、真空容器とトロイダル磁場コイルは外注した。プラズマ位置と断面形状を計測する

ために、磁束ループ 14 本と磁気プローブ 19 個を真空容器内に組み込んだ。ポロイダル磁場コイルと電

源は自製した。放電調整を進めて、サドル型コイルによるヘリカル磁場のプラズマ位置への効果を調べて

いる。 

 

 

システム･安全工学部門  教授 小林 能直 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) “Growth Rate of Copper Sulfide Precipitates in Solid Low Carbon Steel”, Kentaro Urata, 
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Yoshinao Kobayashi, Rie Endo and Masahiro Susa, ISIJ International, 55, No.1,  (2015)  
(2) “Effects of Valence Control of Iron Ions on Radiative Heat Transfer in Mould Flux”, Yoshinao 

Kobayashi, Ryota Maehashi, Rie Endo and Masahiro Susa, ISIJ International, 53, No.10, (2013)  
(3) “A Study on the Relationship between Primary Dendrite Arm Spacing of Low Carbon Steel and 

Solidification Cooling Rate up to 103 K/s”, Yoshinao Kobayashi and Kotobu Nagai, Journal of 
JSEM, Vol.14, Special Issue (2014)  

(4) 「固体 TiO2 の溶融マグネシウムによる還元機構と反応の促進」，大内慶太，小林能直，遠藤理恵，

須佐匡裕，鉄と鋼, 99, (2013) 
(5) “Determination of Desulphurising Ability for Ca-CaF2 Flux using Equilibration with Molten 

Silver at 1673 K in Closed Graphite Crucibles”, Yoshinao Kobayashi, Hiroya Tanigawa and 
Masahiro Susa, ISIJ International, 53, No.2, (2012)  

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

近年温室効果ガス発生及び製造コストの削減の観点から、スクラップ鉄の鉄資源としての活用が

重要視されている。しかしリサイクル量が増えるにつれて、スクラップ鉄由来の銅の濃度の増大が問

題になってきている。銅を多く含むことで鋼の品質は低下し、赤熱脆性が起こりやすくなる。これは、

連続鋳造後の冷却時あるいは熱間圧延前のスラブ再加熱時に表面割れが生じる現象である。これ

を防ぐため、元素添加、鋳造法の検討が行われてきたが、高速なストリップ鋳造法で高速冷却された

鋼には微細粒状の Cu2S が析出し、その微細な析出粒による析出強化で鋼の加工強度が向上する

ことが報告されている。このように鉄中の銅と硫黄のような不純物の活用は非常に前途有望な手法で

ある。銅硫化物の粒径が細かければ細かいほど、析出強化はより効果的になるのだが、実操業にお

けるその粒径予測に必要な鋼中の銅硫化物の成長挙動は未だに明らかにされていない。上記の背

景に基づいて本研究は、ストリップ鋳造後の直接冷却プロセスとできる限り同等な熱処理を考慮して、

保持時間と温度を変えた等温熱処理後の銅硫化物の粒径を調べ、低炭素鋼中での銅硫化物の成

長挙動を調査することを目的とした。 
銅硫化物の成長速度を調べるために保持温度と時間を変えた等温保持を行い、その後粒径を測

定することにより、微粒銅硫化物の成長速度を評価した。粒の成長量は時間の平方根に対して高い

線形性を持つ事が分かり、銅の拡散が全体の物質移動を律速していると判断した。粒成長速度から、

例えば 1273 K ほどに低い温度での熱処理は、粗大な銅硫化物がほとんどないので、高い機械的特

性を保つ上で有効なことがわかった。 
こうした鉄鋼をはじめとする構造材料の限られた条件の中での高品質化に関する研究は、国際競

争力を高める上で、あるいは環境調和型、省エネルギー型プロセス構築の上で極めて重要であり、

エネルギー産業、原子力産業への構造材料高知の方法論の適用を進めてまいりたい。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

小職は平成 27 年 4 月より原子炉工学研究所の一員となりましたが、教育においては、原子核工

学が総合工学であることを念頭に、材料学者あるいは材料学のベースを持った学生が、原子核工学

の世界で活躍できるための土壌醸成に努めてまいりました。学術・研究においては、次世代型原子
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炉に適用可能な超長期安定性を持つ材料開発から、過酷事故を経験した炉への対処法に関する

材料学的研究の重要性を認識し、国家プロジェクトで貢献できるよう活動を行ってまいりました。社会

貢献はまだこれからというところですが、材料系の学会、特に金属学会・鉄鋼協会やそれに密接にか

かわる産業に働きかけ、共同した体制を構築できれば、と考えております。 
 
 

原子力国際共同研究センター 教授 小澤 正基 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) 「レアメタル便覧」執筆 19 章 原子力産業におけるレアメタル  19.3 核分裂生成物の利用 pp.
Ⅲ262-273, 平成 23 年 1 月 30 日発行、丸善株式会社 

(2) 「原子力・量子・核融合事典」, 第Ⅲ分冊 原子力化学と核燃料サイクル,執筆・編集委員、【5 章

核燃料サイクル】再処理 5.6.1 PUREX 法再処理 III －180～181 
(3) 「原子力・量子・核融合事典」, 第Ⅲ分冊 原子力化学と核燃料サイクル, コラム 原子力利用

のコペルニクス的転回‐放射性廃棄物の元素変換・資源創成”Après ORIENT”III-191  
(4) 【新核燃料ｻｲｸﾙ技術】分離変換技術 6.4.7 元素有効利用 III‐272～274, 平成 26 年 12 月

25 日発行 丸善出版株式会社 
 

(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
使用済み燃料の分離・変換・利用を“三位一体”で進める “先進ｵﾘｴﾝﾄｻｲｸﾙ研究”構想を進め

た。高レベル放射性廃液中の第二遷移元素ﾚｱﾒﾀﾙ（白金族元素（Ru,Rh,Pd）、Ⅶ族元素（Tc(Re)、
他）の分離・利用では、 Pd/Rh アダトムを利用したアンダーポテンシャルヂィポジッション（UPD）によ

る触媒的電解採取法を開発し、それらの混合析出電極の電解水素製造における触媒活性が極めて

高いことを見出している。希土類元素（RE:レアアース）の高度分離では、3 級ピリジン樹脂を利用し

た吸着プロセスにより、世界に先駆け、実照射済み燃料から高純度のレアアース及びマイナーアク

チニド（Am 及び Cm）を個別に回収することに成功した。加えて 2011 年以降は、放射性核分裂生成

物の元素変換研究を展開している。核燃料ｻｲｸﾙを資源論的視点から捉え直し“核物理”による FP
元素変換、即ち放射性核種の消滅並びに戦略元素創生（即ち、21 世紀の錬金術）に挑戦している。

核反応では軽水炉並びに高速炉における（n,γ）反応、 ZFPA (n,γ) Z
 FPA+1 → Z+1NRMA+1＋β-、を想定

し ZFPAの元素変換能、生成物の放射化学特性に及ぼす中性子捕獲断面積 σ、中性子エネルギーE
及びフラックス Φ 及び減速材などの検討を進めた。元素変換は計算科学と米国 UCI TRIGA 炉を用

いた照射実験（共同研究）とにより検証している。創生する原子力レアメタル Z+1NRMA+1 が原料元素

に比べ、戦略的に高価値でかつ放射化学的安全性が向上する核変換体系を摘出し、工学的な元

素変換収率や放射化学的改質を図る。ターゲット ZFPA及び創生元素 Z+1NRMA+1の放射化学分離に

は、新規に合成した大環状化合物樹脂や 3 級ピリジン樹脂をハイブリッドして用いる。国内外の元素

戦略を核（Pu, FP）及び資源(レアメタル)から地政学的に比較検討し、核燃料サイクルの資源性、環

境負荷低減性及び核拡散抵抗性の向上を評価した。このために国際的な共同研究及び情報交換

を積極的に進めた。 
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2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

以下の活動を行った。 
(1) 市民公開講座 講演, 山梨県青年土地家屋調査士会, 山梨県立文学館 講堂、“やさしい原子

力・放射能のはなし－原発は必要なの？放射能はどうして危険なの？正しい知識を身につけよ

う！”, 平成 23 年 9 月 10 日（土） 
(2) 自由民主党総合エネルギー政策特命委員会「核燃料サイクル、放射性廃棄物処理の歴史に関

する検証 PT」【7 回目】 “核燃料サイクルの元素・資源戦略～現在から将来にわたる核燃料サイ

クルの方向性に関する考察と提言～”, 自由民主党党本部 7Ｆ702 号室, 平成 24 年 5 月 25 日  
(3) 山梨県立都留高校 模擬授業 2014 年（平成 26 年）12 月 9 日 
(4) 福岡県立筑紫丘高校 模擬授業 2015 年（平成 27 年）8 月 6 日 
 

 

エネルギー工学部門  准教授 赤塚 洋 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) “Progresses in Experimental Study of N2 Plasma Diagnostics by Optical Emission Spectroscopy”, 
Hiroshi AKATSUKA, in Chemical Kinetics, Chapter 13, InTech - Open Access Publisher, pp. 283 
– 308, Feb. 2012. 

(2) “Characteristics of Cold Argon Arc-Jet Plasma Flowing Along Open-Field-Line and the Effects of 
Collisions on Deceleration”, Yoh NAGAHARA, Hiroki ICHII, Kazuyuki YOSHIDA, Atsushi 
NEZU, Haruaki MATSUURA and Hiroshi AKATSUKA, IEEE Trans. Plasma Sci., IEEE, Vol. 41, 
No. 8, pp. 1869 – 1877, Aug. 2013. 

(3) “Spectroscopic Study of Recombination Continuum in Arc-Heated Cold Expanding Plasma Jet”, 
Yuki OHNO, Atsushi NEZU, Haruaki MATSUURA and Hiroshi AKATSUKA, Prog. Nucl. 
Energy, Vol. 82, pp. 130 – 135, Aug. 2014. 

(4) “Numerical Study on Acceleration and Deceleration Mechanism of Weakly Ionized Plasma 
Flowing Supersonically through Open Field Line”, Satoshi TSUNO, Takeshi NAKAHAGI, 
Ryutaro YAMASHIRO, Atsushi NEZU, Haruaki MATSUURA and Hiroshi AKATSUKA, IEEE 
Trans. Plasma Sci., Vol. 42, No. 12, pp. 3732 – 3741, Dec. 2014. 

(5) “Kinetic Model and Spectroscopic Measurement of NO (A, B, C) States in Low-Pressure N2–O2 
microwave discharge”, Hao TAN, Atsushi NEZU and Hiroshi AKATSUKA, Jpn. J. Appl. Phys., 
Vol. 54, No. 9, 096103 (6 pages), Aug. 2015. 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

(1) プラズマ分光学、プラズマ内の原子分子過程 
 放電プラズマの放つ分子励起状態のバンドスペクトルに関し、予め測定系の分解能を考慮し、発

光線強度を合計したスペクトル形状を振動・回転温度の関数として理論計算によりもとめ、実験結果
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のベストフィットパラメーターとして振動・回転温度を導き、プラズマの非平衡状態の解明に取り組ん

でいる。特に、大気環境の理解に不可欠な窒素・酸素プラズマにつき、窒素分子第１正帯の理論計

算法を新たに提示し、実験との厳密な一致を確認した。さらにこれを利用し、窒素原子発光線の抽

出による窒素分子解離度測定法など、発光分光法の新たな開発を行った。さらに同一プラズマ中で

も、異なる回転温度を示す電子・振動励起状態のあることを見出し、それらの非平衡性の起源につき、

分子の電子衝突励起における核間距離の変化にあることを見出すなど、基礎的な分子物理学でも

成果を上げた。 
(2) 超音速アークジェットへの電磁場の影響に関する実験・理論研究 
 アーク放電膨張プラズマジェットプルームを定常生成し基礎研究を行っている。このプラズマのイ

オン流速・電子温度・密度・空間電位を実測し、磁場が一様な磁気チャネル中では音速で流れること、

さらに発散磁場下で超音速流となり、ヘリウムの場合マッハ 3.1、アルゴンの場合マッハ 2.5 に達して

いること、また加速領域での空間電位低下を見出した。磁気ノズルでの加速は、ノズル部での流れ

方向への空間電位低下を考慮せねば説明できないことを確認した。実験のみならず、磁気ノズルに

おけるイオン加速現象の理論的検討を行い、中性粒子とイオンを粒子法、電子を流体法として解く

ハイブリッド法を適用して、さらに電磁場も連立して解くことにより、おおよそ実験結果を説明できるこ

とを見出し、中性粒子流とイオンとの速度差、すなわちイオンスリップが電位形成に極めて本質的で

あることを見出したことが大きな成果である。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
社会貢献として電気学会プラズマ技術委員会の委員長を拝命し、さらには応用物理学会プラズマエ

レクトロニクス分科会幹事、日本物理学会領域２（プラズマ物理・核融合）役員、プラズマ・核融合学

会英文誌編集委員を歴任し、核融合に限らずプラズマ理工学の広範な学際協力が行われるよう、関

連分野を研究し、かつ、学際連携の広がりのため、プラズマ関連学会の学術交流を盛んにすべく各

委員を務め、企画運営に尽力した。さらに IEEE NPS05 Chair として、Plasma のみならず Nuclear 分

野の IEEE 日本代表として、福島事故対応・復興の関連記事を企画、全世界の IEEE 会員に広く知ら

しめるよう原子力広報でも尽力した。 
 

 

エネルギー工学部門  准教授 筒井 広明 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) T. Habuchi, Hiroaki Tsutsui, S. Tsuji-Iio, R. Shimada: Force Balance and Stability of Toroidally 
Helical Coil with Circular Cross-section, Plasma and Fusion Research 6, 2405150-1-4 (2011). 

(2) T. Habuchi, Hiroaki Tsutsui, S. Tsuji-Iio, R. Shimada: Optimization of Stress Distribution of 
Helical Coils with Cable in Conduit Configuration, IEEE Trans. Appl. Supercond. 21, 3494-3500 
(2011). 

(3) Hiroaki Tsutsui, T. Habuchi, S. Tsuji-Iio, R. Shimada: Analysis of Stress Distribution in Helical 
Coils with Geodesic Windings based on Virial Theorem, IEEE Trans. Appl. Supercond. 22, 
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4705604 (2012). 
(4) Y. Asahi, A. Ishizawa, T.-H. Watanabe, Hiroaki Tsutsui, S. Tsuji-Iio: Regulation of electron 

temperature gradient turbulence by zonal flows driven by trapped electron modes, Physics of 
Plasmas, 21, No. 5, 052306, (2014). 

(5) Y. Asahi, A. Ishizawa, T.-H. Watanabe, H. Sugama, Hiroaki Tsutsui, S. Tsuji-Iio: Nonlinear 
Entropy Transfer in ETG-TEM Turbulence via TEM Driven Zonal Flows, Plasma and Fusion 
Research, 10, 1403047, (2015). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

現在、太陽光や風力など再生可能エネルギーによる発電が増えており、今後、さらなる導入が予定

されている。しから、これらのエネルギー源は気候により時間的に大きく変動するので、安定的に電

力を供給するには高速に充放電のできるエネルギー蓄積要素が必要である。我々はビリアル定理に

基づき、トロイダル殻形状の超伝導磁気エネルギー貯蔵用コイルのエネルギー密度を理論限界まで

高める超伝導コイルを実験で示したが、その力学的安定性を理論的に調べ、不安定平衡であること

を示した。そこで、安定化、および、製作性向上を図るために測地線軌道を導入し、従来の軌道との

差を調べ、実用上は同じと見なしてよいことを数値解析で明らかにした。さらに、磁場閉じ込めヘリカ

ル型核融合炉に適用するため、殻構造ではなく Cable-in- Conduit 構造のコイル応力最適化を行っ

た。曲げ応力に注目することで応力の平準化を行い、大幅に最大応力を低減できることを理論的／

数値的に示した。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
磁場閉じ込め核融合に関する学術・研究・教育に最も力を入れて活動した。いずれも、まだ、満足で

きる成果が得られていないが、今後、実を結ぶよう精進したい。 
 

 

エネルギー工学部門  准教授 鷹尾 康一朗 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) “Molecular Structure and Electrochemical Behavior of Uranyl(VI) Complex with Pentadentate 
Schiff Base Ligand: Prevention of Uranyl(V) Cation-Cation Interaction by Fully Chelating 
Equatorial Coordination Sites” Takao, K.; Kato, M.; Takao, S.; Nagasawa, A.; Bernhard, G.; 
Hennig, C.; Ikeda, Y. Inorg. Chem. (American Chemical Society), 49, 2349-2359 (2010). 

(2) “Formation of Soluble Hexanuclear Neptunium(IV) Nano-Clusters in Aqueous Solution: Growth 
Termination of Actinide(IV) Hydrous Oxides by Carboxylates” Takao, K.; Takao, S.; Scheinost, 
A. C.; Bernhard, G.; Hennig, C. Inorg. Chem. (American Chemical Society), 51, 1336-1344 
(2012). 

(3) “Uranyl-Halide Complexation in N,N-Dimethylformamide: Halide Coordination Trend Manifests 
Hardness of [UO2]2+” Takao, K.; Takao, S.; Ikeda, Y.; Bernhard, G.; Hennig, C. Dalton Trans. 
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(Royal Society of Chemistry) 42, 13101-13111 (2013). 
(4) “Experimental and Theoretical Approaches to Redox Innocence of Ligands in Uranyl Complexes: 

What is Formal Oxidation State of Uranium in Reductant of Uranyl(VI)?” Takao, K.; Tsushima, 
S.; Ogura, T.; Tsubomura, T.; Ikeda, Y. Inorg. Chem. (American Chemical Society) 53, 5772-5780 
(2014). 

(5) “Efficient and Versatile Anion Metathesis Reaction for Ionic Liquid Preparation by Using 
Conjugate Acid and Ortho Ester” Takao, K.; Takao, S. Bull. Chem. Soc. Jpn. (Chemical Society 
of Japan) 87, 974-981 (2014). (Selected Paper) 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

核燃料サイクルの基盤となるアクチノイドマネジメント研究の一環として、様々な酸化状態におけ

るウランを初めとしたアクチノイド元素の錯体化学・溶液化学に関する基礎研究を行っている。特に、

従来行ってきた実験的アプローチだけでなく近年は計算化学を取り入れることにより理論的側面から

もアクチノイド化学の開拓を行っている。その最たるものとして、ウラニル(VI)錯体を還元した際の不

対電子の所在という問いに対して量子化学計算を用いることで妥当な解を得ることに成功した。場合

によっては中心ウランが 5 価へ還元されるのではなく、配位子側の還元が示されており、これは実験

事実とよく整合している。また、高レベル放射性廃棄物の地層処分を背景として、地下水環境下に

おける Th(IV), U(IV), Np(IV)のカルボン酸との錯形成反応について構造化学・熱力学の両面から

検討している。その結果、これらアクチノイド(IV)は Chevrel 型正八面体構造を持つ可溶性 6 核錯体

を生成することを新たに明らかにした。また、不溶性の酸化物が生成するような pH 領域においてもこ

の 6 核錯体は溶液中で安定であることが示されている。水でも有機溶媒でもない新規媒体として注

目されているイオン液体について、溶媒抽出や除染などの原子力分野への適用性を検討するため、

イオン液体合成法・精製法の開発からウランや白金族元素のイオン液体への抽出挙動研究まで幅

広く取り扱っている。イオン液体合成法開発については、前駆体であるハロゲン化物塩と導入したい

陰イオンの共役酸をオルトエステル中で反応させることにより高純度なイオン液体を低コストかつ簡

単に合成出来ることを実証している。この成果は特許出願中であり、また日本化学会の出版する

Bulleting of Chemical Society of Japan 誌にて優秀論文(Selected Paper)に選出された。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

ウランを初めとしたアクチノイド元素を実際に用いた研究を実施することにより、アクチノイドマネジ

メント研究を積極的に推進している。特に、核燃料サイクルの将来像は依然として不透明ではあるも

のの、現行路線である U-Pu サイクルのバックアップ策としてトリウム燃料の利用を提案しており、その

再処理技術開発における基盤研究(英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業：「ウラン

選択性沈殿剤を用いたトリウム燃料簡易再処理技術基盤研究」)を実施している。 
 
 

物質工学部門  准教授 松本 義久 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
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(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Sharma MK, Imamichi S, Fukuchi M, Samartha RM, Tomita M, *Matsumoto Y. In cellulo 
phosphorylation of XRCC4 Ser320 by DNA-PK induced by DNA damage. J. Radiat. Res., doi: 
10.1093/jrr/rrv086 (2015). 

(2) Fukuchi M, Wanotayan R, Liu S, Imamichi S, Sharma MK, *Matsumoto Y. Lysine 271 but not 
lysine 210 of XRCC4 is required for the nuclear localization of XRCC4 and DNA ligase IV. 
Biochem. Biophys. Res. Commun., 461, 687-694 (2015).  

(3) Wanotayan R, Fukuchi M, Imamichi S, Sharma MK, *Matsumoto Y. Asparagine 326 in the 
extremely C-terminal region of XRCC4 is essential for the cell survival after irradiation. 
Biochem. Biophys. Res. Commun., 457, 526-531 (2015).  

(4) Imamichi S, Sharma MK, Kamdar RP, Fukuchi M, *Matsumoto Y. Ionizing radiation-induced 
XRCC4 phosphorylation is mediated through ATM in addition to DNA-PK. Proceedings of 
Japan Academy Series B, 90, 365-372 (2014). 

(5) Liu S, Liu X, Kamdar RP, Wanotayan R, Sharma MK, Adachi N, *Matsumoto Y. C-terminal 
region of DNA ligase IV drives XRCC4/DNA ligase IV complex to chromatin. Biochem. Biophys. 
Res. Commun., 439, 173-178 (2013). 
 

(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
 放射線によって生じるさまざまな DNA 損傷の中で最も重篤であり、放射線生物作用に最も密接に

関わると考えられる DNA 二重鎖切断(DSB)の認識・修復機構の解明と医療応用を目指した研究を

行った。特に、DSB のセンサーである DNA 依存性プロテインキナーゼ(DNA-PK)、DSB 末端同士を

連結する反応に関わる XRCC4/DNA ligase IV 複合体の機能、調節機構を分子、細胞レベルで明ら

かにした。 
① 放射線照射後に損傷を受けた DNA に XRCC4 が結合すること、この結合に DNA ligase IV の

C 末端に位置する BRCT 領域が必要であることを明らかにした(Liu et al., 2013)。 
② 放射線照射後の XRCC4 のリン酸化に従来考えられていた DNA-PK に加え、ATM が関わる

ことを見出した(Imamichi et al., 2014)。 
③ XRCC4 の C 末端領域に脊椎動物において高度に保存された領域があること、また、この領域

に含まれる 326 番目のアスパラギンが核移行制御や DNA 修復に重要であることを明らかにし

た(Wanotayan et al., 2015)。 
④ XRCC4 および DNA ligase IV の核移行制御機構を明らかにした(Fukuchi et al., 2015)。 
⑤ XRCC4 の 320 番目のセリンが放射線照射後に DNA-PK によるリン酸化を受けることを示した

(Sharma et al., 2015)。 
 これらの成果に関連して、平成 23 年原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ若手原子力プログラ

ム若手表彰（研究課題名：DNA 二重鎖切断の認識・修復の初期過程に関する研究）、第 2 回(平成

26 年)日本放射線腫瘍学会生物部会賞を受賞した。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
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 学術・研究：放射線の人体影響理解の鍵であり、がん放射線治療成果を左右する DNA 損傷、特

に DNA 二重鎖切断の認識・修復の分子メカニズムの解明を目指して、分子生物学・生化学的研究

を推進した。また、国内の放射線科、海外の臨床免疫学研究グループと連携し、放射線治療への応

用や放射線感受性遺伝疾患との関連の解明に向けた研究を行った。 
 社会貢献：2011 年 3 月の東日本大震災・福島第一原子力発電所事故を受けて、放射線の人体影

響に関する社会的不安・関心が高まったことを受けて、各種メディア(テレビ、ラジオ、新聞、雑誌)を
通じた情報発信、福島県下を中心とした講演会活動、小中学校への出張講義などを行った。 
 
 

物質工学部門  准教授 林﨑 規託 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 

(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行

年 
(1) Daisuke Satoh, Mitsuhiro Yoshida, Hayashizaki Noriyosu, Dielectric assist accelerating structure, 

Physical Review Accelerator and Beams, 19 (2016) 011302-1/9. 
(2) Tooru Kobayashi, Kuniaki Miura, Noriyosu Hayashizaki, Masanori Aritomi, Development of 

liquid-lithium film jet-flow for the target of 7Li(p,n)7Be reactions for BNCT, Applied Radiation 
and Isotopes 88 (2014) 198-202. 

(3) Megumi Sekine, Shunsuke Ikeda, Noriyosu Hayashizaki, Takeshi Kanesue, Masahiro Okamura, 
Multiple Species Beam Production on Laser Ion Source for electron beam ion source in 
Brookhaven National Laboratory, Review of Scientific Instruments 85 (2014) 02B920-1/4. 

(4) Liang Lu, Toshiyuki Hattori, Noriyosu Hayashizaki, Design and simulation of C6+ hybrid single 
cavity linac for cancer therapy with direct plasma injection scheme, Nuclear Instruments and 
Methods in Physics Research A, 668 (2012) 11-21. 

(5) T. Ishibashi, N. Hayashizaki, and T. Hattori, Two-beam interdigital-H-type radio frequency 
quadrupole linac with direct plasma injection for high intensity heavy ion acceleration, Physical 
Review STAB 14 (2011) 060101-1/25. 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

(1) (論文(1))従来の高周波加速空洞では困難であった，高電界加速と高電力効率を両立可能な低

損失セラミックスを用いた誘電体アシスト型高周波加速空洞を考案した。この加速空洞は，金属表面

での回転磁場強度を小さくすることが可能であり，これまでの常伝導加速空洞と比較して導体損失を

数分の 1 に低減化できるという特長を持つ。その結果，室温下で常伝導加速空洞の約 10 倍に相当

する 1×105 以上という極端に高い無負荷 Q 値（Q0）と高いシャントインピーダンスを有する，非常に電

力効率が高い加速空洞になりうる可能性がある。このことを理論的に証明し，さらに新しく開発した低

損失セラミックス材料を用いて原理実証機を製作した結果，室温下での Q0 が既存の常伝導加速空

洞の値の約 10 倍に相当する 1.19×105，シャントインピーダンスが 617 MΩ/m という性能を実証した。 
(2) (論文(5)) イオンや陽子などの荷電粒子ビームにエネルギーを与える加速器の重要な研究テー
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マのひとつに，ビーム強度（電流量）の改良がある。なかでも重イオンビームに着目した場合，空間

電荷効果（ビーム中のイオン間に働くクーロン反発力）が大きく影響することから，その電流量は数 10 
mA のオーダーで伸び悩んでいた。大強度ビームを分割して複数の加速器で同時・並行に加速した

場合，空間電荷効果は緩和されるものの，ビーム数に比例して加速器や周辺機器が増加するため，

システム的には大型化とともに建設・運転コストが増加してしまう問題が生じる。そこで，複数のビーム

を 1 台で同時に加速するマルチビーム型 RFQ 線形加速器の研究開発として，実際に 2 ビーム型の

原理実証機を設計製作し，炭素イオンビームを 108 mA（1 ビームあたり 54 mA）まで加速することに

成功した。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
 学術研究分野では新しい加速器の研究開発に注力し，平成 23 年度西川賞，平成 27 年度手島

精一記念研究賞（発明賞）を受賞した 
 社会貢献分野では高大連携活動に注力し，平成 24 年度日本原子力学会関東甲越支部賞「原

子力知識・技術の普及貢献賞」を受賞した。 
 

 

物質工学部門  准教授 塚原 剛彦 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行

年 
(1) Keto-Enol Tautomeric Equilibrium of Acetylacetone Solution Confined in Extended Nanospaces, 

Takehiko Tsukahara, Kyosuke Nagaoka, Kyojiro Morikawa, Kazuma Mawatari, Takehiko 
Kitamori, The Journal of Physical Chemistry B, 119, 14750-14755 (2015). 

(2) Investigation of Unique Protonic and Hydrodynamic Behavior of Aqueous Solutions Confined in 
Extended-nanospaces, Kyojiro Morikawa, Takehiko Tsukahara, Israel journal of chemistry, 54, 
1564-1572 (2014). 

(3) Synthesis of NIPAAm-based polymer-grafted silica beads by surface-initiated ATRP using 
Me4Cyclam ligands and the thermo-responsive behaviors for lanthanide(Ⅲ) ions, Ki Chul Park, 
Naokazu Idota, and Takehiko Tsukahara, Reactive and Functional Polymers, 79, 36-46 (2014). 

(4) Highly efficient electrochemical valence control of uranium using microfluidic chip equipped 
with microelectrodes, Takehiko Tsukahara, Hiroyasu Hotokezaka, Masayuki Harada, Yoshikuni 
Kikutani, Manabu Tokeshi, and Yasuhisa Ikeda, Microfluid Nanofluid, 14, 989-994 (2013).  

(5) Mutual Separation of Strontium, Cerium, and Uranium Using Pressure-Driven Flow in 100 
nm-sized Nanofluidic Channels, Takehiko Tsukahara, and Yasuhisa Ikeda, Progress in Nuclear 
Energy, 53, 935-939 (2011). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
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原子力関連施設や東電福島原発事故から発生した多種多様で大量の放射性廃棄物を処理処分す

るために、溶媒抽出法やクロマトグラフィー法に基づく放射性核種の分離分析が行われている。しか

しこれら従来法は、長時間の化学操作が必要で二次廃棄物を生成するという課題がある。よって、極

微量で迅速・簡便な新しい分離分析技術の開発が不可欠である。そこで我々は、半導体加工技術

を駆使して、数センチ角の基板上にマイクロ・ナノスケールの微小流路を作製し、その微小流路内に、

反応、抽出、分離、検出等の全ての化学操作を集積化する「放射性核種用マイクロ・ナノ化学分析

システム」の技術と方法論を構築した。エマルジョン、プラグ、多相流などの通常のバルクスケールで

は不可能な流体操作を実現すると共に、わずか数秒でのランタノイド・アクチノイド元素の分離分析

やウランの電荷価数調整も可能にしている。また、マイクロから一桁小さいナノ流路を用いると、流路

壁面の電荷の影響で内部の溶液物性そのものが変化すること、また、このユニーク溶液物性を利用

すれば、金属イオンの挙動を水和エネルギーに応じて制御できることを見出した。これにより、ナノ空

間に金属イオン含む溶液を流すだけで、価数の異なる金属イオン（Sr(II)，Ce(III)，U(VI)等）や同価

数あるいは同種の金属イオン(Ce(III)/Eu(III)や U(IV)/U(VI)等）ですら相互分離することも可能にし

た。これら研究は、内閣府の最先端・次世代研究開発プロジェクトや文科省の原子力基礎基盤戦略

研究イニシアティブ等の大型プロジェクトに採択された。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

「国民と科学・技術対話の推進」が研究者に強く求められていることを鑑み、研究内容や成果を

社会に分かり易く発信するべく、一般向け・企業向け・学生向け等様々なタイプの公開講座・実

験を定期的に実施し、研究者と社会とのギャップを埋める活動を実施した。 
 

 

物質工学部門  准教授 吉田 克己 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Katsumi Yoshida, Yuji Aoyagi, Hiroyuki Akimoto, Toyohiko Yano, Masaki Kotani, Toshio 
Ogasawara, “Interfacial Control of Uni-Directional SiCf/SiC Composites Based on 
Electrophoretic Deposition and Their Mechanical Properties,” Composites Science and 
Technology, 72[14], 1665-1670 (2012). 

(2) Katsumi Yoshida, Satoshi Kajikawa, Toyohiko Yano, “Microstructure Design and Control for 
Improvement of Thermal Conductivity of SiCf/SiC Composites,” Journal of Nuclear Materials, 
440[1-3], 539-545 (2013). 

(3) Katsumi Yoshida, “Chapter 18-Application of Electrophoretic Deposition for Interfacial Control 
of High-Performance SiC Fiber-Reinforced SiC Matrix (SiCf/SiC) Composites,” in MAX 
Phases and Ultra-High Temperature Ceramics for Extreme Environments, Eds. by I. M. Low, Y. 
Sakka, C. F. Hu, pp.533-552, IGI-Grobal, Hershey, PA, USA (2013). 

(4) Katsumi Yoshida, Hideki Hyuga, Naoki Kondo, Hideki Kita, “Surface Modification of Graphite 
Powder with Lanthanum Ultraphosphate by Chemical Process and Its Oxidation Resistance,” 
Adv. Powder Technol., 26, 901-906 (2015). 

(5) 吉田克己，「セラミックス基長繊維強化複合材料の最新動向」，セラミックス，50[6]，469-473 
(2015)． 
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(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

・革新的原子力システム及び核融合炉への適用を目指した先進セラミックス基複合材料の開発 
 炭化ケイ素を軸とした先進セラミックス基複合材料は，核融合炉の核融合炉においてはブランケッ

ト構造材料として期待されている材料である．また，平成 23 年 3 月に発生した福島第一原子力発電

所の炉心溶融に至った過酷事故以降，ジルカロイに替わる燃料被覆管の新材料開発に関する研究

が世界で行われており，なかでも炭化ケイ素を軸とした先進セラミックス基複合材料は，ジルカロイと

比較して中性子吸収が少なく，耐食性に優れ，LOCA 発生時に溶融及び水素発生が起こりにくい，

等の特徴を有している．本研究では，革新的原子力システム及び核融合炉の実現を目指した炭化

ケイ素繊維強化炭化ケイ素基（SiCf/SiC）複合材料に代表される先進セラミックス基複合材料の界面

層及びマトリックス形成プロセスの開発を行った． 
 新規界面形成プロセスとして電気泳動堆積（EPD）法に注目し，EPD 法に基づく SiCf/SiC 複合材料

の界面層形成プロセスを世界に先駆けて提案するとともに，EPD 法により形成した界面層が

SiCf/SiC 複合材料の特性向上に有効であることを見出している．また，SiCf/SiC 複合材料のマトリック

ス形成プロセスとして，2 元系ケイ素合金を原料とした先進溶融含浸法を検討し，プロセス温度の低

温化及び複合材料の耐熱性・機械的特性の向上に成功した． 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
 私が行っている研究テーマの一つである先進セラミックス基複合材料に代表される耐苛酷環境性

セラミック材料の開発について，国内学会 4 件，国際会議 8 件の招待・依頼・特別講演を行っており

（2010 年度〜2015 年度），国内外で高い評価を受けている．また，得られた研究成果について，「日

本セラミックス協会国際交流奨励賞 21 世紀記念井関孝善賞（2012 年）」を受賞した．さらに，日本セ

ラミックス協会秋季シンポジウムにおいて，セッションオーガナイザーとして特定セッション「エンジニ

アリングセラミックスの科学と技術」を毎年，提案・開催し，当該分野において中心的な役割を担って

いる． 
 
 
システム･安全工学部門  准教授 木倉 宏成 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行

年 
(1) Keisuke TSUKADA, Nobuyoshi TSUZUKI，Hiroshige KIKURA, A Study of Air-coupled 

Ultrasonic Flowmeter Using Beam Focusing, Energy Procedia, Vol 71 (2015), pp.352-359. 
(2) Yutaka TAMAURA, S. SHIGETA, Q.-L.MENG, Taiki AIBA and Hiroshige KIKURA, Cross 

Linear Solar Concentration System for CSP and CPV, Energy Procedia, 49 (2014), pp. 249-256. 
(3) Tomonori IHARA, Hiroshige KIKURA and Yasushi TAKEDA, Ultrasonic Velocity Profiler for 

Very Low Velocity Field, Flow Measurement and Instrumentation, Vol.34 (2013), pp 127-133. 
(4) 有冨正憲，木倉宏成・他，「核燃料物質等の安全輸送の基礎（改定版）」，ERC 出版, (2013).(共
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著) 
(5) 有冨正憲，木倉宏成，北山一美，石塚隆雄，都築宣嘉，藪下幸久，「今，原子力研究者・技術

者ができること」，賠風館，(2012). (共著) 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

東京電力福島第一原子力発電所事故の教訓をもとに、日本と欧州の高等教育機関間で行う修士

レベルの学生交流を通して、原子力と国際社会との調和に貢献できるような優れた人材を育成する

ことを目的として、「東京電力福島第一原子力発電所事故後の原子力に関する教育と訓練における

欧州・日本交換プロジェクト(EUJEP2) 」に日本側コンソーシアム代表校の責任者として尽力してい

る。 
 

 

システム･安全工学部門  准教授 相樂 洋 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行

年 
(1) H. Sagara, T. Yamamoto, S. Maeda, S. Koyama and M. Saito, “Numerical Analysis of Am sample 

irradiation in experimental fast reactor Joyo,” Mater. Sci. Eng., vol. 9, no. 1, 1-8, (2010). 
(2) S. Koyama, M. Osaka, M. Itoh, H. Sagara, M. Saito, “Protected Plutonium Production by 

Transmutation of Minor Actinides for Peace and Sustainable Prosperity - Irradiation Tests of Np 
and Np-U Samples in the Experimental Fast Reactor JOYO (JAEA) and the Advanced Test 
Reactor at INL,” J. Nucl. Sci. Technol., vol. 47, no. 8, p. 1-10 (2010). 

(3) Y. Kimura, M. Saito and H. Sagara, “Evaluation of Proliferation Resistance of Plutonium Based 
on Decay Heat,” J. Nucl. Sci. Technol., vol. 48, no. 5, p. 715-723 (2011). 

(4) H. Sagara, H. Tomikawa, M. Watahiki and Y. Kuno, “Feasibility study of passive gamma 
spectrometry of molten core material from Fukushima Dai-ichi nuclear power plant unit 1, 2 and 
3 cores for special nuclear material accountancy - Low-volatile FP & special nuclear material 
inventory analysis and fundamental characteristics of gamma-ray from fuel debris -” J. Nucl. Sci 
Technol, vol. 51, no. 1, p. 1-23 (2014). 

(5) H. Sagara, K. Matsumoto, I. Yamauchi, K. Nakao, C. Y. Han, T. Onishi, S. Koyama and M. Saito, 
“Feasibility study of the fast breeder reactor blanket as a target of plutonium denaturing and TRU 
transmutation for enhancement of proliferation resistance and actinide management in the future 
fuel cycle,” Prog. Nucl. Energy, Vol. 82, P. 92–97, July (2015). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

  核拡散抵抗性の高いプルトニウムの生成(Protected Plutonium Production)研究を推進した。

天然ウランにマイナーアクチニド(MA)の代表として Np を添加した微少サンプルの熱中性子スペ

クトル照射炉（米国アイダホ国立研究所のATR（Advanced Test Reactor））における Pu-238 生成原
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理の実証試験、Np-237 小サンプルの反応度価値の臨界実験装置（TCA､FCA）における測定、

高速実験炉「常陽」における照射済み U-Np サンプル分析と Np 添加濃縮ウラン燃料使用原子炉

概念の検討を行い、従来の核燃料サイクルでは高レベル放射性廃棄物対象にしてきた MA の減

容と同時に核拡散抵抗性のある燃料物質への核変換を両立できることに対する実験的実証と、

高速炉ブランケットや低燃焼度軽水炉燃料の取出し組成への適用による核拡散防止への物質

バリアー機能の創出目標を達成する結果を得た(Koyama et al., 2010, Kimura et al., 2011)。 
 
また、高速実験炉「常陽」で照射された劣化 U、Am-241 小サンプルの照射後試験により、高速

炉スペクトル中性子吸収反応による Am 系列の核変換を通じ、Pu-238 生成の原理実証が行われ、

最新の核データを裏付けるその結果を得た(Sagara et al., Mat. Sci. Eng. 2010)。更に、高速炉ブ

ランケットにおける PPP 原理の応用を行った燃料概念を提案し、技術的成立性を示した(Sagara et 
al., 2015)。 

 
燃料デブリ中の核物質の簡便な測定技術開発により、福島第一原子力発電所(1F)の核物質の計

量管理、保障措置に貢献することを目的とし、TMI-2 事故時の核物質推定に用いられたパッシブガ

ンマスペクトロメトリ法を参照し、1F 炉心燃料インベントリ解析や炉心溶融による不確実因子を採り入

れたデータ処理法を新たに開発し、多様な環境下で簡便な運用が期待できる同非破壊測定法の燃

料デブリへの適用性を世界で初めて定量的に明示した(Sagara et al., JNST 2014)。本研究は日本原

子力研究開発機構との共同研究として推進しており、米国エネルギー省との共同研究技術リストに

「短期間の開発で適用しうる技術候補」として挙げられた。 
 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

(1) 核不拡散・核セキュリティ科学技術研究を大きく推進した。核拡散抵抗性の高いプルトニウ

ムの生成に関する研究を、原子炉照射を用いた原理実証、核拡散抵抗性評価手法の開発

において進め、高い核拡散抵抗性を有する将来の原子力システム概念をまとめた。 
(2) 1F の収束及び廃止措置へ貢献してきた。事故直後から内閣府業務に貢献し、また燃料デ

ブリの計量管理方策の構築に対し、研究活動で貢献してきた。 
(3) 原子力安全・核不拡散・核セキュリティ(3S)教育活動に貢献してきた。U-ATOM プログラム

では実践的で新しい 3S 科目群を開発し主導的に開発した。また、従来から本学原子核工

学専攻で実施している科目について、従来の原子力安全に加え、核不拡散、核セキュリテ

ィを体系的に学ぶ講義として大幅に改定した。 
 

 

エネルギー工学部門  助教 澤田 哲生 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) “The Nuclear Power Problem: Junior High School Dialogue and Summit for Final Disposal of 
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HLW,”  Tetsuo Sawada, Proc. Global2015, Paper 5323, Paris, France, September 20-24, 2015. 
(2) “Sociological Aspects of 3.11 Fukushima Daiichi Accident Aftermath and the 

GENSHIRYOKU-MURA (Nuclear Village, or Pro-Nuclear Concession Sector),” Tetsuo Sawada, 
Paper 405, The 19th Pacific Basin Nuclear Conference (PBNC 2014), Vancouver, British 
Columbia, Canada, August 24-28, 2014. 

(3) 「原子力安全規制庁の組織および職員に関する要件−福島第一原発事故の再発防止の為に」 
森本俊雄、澤田哲生，日本原子力学会誌, pp. 826-830, Vol. 53, No. 12 (2011) 

(4) 4.「原子力黎明期における国産原子炉開発構想と湯川秀樹らの関与」澤田哲生，日本原子力

学会誌, pp. 568-573, Vol. 56, No. 9 (2014) 
(5) 5.「正力大臣車中談(案)と湯川秀樹 : 原子力ムラと御用学者のルーツ」澤田哲生，日本原子力

学会誌, pp. 776-779, Vol. 56, No. 12 (2014) 
 

(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
(1) 原子力村の構造分析から合意形成論へ：科研の萌芽的研究として H23-27 に実施した。１９５０

年代の黎明期において湯川秀樹が原子力委員であったころからその歴史を仔細に分析した。

その結果分かったことは、湯川秀樹は原子力委員辞任後も原子力政策（主に核融合研究、粒

子線研究）に積極的に関わったが、京都学派のかつての盟友である坂田昌一や武谷三男は黎

明期の原子力推進はであったにも関わらず、京大炉の湯値運動のころから確信的な反原発運

動に入って行ったことが分かった。その根本原因は、学術会議における茅−伏見派との安全問

題の見解の相違にあった。ここで言う安全問題は、日本が最初に英国より導入したコールダー

コール炉の安全性の評価である。その後、原研の JPDR ストップ問題、原子力船むつの事件、

TMI 事故、チェルノブイリ事故といった歴史的節目に、原子力の週流派から都度組織的な反原

発派が分岐発祥している事情を明らかにした。また、「原子力ムラ」の構造分析から遡って、原

子力黎明期（１９５７頃）に、ムラの癒着の基本構造が形成されたことを見いだした。 
(2) 中学生を対象にした高レベリ放射性廃棄物の教育：原子力立地地域および大都市（首都圏、

京阪神）の中学校（６校程度）に、放射線・原子力・核のごみをテーマに出前授業を行って来た。

また、原子力発電所や最終処分試験施設を中学生らと見学し、討論を行うことで、原子力問題

を巡る主権者教育の方法論を開発して来た。この方法論のひとつの特徴は、対話の基礎となる

〝他者との認識の差異〟を見える化することである。リスクダイアローグの手法を通じてこの見え

る化の道を拓いた。た、中学生らが差異(地域、年齢、性など)を越えて対話（ダイアローグ）を実

践するためのモデルケース（『中学生サミット』と呼ぶ）を構築した。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
社会貢献—日本原子力学会の論文誌及び月刊誌 ATOMOΣ の編集委員（論文誌は第７分野主査：

安全・熱水力ほか；ATOMOΣ は主査：主に巻頭言、時論、座談会、福島の風等の企画）をつとめて

来た。福島第一事故(3.11)後の原子力被災地の回復にむけて、研究論文の審査を通じた学術振興、

また ATOMOΣ 誌を通じて、地域似貢献出来る学術とその言論空間における流布に尽力して来た。

ひとつの事例は、3.11 後湯川系物理学者らが研究開発している LNT 仮設を覆すモデル（WAM モ
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デル）を原子力関係者らが共有する道を開いた。 
その他、3.11 後に５冊以上の一般著書を出版し、原子力の意義と有用性を世間に伝えるよう努力し

て来た。 
 

 

エネルギー工学部門  助教 近藤 康太郎 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Kotaro Kondo, Tomohiro Yokozuka, Yoshiyuki Oguri,“Well defined atomic hydrogen target 
driven by electromagnetic shock wave for stopping power measurement”, Laser and Particle 
Beams, 33, 679-683 (2015). 

(2) Kotaro Kondo, Takayuki Moriyama Jun Hasegawa, Kazuhiko Horioka, Yoshiyuki Oguri, 
Electro-magnetically driven shock and dissociated hydrogen target for stopping power 
measurement”, Nuclear Instruments and Methods in Physics Research A, 733, 1 (2014). 

(3) Takeshi Kanesue, Yasuhiro Fuwa, Kotaro Kondo, Masahiro Okamura,“Laser Ion Source with 
Solenoid Field”, Applied Physics Letters, 105, 193506 (2014). 

(4) Kamontip Ploykrachang, Jun Hasegawa, Hitoshi Fukuda, Kotaro Kondo, Yoshiyuki Oguri, 
“Production of Quasi-Monochromatic X-ray Microbeams Using MeV-protons and a Polycapillary 
X-Ray Half Lens”, International Journal of PIXE, 23, 1-11, (2013). 

(5) Kotaro Kondo, Takayuki Yamamoto, Sekine Megumi, Masahiro Okamura,“Laser Ion Source with 
Solenoid for Brookhanven National Laboratory-Electron Beam Ion Source”, Review of Scientific 
Instruments, 83, 02B319 (2012). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
イオンビームから標的へのエネルギー付与量(またはイオン阻止能)をより正確に知ることは，重

イオン慣性核融合や重イオンビーム駆動高エネルギー密度物理実験において標的の最終温度•密
度状態を把握する上で重要と考えられている．様々な物質状態におけるイオン阻止能のデータが求

められる中で，常温物質や完全電離プラズマに対する阻止能データは存在する．一方で，分子から

解離原子へと変化する阻止能に関して理論的予測はあるものの，実験計測は未だされていない．そ

こで，我々は実験データの存在しない解離原子標的中のイオン阻止能計測を最終目標に，現在よく

定義された解離標的形成の研究開発を行っている． 
これまでの研究成果から電磁駆動衝撃波管を用いることで，定常 1 次元衝撃波を形成できるこ

とが指摘されている．定常 1 次元衝撃波背後の温度•密度は一様であり，また衝撃波速度からその状

態量が高い精度で予測できることから，電磁駆動衝撃波管によって形成される衝撃波背後の圧縮加

熱領域は阻止能計測の標的に適切と考えられる．しかし，高い精度をもってイオン阻止能の計測を

するためには，入射するイオンビームのパルス時間に比べて、標的の維持時間は十分に長い(現在

我々の想定している実験システムではマイクロ秒以上) 必要がある．そこで，長い維持時間をもつ解

離標的を生成するために，これまでの対向電極型ではなく同軸電極型の電磁駆動衝撃波管を設
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計・製作した． 
その同軸型電磁衝撃波管に対して He-Ne レーザーをプローブとして用いたレーザー屈折法に

よる衝撃波およびフォトダイオードを用いた接触面となる放電プラズマの時間発展計測を行った結果，

標的の維持時間は 8 マイクロ秒程度となり，これまでより 10 倍以上長い標的の維持時間を達成し，

同軸型電磁衝撃波管によって阻止能計測に適した解離標的を形成できる可能性を示した． 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 

原子炉工学研究所の最重要研究分野の一つに核融合がある．核融合の中でも，慣性核融合

に着目して，その関連した基礎研究を行っている．原子炉研に着任後，慣性核融合の分野で大きな

研究機関である大阪大学レーザーエネルギー学研究センターと共同研究を開始し，高速点火およ

び高温高密度プラズマにおいて重要とされる大強度磁場発生に取組んでいる． 
 ファラデー素子を用いた光学計測等により，キャパシタターゲットを用いたレーザー駆動パルス磁

場の強度はおよそ１キロテスラ程度となることがわかった．これを利用することで，高速点火において

電子による標的への加熱効率を向上させることができる． 
 

 

物質工学部門  助教 原田 雅幸 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

これまで、過酷事象（超臨界状態の水等）での物理化学的な現象について考察してきたが、水の溶

液中での集団的な運動においてその特徴である拡散について考察した。そこで、室温にてその運

動は水素結合にてもたらされた集団的な運動において、重水及びトリチウムのような水素結合があま

り働かない分子が混入してきた時の運動について考察した結果、ゼオライトのような狭小場を持った

吸着材において重水及びトリチウムのような水素結合を取らない分子は選択的に吸着することを見

出した。その結果を科学研究費挑戦的萌芽研究に応募し採択された。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
原子核工学の学生において出身は物理系が多く、特に最近は化学的な考察ができる学生が少なく

なったと思われた。そこで、福島に係る廃棄物処分には化学的な考察ができる人材が必要と考える。

これまでに人材育成関係のプログラムに参加し、学生実験を行い指導した。 
 
 

物質工学部門  助教 片渕 竜也 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内 

(1) Misassigned neutron resonances of 142Nd and stellar neutron capture cross sections, Tatsuya 
Katabuchi, Taihei Matsuhashi, Kazushi Terada, Masayuki Igashira, Motoharu Mizumoto, Kentaro 
Hirose, Atsushi Kimura, Nobuyuki Iwamoto, Kaoru Hara, Hideo Harada, Jun-ichi Hori, Takashi 
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Kamiyama, Koichi Kino, Fumito Kitatani, Yoshiaki Kiyanagi, Shoji Nakamura, Yosuke Toh., 
Physical Review C, Vol. 91, pp. 037603-1-5 (2015). 

(2) Measurement of neutron capture cross sections and neutron capture gamma-ray spectra of 93Nb, 
103Rh and 115In in keV-energy region, Progress in Nuclear Energy, Tatsuya Katabuchi, Hiroyuki 
Tsuda, Kazushi Terada, Masayuki Igashira, Vol. 82, pp. 107-111 (2015). 

(3) Pulse-width analysis for neutron capture cross section measurement using an NaI(Tl) detector, 
Tatsuya Katabuchi, Taihei Matsuhashi, Kazushi Terada, Takuro Arai, Kazuyoshi Furutaka, Kaoru 
Hara, Hideo Harada, Kentaro Hirose, Jun-ichi Hori, Masayuki Igashira, Takashi Kamiyama, 
Atsushi Kimura, Koichi Kino, Fumito Kitatani, Yoshiaki Kiyanagi, Mitsuo Koizumi, Motoharu 
Mizumoto, Shoji Nakamura, Masumi Oshima, Yosuke Toh, Nuclear Instruments and Methods in 
Physics Research,A, Vol. 764, pp. 369-377, (2014). 

(4) A New Signal Processing Technique for Neutron Capture Cross Section Measurement Based on 
Pulse Width Analysis, Tatsuya Katabuchi, Taihei Matsuhashi, Kazushi Terada, Motoharu 
Mizumoto, Kentaro Hirose, Atsushi Kimura, Kazuyoshi Furutaka, Kaoru Hara, Hideo Harada, 
Jun-ichi Hori, Masayuki Igashira, Takashi Kamiyama, Fumito Kitatani, Koichi Kino, Yoshiaki 
Kiyanagi, Mitsuo Koizumi, Shoji Nakamura, Masumi Oshima, Yosuke Toh, Nuclear Data Sheets, 
Vol. 119, pp. 398-400, (2014). 

(5) Feasibility study on pinhole camera system for online dosimetry in boron neutron capture therapy, 
Tatsuya Katabuchi, Brian Hales, Noriyosu Hayashizaki, Masayuki Igashira, Zareen Khan, Tooru 
Kobayashi, Taihei Matsuhashi, Koichi Miyazaki, Koichi Ogawa, Kazushi Terada, Applied 
Radiation and Isotopes, Vol. 88, pp. 139-142, (2014). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

中性子の工学的な応用を展開してきた。まず、ひとつは中性子を用いた長寿命核廃棄物の核変

換に関するものである。現在、核廃棄物中の長寿命核種を短寿命かもしくは安定化するために中性

子核反応により短寿命化もしくは安定化することが提案されている。そのためには核廃棄物中に存

在する長寿命核種の高精度の中性子核反応データが必要である。それら、核反応データの高精度

化のために大強度陽子加速器施設（J-PARC）の中性子核反応測定装置（ANNRI）を用いた研究が

進められてきた。 
我々はまず J-PARC の大強度の中性子ビームによる高計数率に耐えられる高速の信号処理系を

開発し、ANNRI において中性子捕獲断面積の測定が可能となった。従来のアナログ回路と波高変

換器の組み合わせを廃し、検出器信号パルス幅のタイムデジタイザによる時間計測を採用した。この

方法はこれまで中性子捕獲断面積測定には用いられたことがない方法であり、初めての試みであっ

た。この結果、これまで ANNRI で計測が難しかった高エネルギー中性子領域の測定が可能となっ

た。 
もう一つの中性子の工学的な応用としてホウ素中性子捕捉療法（BNCT）に関する研究を行って

いる。BNCT は、中性子とホウ素の核反応を用いる治療であり、細胞選択性を有することから脳腫瘍

などのがん治療への適用が期待されている。しかし、これから BNCT を展開するうえで大きな課題が
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存在する。それは、現在、照射中の患者に与える治療線量がモニターできていないことである。その

ため、オンライン線量評価システムの開発が望まれてきた。そこで、我々は、ピンホールコリメータを

用いた線量イメージングシステムの開発を行っている。CdTe 検出器とピンホールコリメータを組み合

わせ基礎研究のためのテストシステムを構築した。実際に中性子ビームを用いてイメージングテスト

実験を行い、十分な性能を有することを示した。 
 

2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
学術・研究に関して、中性子の工学的な応用研究に力を入れた。ひとつは、将来の中性子ビームを

用いた核廃棄物の核変換処理システム研究のための中性子核反応データの測定である。これらの

核データを測定するために大強度陽子加速器施設（J-PARC）および東京工業大学原子炉工学研

究所のペレトロン加速器を用いた実験を行い、中性子捕獲断面積の測定を行った。もうひとつの研

究として中性子の医療応用であるホウ素中性子捕捉療法（BNCT）に関連した研究を行った。BNCT
で切望されるオンライン線量評価システムの基礎研究を行った。 
 

 

物質工学部門  助教 西山 潤 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行

年 
(1) Application of melt and refining procedures in the CANDLE reactor concept, J. Abdul Karim, J. 

Nishiyama, T Obara, Annals of Nuclear Energy, 90, 275-283 (2016). 
(2) Feasibility study on polonium-209 as radioisotope fuel for space nuclear power, J. Nishiyama, 

JAEA-Conf 2014-002, 186-189 (2015). 
(3) Absolute measurement of activity of 198Au foils using the 4  coincid    

and corrections by the Monte Carlo simulation, J. Nishiyama, , H. Harano, T. Matsumoto, Y. Sato, 
A. Uritani, and K. Kudo,  Radiation Protection Dosimetry, 148, 237-241 (2012). 

(4) Development of a Compact Flat Response Neutron Detector, H. Harano, T. Matsumoto, J. 
Nishiyama, A. Masuda, A. Uritani, and K. Kudo, IEEE Transactions on Nuclear Science, 58, 
2421-2425 (2011) . 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

CANDLE 燃焼炉に関する研究：冷却材に液体金属を用いた CANDLE 燃焼高速炉は、新燃料

に天然ウランが使用でき、かつ高燃焼度を達成できる革新的原子炉概念である。しかし実用化に向

けては、初期炉心構築方法、高燃焼度に伴う被覆管などの材料健全性など様々な技術的な課題が

存在する。初期炉心構築方法として、①加速器を使用した外部中性子源を用いる場合、②濃縮ウラ

ンを用いる場合について解析を行い①について要求される外部中性子源の強度を明らかにした。②

について、最小限の燃料種類に限定した条件で最適な燃料配置の導出法を検討し、平衡状態へ余

剰反応度を最小化した初期炉心を構築した。また、CANDLE 燃焼炉特有の燃焼領域の自律的移動
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の物理的振る舞いや制御方法については実験的に検証されていない。そこで、初期炉心構築法や

材料健全性の研究開発に先行する形で、燃焼領域の自律的移動と制御に関する実験を行う原子炉

の検討を行い、実験炉として、被覆管健全性の問題がない(200 dpa 未満)、安全性が高い炉心（小

型、低出力、低出力密度）、CANDLE 燃焼炉の特性を把握しやすい（燃焼領域の移動速度が速い）

原子炉の概念設計を行った。 
Po-209 に関する研究：宇宙用探査機にとって電源システムは必要不可欠な機器であり、これまで

の惑星探査ではPu-238を熱源とする原子力電池が主電源として利用されてきた。しかし近年Pu-238
の製造が困難となっている。そこで Pu-238 に代わる放射性同位体の候補として、α 崩壊核種につい

て特性の検討を行った。その結果 Po-209 が原子力電池の熱源として Pu-238 と同等の性能が期待

されることを見出した。Po-209 を原子力の熱源として使用するにあたり必要となる基本的な特性、陽

子加速器を用いた製造条件の評価を行った。 
 

2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
 太陽光の弱い外宇宙探査には放射性同位体を熱源した原子力電池や宇宙原子炉など原子力技

術が必要不可欠であり、学術的技術的発展が新たな探査の進展に貢献することができる。宇宙空間

での原子力技術の利用に関し、学術・研究については、これまでほとんどの外惑星探査で使用され

ていた Pu-238 の代替となり得る Po-209 に関する研究を行った。また平成 25 年度から 2 か月に 1 回、

社会人や学生を集めた宇宙原子力利用についての勉強会を開催し、知識と情報の共有を行うととも

に、宇宙原子力利用の今後の発展のための基礎となるべく原子力電池、核熱推進ロケット、宇宙炉

に関する基本についてまとめた教科書の執筆を行っている。 
 

 

システム･安全工学部門  助教 近藤 正聡   

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル 

(1) Masatoshi KONDO, Yuu Nakajima, Mitsuyo Tsuji, Evaluation of thermal conductivity for liquid 
lead lithium alloys at various Li concentrations based on measurement and evaluation of density, 
thermal diffusivity and specific heat of alloys, Fusion Engineering and Design, article in press 
(2015). 

(2) Masatoshi KONDO, Narumi SUZUKI, Yuu NAKAJIMA, Teruya TANAKA and Takeo 
MUROGA, In-situ impedance measurement of corrosion interface in liquid metals, Fusion 
Engineering and Design, 89, 7-8,1201-1208 (2014). 

(3) Masatoshi KONDO, Minoru TAKAHASHI, Teruya TANAKA, Valentyn TSISAR and Takeo 
MUROGA, “Compatibility of reduced activation ferritic martensitic steel JLF-1 with liquid 
metals Li and Pb-17Li”, Fusion Engineering and Design, 87, 1777-1787 (2012). 

(4) Masatoshi KONDO, Teruya TANAKA, Takeo MUROGA, Hiroyuki TSUJIMURA, Yasuhiko ITO, 
“Electroplating of Erbium on Steel Surface in ErCl3 Doped LiCl-KCl”, Plasma and Fusion 
Research, 7, 2405069-1-3 (2012).  
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(5) Masatoshi KONDO, Takuya NAGASAKA, Valentyn TSISAR, Akio SAGARA, Takeo 
MUROGA, Takashi WATANABE, Tomoko OSHIMA, Yukihiro YOKOYAMA, Hiroshi 
MIYAMOTO, Eiji NAKAMURA and Naoki FUJII, "Corrosion of reduced activation ferritic 
martensitic steel JLF-1 in purified Flinak at static and flowing conditions", Fusion Engineering 
and Design, 85, 7-9, 1430-1436 (2010). 

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 
核融合炉の先進液体増殖材に関する研究を国内外の研究機関と協力して実施した。現在液体

燃料増殖材として想定されているリチウム(Li), 鉛リチウム(Pb-Li), フッ化物系溶融塩(Flibe, Flinak)
の全ての流体について、熱工学や電気化学を応用した純度管理法を明らかにし、候補構造材料と

の共存性向上に大きく貢献した。Li に関しては、窒素、炭素、酸素の溶存ポテンシャルを同時に制

御し、高温流動環境で生じうる、脱炭によるフェライト・マルテンサイト鋼の相変態等の現象を緩和す

る条件を新たに見出した。Flibe および Flinak に関しては、電析による水分・金属不純物の除去法を

開発し、溶存水分量の減少により鋼材腐食量を従来の 1/1000 まで抑制する事に成功した。鉛リチウ

ム合金に関しては、流動場で生じるコロージョン・エロージョン機構を、独自に開発した撹拌層型高

温腐食試験装置を用いて明らかにした。 
次に、核融合炉ブランケットにおいて熱とトリチウムの輸送制御な可能な界面構造を有する熱交

換機の開発研究を核融合科学研究所と共同で実施した。ジルコニウムやイットリウムなどの熱力学的

に極めて安定で保護性の高い酸化被膜をトリチウム透過防止膜等の自己修復型機能性被覆として

提案している。高機能被覆構造の開発と並行して、その酸化被膜構造の定常診断法として、電気化

学インピーダンス法を応用した手法の開発を実施した。ジルコニウムやイットリウムが形成する緻密な

酸化被膜の液体金属環境下における安定性が、電気化学インピーダンス法によりオンラインで診断

可能である事を世界に先駆けて明らかにした。 
更に、原型炉初期装荷用の高純度鉛リチウム合金の大量合成手法等を日本原子力研究開発

機構と共同で開発した。合成した高純度鉛リチウム合金を用いて、高温条件における熱拡散率や比

熱、熱伝導率などのブランケット設計に必須な熱流動特性を明らかにし、世界中の核融合炉ブラン

ケット設計のコミュニティーに貢献している。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
平成 22－27 年に、最も力を入れた事は、学部生、大学院生の研究指導と自らが実施する学術研究

活動である。学部生、大学院生の研究指導としては、リチウム等を用いた高温で複雑な実験研究に

ついて、事故が起きないように丁寧に指導した。また、研究者としての論理的思考を養わせるために、

学部生、大学院生の国内外の学会発表参加、インターン（研究活動）への派遣を積極的に支援した。

また、核融合炉の燃料増殖材や高速炉の冷却材について国内外の研究機関と 20 以上の共同研究

を展開し、2010 年から 2015 年までに、29 本の国際誌投稿論文を公開した（研究指導した学生が執

筆した論文も含む。） 
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システム･安全工学部門  助教 島田 幹男 

1. 平成 22-27（2010-2015）の主な研究成果 
(ア) 代表的な研究論文または著書 5 編以内のタイトル、著者、雑誌名（発行所）、巻、号、発行

年 
(1) Mikio Shimada, Hellen R Russell, Lavinia C Dumitrache, Peter J McKinnon, Polynucleotide 

kinase-phosphatase enables neurogenesis via multiple DNA repair pathways to maintain genome 
stability. EMBO journal, 34(19), 2465-2480, 2015 

(2) Sachin Katyal, Youngsoo Lee, Karin C. Nitiss, Susanna M. Downing, Yang Li, Mikio Shimada, 
Jinfeng Zhao, Helen R. Russell, John. J. Petrini, John L. Nitiss and Peter J McKinnon, Aberrant 
Topposomerase-1-DNA Lesions are pathogenic in neurodegenerative genome instability 
syndromes, Nature Neuroscience, 17(6): 813-821, 2014. 

(3) Mikio Shimada, Ryoichi Hirayama, Kenshi Komatsu, High LET radiation amplifies 
centrosome overduplication through a pathway of g-tubulin monoubiquitination, 
International Journal of Radiation Oncology, Physics, Biology, 86: 358-365, 2013. 

(4) Mikio Shimada, Akihiro Kato, Junya Kobayashi. Potential role of DNA repair factor in 
centrosome maintenance, DNA repair 4/Intech publisher, 2011. (Review)  

(5) Mikio Shimada, Akihiro Kato, Toshiyuki Habu, Kenshi Komatsu, Genistein, isoflavonids in 
soybeans, prevents the formation of excess radiation –induced centrosomes via p21 up-regulation, 
Mutation Research, 16: 27-32, 2011.  

 
(イ) 代表的な研究成果の概要（800 字以内） 

１）放射線依存的な中心体過剰複製の分子メカニズムの解明 
 放射線が生体に及ぼす影響は様々であるが、疾患との関わりでは細胞のがん化が注目されている。

その原因として染色体 DNA に損傷が生じ、突然変異が蓄積することのほか、細胞内小器官である

中心体に異常が起こり、正常な細胞分裂ができなくなることがあげられる。 
 私はこれまで放射線依存的に中心体の異常が起こることを見出し、その分子メカニズムを研究して

きた(Shimada et al, Cancer Research,69(5):1768-1775, 2009, Shimada et al, Journal of Radiation 
Research, 50(4): 295-301, 2009)。 その結果、相同組換え修復機構に関与する一連のタンパク質群

が放射線依存的な中心体異常に関与するために細胞ががん化する可能性が示唆された(上記文献

4,5)。また、高度先端医療として注目されている放射線医学総合研究所（千葉）の重粒子線照射装

置を用いた実験の結果、重粒子線照射はガンマ線や X 線よりも高効率に中心体異常を誘発し細胞

死を誘導することを見出した(上記文献 3)。 
 
２）DNA 損傷と神経発生疾患の分子メカニズム 
 放射線高感受性遺伝病は放射線に対して生まれつき抵抗性が低い疾患であるが、同時に様々な

発生疾患を併発する(上記文献 2)。特に神経性疾患を呈することが多いが遺伝子の機能との関係性

は不明な点が多い。私は生まれつき脳のサイズが小さい小頭症を呈する MCSZ という遺伝病に着目

し、その疾患の原因を、マウスをモデルとして解析を行った(上記文献 1)。MCSZ の原因遺伝子は
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PNKP であるために PNKP 遺伝子を脳特異的に欠損させたコンディショナルノックアウトマウスを作製

し、解析を行った。その結果、胎児期の大脳皮質では大量の DNA 損傷と細胞死が生じていた。これ

らの研究結果は原爆小頭症に代表される放射線の胎児発生への影響の理解に貢献することが期待

される。 
 
2. 平成 22-27 に、教育、学術・研究、社会貢献のいずれかで、私が最も力をいれて活動したこと 
 日本国内外の様々な研究機関と共同研究、及び留学研究を実施し、放射線生物学の基礎研究の

発展に務めた。国外では米国セントジュード小児研究病院の遺伝学部門において放射線生物の基

礎分野ともいえる DNA 修復の研究に従事し放射線の生体影響を明らかにした(上記文献 1,2)。また

国内では京都大学放射線生物研究センター、近畿大学原子力研究所、広島大学原爆放射線医科

学研究所と共同研究を実施し、分子生物学観点から放射線の生体影響の解明を行った。。また、同

時に研究室所属の大学院生を各共同研究先へ引率し、次代の放射線生物学者の育成及び交流発

展に務めた。 
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6.2 社会貢献 
 
6.2.1 公的機関の委員会・審議会への参画 
井頭 政之 
 日本学術振興会 「量子ビーム融合化利用研究」に関する先導的研究開発委員会 委員 
 日本学術振興会 科学研究費委員会 専門委員 
 科学技術振興機構 科学技術振興調整費評価作業部会 委員 
 科学技術振興機構 原子力システム研究開発事業審査委員会 審査委員 
 科学技術振興機構 原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ事後評価委員会 委員 
 原子力安全研究協会 「原子力システム研究開発事業」審査委員会 委員 
 日本原子力研究開発機構 職員採用試験研究業績評価委員 
 日本原子力研究開発機構 原子力基礎工学研究・評価委員会 委員 
 日本原子力研究開発機構 原子力研修委員会 委員 
 日本原子力研究開発機構 JENDL 委員会 委員 
 日本学術会議 基礎医学委員会・総合工学委員会合同 放射線・放射能の利用に伴う課題検

討分科会 研究用原子炉のあり方検討小委員会 委員 
 
千葉 敏 
 原子力規制庁 原子炉主任技術者試験筆記試験委員 
 日本原子力研究開発機構 業績評価委員 
 日本原子力研究開発機構 客員研究員 
 日本原子力研究開発機構  JENDL 委員会委員 
 国立天文台 特別客員研究員 
 
高橋 実 
 文部科学省 第㈣世代原子力システム国際フォーラム 鉛合金高速炉暫定委員会 日本側代

表 
 日本原子力研究開発機構 「常陽」炉内ラック位置の干渉物対策に係るアドバイザリー会合 委

員 
 日本原子力研究開発機構・高エネルギー加速器研究機構 核変換実験施設テクニカルアドバ

イザリー委員会 委員 
 科学技術振興機構 JST シーズ発掘試験 査読委員 
 国家公務員採用 I 種試験（理工 I） 試験専門委員 
 出雲市 原子力安全顧問 
 
加藤 之貴 
 日本原子力開発機構 高温ガス炉及び水素製造研究開発・評価委員会委員、平成23年4月～

平成 29 年 3 月 
 日本原子力開発機構 任期付研究員研究業績評価委員会委員、平成 22～24 年 
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 大洗町水素利用まちづくり研究会、委員長、平成 22 年 
 
矢野 豊彦 
 日本学術振興会 科学研究費委員会 専門委員（原子力学）  
 東京都市大学 原子力研究所 原子炉安全委員会委員 
 長岡技術科学大学 国際原子力人材育成イニシアティブ事業 外部評価委員会委員 
 日本原子力研究開発機構 大学との研究協力実施委員会 分科会委員 
 日本原子力研究開発機構 博士研究員採用に係る研究業績評価委員会委員 
 目黒区地球温暖化対策地域協議会 専門委員 
 
小栗 慶之 
 文部科学省 科学技術・学術審議会 専門委員 
 日本学術振興会 科学研究費委員会 専門委員 
 放射線医学総合研究所 共同実験施設運営委員会 委員 
 日本原子力研究開発機構 博士研究員業績評価委員会 委員 

 
竹下 健二 
 経済産業省原子力安全・保安院 総合資源エネルギー調査会 臨時委員 

 （独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO) テーマ公募型事業申請書書面審査員 

 （独）日本原子力研究開発機構 ガラス固化技術検討委員会 委員 

 （独）原子力安全基盤機構 MOX 燃料加工施設研究会 委員 

 （独）原子力安全基盤機構 燃料加工施設リスク情報活用検討会 委員 

 （独）日本学術振興会 科学研究費委員会 専門委員 

 （独）日本原子力研究開発機構 任期付研究員研究業績評価委員会 委員 

 資源エネルギー庁｢平成 2 2 年度回収ウラン利用技術開発検討委員会 主査 

 （独）物質・材料研究機構 書面事前評価委員会 委員 

 (独) 日本原子力研究開発機構 安全研究センター安全研究委員会 委員 

 (独) 日本原子力研究開発機構 博士研究員研究業績評価委員会 委員 

 (独) 科学技術振興機構 原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ審査委員会 委員 

 (独) 科学技術振興機構 国際科学技術協力推進委員会 委員 

 (独）日本原子力研究開発機構 任期付研究員研究業績評価委員会 委員 

 (独）日本原子力研究開発機構 高速炉サイクル研究開発・評価委員会 委員 

 資源エネルギー庁 廃炉・汚染水対策事業事務局 審査・評価委員会 委員 

 (独）日本原子力研究開発機構 客員研究員 

 (独）日本原子力研究開発機構 高速炉サイクル研究開発・評価委員会 委員長 

 

小原 徹 
 日本原子力研究開発機構 高温ガス炉及び水素製造研究開発・評価委員会委員 （平成 28

年 1 月～） 
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 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 廃炉研究開発連携会議構成員 （平成 27 年 7 月～） 
 日本原子力研究開発機構 福島研究基盤創生センター施設運営・利用委員会分析・研究施設

専門部会専門委員 （平成 27 年 7 月～） 
 経済産業省 国際産学連携拠点に関する専門家検討会委員（平成 26 年 11 月～平成 27 年 2

月） 
 原子力安全研究協会 原子力システム研究開発事業審査委員会委員（平成 26 年 6 月～平成

27 年 7 月） 

 原子力安全基盤機構 加工施設及び再処理施設のアクシデントマネジメント等の在り方検討会

委員（平成 24 年 9 月～平成 25 年 3 月） 
 原子力安全基盤機構 燃料加工施設リスク情報活用検討会委員（平成 23 年 12 月～平成 24

年 8 月） 
 人事院 国家公務員採用総合職試験専門委員 （平成 22 年 8 月～平成 27 年 7 月） 
 原子力規制委員会（経済産業省原子力安全・保安院） 原子炉主任技術者試験筆記試験委員 

（平成 18 年 11 月～平成 27 年 10 月） 
 
池田 泰久 
 内閣府原子力安全委員会 専門委員(H22 年 3 月まで) 
 独立法人日本学術振興会 科学研究費委員会 専門委員 
 独立法人科学技術振興機構 審査委員会 委員 
 日本原子力研究開発機構 研究業績審査委員会 専門委員 
 日本原子力研究開発機構 次世代再処理ガラス固化技術基盤研究事業 低レベル放射性廃

棄物の除染方法の検討 評価委員会 主査 
 日本原子力研究開発機構 安全研究委員会 専門委員 
 日本原子力研究開発機構 量子ビーム応用研究・評価委員会 委員 
 日本原子力研究開発機構 原子力基礎工学研究・評価委員会 委員 
 日本原子力研究開発機構 大学との研究協力実施委員会 分科会 委員 
 文部科学省 高速増殖炉サイクル実用化研究開発プロジェクトに係る評価委員会 委員 
 財団法人 原子力研究バックエンド推進センター 評議員 
 
飯尾 俊二 
 日本原子力開発機構 核融合研究委員会専門委員 

 
小林 能直 
 一般財団法人素形材センター素形材産業技術表彰委員会委員 
 文部科学省・高等学校職業教育教科書「材料製造技術」編集委員 
 
小澤 正基 
 科学技術振興機構：原子力システム研究開発領域主管(PO プログラムオフィサー) 
 科学技術振興機構：内閣府革新的研究開発推進プログラム ImPACT PM(プログラムマネージャ
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ー)補佐 
 
赤塚 洋 
 2008 年 11 月〜2013 年 7 月   大阪大学 レーザーエネルギー学研究センター 共同研究専

門委員会 委員 
 2010 年 2 月〜2012 年 3 月    大阪大学 レーザーエネルギー学研究センター 共同研究専

門委員会審査会 自由課題型申請課題審査会 主査 
 2011 年 12 月〜2013 年 11 月、2015 年 12 月〜2016 年 11 月    独立行政法人日本学術振

興会 科学研究費委員会 専門委員（第１段審査委員） 
 2012 年 6 月〜2013 年 3 月, 2014 年 10 月〜現在   防衛省 高出力レーザー技術の研究に関

する外部評価委員会委員 
 
筒井 広明 
 平成 20 年度、21 年度 日本学術振興会 科学研究費委員会 専門委員（核融合学） 
 平成 26 年度、27 年度 日本学術振興会 科学研究費委員会 専門委員（核融合学） 
 
松本 義久 
 文部科学省研究振興局学術調査官 平成 21 年 8 月〜23 年 7 月 
 日本学術振興会科学研究費審査委員 平成 22 年 12 月〜24 年 11 月、平成 25 年 12 月〜27

年 11 月 
 台東区放射線対策検討委員会専門委員 平成 23 年 7 月〜25 年 3 月 
 
塚原 剛彦 
 日本原子力開発機構 分析技術者育成検討会 委員 

 
木倉 宏成 
 国土交通省 「放射性物質等海上輸送技術顧問会」委員 

 原子力安全基盤機構 研究開発段階炉安全解析評価検討会委員 

 日本原子力研究開発機構 高速炉サイクル研究開発・評価委員会 評価委員 

 日本原子力研究開発機構 安全研究専門委員会委員 

 日本原子力研究開発機構 熱流動研究専門委員会委員 

 科学技術振興機構 原子力基盤基盤戦略研究イニシアティブ審査委員会委員 

 日本電気協会 原子力規格委員会 運転・保守分科会委員 

 原燃輸送株式会社 「IAEA 対策委員会」委員 

 原燃輸送株式会社 「IMO 対策委員会」委員 

 原子力安全技術センタ 「放射性物質等の航空輸送に関する調査委員会」委員 

 海上技術研究所 「大型放射性機器の IAEA 輸送規則改訂提案に向けた調査」検討委員会委員 

 電事連 「輸送・貯蔵技術基礎研究会」主査 
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相樂 洋 
 国立大学法人 京都大学 原子炉研究所共同利用研究委員会委員(2015 年 4 月~) 
 国立大学法人 京都大学 臨界集合体実験装置共同利用研究委員会委員(2015 年 4 月~) 
 国立研究法人 日本原子力研究開発機構 核不拡散政策研究委員会委員(2015 年 12 月~) 
 原子力人材育成ネットワーク「Japan-IAEA Joint 原子力エネルギーマネジメントスクール 2015」

実行委員会 委員(2015 年 2 月~6 月) 
 公益財団法人 日本国際問題研究所 核燃料サイクル研究会 委員 (2013 年 4 月~現在) 
 内閣府 福島第一原子力発電所事故に係る技術検討会 委員(2011 年 3 月~5 月) 
 
片渕 竜也 
 日本原子力研究開発機構 JENDL 委員会 核データ測定戦略検討 WG 専門委員 
 日本原子力研究開発機構 JENDL 委員会 JENDL 開発検討小委員会 専門委員 
 日本原子力研究開発機構 J-PARC 中性子課題審査部会 P6 基礎物理・核科学・装置開発・イメ

ージング分科会委員 
 日本原子力研究開発機構 J-PARC 利用申請課題審査委員会「分科会」委員 
 
近藤 正聡 
 財団法人レーザー技術総合研究所 レーザー核融合実験炉設計委員会委員 (2011/02-) 
 東京工業大学 革新的原子力研究センターGIF-LFR 専門委員会委員 (2011/04-) 
 文部科学省 学技術政策研究所科学技術動向研究センター調査員 (2014/04-) 
 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原型炉設計合同特別チーム 核融合原型炉シス

テム設計グループメンバー (2015/06-2016/03) 
 
6.2.2 学会・学術団体への参画 
井頭 政之 
 日本原子力学会 代議員 
 日本原子力学会 オープンスクール小委員会 委員長 
 日本原子力学会 広報情報委員会 委員 
 日本原子力学会 フェロー企画運営小委員会 委員 
 日本原子力学会 関東・甲越支部 支部長 
 
千葉 敏 
 日本原子力学会核データ部会部会長 
 日本原子力学会シグマ特別専門委員会 主査 
 
高橋 実 
 日本機械学会動力エネルギーシステム部門 運営委員 
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 日本機械学会動力エネルギーシステム部門 部門企画委員 
 日本機械学会 代表会員 
 日米本機械学会 第 22 回国際原子力工学国際会議(ICONE-22) Co-Chair   
 日米機械学会 第 23 回国際原子力工学国際会議(ICONE-23) Track Chair   
 日本原子力学会新型炉部会 運営委員 
 日米仏原子力学会 2017 年動力炉の進展に関する国際会議（ICAPP2017）組織委員会 
 
加藤 之貴 
 化学工学会 戦略企画センター 次世代エネルギー社会検討委員会 委員長 平成 24 年 6 月～

平成 26 年 4 月 
 化学工学会 エネルギー部会 部会長、平成 21 年 4 月～23 年 3 月 
 化学工学会 評議員（本部・部会）、平成 20 年 4 月～26 年 3 月  
 日本鉄鋼協会 環境・エネルギー工学部会 副部会長、平成 28 年 4 月～30 年 3 月  
 日本鉄鋼協会 炭素循環製鉄フォーラム、代表、平成 26 年 4 月 
 日本鉄鋼協会 炭素循環製鉄研究会、主査、平成 23 年 4 月～25 年 3 月 
 日本鉄鋼協会 スマート製鉄研究会、主査、平成 26 年 4 月～29 年 3 月 
 日本鉄鋼協会 代議員、平成 23 年～ 
 日本鉄鋼協会 環境・エネルギー工学部会 グリーンエネルギーフォーラム 座長、平成 21 年 4

月～23 年 3 月  
 日本鉄鋼協会 グリーンエネルギー製鉄研究会委員、平成 20 年 4 月～24 年 3 月  
 日本機械学会 産業・化学機械と安全部門 部門長、平成 28 年 4～29 年 3 月  
 日本機械学会 産業・化学機械と安全部門 運営委員、平成 17 年 4～29 年 3 月  
 日本機械学会 産業・化学機械と安全部門 代議員、平成 19 年 4～29 年 3 月  
 NEDO｢水素利用等先導研究開発事業／トータルシステム導入シナリオ調査研究｣シナリオ検

討・分析委員会委員、平成 26 年 4 月～29 年 3 月 
 
矢野 豊彦 
 日本原子力学会 編集委員会 論文誌編集長 
 日本原子力学会「セラミックス材料の先進原子力システムへの応用」研究専門委員会委員 
 日本原子力学会 関東甲越支部表彰委員会委員 
 日本セラミックス協会 理事、セラミックス協会誌編集長 
 日本学術振興会 第１２４委員会 委員長 
 東北大学金属材料研究所付属量子エネルギー材料科学国際研究センター共同利用委員会

委員 
 
小栗 慶之 
 日本原子力学会 企画委員会 委員 
 日本原子力学会 教育委員会 委員 
 日本原子力学会 加速器・ビーム科学部会 常任小委員会 委員 
 PIXE 研究協会 運営委員会 委員 
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竹下 健二 
 日本溶媒抽出学会 理事・副会長 

 同位体科学会 理事 

 環境放射能除染学会 評議員 

 日本原子力学会 「放射性廃棄物の分離変換」研究専門委員会 委員 

 日本原子力学会 「次世代再処理技術」研究専門委員会 委員 

 日本原子力学会 「核燃料サイクルの物質・放射線利用」研究専門委員会 委員（幹事） 

 日本原子力学会 「将来世代のための再処理技術」研究専門委員会 委員 

 Chalmers University of Technology (Sweden):  Scientific assessment of the applicants for an 

announced tenured position as associate professor in Nuclear Chemistry at the Department of 

Chemistry and Chemical Engineering 

 
小原 徹 
 日本原子力学会 理事（平成 27 年 6 月～） 
 日本原子力学会 編集委員会副委員長（平成 27 年 6 月～） 
 日本原子力学会 部会等運営委員会副委員長（平成 27 年 6 月～） 
 日本原子力学会 教育委員会委員（平成 27 年 6 月～） 
 日本原子力学会 支部協議会委員（平成 27 年 6 月～） 
 日本原子力学会 廃炉検討委員会（平成 27 年 6 月～） 
 日本原子力学会 炉物理部会副部会長 （平成 27 年 4 月～） 
 日本原子力学会 標準委員会委員 （平成 20 年 4 月～） 
 日本原子力学会 「原子力アゴラ」特別専門委員会委員 （平成 27 年 4 月～） 
 日本原子力学会 「高温ガス炉の安全設計方針」研究専門委員会 委員（平成 25 年 4 月～平

成 27 年 3 月） 
 
池田 泰久 
 日本原子力学会 再処理・リサイクル部会 参与 
 日本原子力学会 再処理・リサイクル部会 表彰委員長 
 核燃料サイクル施設シビアアクシデント研究ワーキンググループ 主査 
 日本原子力学会バックエンド部会 委員 
 日本原子力学会「福島第一原子力発電所事故により発生する放射性廃棄物の処理・処分」特

別専門委員会 委員 
 日本原子力学会「東京電力福島第一原子力発電所事故以降の低レベル放射性廃棄物処理処

分の在り方」 特別専門委員会 委員 
 除染情報プラザ派遣専門家メンバー 
 日本原子力学会「将来世代のための再処理技術」研究専門委員会 委員 
 日本原子力学会 異常事象解析チーム（チーム 110）解説担当者 
 トリウム燃料の利用に関するワーキンググループ 委員 
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飯尾 俊二 
 プラズマ・核融合学会 第 30 回年会現地委員会委員長 
 プラズマ・核融合学会、日本原子力学会 第 10 回核融合エネルギー連合講演会組織委員会

委員 
 

小林 能直 
 日本金属学会関東支部評議員 
 日本金属学会第 2 分科会幹事 
 日本学術振興会製鋼第 19 委員会反応プロセス研究会委員 
 日本学術振興会製鋼第 19 委員会凝固プロセス研究会委員 
 日本鉄鋼協会・「生石灰高速滓化によるスラグフォーメーション研究会」主査 
 日本鉄鋼協会高温プロセス部会運営委員 
 日本鉄鋼協会環境・高温プロセス部会・精錬フォーラム幹事委員 
 
赤塚 洋 
 電気学会 プラズマ技術委員会 幹事、2010 年 4 月〜2011 年 3 月 
 IEEE 日本カウンシル NPS05 (Nuclear and Plasma Sciences Society Japan Chapter) Treasurer 

(会計) 、2010 年 4 月〜2011 年 3 月  
 平成 23 年電気学会 A 部門大会実行委員会 委員、2010 年 12 月～2011 年 9 月  
 電気学会プラズマ技術委員会 副委員長、2011 年 4 月〜2012 年 3 月  
 IEEE 日本カ ウ ンシル  NPS05  (Nuclear and Plasma Sciences Society Japan Chapter) 

Vice-Chair (副委員長)、 2011 年 4 月〜2012 年 3 月 
 電気学会プラズマ技術委員会 委員長、2011 年 4 月〜2015 年 3 月  
 2011 年 Plasma Conference 2011 組織員会委員（電気学会代表）、主催 プラズマ・核融合学

会、Nov. 21-25 (2011) 金沢市、日本. 
 電気学会 電気推進ロケットエンジンの推進性能と内部プラズマ物理現象に関する調査専門委

員会 委員、2012 年 4 月〜2015 年 3 月  
 IEEE 日本カウンシル NPS05  (Nuclear and Plasma Sciences Society Japan Chapter)  Chair 

(委員長)、 2012 年 4 月〜2013 年 3 月  
 電気学会全国大会グループ委員会第１グループ 幹事、2012 年 7 月〜2014 年 6 月  
 ナノ学会 第１１回大会実行委員会委員、2013 年 6 月～  
 プラズマ・核融合学会 第３０回大会現地委員会委員、2013 年 12 月～  
 電気学会全国大会グループ委員会第１グループ委員長、2014 年 7 月〜2015 年 6 月 
 
筒井 広明 
 日本原子力学会 核融合工学部会 運営委員（平成 21 年～22 年、27 年～） 
 第 11 回核融合エネルギー連合講演会 プログラム委員（27 年～） 
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 電気学会 核融合炉用大電力設備技術調査専門委員会 委員（24 年～26 年） 
 電気学会 核融合炉プラント・制御技術調査専門委員会 委員（27 年～） 
 
鷹尾 康一朗 
 日本原子力学会 バックエンド部会 出版小委員会 副編集長 
 日本原子力学会 再処理・リサイクル部会 運営委員 
 
松本 義久 
 日本放射線影響学会評議員 22 年 1 月〜23 年 12 月、26 年 1 月〜現在（備考： 24 年 1 月〜

25 年 12 月は規定により被選挙権なし） 
 日本放射線影響学会幹事 22 年 1 月〜23 年 12 月（ホームページ担当）、26 年 1 月〜27 年 3

月（学会通信・ホームページ担当）（備考： 24 年 1 月〜25 年 12 月は規定により被選挙権なし） 
 一般財団法人 日本放射線影響学会理事 平成 27 年 4 月〜現在（学会通信・ホームページ担

当） 
 一般財団法人 日本放射線腫瘍学会 生物部会幹事 平成 26 年 8 月〜現在 
 京都大学放射線生物研究センター共同利用専門委員 平成 17 年 4 月〜19 年 3 月、平成 20

年 4 月〜平成 24 年３月、26 年 4 月〜28 年 3 月 
 京都大学放射線生物研究センター運営委員 平成 24 年 4 月〜26 年 3 月 
 日本アイソトープ協会主任者部会関東支部関東支部委員 平成 20 年 7 月〜平成 26 年 3 月 
 日本アイソトープ協会登録資格講習講師 平成 20 年 4 月〜現在（任期 29 年 3 月まで） 
 放射線生物研究 編集委員長 平成 22 年 11 月〜現在 
 Indian Society of Radiation Biology Foreign Member of Executive Council 平成23年〜平成25

年 
 環境放射能除染学会誌編集委員 平成 24 年 2 月〜現在 
 
林﨑 規託 
 日本原子力学会 加速器・ビーム科学部会 副部会長 

 
塚原 剛彦 
 日本原子力学会 部会等運営委員 
 日本原子力学会 編集委員 
 日本原子力学会 再処理・リサイクル部会運営委員 
 日本分析化学会 関東支部幹事 
 
吉田 克己 
 日本セラミックス協会 エンジニアリングセラミックス部会幹事（2009 年〜現在） 
 無機マテリアル学会 編集委員会委員（2011 年〜現在） 
 無機マテリアル学会 学術委員会委員（2011 年〜現在） 
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 無機マテリアル学会 学術委員会国際会議ワーキンググループ委員（2011 年〜2013 年） 
 無機マテリアル学会 ISIEM2013 実行特別委員会委員（2013 年〜2014 年） 
 Advisory committee member of 2nd Conference of The Serbian Ceramic Society（2013 年） 
 日本セラミックス協会年年会優秀ポスター発表賞選考委員（2010 年〜現在） 
 日本学術振興会先進セラミックス第 124 委員会 庶務幹事（2014 年〜現在） 
 無機マテリアル学会 ISIEM2017 ワーキンググループ委員（2015 年〜現在） 
 日本原子力学会 関東・甲越支部 表彰小委員会委員（2015 年〜現在） 
 Scientific Committee member of 3rd Conference of The Serbian Society for Ceramic Materials

（2015 年） 
 
木倉 宏成 
 日本原子力学会 標準委員会原子燃料サイクル専門部会輸送容器分科会 委員 

 日本原子力学会 原子燃料サイクル専門部会 委員 

 日本原子力学会 熱流動部会 熱水力安全評価基盤技術高度化検討 WG 委員 

 日本原子力学会 熱流動部会 シビアアクシデント評価研究専門委員会 委員 

 日本原子力学会 第 4 世代ナトリウム冷却高速炉の安全設計ガイドライン研究専門委員会 委員 

 日本原子力学会 関東甲越支部企画小委員会 委員 

 日本原子力学会 国際活動委員会 委員 

 日本原子力学会 原子炉熱流動・運転・安全に関する国際会議(NUTHOS)技術委員会委員 

 日本原子力学会 原子炉熱流動と安全に関する日韓会議(NTHAS)プログラム委員 

 日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 国際企画委員会 委員 

 日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 ICONE 組織委員会 幹事 

 日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 ICONE 技術委員会 委員 

 日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 学会賞委員会 委員 

 日本機械学会 RC263 複雑流動現象の解析技術とその実用化に関する研究分科会委員 

 日本機械学会 核燃料物質輸送に関する国際会議(PATRAM)委員会 幹事 

 日本機械学会 東日本大震災調査・提言分科会：エネルギーインフラの諸問題 WG5 委員 

 日本混相流学会 評議委員 

 日本混相流学会 混相流計測技術国際シンポジウム委員会 委員 

 日本混相流学会 研究企画委員会「機能性流体のマルチスケール流動とシステム化」 委員 

 日本混相流学会 研究企画委員会「光・超音波による流速分布の計測」 委員 

 日本伝熱学会 福島事故対応特別委員会 委員 

 可視化情報学会 理事(総務担当) 

 可視化情報学会 UVP 研究会 主査 

 日本実験力学会 流体機能化分科会 幹事 

 磁性流体研究連絡会 運営委員 

 
相樂 洋 
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 核物質管理学会日本支部 プログラム委員会 委員(2013 年 4 月～現在) 
 日本原子力学会 核不拡散連絡会 幹事(2015 年 4 月～現在) 
 日本原子力学会 安全対策高度化技術検討特別専門委員会 委員(2015 年 1 月～3 月) 
 日本原子力学会 教育委員会 委員 (2014 年 4 月~現在) 
 
片渕 竜也 
 日本原子力学会 核データ部会 運営委員 
 日本原子力学会 プログラム編成委員 
 
西山 潤 
 日本原子力学会 企画委員(平成 25-27) 

 日本原子力学会 原子力青年ネットワーク連絡会 会長 (平成 25-27) 

 
近藤 正聡 
 プラズマ核融合学会 プラズマ核融合学会誌編集委員 (炉工学分野)  

 プラズマ核融合学会 プラズマ核融合学会誌編集主査 (炉工学分野)  

 日本原子力学会 材料部会庶務幹事  

 日本原子力学会 プログラム編集委員（核融合炉工学分野） 

 日本原子力学会 倫理委員会委員  

 日本原子力学会 核融合工学部会広報委員  

 プラズマ核融合学会 男女共同参画委員会委員  

 核融合炉工学技術に関する国際シンポジウム 第 13 回 Local organizing committee (LOC)  

 プラズマ核融合学会 広報委員会 Wikipedia ワーキンググループ幹事  

 日本保全学会「核融合中性子の高度利用による消滅処理検討委員会(自主的分科会)」 委員  

 
島田 幹男 
 日本放射線影響学会キャリアパス・男女共同参画委員 
 若手放射線生物研究会運営委員 
 

 
6.2.3 教員が組織委員会幹事等で中心的に開催した国際会議 
千葉 敏 
 The Fifth International Workshop on Compound Nuclear Reactions and Related Topics 

(CNR*15), 19-23 Oct. 2015, Tokyo, Japan, Chair. 
 
高橋 実 
 “Seminar: Activities for Lead-cooled Fast Reactors (LFR) in Generation IV International Forum 

(GIF)”, Tamachi Campus, Tokyo Institute of Technology, Tokyo. November 9, 2012  
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加藤 之貴 
 Chair, The Fourth International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems – Nuclear 

Science and Technology for Future – (INES-4), 6 – 8 November, 2013, Tokyo Tech, Tokyo, Japan 
 Chair, International Conference on Smart Carbon Saving and Recycling for Ironmaking（ICSRI）, 

2 -4 October, 2013, Hayama, Japan. 
 International Scientific Committee Member, International Symposium on Innovative Materials 

for Processes in Energy Systems 2013 (IMPRES2013), 4-6 September, 2013, Fukuoka. 
 Organizing Committee, Massive Energy Storage for the Broader Use of Renewable Energy 

Sources, 23-26 June, 2013, California, USA. 
 International Scientific Committee of Innostock 2012, The 12th International Conference on 

Energy Storage, 15-18 May, 2012, Lleida, Spain. 
 International Scientific Committee Member, International Symposium on Innovative Materials 

for Processes in Energy Systems 2013 (IMPRES2013), 4-6 September, 2013. 
 Organizing Committee, Massive Energy Storage for the Broader Use of Renewable Energy 

Sources, 23-26 June, 2013. 
 
矢野 豊彦 
 The 5th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-5), 9-12 Dec. 2013, Wuhan, 

China, Organizing Committee 
 The 4th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-4), 14-18 Nov. 2010, Osaka, 

Japan, Organizing Committee 
 
竹下 健二 
 Organizing Committee, The 12th Japan / Korea International Symposium on Resources Recycling and 

Materials Science April, 2013, Daejeon, Korea 

 Organizing Committee, The 13th Japan / Korea International Symposium on Resources Recycling and 

Materials Science October, 2013, Kyoto, Japan. 

 Scientific Committee, The 9th International Conference on Processes in Isotopes and Molecules (PIM 

2013), September 2013, Cluj-Napoca, Romania 

 Scientific Committee, The 8th International Conference on Processes in Isotopes and Molecules (PIM 

2011) , September 2011, Cluj-Napoca, Romania 

 Organizing Committee 2nd China-Japan Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle (ASNFC2013), 

November, Shanghai, China 

 Organizing Committee 3nd China-Japan Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle (ASNFC2015), 

December, Tokyo Japan  

 
池田 泰久 
 International Conference Global 2005 Technical Program Committee 
 The International Conference on the Chemistry and Migration Behavior of Actinides and Fission 

Products in the Geosphere, Migration 2009, 2011, 2013 の International Scientific Committee 
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小澤 正基 

 General Chair (co-chair Yuezhou Wei, Shanghai Jiao Tong University), The 1st China-Japan 
Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle (ASNFC2011), Nov.30-Dec.3 2011, Shanghai, 
China 

 General Chair (co-chair Yuezhou Wei, Shanghai Jiao Tong University), The 2nd China-Japan 
Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle, (ASNFC2013), Nov.27- 30 2013, Shanghai, 
China 

 Organizers-in-chief Actinides, Rare Earths 2016 in Sapporo, Japan, June 5-10 
 General Chair (co-chair Yuezhou Wei, Shanghai Jiao Tong University), The 3rd Japan-China 

Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle, (ASNFC2013), Dec.2-5, 2015, Tokyo, Japan. 
 
赤塚 洋 
 The Japan – Thailand – Lao P.D.R. Joint Friendship International Conference on Applied 

Electrical and Mechanical Engineering 2011 (JTLAEME ’11), a member of steering committee, 
September 21-23, (2011), Grand Paradise Hotel, Nongkhai, Thailand. 

 The 4th International Workshop on Plasma Scientech for All Something (Plasas-4), Oct. 8 – 10, 
(2011), Co-Chair of Organizing Committee, 主催 Institute of Process Engineering, Chinese 
Academy of Sciences, 北京、中華人民共和国 (2011). 

 The Seventh Asia-Pacific International Symposium on the Basic and Application of Plasma 
Technology (APSPT-7), Vice-Chair of Japan Executive Committee, 主催 台湾プラズマ学会, 
Apr. 15 – 17 (2012), 台北医科大学、台北市、台湾. 

 The 5th International Workshop on Plasma Scientech for All Something (Plasas-5), Jun. 21 – 22, 
(2013), Chair of Organizing Committee, 主催 PLASAS-5 実行委員会, 東京、日本 (2013). 

 The Eighth Asia-Pacific International Symposium on the Basic and Application of Plasma 
Technology (APSPT-8), Committee Member of International Organizing Committee, 主催 台湾

国立交通大学および台湾プラズマ学会, Dec. 20 – 22 (2013), 国立交通大学、新竹市、台湾 
 The 1st Asian Conference on Electrical Installation & Applied Technology (ACEIAT) and the 3nd 

Japan-Thailand Friendship International Workshop on Science, Technology & Education (JTSTE), 
Aug. 28 – 29 (2014), International Steering Committee, Chiangmai Phucome Hotel ,Chiangmai, 
Thailand. 

 
吉田 克己 
 2nd International Symposium on Inorganic and Environmental Materials (ISIEM2013), Oct.27-31, 

2013, Rennes, France, Executive committee member 
 
相樂 洋 
 原子力平和利用と核不拡散・核セキュリティに係る国際フォーラム, 9-10 Feb., 2016, 原子炉工
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学研究所付属原子力国際共同研究センター 共催 
 原子力平和利用と核不拡散・核セキュリティに係る国際フォーラム, 4 Dec., 2014, 原子炉工学

研究所付属原子力国際共同研究センター 共催 
 The 3rd Japan-China Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle(ASNFC2015), 2-5 December, 

2015, Local Committee 
 The 5th International Workshop on Compound-Nuclear Reactions and Related Topics(CNR*15), 

19-25 October, 2015, Local Committee 
 
6.2.4 国際的な研究プロジェクトへの参画 
 
井頭 政之 
 スイス・欧州原子核研究機構（CERN）： 

スイス・欧州原子核研究機構（CERN）に設置されている n_TOF 施設を用いて中性子核反応断

面積測定に関する共同研究を実施している。共同研究参画者は欧米を中心に約 120 名である。

関係研究者名（所内）：井頭政之、片渕竜也 
 
加藤 之貴 
 国際エネルギー機関（IEA）： 

エネルギー貯蔵実施協定（ECES）Annex 25“Surplus Heat Management using Advanced TES for 
CO2 mitigation”に日本代表の専門委員として参画し、蓄熱技術開発を国際的に検討した。関

係研究者名（所内）：加藤之貴 
 
竹下 健二 
 アメリカ合衆国・米国研（オークリッジ、アイダホ）： 

研究プロジェクトの概要（100 文字、50 word 以下）：日米民生原子力研究開発協力の作業部会

(CNWG: Civil. Nuclear R&D Working Group) の枠で JAEA と米国立研究所の共同研究。研究内

容は”DEVELOPMENT OF NEW EXTRACTANTS AND SYSTEMS FOR THE PARTITIONING 

OF RADIOACTIVE AND NOBLE METALS IN HIGH LEVEL RADIOACTIVE WASTES” 

関係研究者名（所内）：竹下 健二（JAEA 客員研究員として参画） 

 
小原 徹 
 第 4 世代原子炉国際フォーラム（ＥＵ，ロシア、米国、中国、韓国）： 

研究プロジェクトの概要（100 文字、50 word 以下）：第 4 世代原子炉国際フォーラム(Gen IV)におい

て、次世代の原子炉、特に鉛または鉛・ビスマス冷却高速炉のシステム概念検討・安全基準策定等

を行い、国際協力により本原子炉の実現に向けた活動を行っている。関係研究者名（所内）：小原 

徹、矢野豊彦、高橋実 
 
小林 能直 
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 This collaborative activity on the research exchange between Dalian University of Technology 
(DUT) and Tokyo Tech commenced in 2008 in conjunction with education activity by dispatched 
faculty from Tokyo Tech and overseas students from DUT. The energy materials for photovoltaic 
power plant and many functional metals are the targets of this mutual research project. 関係研究

者名（所内）：小林 能直 
 
赤塚 洋 
 「希土類フッ化物の微視的構造解析研究〜乾式再処理の基礎」： 

射光 EXAFS 実験および分子動力学法数値シミュレーションにより、フッ化物溶融塩の微視的構

造解析の研究に日仏共同で取り組んでいる。係研究者名（所内）：赤塚洋、松浦治明（2015 年 4
月に東京都市大に転出） 

 
松本 義久 
 スウェーデン・カロリンスカ研究所：  

ollaborated with Prof. Qiang Pan-Hammerstrom and colleagues. Found an essential role of 
DNA-dependent protein kinase in the class switch recombination in immune systems. This work 
was published in Journal of Immunology. Qiang Pan-Hammerstrom 教授のグループとの共同研

究で、免疫系組織でのクラススイッチ組換えにおいて DNA 依存性プロテインキナーゼが重要な

役割を担うことを見出した。成果は Journal of Immunology に掲載された。関係研究者名（所

内）：松本 義久 
 米国・M.D.Anderson がん研究センター： 

Collaborated with Dr. Jae-Il Park and colleagues. Found the involvement of DNA ligase IV in the 
Wnt-signal mediated radioresistance in cancer. This work is accepted for publication in Nature 
Communications. Jae-Il Park 博士との共同研究で、がんにおける Wnt シグナル増強による放射

線抵抗性獲得に DNA ligase IV が関与していることを見出した。成果は Nature Communications
に掲載が決定した。関係研究者名（所内）：松本 義久 

 
木倉 宏成 
 英国・ブリストル大学：  

超音波探傷法と流速分布計測法を応用した開口合成ベクトルマップ法を開発し、搬送ロボットの自

己位置同定技術と組合わせて、燃料デブリ性状把握と炉内冷却水漏洩箇所特定が可能な新しい超

音波計測技術を開発する。関係研究者名（所内）：木倉宏成 

 
近藤 康太郎 
 アメリカ合衆国・Brookhaven National Laboratory (BNL)： 

加速器の最上流に位置するイオン源の性能向上はシステム全体の高度化において，必要不可

欠である．その性能向上すなわち大電流・低エミッタンスを実現するレーザーイオン源の開発研

究に BNL と共同で取組んでいる．関係研究者名（所内）：  
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片渕 竜也 
 CERN/n_TOF プロジェクト： 

CERN に建設した核破砕中性子源を用いて中性子核反応データの測定を行う。関係研究者名

（所内）：片渕 竜也、井頭政之 
 
近藤 正聡   
 国際原子力機関(IAEA)：  

The Coordinated Research Project on Pathways to Energy from Inertial Fusion: Materials beyond 

Ignition. 関係研究者名（所内）：近藤 正聡 

 
6.2.5 国際的学術誌の編集長、編集委員 
千葉 敏 
 Progress in Nuclear Energy, Vol. 85, managing editor 
 Energy Procedia, Vo. 71, managing editor 
 
高橋 実  
 日本機械学会 JSME ジャーナル特集号企画 Associate Editor 
 Progress in Nuclear Energy（INES-3 特集号） Guest Editor 
 Progress in Nuclear Energy（INES-4 特集号） Guest Editor 
 
加藤 之貴 
 Special Editor, SPECIAL ISSUE ON EMERGING TECHNOLOGIES FOR THE 

IRONMAKING PROCESS BASED ON AN ACTIVE CARBON RECYCLING ENERGY 
SYSTEM, ISIJ International, 55(2), (2015)  

 Editor-in-Chief, Energy Technology Roadmap of Japan-Future Energy Systems Based on 
Feasible Technologies Beyond 2030-, Springer, Japan (2016) 

 
矢野 豊彦 
 Journal of Nuclear Science and Technology 編集長 
 
小原 徹 
 Journal of Nuclear Science and Technology （編集委員会 副委員長、平成 27 年 6 月～） 
 
小林 能直 
 日本鉄鋼協会論文誌編集委員会専門委員 
 Metals and Materials International (MMI) 編集委員 
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小澤 正基 

 Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry, Editor, 2009～present. 
 Journal of Electroanalytical Chemistry, Editor, 2013/05/31～present,  
 Journal of Chromatography A, Editor, 2013/07/05～present 
 Journal of Energy and Power Engineering, David Publishing Company, Editor, ～present. 
 
赤塚 洋 
 2010年 12 月～2018 年11月 プラズマ・核融合学会英文誌 PFR (Plasma and Fusion Research) 

誌 常務エディター 
 2015 年 12 月〜2017 年 3 月 米国電気学会 IEEE Transactions on Plasma Science 誌 ゲスト

エディター 
 
松本 義久 
 Journal of Radiation Research, Managing Editor 2006 年〜現在 
 
塚原 剛彦 
 Journal of Nuclear Science and Technology 編集委員 

 
吉田 克己 
 Editorial board member of Journal of Ceramics（2012 年〜現在） 
 
木倉 宏成 
 International Journal of Nuclear Energy: Editor board 

 Progress in Nuclear Energy: Editor board 

 Vietnam Journal of Mechanics: Editor board 

 
相樂 洋 
 Progress in Nuclear Energy, 編集委員 (2014 年 12 月~2015 年 4 月) 
 
澤田 哲生 
 日本原子力学会誌—論文誌（第７分野—編集主査） 
 日本原子力学会—月刊誌 ATOMOS（編集員主査） 
 International Journal: Atoms for Peace (編集委員) 
 International Journal of Nuclear Knowledge Management (編集委員) 
 International Journal of Nuclear Governance, Economy and Ecology (編集委員) 
 
片渕 竜也 
 Journal of Nuclear Science and Technology 編集委員 
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7 国際・広報活動 
7.1 国際会議開催 

(1) The Fourth International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems (INES-4) 
- Innovative Nuclear Science and Technology Post Fukushima- 「第 4 回革新的原子力エネルギ

ーシステム国際シンポジウム（INES-4）- Post Fukushima のための革新的原子力科学技術-」 
 

国際会議 INES-4 (2013 年 11 月 6 日～8 日、東京工業大学）は参加者数は 173 名（うち学生 64 名）

で開催された。本会議は東京工業大学 21 世紀 COE「世界の持続的発展を支える原子力」により創

設され INES-1（2004、新宿）、INES-2 （2006、横浜）が行われ、COE 終了後、革新的原子力研究セ

ンターおよび原子炉工学研究所により INES-3 （2010、東工大）、そして今回の開催に至った。今回

は 2011 年 3 月の東京電力福島第 1 原子力発電所の事故を受けて、「Post Fukushima のための革新

的原子力科学技術」をテーマに開催された。国別では中国 2、ドイツ 3、インド 1、インドネシア 3、日

本 149、ロシア 1、韓国２、タイ 1、米国 11 でした。また、発表件数は 119 件（キーノート講演 4 件、口

頭発表 97 件、ポスター発表 18 件）と、前回の INES-3（148 人、90 件）より多くの発表が行われ大変

充実した会議となった。本会議の論文は Progress in Nuclear Energy, 82 (2015) [1], で 35 報、Energy 
Procedia, 71 (2015) [2]、で 43 報、計 78 報が特集号の中で出版された。 
INES-5(Subtitlte –New Stage of Innovative Nuclear Science and Technology–) が 2016 年 10 月 31
日～11 月 2 日で、東工大にて開催計画されている。 
 
[1] Progress in Nuclear Energy 
Volume 82, Pages 1-196 (July 2015)  
Selected Papers from the Fourth International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems, 
INES-4 - Innovative Nuclear Science and Technology Post Fukushima - held at Ookayama campus of 
Tokyo Institute of Technology 
Edited by Satoshi Chiba, Chi-young Han, Yoshihisa Matsumoto, Yoshiyuki Oguri, Junichi Ryu, 
Hiroshi Sagara, Tatsuya Suzuki, Minoru Takahashi, Naoyuki Takaki, Tadashi Yoshida, Noriko 
Asanuma, Noriyosu Hayashizaki and Hiroshige Kikura 
[2] Energy Procedia 
Volume 71, Pages 1-376 (May 2015)  
The Fourth International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems, INES-4 
Edited by Satoshi Chiba, Chi-young Han, Hiroshi Sagara, Tatsuya Suzuki, Tadashi Yoshida, Yoshiyuki 
Oguri, Junichi Ryu, Minoru Takahashi, Yoshihisa Matsumoto, Noriko Asanuma, Noriyosu 
Hayashizaki, Hiroshige Kikura and Naoyuki Takaki 

 
INES-4 会議概要 

日 時:  平成 25 年 11 月 6 日（水）～8 日（金） 
会 場:  東京工業大学 大岡山キャンパス  （W9 ディジタルホール、コレボレーションル
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ーム、北 1-1 階会議室、環境エネルギー棟 1F） 
会議 URL:  http://www.crines.titech.ac.jp/ines4/ 
主 催:  INES-4 シンポジウム組織委員会、東京工業大学 革新的原子力研究センター

（CRINES）、原子炉工学研究所(RLNR) 
後 援:  MIT Center for Advanced Nuclear Energy Systems (MIT-CANES) 
 Atomic Energy Society of Japan 
 Japan Atomic Energy Agency 
 Central Research Inst. of Electric Power Industry 
 The Chemical Society of Japan 
 Japan Society of Energy and Resources 
 Div. Energy Eng. of Soc. Chem. Eng. Japan 
 Div. Environ., Energy and Soc. Eng. of Iron Steel Inst. Japan 
 IEEE-NPS05 
 Japan Society of Nuclear and Radiochemical Sciences 
 Academy for Co-creative Education of Environment and Energy Science (ACEEES), 

Tokyo Tech 
トピックス:  1. 革新的原子炉 

 2. 革新的原子力エネルギーシステム 

 3. 革新的変換・分離・サイクルシステム 

 4. 原子力安全・核不拡散技術 

 5. 核物理・中性子利用 

 6. 加速器・プラズマ利用  

 7. 革新的原子力エネルギーシステムのための材料 

 8. 原子炉熱流動 

 9. 放射線生物影響と医療応用 

 



- 215 - 
 

 
資料 1  INES-4 参加者 

 
 

資料 2 INES-4 開催スケジュール 

 
  

Date

Venue Room A
(Digital hall)

Room B
(Collabo)

Room C
 (RLNR 1F)

Room A
(Digital hall)

Room B
(Collabo)

Room C
 (RLNR 1F)

Room A
(Digital hall)

Room B
(Collabo)

Room C
 (RLNR 1F)

Room D
(IEE 1F)

C 32
Biological Effects and
Medical A pplications

of Radiation

Poster Removing

Poster Award
and Closing

PL-4
Plenary Session

Golay

Coffee Break (30 min)

Poster Short
Presentation

Session/
AESJ&INES-4

Poster Short
Presentation

Session/
AESJ&INES-4

Odd Number's Poster Session, Lunch (Room D)

C31
Application of
Accelerators

B32
Innov ativ e Nuclear
Energy  Utilization

Sy stem-II

B13
Advanced Fuel

Cycles-II

A22
ADS and High
Temperature
Gas-cooled
Reactors

B22
 Nuclear

Fundamentals-
Experiment

C22
Heat Transfer

and
Hydraulics-II

A23
Nuclear

Transmutation
Technology

B23
SiC as Nuclear

Material,
Oxidation of

Structure

C23
Heat Transfer

and
Hydraulics-III

C13
Nuclear
Safety,

Security and
Social Issues

17:00

19:00

15:00

16:00

Reception Party, The Prince Park Tower Tokyo
(40 min from Tokyo Tech)

6, November, 2013 (Wed) 7, November, 2013 (Thur)

18:00

12:00

Opening
Ceremony

13:00
Lunch (Room D)

Coffee break (30 min)

9:00

10:00

14:00

Registration (W9  Lobby)

8:00

11:00

PL-1
P lenary  Session

Kashiwagi

A13
Sustainable

Burning
Reactors and
Innovative
Concept

　Group Photo and Coffee Break (30 min)

Registration (W9  Lobby)

8, November, 2013 (Fri)

Registration (W9  Lobby), Poster Setting (Room D)

A31
Heavy Metal
Technology

B31
Innovative

Nuclear Energy
Utilization
System-I

PL-2
Plenary
Session

Coffee Break (30 min)

A21
Heavy and
Light Water

Reactors

PL-3
Plenary Session

Kato

A32
Fuel Material
and Cladding

B21
Codes for
Innovative

Nuclear
System

Development

C21
Heat Transfer

and
Hydraulics-I

 Evaluation
Meeting

(Committee
Members only)

Even Number's Poster Session, Lunch (Room D)

Lunch (Room D)

Coffee break (30 min)

A11
Heavy Metal

Cooled
Reactors

B11
Advanced Fuel

Cycles-I

C11
Nuclear
Reactor
Safety-I

A12
 Molten Salt
and Thorium

Fuel Reactors

B12
Nuclear

Fundamentals-
Theory

C12
Nuclear
Reactor
Safety-II
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資料 3 INES-4 開催案内 

 
Second ANNOUNCEMENT 

The Fourth International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems, INES-4 
–Innovative Nuclear Science and Technology Post Fukushima– 

 
 
Date:   
6 – 8 November, 2013 
 
Venue:  
Ookayama Campus, Tokyo Institute of 
Technology (Tokyo Tech) 
2-12-1, Ookayama, Meguro-ku, Tokyo 152-8550, 
Japan, URL: http://www.titech.ac.jp/ 
 
Web URL:  
http://www.crines.titech.ac.jp/ines4/ 
 
Organizers:  
Organizing Committee of INES-4, Center for 
Research into Innovative Nuclear Energy 
Systems (CRINES), Research Laboratory for 
Nuclear Reactors (RLNR), Tokyo Tech 
 
Supporters:  
MIT Center for Advanced Nuclear Energy 
Systems (MIT-CANES), Atomic Energy Society 
of Japan, Japan Atomic Energy Agency, Central 
Research Inst. of Electric Power Industry, The 
Chemical Society of Japan, Japan Society of 
Energy and Resources, Div. Energy Eng. of Soc. 
Chem. Eng. Japan, Div. Energy Env. of Iron 
Steel Inst. Japan, IEEE-NPS05, Japan Society of 
Nuclear and Radiochemical Sciences, Academy 
for Co-creative Education of Environment and 
Energy Science (ACEEES), Tokyo Tech   
 
Scope:  
The 4th COE-INES International Symposium on 
Innovative Nuclear Energy Systems, INES-4, 
aims at discussing the latest research activities 
relevant to the development of innovative 
nuclear science and technology within a broad 

perspective. The goal is to develop flexible 
approaches to establishing of energy security in 
the wake of the Fukushima accident. The 
symposium is organized by the Center for 
Research into Innovative Nuclear Reactors, 
CRINES, which was established after 
successfully completion of the COE-INES 
program, and RLNR, Tokyo Tech. The 
symposium is held in succession to INES-1 at 
Shinjuku, Tokyo in 2004, INES-2 at Yokohama 
in 2006, and INES-3 at Tokyo Tech in 2010. 
 
Conference Committees: 
General Chair: 
Toyohiko Yano (Director, CRINES and RLNR, 
Tokyo Tech) 
 
Chair Emeritus: 
Hiroshi Sekimoto (UCB, Professor Emeritus of 
Tokyo Tech) 
  
Chair: 
Yukitaka Kato (CRINES, Tokyo Tech) 
 
Organizing Committee Members: 
Kenji Arai, Toshiba / Hidekatzu Asano, RWMC / 
Koji Fujimura, Hitachi / Mutsuko Hatano, 
ACEES, Tokyo Tech / Ryutaro Hino, JAEA / 
Kazuhiko Kishioka, JAPC / Tadafumi Koyama, 
CRIEPI / Kazuaki Matsui, IAE / Yoshihiro 
Okuno, DES, Tokyo Tech / Katsusuke Shimizu, 
MHI / Tatsuya Suzuki, Nagaoka Univ. Tech. / 
Naoyuki Takaki, Tokyo City Univ. / Masatoshi 
Yamasaki, NFI / Shigeo Yoshida, Tokai Univ. / 
Satoshi Chiba, Toru Obara, Takehiko Tsukahara; 
CRINES, Tokyo Tech  
 
Technical Program Committee:  

http://www.crines.titech.ac.jp/ines4/
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Toru Obara, Tokyo Tech (Chair) 
Takehiko Tsukahara, Tokyo Tech (Vice Chair) 
 
Editorial Board for Special Issue:  
Satoshi Chiba, Tokyo Tech (Editor-in-Chief) 
International Scientific Committee Members: 
Samuel A. Apikyan, NATSP / Vadimir Artisiuk, 
CICET / Nam Zing Cho, KAIST / Suren Davaa, 
NUM / Robin Forrest, IAEA / Tokio Fukahori, 
JAEA / Andrey Yu. Gagarinski, Kurchatov 
Institute / Ehud Greenspan, UCB / Ingmar 
Grenthe, KTH / Andrey Gulevich, IPPE / Il 
Soon Hwang, NUS / Toshihiko Kawano, LANL 
/ Mujid Kazimi, MIT / Edward Kryuchikov, 
MEPhI / Kazuhiko Kunitomi, JAEA / Ning Li, 
Xiamen Univ. / Werner Maschek, IKET / 
Massimo Salvatores, CEA / Farhang Sefidvash, 
EPN / Yoichiro Shimazu, Univ. of Fukui / Zaki 
Su’ud, ITB / Toshikazu Takeda, Univ. of Fukui / 
Georgy I. Toshinsky, IPPE / Yukinobu Watanabe, 
Kyushu Univ.  
 
Topics: 
1. Innovative nuclear reactors 
2. Innovative nuclear energy utilization systems 
3. Innovative separation, transmutation and fuel 
cycles 
4. Nuclear safety, security and nonproliferation 
5. Nuclear fundamentals and neutron utilization 
6. Innovative application of accelerators and 
plasmas 
7. Materials for innovative nuclear energy 
systems 
8. Heat transfer and hydraulics for innovative 
nuclear energy systems 
9. Biological effects and medical applications of 
radiation  
 
Call for Paper:  
Participants who wish to present in the 
conference are invited to submit a one page 
abstract in English. At least on author is required 
to register for the symposium and present his or 
her paper. Please refer the symposium web-page, 
http://www.crines.titech.ac.jp/ines4/ for the 
submission of it. Abstract should be submitted 
by  14 May, 2013 via the web-page. The oral 
presenters will be selected from the abstracts. 
Poster presentation will be offered to other 
abstract submitters. All abstracts of oral and 
poster presentations will be published in a media. 
One of the authors of each presentation is 
required the registration of the symposium. 

Strict peer review of submitted papers will be 
carried out, and selected high-quality papers will 
be published in a special issue of Progress in 
Nuclear Energy (PNE). Other papers which 
satisfy publication criteria will be published in a 
special issue and as an online journal of Energy 
Procedia (EP). Registration fee includes the 
publication fee and printed special issues of PNE 
and EP. 
 
Registration: 
Online registration will start from 15 May, 2013.  
The registration fee includes full participation to 
all of academic presentations, a copy of abstracts 
and INES-4 special issue of the Journals, and 
coffee break. The online registration accepts 
only credit card payment. The onsite registration 
is only payable by cash, please. 
 

Table Registration fees for INES-4 

 
 
 

Early-bird 
rate 

(Paid on or 
before 15 

July, 2013) 

Standard 
rate 

(Paid on or 
before 31 

Oct., 2013) 

Onsite rate 
 

(Paid after 
31 Oct. 
2013) 

Regular 50,000 JPY 60,000 JPY 70,000 JPY 
Student   

presenter 20,000 JPY 25,000 JPY 30,000 JPY 

Student 
observer* Free 5,000JPY 

Reception party on 7 Nov.   10,000 JPY 
*) without presentation, without proceedings 
Cancellation policy: The cancellations must be 
received on or before 15 July, 2013. In this case, 
registration fees will be refunded after deducting 
the cancellation fee (10,000 JPY). No refunds 
will be made for any cancellation after that date.  
 
Important dates:  
Abstract submission deadline   14 May, 
2013 
                             (Extended) 
Notification abstracts acceptance 31 May, 2013 
Early registration deadline 15 July, 2013 
Submission of full papers for proceedings 
 31 October, 2013 
Symposium 6 – 8 November, 2013 
 
Contact:  
Yukitaka Kato, Chair, INES-4 
CRINES, Tokyo Institute of Technology 
2-12-1-N1-22, Ookayama, Meguro-ku, Tokyo 
152-8550, Japan  



218 
 

Phone/Fax: +81 3 5734 2967  E-mail: ines4@crines.titech.ac.jp 
(2)  The 3rd Japan-China Academic Symposium on Nuclear Fuel Cycle（ASNFC 2015)第 3 回日中大学

間核燃料サイクル学術討論会  
 
開催日時： 2015 年 12 月 2 日（水）～ 5 日（土）  
開催場所： 東京工業大学大岡山キャンパス 西 9 号館デジタル多目的ホール  
概要： 核燃料サイクルの基礎科学に纏わる以下の主要課題について日中大学間で徹底

討論を行うとともに、当該分野の学術交流並びに若手研究者を中心とした人材の育成及び

交流を図った。 
トピックス： 

1. アクチニド、核分裂生成物の基礎化学 
2. 核燃料サイクルにおける核・放射化学 
3. 先進再処理・分離工学（湿式・乾式） 
4. f 元素の分離化学 
5. 先端分離科学（ナノ材料、イオン液体、他） 
6. 核種・元素変換・元素創成・利用 
7. 廃棄物処理・廃炉・安全 
8. 燃料サイクル・システム（熱流動、エネルギー利用、その他） 
9. 燃料サイクル関連教育 

  

mailto:ines4@crines.titech.ac.jp
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7.2 公開行事 
(1)  研究交流･発表会 
大学改革が進む中で、研究所の研究拠点化を進めるため、原子炉工学研究所 共同利用・共同研

究を平成 26 年度より推進している。平成 27 年度研究交流･発表会で研究成果が発表されている（資

料 1）。あわせて最新の原子力関連の講演会を行われている。本会は公開で、研究所の研究活動の

広報の場となっている。今後も継続の予定である。 
 

資料1 平成27年度研究交流･発表会 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

平成27年度東京工業大学原子炉工学研究所研究交流･発表会プログラム 
www.nr.titech.ac.jp/atom2015  

日 時：平成27年6月3日（水）13:30より 
会 場：大岡山北3号館1階多目的ホール 
プログラム：  
司会 企画委員長 小栗慶之  

13:30~13:40 開会挨拶，及び原子炉工学研究所の近況所長 矢野豊彦 
13:40~14:20 原子炉工学研究所のミッション研究 

13:40~14:00 「東電福島第一原発事故の終息に向けた先進的廃棄物処理･減容技術」物質工学

部門教授 竹下健二 

14:00~14:20 「エネルギー･資源･環境問題の解決に資する革新的原子力システム」物質工学部

門教授 小原 徹  

14:30~15:30 招待講演：平成26年度共同利用･共同研究のトピックス 

14:30~15:00 「DNA修復の分子メカニズムに基づく放射線感受性･癌罹患性予測の展望」札幌医

科大学医学部放射線医学講座講師 染谷正則 

15:00~15:30 「制御棒吸収材料Bの照射後試験」日本原子力研究開発機構大洗研究開発センタ

ー福島燃料材料試験部材料試験課研究員井上利彦B
4
C 

15:45~16:50 ポスターセッション：その他の平成 26 年度共同利用･共同研究課題，及び原子炉工

学研究所各研究室の研究活動(ポスターサイズ：A0 判縦長) 
16:50-17:00  閉会挨拶副所長 小栗慶之 
17:15~19:00 情報交換会（同会場，大岡山北 3 号館 1 階多目的ホール） 

司会 原子炉工学研究所 准教授 林﨑規託 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
(2) 研究所公開・原子力オープンスクール 
毎年の東京工業大学学園祭（工大祭）に合わせて研究所の公開を行っている。原子力オープンスク

ールを毎年開催し市民への原子力、放射線理解の場を提供している。原子力オープンスクールは
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原子力学会の支援を受けて開催を行っている。研究所公開は原子核工学専攻院生会が主体的に

企画・運営し、この企画を教員が支援している。会場では原子炉モデル展示、各研究室の研究活動

ポスターが展示されている。学生のガイドによる所内研究施設ツアーが好評である。また、原子核工

学専攻学生が COE プログラムの一環で開発した原子炉物理の原理が判るコンピューターゲームも

人気を得ている。さらに、原子力分野で活躍される女性で組織された WEN（ウエン；ウイメンズ・エナ

ジー・ネットワーク）に例年参加頂き、ブースを設けて原子力の広報・普及活動が行われている。例年

会期中の 2 日間で 400 人以上の方が訪れ原子力の市民への広報の良い機会となっている。 
 

資料 1 平成 27 年度 東京工業大学工大祭 原子炉工学研究所 公開行事 案内 
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7.3 原子炉研コロキウム 
本コロキウム（RLNR Colloquium）は 「研究所内研究室間，及び学内他部局・学外等との研究交流

を促進し，研究成果の向上につなげることを目的とする．」開催趣旨として、2014 年度より開催してい

る。資料 1 に実績一覧を示す。 
 

資料 1 原子炉研コロキウム（RLNR Colloquium）開催実績 
年度 回 日時 講演者 所属 演題 
2014 1 5 月 15 日

(木) 
15:00 より 

黒河千恵 
 

順天堂大学医学部 
放射線医学教室 
放射線治療学講座 
 

がん放射線治療で必要とされる物理
の話 
Physics in Radiation Therapy  

2014 2 6 月 4 日
(水) 
15:00 より  

Yuri 
Oganessia
n 

Flerov Laboratory 
of Nuclear 
Reactions, JINR, 
Dubna, Russia 

At the End of the Periodic Table 

2014 3 6 月 24 日
(火) 
15:00 より 

渡邊 隆 
 

東京理科大学理工
学部物理学科         
 

ヤコビ座標反対称化分子動力学法
（JAMD 法）とその応用 ～有限量子
多体系での分子動力学法～ 
Jacobi-coordinate Antisymmetrized 
Molecular Dynamics and its 
Applications 

2014 4 7 月 10 日
(木) 
15:00 より 

Alexander 
Karpov 

Flerov Laboratory 
of Nuclear 
Reactions, JINR, 
Dubna, Russia,  
Guest professor at 
RLNR  

Superheavy nuclei: Which regions of 
nuclear map are accessible in nearest 
future? 

2014 5 7 月 14 日
(月) 
15:00 より 

David 
Boilley 

GANIL and 
Normandie 
Université, France 

Uncertainties, modelling and 
super-heavies 

2014 6 7 月 22 日
(火) 
11:00 より 

鷲山広平          
 

理化学研究所        
 

Microscopic analysis of fusion 
hindrance  in heavy systems 
重い原子核系における融合阻害の微
視的解析 

2014 7 7 月 31 日
(木) 
15:00 より 

早川岳人 
 

日本原子力研究開
発機構量子ビーム
応用研究センター 
 

世界の核セキュリティ情勢と核物質の
非破壊測定技術 
Nuclear security in the world and  
nondestructive measurement 
technologies of nuclear materials 
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2014 8 平成２６年
９ 月 ４ 日
（ 木 ）  １
３ ： ３ ０ ～ 
（ 13:30 ～ 
Sept. 4） 

ヨ ア ヒ ム 
マ ルー ン
教 授 
Professor 
Joachim 
A. 
Maruhn 

フランクフルト大学 
Institute fuer 
Theoretische 
Physik, 
Johann Wolfgang 
Goethe-Universitaet
, 
Frankfurt am Main        

Advances in Mean-Field Theory 

2014 9 ９月１９日
（ 金 ）  １
６：００～  

岩 田  順
敬 
 

東京大学  原子核
科学研究センター   
 

時間依存密度汎関数計算に基づくＡ
＝２４０領域の核分裂ダイナミクスにつ
いて 
Fission Dynamics of A=240 Nuclei 
Based on  Time-Dependent Density 
Functional Calculations 

2014 10 9 月 29 日  
17:00:00 

近藤康太
郎 

東京工業大学原子
炉工学研究所 
RLNR, Tokyo Tech 

 ピコ秒レーザーを用いた高フラックス
重イオン源の開発 
High-flux heavy-ion source driven by a 
picosecond 

2014 11 2014-10-0
2 
16:00-17:
45 

ミカエル・
ニ ル ソ ン
1) 、 小 澤
正基 2) 
M.Nilsson
,  

1) カリフォルニア
大 学 ア ー バ イ ン
校、2) 東京工業大
学原子炉工学研究
所 
1) University of 
California Irvine,  

東工大-カリフォルニア大学アーバイン
部局間協定第 1 回セミナー 
Tokyo Tech-UCI's Agreement 1st 
Seminar 

2014 12 2014/10/2
4 
10:00-10:
30 

Fedir 
Ivaniuk 

東京工業大学原子
炉工学研究所 
RLNR, Tokyo Tech 

 微視的巨視的模型における原子核
の変形エネルギーと核分裂障壁の計
算 
The calculation of the deformation 
energy surface   
and fission barriers within the 
microscopic-macroscopic method 

2014 13 2014/10/2
0 
17:00-18:
00 

Dr. 
Ravindra 
Mahadeo 
Samartha 

原子炉工学研究所 
松本研究室 

薬用植物の放射線防護への利用 
Harnessing Medicinal plants for 
Radioprotection:   

2014 14 2014-10-3
1 
10:00-11:
30 

伊藤 誠 
Makoto 
Ito 

関西大学 
Kansai University 

軽核に発現するクラスター構造と核反
応によるアクセス 
Cluster structure of light nuclei and 
access to it by nuclear reactions  

2014 15 2014-11-1
2 
17:30-19:
00 

劉 醇一，
鷹尾康一
郎 ， 塚 原
剛彦 
 

東京工業大学原子
炉工学研究所 
 

原子力化学・化学工学分野の新展開 
Recent progress in nuclear chemistry 
and nuclear chemical engineering 

2014 16 2014-11-1
9 
15:00-16:
30 

古林徹 
Tooru  

京都大学原子炉実
験所 
 

加速器 BNCT 照射システム開発の現
状と今後の展開 − 研究者からの発
想 − 
Status and Its Future Prospect of the 
Accelerator Based BNCT Irradiation 
System -Viewpoint from a researcher- 

2014 17 2014-11-1
3 
11:00-12:
00 

Doni J. 
Daniel 

Imperial College 
London, UK 

Materials for Extreme Environments in 
Aerospace and Nuclear Sectors 
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2014 18 2014-11-2
6 
13:00-14:
30 

細貝知直 
 

大阪大学光科学セ
ンター 
 

レーザー航跡場を用いた加速器とビ
ーム源の開発 
Recent study on laser wake-field 
acceleration; Towards practical 
laser-driven accelerators 

2014 19 2014-12-2 
13:00-14:
30 

飯尾俊二 
 

東京工業大学原子
炉工学研究所 
 

プラズマの磁場閉じ込め実験及びプ
ラズマ計測器の開発 
Experiments on magnetic plasma 
confinement and development of 
plasma diagnostics 

2014 20 2014/12/1  
15:00-17:
00 

外池幸太
郎 
 

日本原子力研究開
発機構安全研究セ
ンター 
 

臨界安全管理の概念と実務の基礎 
Concept and Basic Practice of 
Criticality Safety Control 

2014 21 2015/1/19  
15:00-17:
00 

外池幸太
郎 
 

日本原子力研究開
発機構安全研究セ
ンター 
 

臨界安全管理の研究開発課題 
Research and Development Issues on 
Criticality Safety Control 

2014 22 2014/12/4  
14:00-15:
30 

西 内  満
美 子 、 榊 
泰直 
 

日本原子力研究開
発機構 関西光科
学研究所 
 

レーザー駆動多価重イオン加速現象
を用いた新型加速器開発 
Development of ion accelerator by 
novel Laser-driven Exotic Nuclei 
extraction-acceleration method 

2014 23 2014/12/2
4  
13:00-16:
00 

加 藤 之
貴 ， 高 橋
実 ， 木 倉
宏成 

東京工業大学原子
炉工学研究所エネ
ルギー工学部門 
 

原子力熱流動・熱利用に関する研究 
Studies on Thermal-hydraulics and 
Utilization of Heat in Nuclear 
Engineering 

2014 24 2014-12-1
9 
15:00-17:
00 

ジ ェ イ ク 
ジュレビス 
Jake 
Jurewicz 

マサチューセッツ
工科大学原子核理
工学科 
Department of 
Nuclear Science 
and Engineering, 
Massachusetts 
Institute of 
Technology 

海上浮上型原子力発電プラント用革
新的スパー型プラットホームデザイン 
Innovative Design of a Spar-type 
Platform for an Offshore Floating 
Nuclear Power Plant 

2014 25 2015-1-20 
13:35-16:
15 

長 谷 川 
純 ， 高 山 
健 2)，岩
田 康 嗣
3) ， 高 橋
一匡 4)，
小栗慶之
5) ， 堀 岡
一彦 1) 
 

1)東工大総理工，
2)KEK，3)産総研，
4)長岡技科大，5)
東工大原子炉 
 

クラスターイオンビーム核融合研究会 
Mini-workshop on cluster-ion-driven 
inertial fusion 
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2014 26 2015/1/30 
10:00-12:
00 

小 林 能
直 ， 桑 水
流理 

3. 所属: 東京工業
大学、福井大学 

原子力プラントの構造・材料健全性及
び関連分野① 
2. 講演タイトル(英語): Structural and 
material integrity of nuclear power   

2014 27 2015/1/30 
13:00-14:
00 

河村憲一 東京工業大学 原子力プラントの構造・材料健全性及
び関連分野② 

2014 28 2015/2/2 
17:00-18:
00 

大西健広 
 

大阪物療大学 
 

大学発ベンチャーを起業、廃業して得
たもの 
The answer obtained through startup 
and closure of an university-originated 
venture company 

2014 29  
2015-03-0
5 
15:00-16:
30 

Bill Lee Centre for Nuclear 
Engineering, 
Imperial College 
London 

Nuclear Ceramics: Key Materials in 
Waste Management and Advanced 
Reactors 

2014 30 2015-03-1
9 
15:00-17:
00 

イアン・S・
メトカーフ
教授 
Professor 
Ian S 
Metcalfe 

Newcastle 
University, UK 

高温イオン輸送膜を用いた化学プロ
セスの高効率化 
The application of high temperature 
ion transport membranes in chemical 
processes 

2015 1 2015/4/9 
13:30-15:
30 

佐藤勇 1)  
吉田克己
2) 
 

1)日本原子力研究
開発機構 
2)東京工業大学 
 

原子力・核融合分野への応用を目指
した高性能 SiC 系繊維強化複合材料
の新規作製プロセスの開発 
Development of Novel Fabrication 
Process of High Performance 
SiC-Based Fiber-Reinforced 
Composites for Fission and Fusion 
Applications 

2015 2 平成27年
5 月 14 日
(木) 13：
00 ～ 16 ：
00 

笠木治郎
太 (1) ，高
橋 亮 人
(2)，岩村
康弘 (3) ，
デ イ ビ ッ
ド・ネイジ
ェル(4) 

東北大(1)，大阪大
(2)，東北大(3)，ジ
ョージ・ワシントン大
(4) 

凝縮系核科学の現状と将来 

2015 3 7 月 13 日
（ 月 ） 
14:30 ～
15:30 

Igor 
Kaganovi
ch 

Princeton Plasma 
Physics Laboratory 
（プリンストンプラズ
マ物理研究所） 

Heavy ion fusion research and other 
activities at PPPL 
PPPL における重イオン核融合及びそ
の他の研究の現状 

2015 4 2015 年 8
月 24 日  
13:30-15:
00 

土岐 博 
 

大阪大学核物理研
究センター 
 

原子核でのテンソル力の重要性と新し
い原子核理論 
Importance of Tensor forces in nuclei 
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2015 5 2015 年 11
月 18 日  
10:00-17:
00 

1) 
Masayuki 
Igashira, 
2) Jonas 
Gylys and 
Dr. 
Giedrius 
Laukaitis, 
3)Shahida
n 
Radiman, 
4) Nasri 
A. Hamid, 
5) 
Yukihiro 
Iguchi, 6) 
Tsutomu 
Toichi 

1) RLNR, Tokyo 
Tech., 2) KTU, 
Lithuania. 3) UKM, 
Malaysia. 4) 
UNITEN, 
Malaysia. 5) JAEA 
and Fukui 
University, 6) The 
Institute of Energy 
Economics, Japan. 

1) Overview of Tokyo Tech in the area 
of Nuclear Engineering Research and 
Education, 2) Kaunas University of 
Technology as the Part of Nuclear 
Energy Infrastructure in Lithuania, 3) 
Nuclear Science Programme at 
Universiti Kebangsaan Malaysia 
(1980- 2015), 4) Teaching and 
Research Activities at the Centre for 
Nuclear Energy, 5) Decommissioning 
Project of the Fugen Nuclear Power 
Station, 6) Japan's Energy Security: 
Challenges and Strategies 

2015 6 2015-10-0
9 
17:00-19:
00 

菊地昌廣 
 

東京工業大学原子
炉工学研究所 
 

核不拡散の系譜と関連する国際約束 
「政策からの科学技術への要請」 

2015 7 2015/11/1
0 
17 ：
00-19：00 

古谷正裕 
 

電力中央研究所 原子炉安全研究における先端技術 
State of the Arts in Nuclear Reactor 
Safety Research 

2015 8 2015/10/2
2 
11:00-12:
30 

Dr. 
Sea-Hoon 
Lee 

Division of 
powder/Ceramics 
Research, Korea 
Institute of 
Materials Science, 
Korea 

耐苛酷環境性材料としての超高温セ
ラミックス：合成と緻密化 
Ultra-high temperature ceramics as the 
severe environment resistant materials: 
Synthesis and densification 

2015 9  
2015/10/1
9 
14:00-15:
30 

呉田昌俊 
 

日本原子力研究開
発機構 
 

核 物 質 の 非 破 壊 測 定 技 術 開 発 
-JAEA 基礎工センターの R&D- 

2015 10 2015-12-1
8 
13:00-14:
00 

安 原  崇
哲 
 

東京大学大学院医
学系研究科 疾患
生命工学センター 
 

がん発生の基盤となる分子メカニズム
を探る ーDNA 損傷下におけ  
る細胞周期の新たな制御因子ー 
Discovery of a basic mechanism of 
cancer development   
-Novel cell cycle regulator in DNA 
damage response- 

2015 11 2016/2/12 
10:00-11:
00 

片渕竜也 
 

東京工業大学 
原子炉工学研究所 

高強度核破砕中性子源を用いた中性
子核反応データの測定 
Measurement of neutron nuclear 
reaction data using a high intensity 
spallation neutron source 

2015 12 2016/2/12 
11:00-12:
00 

武内 聡 
 

東京工業大学 The development of a gamma-ray 
detector array and  structure studies of 
unstable nuclei 
γ 線検出器の開発と不安定核の核構
造研究 
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2015 13 2016/1/28 
14:00-17:
00 

１ ） Bruce 
A. 
Moyer 、
２）田中幹
也、３）矢
板毅、４）
竹 下 健
二、５  
） 小 澤 正
基 

１）オークリッジ国立
研究所、２）産業技
術 総 合 研 究 所 、 
３）日本原子力研
究開発機構、４）･
５） 東京工業大学  

分離科学と分離技術に関する東工大
-JAEA シンポジウム 
Tokyo Tech - JAEA Symposium on 
Separation Sciences and Technology 

2015 14 2016/2/22 
13:00 

韓 治暎 
Chi 
Young 
HAN 

東京工業大学 
原子炉工学研究所 
 

Protected Plutonium Production and 
Fission Product Management by 
Nuclear Transmutation 

2015 15 2016/2/22 
14:00 

大貫敏彦 
 

日本原子力研究開
発機構 
 

放射性核種の環境中における移行挙
動の解明 －固液界面における鉱物
化と微生物への濃集－ 
Migration behavior of radionuclides in 
environment － Mineralization at 
solid-water interface and accumulation 
by microorganisms－ 

2015 16 2016/3/1 
13:30 

早川岳人 
 

日本原子力研究開
発機構 
 

元素試料中の LLFP のみを選択的に
ガンマ線で核変換する手法の提案 
Proposal of selective transmutation 
method of LLFP by gamma-rays 

2015 17 2016/03/1
8  
16:00 

佐 藤  達
彦 
 

日本原子力研究開
発機構 
 

PHITS を用いたマルチスケール放射
線影響解析 
Multiscale simulation of radiation 
effects by PHITS 

2015 18 2016/3/3  
15:00-16:
00 

沼田和志 
 

第一三共 
 

染色体転座の形成および白血病発症
のメカニズム 
The molecular mechanism of 
chromosomal translocation-associated 
leukemogenesis 

2015 19 2016/3/22  
13:50-17:
00 

荏 原 充
宏 、 小 土
橋 陽平、
井戸田直
和 

物質・材料研究機
構、早稲田大学 
 

バイオ・医療材料の新潮流 ～スマー
トポリマーの可能性～ 
New Trends of Bio-Medical Materials  
~ Potential of "Smart" Polymers ~ 

2015 20 2016/3/22 
15:30- 

Brian 
O'Rourke
， 中 山 光
一 

産総研、東芝 加速器技術セミナー 

2015 21 2016/3/25 
16:00-16:
30 

松 本  義
久 

東京工業大学 
原子炉工学研究所 
 

がんになりやすい組織となりにくい組
織 

2015 22 2016/3/25 
16:30-17:
15 

福地 命 東京工業大学 
原子炉工学研究所 

DNA 二重鎖切断修復機構のメカニズ
ムを目指して 
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8. 東京工業大学革新的原子力研究センター 
 
1．センター設置目的 
 東京工業大学 革新的原子力研究センター (Centre for Research into Innovative Nuclear 

Energy System, CRIENS) ( http://www.crines.titech.ac.jp/)は平成 18（2006）年 1 月に創設され、平成

28 年 3 月で終了する。原子力はエネルギー生産において二酸化炭素を排出しないため、世界の低

炭素化と持続的発展に貢献することが可能である。CRINES は東京工業大学 21 世紀 COE プログ

ラム「世界の持続的発展を支える革新的原子力」(COE-INES)(平成 13 年～18 年、拠点リーダー 関

本 博)の拠点活動成果を活かし、継続的に維持さらに発展させるために設立された。 
 COE-INES では研究拠点活動成果をもとに技術・政策・社会を包括した総合戦略的な原子力開

発のロードマップの出版を計画、CRINES においてはこのロードマップに沿って、国際研究教育拠点

として、総合的な研究開発、原子力の社会貢献の促進を進め、これをもって、世界の持続的発展に

貢献することを企図した。 
 本センターの設立理由は下記の通りである。  
(1) COE-INES は革新的原子力研究分野で世界のトップレベルの活動を進めてきた。また、これ

までの COE 活動により、米国・アジア諸国等との国際連携、原子力と社会との関わりを考察する社会

科学的な新たな研究分野も醸成されてた。CRINES の設立によりこれらの研究拠点活動が継承され、

さらに原子力の国際研究拠点、社会科学拠点として確実に研究が推進されることが期待できる。 
(2) COE-INES は、母体の原子核工学専攻および原子炉工学研究所が日本における革新的原

子力研究のパイオニアであり、現在も主導的に日本及び世界の研究組織と連携して研究拠点形成

を進めている。研究分野は本学が世界に伍し、貢献できる分野の一つである。研究分野の裾野は広

く、材料開発、社会科学のアプローチなどで複数の部局にわたり関係研究者は多い。 
(3) CRINES の設立は米国、アジア各国などから期待されている。原子力先進国アメリカの大学に

おけるリーダーである MIT においては、先進的原子力システムセンターCANES を組織し、先進的原

子力研究を開始した。CANES は COE-INES に対して積極的な協力を求めてきている。同様にインド

ネシア、ロシア、EU など他の海外機関からも協力要請があり、恒久的な国際連携のための拠点とし

てセンターが必要である。 
（平成 18 年 1 月 初代センター長 関本 博） 
 
2．センター活動 
CRINES は運営委員会、評価委員会、国際評価委員会、GIF－LFR 専門委員会を設置し活動を

行った。 
(1) 国際活動 
国際拠点は本センターの重要な機能の一つである。国際交流の円滑化のため、国際連携の窓

口になる。世界の革新的原子力の研究開発拠点として、ロードマップ計画を実行し、世界に貢献す

る原子力システムの構築に貢献する。米国（MIT など）、ロシア（オブニンスク原子力工科大学など）、

インドネシア（バンドン工科大学など）らとの研究連携をより緊密にし、世界をリードする研究センター
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を目指した。また、アジア諸国との連携関係を緊密に保ち、アジア地域の原子力研究センターとして

人材教育活動を進め、アジアへの国際貢献を図った。特に開発途上国への原子力導入のモデルケ

ースとしてモンゴル・ウランバートルに於ける小型原子炉の導入に関する一般的な研究を現地の大

学等に協力して行うとともに及び教育支援活動を行った。  
(i) MIT 先進原子力研究センター（CANES）との研究協力覚書 の延長 
 2006 年 2 月 26 日、マサチューセッツ工科大学（MIT, 米国)の先進原子力研究センター

（CANES）のセンター長、Prof. Mujid Kajimi と関本 CRINES センター長との間で CRINES/CANES
間の研究協力覚書の取り交わしを行うとともに、両センター間の研究協力の今後の一層の発展を互

いに確認した。CRIENS は、2012 年 11 月 16 日にマサチューセッツ工科大学先進原子力研究センタ

ー（MIT CANES）との研究協力覚書の 2018 年 3 月 31 日までの 5 年間の延長に合意をした。 
  

 
図 1 覚書延長合意締結会合：MIT にて右から Prof. Mujid Kazimi、CANES センター長、Prof. 

Ronald Ballinger、小原、加藤 
 

 
図 2 協定締結式の様子（矢野 CRINES センター長（左）、Prof. Suren Davaa, NUM/NRC センタ

ー長） 
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(ii) CRINES-モンゴル国大核物理研究センター協力協定締結  
 CRIENS は、2011 年 9 月 9 日にモンゴル国大核物理研究センター(NUM/NRC)と原子力分野

での今後の協力を一層活発に行うことを目的として、学術・教育分野での協力協定を締結した。 
 

 
(iii) 国際会議 ICANSE-2011 の協賛  
CRINES は、2011 年 11 月 14 日～17 日にインドネシア・デンパサールで開催された国際会議 The 

3rd International Conference on Advances in Nuclear Science and Engineering (ICANSE) 2011（主

催：バンドン工科大学、インドネシア原子力庁）に協賛した。会議議長の Prof. Zaki Suu, バンドン工

大,と意見交換を行い、今後も密接な協力関係を続けていくことが確認した。 
 

 
図 3 ICANSE2011 で小原准教授（左）と Zaki 教授 

  
 
(iv) 第 3 回革新的原子力エネルギーシステム国際シンポジウム（INES-3）を開催  
第３回革新的原子力エネルギーシステム国際シンポジウム（INES-3） ―低炭素社会にむけた革

新的原子力技術―（The Third International Symposium on Innovative Nuclear Energy Systems 
(INES-3)-Innovative Nuclear Technologies for Low-Carbon Society-）は平成 22 年 10 月 31 日～11
月 3 日に東京工業大学大岡山キャンパスにて開催された。CRINES および原子炉工学研究所

(RLNR)の共同主催で、登録者数 148 名 （内 海外 55 名、学生 38 名）、特別講演 1 件、Dr. 
Gilleland, TerraPower, USA、プレナリー講演 6 件、口頭発表 76 件、ポスター発表 34 件で行われ

た。革新的原子力分野での本学の貢献が評価された。ご支援頂いた関係各位に深く御礼を申し上

げる。  
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図 4 INES-3 参加者各位 

 
(2) GIF 活動 
CRINES は Generation IV International Forum (GIF、第 4 世代原子力システム国際フォーラム)の

活動に協力し、2010 年 11 月 22 日に欧州連合（EU）欧州委員会共同研究センター（JRC）との間

で「鉛冷却高速炉（LFR）原子力エネルギーシステムに関する覚書（MOU）」に署名した。その後、

2011 年 7 月 18 日にロシア・ロスアトム(Rosatom)がこれに署名した。ここで、鉛には純金属の鉛（Pb）

だけでなく鉛ビスマス合金（Pb-Bi, LBE）等の鉛系重金属が含まれている。これまでの LFR 研究開

発の経緯と、GIF 活動への参加の経緯、GIF-LFR 暫定運営委員会の議論と各国の LFR 開発の動

向、および今後の対応方針について述べる。 
(i) ＬＦＲ研究開発の経緯 
高速炉開発の初期段階には、他の炉型に比べて LFR が核特性と安全性に優れていることに関

心が集まった。しかし、ナトリウム冷却高速炉（SFR）に比べて、鉛系重金属は構造材料に対する腐食

性が高いこと、および高速炉の基数を短期間に増やす上で燃料増倍時間が長過ぎることに問題が

あり、高速炉開発の第一線から退いた。その後、旧ソ連で潜水艦用の鉛ビスマス冷却熱中性子炉が

開発され、８隻が就航して優れた性能を示した。この実績をもとに、Adamov（RDIPE 社、後に原子

力大臣）は中大型の鉛冷却高速炉を設計し、東工大からは鉛ビスマス冷却小型高速炉（LSPR）が提

案され、優れた特性が示された。また、オブニンスク研究所で鉛ビスマス冷却小型高速炉の開発が

開始された。 
一方、MA 等の放射性廃棄物の核変換処理のため加速器駆動システム(ADS)の開発研究がは

じまり、Rubbia（CERN）が鉛を加速器陽子ビームのターゲット材と冷却材に提案したことから、鉛と鉛

ビスマスの利用技術に関する研究が世界的に活発になった。この研究のために、アメリカでは NERI 
予算で、また我が国では文科省の公募で、多額の研究費が得られた。さらに、第 4 世代原子炉の候

補の一つとして LFR が取り上げられ、原子力機構（当時サイクル機構）の実用化戦略調査研究でも

研究された。 
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(ii) ＧＩＦ活動への参加の経緯 
第 4 世代原子炉は国際協力により開発すべきとの考えのもとに GIF が結成され、その LFR 暫定

運営委員会に原子力機構から代表が送られた。しかし、2006 年に我が国における次世代炉開発は

ナトリウム冷却高速炉（SFR）を中心に行うことになり、LFR システムについてはプロジェクトレベルで

の参加の可能性はあるものの、システムアレンジメント（SA）の締結は行わない方針をとった。以降、

LFR の研究を継続している東工大から代理で暫定運営委員会に出席することになった。 
しかし、我が国が GIF 議長国になったことを契機に、GIF 政策グループ会合において我が国が

LFR の覚書に参加するようにとの働きかけがあった。そこで、LFR に関する研究を行っている

CRINES が欧州共同体との間の覚書（MOU）に署名することに同意し、LFR に関する研究開発プロ

ジェクトの実施に向けて活動を開始することになった。 
(iii) 活動 
GIF 鉛系冷却高速炉に関する運営委員会(GIF LFR PSSC)への参加を行い、第 11 回運営委員

会（イタリア・ピサ、2012 年 4 月 16 日）以来、第 16 回運営委員会（中国・合肥、2014 年 12 月 10,11
日） まで継続的な参加を行ってきた。また、国内でも特別会合（原子力機構、2014 年 8 月 26 日）、

連絡会（文科省、第 19 回 2014 年 6 月 25 日等）に参加している。 国際セミナー「第４世代原子力シ

ステム国際フォーラム鉛冷却高速炉(GIF LFR)の活動」（東工大田町キャンパス、2012 年 11 月 9 日） 
を主催した。 

 
(3) センター活動 
(i) 東京電力福島第 1 原子力発電所を見学  
小原 CRINES センター長と委員が福島第 1 原発を訪問し、作業状況を視察した。2014 年 11 月

10 日  

  
  図 5 福島第 1 原発訪問 

 
(ii) 研究講演会 
(1) 特別講演会 “再生可能エネル ギーの大量導入に対する電力送電網の安定化のためのエ

ネルギー貯蔵による対策、ならびに英国のエネルギー政策 Energy Storage for Application to Grids 
with Large Renewables Generation, and Introduction for UK/Scotland Energy Policy”   

講師： Dr. Colin Pritchard, シニアリサーチフェロー、エジンバラ大学、英国   
日時： 平成 26 年 2 月 27 日（木）15:00 – 16:30  
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(2) 特別講演会 「原子力およ び燃料電池を用いた未来エネルギーシステムのための低炭素

技術」  
日時：   平成 25 年 10 月 5 日（土）9:50-12:00  
会場： 東京工業大学 大岡山 北 1 号館 1 階会議室  
高温ガス炉の製鉄応用の可能性、Dr. Alexandre Bredimas (Strane Innovation, France)  
二酸化炭素と水蒸気の個体電気分解による燃料化、Prof. John T S Irvine (School of Chemistry, 

University of St Andrews, UK)  
  
(3) CRINES セミナー（超高燃焼度燃料研究） 
日時：   平成 23 年 3 月 11 日（金） 15：30-17：30  
場所： 東京工業大学 原子炉工学研究所 1 号館 1 階会議室  
1. 超高燃焼度燃料研究の背景、目的 東工大 関本 博   
2. 革新的原子力システムにおける燃料燃焼概念及び燃料材料の選定  東工大 中江 延男  
3. 金属燃料の設計評価結果と課題 電中研 太田 宏一  
4. 窒化物燃料、酸化物燃料の設計評価結果と課題 原子力機構 小澤 隆之  
   
 (4)  CRINES セミナー“A Few Materials Issues for Current and Future (?) Nuclear Power 

Systems”  
日時： 平成 22 年 12 月 15 日（月）  
場所： 原子炉工学研究所北 2 号館 6 階会議室 
講師： マサチューセッツ工科大学 原子力科学工学科 Prof. Ronald G. Ballinger  
 
(5)  CRINES セミナー “モンゴルにおける原子力計画“ 
開催日時： 平成２２年３月８日（月） 午後３時００分～５時００分  
開催場所： 東京工業大学 原子炉工学研究所２号館５階輪講室  
講師： Prof. Suren Davaa (モンゴル国立大学、学長) 
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9. グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント養成＊ 

 
１．プログラムの背景と概要（背景、目的、特徴） 

 
石油資源が枯渇に向かう一方、新興国のエネルギー消費量は爆発的である。エネルギーの安定

長期確保は喫緊の課題であり、多くの国が原子力導入と自然エネルギー開発をそれぞれ進めてい

る。日本は原子力研究・開発・利用の路線を進み、世界に誇れる日本の原子力技術を開発してきた。

この様な状況下において、下記の重要事項が近年生じた。 
 

• 2001 年 9 月 11 日、米国において大規模な国際テロが発生した。原子力発電所も国際テロのタ

ーゲットとなっていた。  
• 2008 年 7 月に我が国で開催された G8 洞爺湖サミットにおいて、原子力 3S（Safety（安全）、

Security（核セキュリティ（核テロ対策））、 Safeguards（核不拡散・保障措置））の重要性が議論さ

れ、日本が 3S のイニシアチィブをとることを宣言した。 
• 2010 年 4 月にワシントンで開催された核セキュリティ・サミットにおいて、我が国が、世界の核セ

キュリティ強化のための支援センターを設置することを表明した。  
• 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所の苛酷事故

（大規模原子力災害）が発生した。 
 

この様な状況下においても、世界的には、持続的発展を支える適正規模の原子力は必須であると

考えられている。また、日本の使命は、東京電力福島原子力発電所事故を収束させ、事故の教訓を

取り入れ、原子力発電所の究極の安全運転に貢献することである。 しかし、それを担当する人材の

養成が不十分である。そこで、世界に誇れる本学の原子力教育資源を基盤として、国内外の原子力

関連の産官学界で国際的リーダーとして活躍する人材の養成が必要である。 
従って、本教育（学位）プログラムを通じて取り組む「解決すべき課題」として、「人類の生存基盤を

脅かす核拡散、核テロ、大規模な原子力災害や緊急被ばく問題等のグローバルな原子力危機」（原

子力安全・セキュリティ分野）を設定し、この課題の解決が、平和で安全・安心な生活を保障する人

間社会の構築に大きく貢献するものと期待している。 
そして、「養成すべき人材像」は、原子力安全・セキュリティ分野において、高い国際交渉能力を

有し、国内外の原子力関連の産官学界で国際的リーダーとして活躍する人材「グローバル原子力安

全・セキュリティ・エージェント」である。 
 
 
 
＊本教育プログラムは、文部科学省の支援により、「グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェン

ト教育院」が実施している教育プログラムです。 
本教育プログラムは修士・博士課程一貫プログラムで、選抜された学生は、既設の「原子力基礎・
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専門科目」に加えて、３S 教育の実習科目として「原子力安全・セキュリティ科目群」、幅広い社会性

や国際性を養うための「ボランティア活動」や「国際教養科目群」〈国際政治、国際法、経済、哲学、

歴史、芸術、文化など〉を体験・履修するとともに、「国内インターシップ〈３ヶ月から６ヶ月〉」、「国際イ

ンターンシップ（６ヶ月から１年）」を体験する。 
更に、本教育プログラムに選抜された学生は、新たに設立した全寮制の「世界原子力安全・セキ

ュリティ道場」に入門し、他の学生と寝食をともにし、お互いに切磋琢磨する。なお、道場には教員も

師範代として住み、学生と議論を大いに交わすことを通して、学生のリーダーとしての自覚を高める。 
 

 

図１ 解決すべき課題 
 

２．プログラムの整備の状況 
本学位プログラム構築のために、大学院学則に基づく「東京工業大学グローバル原子力安全・セ

キュリティ・エージェント教育課程規程」と、本学組織運営規則に基づく「東京工業大学グローバル原

子力安全・セキュリティ・エージェント教育院規則」を制定し、「グローバル原子力安全・セキュリティ・

エージェント教育院」の組織及び運営等に関し必要な事項を定めた。 
これらの規則に基づき、当初の計画通り、全く新しい試みの全寮制の「世界原子力安全・セキュリ

ティ道場（以下「世界原子力道場」という。）」を開設し、教員も同じ道場に住み、道場学生の自主的

な企画・運営・討議を基本として、切磋琢磨する道場生活（「道場自主ゼミ」）を体験させることにより、

学生のリーダーとしての自覚を養っている。 
また、「原子力基礎・専門知識」や「原子力安全・セキュリティに関する専門知識」のみならず、幅広

い社会性や国際性を養うために「ボランティア活動」や「高度国際教養」（国際政治学、国際法、経済、
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哲学、歴史、芸術、文化、外国語（２カ国））等を体験・修得させるとともに、国内インターンシップ（３ヶ

月以上６ヶ月以下）、国際インターンシップ（６ヶ月以上１年以下）を経験させるための教育プログラム

を、海外を含め、国内の関係官庁や産業界の関係者の協力を得て順次整備している。 
更に、自己点検評価や国内外の有識者から成る外部評価制度を導入し、産業界等外部の意見を

取り入れて、ＰＤＣＡサイクルを回すことによって、常時プログラムの改善に努めている。 
 

本教育プログラムにおいては、国内外の第一級の教員や幅広い分野の専門家による実践的なリ

ーダー教育及び研究指導を施すことによって、学生を将来の原子力安全・核セキュリティ分野にお

けるグローバル・リーダーへと導く一貫教育・学位取得システムが整備できている。 
 

３．カリキュラムの整備の状況 
修士課程入学後の３ヶ月以上は「新入生コース室」に常駐させ、基本コースワークを通して広く原

子力基礎知識を修得させるとともに、多様な世界最先端研究を理解させるために、「研究室ローテー

ション」を実施している。 
通常課程の①「原子力基礎・専門科目群」に加えて、リスクコミュニケーションや危機管理等の課

題を広く修得する②「道場科目群」、原子炉過酷事故対応実習、放射性物質環境動態実習、福島

地区での放射線測定実習等の③「原子力安全・セキュリティ科目群」、更に、幅広い社会性と強い国

際力を養うために、ボランティア活動、社会的責任、技術者倫理等の④「社会コミュニケ―ション科目

群」、⑤「高度国際教養科目群」（国際政治学、国際法、経済、哲学、芸術、歴史、文化、語学（２カ

国語）等）、⑥「国内インターンシップ（３ヶ月以上６ヶ月以下）」及び「国際インターンシップ（６ヶ月以

上１年以下）」を必修として実施している。また、社会コミュニケーション能力を修得するために、学生

による原子力サイエンス・カフェを定期的開催している。 
更に、プログラムコーディネーター及び道場主も世界原子力道場に学生と共に住み、道場学生の

自主的な企画・運営・討議を基本として、切磋琢磨する道場生活（「道場自主ゼミ」）を体験させること

により、学生のリーダーとしての自覚を養うとともに、他の学生及び教員との議論を通して、ディベート

能力及び高度国際交渉力を習得するための教育環境を整備している。更に、国際シンポジウムやセ

ミナーを開催し、国内外から参加した学生や第一級の専門家と積極的に討議することを通じて、専

門的知識の修得のみならず、国際力の強化を図っている。 
 

このように、本教育プログラムでは、コースワーク教育と研究指導教育の双方をバランス良く組織

的に高度に行い、学生の「学習到達度」を厳しく評価し、学生が評価基準を超えて博士後期課程修

了要件を満たした場合のみにリーダーとして産業界等に送り出すことにしている。 
 

４．教育・研究指導体制の充実 
• 本プログラムの学生を指導・支援するために、外部から優秀な特任教員を採用している。 
• 博士論文の研究計画立案や研究遂行にあたっては、指導教員を含む学内の審査員候補者の

他、国内の審査員候補者と国外の審査員候補者にも指導を受けることとし、国内外の審査員候

補者を博士後期課程１年時に訪問して、初期審査（研究の方向と研究計画等）を受け、また、２
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年時には中間審査（中間成果の報告と博士論文の方向性の確認）を受け、最終年度には、国

外審査員候補者も日本に招聘して最終審査を受けることにしている。 
• 国内のインターンシップ（３ヶ月以上６ヶ月以下）や国外の第一級の教育・研究機関への国際イ

ンターンシップ（６ヶ月以上１年以内）が必修なので、専門分野のみならずその枠を超えた分野

においても教育・研究体験ができ、社会的・国際的視野の拡充が図られている。 
• 机上教育以外では、産業界等と協力して、原子炉の過酷事象対応訓練、環境放射線測定訓練、

核テロ対策訓練等実践的な原子力安全・セキュリティ実習教育を受ける機会を用意している。 
• また、国内外の専門家（例えば、国内では日本原子力研究開発機構、原子力規制庁、警察庁、

海上保安庁、産業界等、国外では国際原子力機関(IAEA)、米国やロシアの大学、フランス原

子力庁等の専門家）を講師として招聘し、学生たちと討議し、幅広く知識を深めるとともに俯瞰

力と独創力を養成している。 
• 更に、原子力分野以外の分野の知識も深めるとともに俯瞰力と独創力を養成するために、外交

官、国際機関の職員、海外の大学や研究所の職員など国内外の第一級の専門家を「道場講

話」、高度国際教養科目、国際シンポジウム・セミナー、更に道場の自主ゼミ等の講師として招

聘し、道場の学生たちの幅広い社会性、国際力、人間力を養う場を設けている。 
 
５．学内外で切磋琢磨し刺激し合う環境の整備 

平成 24 年度に全寮制の「世界原子力道場」を、「東京国際交流館」の一部を借り上げて開設した。

現在、平成 24 年度に 1 期生、平成 25 年度に 2 期生、平成 26 年度に 3 期生、平成 27 年度に 4 期

生が入門し、プログラムコーディネーター及び道場主も道場に住み、「道場自主ゼミ」等の道場学生

の自主的な企画・運営・討議を通して、互いに切磋琢磨する道場生活を体験させることにより、道場

学生のリーダーとしての自覚を養っている。因みに、「道場自主ゼミ(原則英語)」では、道場学生が企

画・運営し、昼間の大学でのコースワークや実験等を終えて、20 時から 22 時に道場に集まり、原子

力に関係するテーマのみならず、エネルギー一般、リーダーシップ論、政治、宗教、文化、哲学、コミ

ュニケーション力等の幅広いテーマを自主的に討議している。 
また、毎年開催している国際シンポジウム・セミナーでの学生セッションの自主的な運営や国内外

から参加した学生・若手研究者等や第一級の専門家達と積極的に交流・討議することを通じて、原

子力の専門的知識の修得のみならず、国際力の強化を図っている。 
更に、これまで実施した欧州研修（国際原子力機関（IAEA）、フランスの原子力施設、スエーデン

の地層処分研究施設等の訪問、リトアニアの学生や欧州原子力教育ネットワーク（ENEN）の学生と

の意見交換会）、米国研修（国立研究所や世界銀行等の訪問、カリフォルニア大学バークレー校や

テキサスＡ＆Ｍ大学の学生との意見交換会）、韓国研修（韓国の Hanyang 大学や韓国科学技術院

等の学生と意見交換会、関連する原子力研究機関等の訪問）では、道場学生が訪問先の海外の学

生達と事前に議論する課題を調整し、自主的に且つ積極的に交流・討議することにより、「高い国際

交渉力を有したグローバル・リーダー」を目指した国際力の向上を図っている。 
 

このような手厚い本教育研究活動プログラムを通し、学生同士が切磋琢磨し、自ら成長する教育

研究環境を整備している。 
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６．産学官民等の機関等外部機関の参画 

本教育プログラムは、他大学、日本原子力研究開発機構、原子力関係官庁、警察庁、消防庁、海

上保安庁、原子力産業界、情報産業界、マスコミ等の参画により実質的に実施している。参画の外

部機関に対しては、事前に本学位プログラムの目的や主旨を十分に説明して、本学プログラムの必

要性を充分に理解したうえで参画して頂いている。 
例えば、原子力安全・セキュリティ科目群（新設：必修）として開講する実習科目「原子炉過酷事故

シミュレーション」、「放射性物質環境動態」、「核セキュリティ実習」は、電力会社、日本原子力研究

開発機構等の協力で実施している。また、リスクコミュニケーションや危機管理等の課題を広く修得

する「道場科目群」の講師として、情報産業関係者、原子力規制庁、原子力産業関係者、警察庁、

消防庁、海上保安庁、交通機関（空港等）、マスコミ関係者等の協力を得ている。更に、「高度国際

教養科目群」では、他大学、在日タイ大使館、アンスティチュ・フランセ東京（フランス語学校）、日本

エネルギー経済研究所等の協力を得て実施している。 
また、本学位プログラムの外部評価委員として、国外の委員の外に、国内の他大学、日本原子力

産業協会、日本原子力研究開発機構、日本核物質管理学会等の委員が参画している。 
更に、幅広い社会性や、国際性、人間性を養う「道場講話」の講師として、これまでに海外の一流

の専門家のみならず、国内ではマスコミ、電力会社、公益法人、元外交官等の協力を得ている。 
毎年開催する国際セミナー・シンポジウムは、国際機関（IAEA）や国外の大学や研究機関以外に、

在日フランス大使館、日本原子力研究開発機構、日本核物質管理学会等が共催メンバーとして参

画し、セミナー講師等の協力を得て開催している。 
 
７．まとめ 

深い専門性はもとより、幅広い社会性や国際性、更に人間性を養い、時代の流れを俯瞰しながら

「高い志を持って、人々のために、社会ために、世界のために、貢献するリーダーを育成する」ことを

教育理念（目標）として、本教育プログラムを進めている。また、「原子力ムラ」の閉鎖的な教育を避け

ることを基本としている。 
 
以上のように、国内外のインターンシップ等の武者修行を体験し、また、全寮制の「世界原子力道

場」において道場学生以外の東京国際交流館入居者である広い分野の留学生や海外からの研究

者及びその家族の生活のアシスタントをしながら道場生活を経験することにより、幅広い社会性、国

際性、人間性を養い、この分野における「高い国際交渉力を有したグローバル・リーダー（TOUGH 
NEGOSIATOR）」としての能力を養成する環境は整っている。 
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図２ 本教育プログラムの教育理念（教育目標）のイメージ 

 
図３ 本教育プログラムの新設した科目群 
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図４ 全寮制「世界原子力道場（ひょうたん道場）」 

 
図５ 国内外研修の様子 
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図６ 国際シンポジウム＆セミナーの様子 
 

 
 

図７ 東京国際交流館での道場学生たちが企画したサイエンス・カフェ 
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図８ テキサス A&M 大学での放射性物質回収実習の様子 
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10 廃止措置工学高度人材育成と基盤研究の深化 
１．はじめに 
 東京電力福島第一原子力発電所の事故により、１号機から３号機までの炉心は溶融したものと考

えられておりその廃止措置事業の完遂までには３０年から４０年もの長い期間を要すると予想されて

いる。廃止措置事業において溶けた燃料のデブリの除去と回収作業を確実にそして安全に行うこと

は必要不可欠であるが、溶けた燃料デブリからの強い放射線によりその作業には困難が予想され、

多くの新しい技術の開発が必要となると考えられている。また、原子炉建屋内及び周辺の除染や汚

染水からの放射性物質の回収や安定化等廃棄物処分技術の確立も廃止措置事業を遂行する上で

重要な課題となっている。これらの技術の開発には中長期な視点からの基盤的な研究を継続的に

推進していくことが必要不可欠と考えられる。さらにこの廃止措置事業やその遂行に必要な技術の

開発を担う人材の育成を長期にわたって継続して行っていくことは本廃止措置事業を遂行するため

に極めて重要であると考えられる。 
このような状況を踏まえ、本事業では福島第一原子力発電所の廃止措置に必要不可欠な人材を

育成し、廃止措置上重要な基盤的研究を推進することを目的としている。 
 
２．業務計画  
2.1 全体計画  

本課題は、福島第一原子力発電所の廃止措置に必要不可欠な廃止措置の最新技術と原子核工

学の専門知識を有し、デブリ材料工学、デブリ化学及びシビアアクシデント後の遠隔操作技術を体

験を通して深く理解した人材を継続的に育成するために、東京工業大学に廃止措置工学を専門と

するカリキュラムを設置する。同時に、これまでに培われてきた東京工業大学原子炉工学研究所お

よび連携機関研究者の知見に立脚し、廃止措置上重要な課題である難分析核種の分析、汚染材

木等の除染法の開発、汚染土壌・焼却灰処理技術、CsSr 同時回収固化技術、シビアアクシデント後

の遠隔計測技術、デブリ取出し時の再臨界防止技術及びメルトダウン炉心の臨界事故解析とその

対策技術に関する基盤的研究を推進し、廃止措置に反映することで福島第一原子力発電所の事故

収束に貢献することを目標とする。人材育成と研究の推進に当たっては廃止措置機関、電力企業、

関連企業と十分な連携を維持しながら進め、これらの企業等が学生のキャリアパスとなるように指導

する。 
なお、本プログラムの実施期間は、平成 26 年度後期から平成 30 年度までとなっている。 

 
2.2 研究活動及び人材育成活動の全体像 
 本課題は、2.1 にあるように(1)人材育成活動と(2)研究活動に分けられる。研究活動は大まかには

「分析」、「除染」、「回収・固化」、「遠隔計測」及び「臨界安全」の分野に分けられ、それぞれの教員

が担当する形となっている。これらの担当教員は、それと同時に人材育成活動も担当しているため、

本課題の研究活動で得られる豊富な知見を利用した実際に則した人材育成活動につなげることが

可能となっている。図 2.2-1 に本課題の研究活動及び人材育成活動の全体像を示す。 
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図 2.2-1 研究活動及び人材育成活動の全体像 

 
2.3 実施項目 
○人材育成活動 

1. デブリ材料工学に関する人材育成(東工大原子炉研) 
廃止措置に必要なデブリ材料分析の技術の習得を目的とした大学院授業科目「廃止措置・材

料工学実験」を新規に立上げ、東京工業大学のホット実験施設で放射化材料を用いた実験を

大学院生に行わせる。連携大学の学生も参加。 
2.デブリ化学に関する人材育成 (東工大原子炉研) 

デブリ化学分析・バックエンド工学技術の基礎の習得を目的とした大学院授業科目「核燃料デ

ブリ・バックエンド工学実験」を新規に立上げ、東京工業大学のホット実験施設でＲＩ及び核燃料

物質を用いた実験を大学院生に行わせる。連携大学の学生も参加。 
3.シビアアクシデント後の遠隔計測技術に関する人材育成（東工大原子炉研） 

シビアアクシデント後の高放射線場での計測とロボット技術の習得を目的として大学院授業科

目「シビアアクシデント工学実験」を新規に立上げ、東工大での実験及び福島に建設予定のモ

ックアップ施設での実験を大学院生に行わせる。 
 4.廃止措置の最新技術と基礎に関する人材育成（東工大原子炉研） 

廃止措置の最新技術と基礎の習得を目的として、大学院授業科目「原子炉廃止措置特別講義」

を新規に立上げ福島における最新の廃止措置技術と本プログラムで実施している研究の成果
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についての教育を行う。また、大学院授業科目「原子炉廃止措置工学」を新規に立上げ原子炉

廃止措置技術の基礎についての教育を行う。 
5.キャリアパス形成活動（東工大原子炉研） 

福島第一原発の廃止措置活動への関心を高めることを目的として、大学院授業科目「原子炉

廃止措置インターンシップ」を新規に立上げ、福島第一原発で廃止措置活動をしている機関・

企業等に学生をインターンシップ派遣する。また、「原子炉廃止措置セミナー」を実施し、日本

原電の東海発電所廃止措置作業の見学及び講演会、福島において廃止措置活動を行ってい

る機関の見学及び講演会を行い学生を参加させる。セミナーには連携大学の学生も参加。 
6.上記の 1.〜5.を核とした「廃止措置工学特別コース」を東京工業大学大大学院原子核工学専攻

に設置・運営する。 
○研究活動 

1.難分析核種用マイクロ分析システムの構築（東工大原子炉研） 
難分析核種の分析技術をマイクロ化学チップとレーザー分光を組み合わせ、福島第一原子力

発電所(1F)サイト内における難分析核種（β 核種である Se-79, Mo-93 等)の迅速・極微量分析を

可能とする新しいマイクロ分析システムの構築を目指す。東工大のホット実験施設を利用して研

究を行う。 
2.セルロース分解性イオン液体を用いた汚染木材等の除染法の開発(東工大原子炉研、東海大) 

セルロース分解能を有する親水性イオン液体を用いた多量にある汚染木（枝葉部）・木材系廃

棄物の除染法の開発を東工大、東海大が共同して目指す。これにより、1F 近辺の伐採木一時

保管槽に保管されている汚染物の除染を可能にし、1F 環境の整備に貢献する。東工大のホット

実験施設を利用して研究を行う。 
3.水熱分解法による汚染土壌・焼却灰処理技術(東工大原子炉研) 

水熱分解法による粘土からの強吸着性 Cs の脱離機構を解明し、汚染土壌・焼却灰の効果的な

処理技術を開発する。 
4.フェリシアン系吸着剤による Cs 回収技術開発(東工大原子炉研) 

フェリシアン系吸着剤の Cs 吸着機構を解明し、Cs の効果的な吸着技術を開発する。 
5. ゲル薄膜塗布技術及び天然鉱物を利用した Cs、Sr 同時回収・固定化技術（東工大原子炉研、

芝浦工大） 
ゲル薄膜塗布技術を用いた Cs、Sr 同時回収技術の開発を行う。また、Cs および Sr を吸着した

天然鉱物の固化技術を開発する。さらに、芝浦工大と連携して廃棄ゼオライトの固形化に関す

る研究を行う。 
6.シビアアクシデント後の遠隔計測技術（東工大原子炉研、東工大機械物理工学専攻、東京医科

歯科大） 
超音波ドップラー技術による形状計測および放射線計測の核種分析によるデブリ特性・性状把

握のためのロボット搬送技術の開発を行う。ロボット技術開発では、東工大理工学研究科機械

系で行っている搬送技術開発及び東京医科歯科大学で行っている医療用遠隔精密作業技術

開発と連携して行う。 
7. デブリ取出時の未臨界確保方策（東京都市大） 
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デブリ取出し作業時の臨界事故防止のための方策を確立するため、種々のデブリ取出し方法

に対して臨界防止策を検討・評価する。 
8.メルトダウン炉心の臨界事故解析と対策の検討（東工大原子炉研） 

デブリ取出し時に万一臨界事故が発生した場合の挙動評価を行い、作業員の安全確保のため

の有効な方策を確立する。 
9.廃止措置ワークショップ（東工大原子炉研、各連携機関） 

廃止措置活動を行っている企業等と研究・人材育成担当者がワークショップを行い、研究・人材

育成についての情報交換、意見交換をおこなうとともに、新規知見を大学院授業科目「原子炉

廃止措置工学」等に、反映させる。参加予定機関：IRID、日本原電、アトックス他。 
 
2.4 研究活動及び人材育成活動実施体制 

本課題では、東京工業大学・原子炉工学研究所のほか、東京工業大学・機械系専攻及び連携大

学として東京都市大学・東海大学・芝浦工業大学・東京医科歯科大学とのネットワークのもと、研究

活動及び人材育成活動を推進している。図 2.3-1 に本課題の研究活動及び人材育成活動実施体制

を示す。 
 

 

図 2.3-1 研究活動及び人材育成活動実施体制 
 
３．平成２６年度の実施内容及び成果 
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3.1 人材育成活動  
3.1.1 デブリ材料工学に関する人材育成 

廃止措置・材料工学実験カリキュラムの作成・実験の実施に必要な分析機器の整備を行っ

た。具体的には、原子核工学専攻の科目として「廃止措置・材料工学実験」を新設し、実験

に必要な分析機器等（熱伝導率測定装置、汚染検査用GM測定装置、個人線量計）を購入した。

さらに、非密封RI取り扱い用グローブボックスなど、既設の設備を整備した。カリキュラム

を決め、テキストのドラフト版を作成した。 
 
3.1.2 デブリ化学に関する人材育成 

核燃料デブリ・化学実験のカリキュラム作成・実験の実施に必要な分析機器の整備を行っ

た。具体的には、核燃料デブリ・化学実験として授業科目「核燃料デブリ・バックエンド工

学実験」設置の準備を進め、カリキュラム作成を行った。実験では、原子力施設の過酷事故

等により発生すると想定される核燃料デブリや放射性廃棄物の処理・処分など、原子力バッ

クエンドにおいて必須な化学分析技術を取得するため、様々な化学形態の核燃料・放射性同

位元素を用いた実験操作を行う共に、放射性物質の固体物性や溶液特性及びそれらが関与す

る化学反応といった基本原理について理解することを目指すこととした。また、これら実験

の実施に必要な分析機器として、ICP発光分光装置及び卓上型X線回折装置を核燃料・放射性

同位元素取扱施設内に設置し、実験環境の整備を行った。 
 
3.1.3 シビアアクシデント後の遠隔計測技術に関する人材育成 

シビアアクシデント実験カリキュラム作成を行った。具体的には、シビアアクシデント後

の高放射線場での計測とロボット技術の習得を目的として大学院授業科目「シビアアクシデ

ント工学実験」を新規に立上げ、東工大での実験及びモックアップ施設及び福島に建設予定

のモックアップ施設での実験を大学院生に行わせることを目的とし、本年度は、そのカリキ

ュラム準備を行った。本授業科目「シビアアクシデント工学実験」は平成27年度の大学院後

期科目として新設し、実験を含む全10回の以下の授業から構成した。 
 
3.1.4 廃止措置の最新技術と基盤に関する人材育成 

廃止措置工学関連講義カリキュラムの作成を行った。具体的には、授業科目「原子炉廃止措置工

学」及び「原子炉廃止措置工学特別講義」のカリキュラムを作成した。 
 
3.1.5 キャリアパス形成活動 

インターシップ、セミナー企画・開催準備及び廃止措置関連機関等と調整を行った。具体的には、

平成２７年度以降のインターシップについて廃止措置関連機関等の意見交換を行い、また平成２７

年度開催予定の原子炉廃止措置セミナーの企画・調整等を行った。 
 
3.1.6 廃止措置工学特別コースの設置・運営 
 廃止措置工学特別コースの設計を行った。具体的には、以下の大学院授業科目を平成２７年度
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から東京工業大学大学院理工学研究科原子核工学専攻で開講するための準備を行った。 
・廃止措置・材料工学実験 
・核燃料デブリ・バックエンド工学実験 
・シビアアクシデント工学実験 
・原子炉廃止措置工学 
・原子炉廃止措置工学特別講義 
・原子炉廃止措置インターンシップ第一～第四 
 
3.2 研究活動 
3.2.1 難分析核種用マイクロ分析システムの構築 

難分析核種分析のための試薬・条件の検討を行うとともに、マイクロ流体操作の予備検討を行っ

た。具体的には、以下のような活動を行った。 
熱レンズ (TLM) 計測によるマイクロ分析を行うには、検出対象のストロンチウム(Sr)やランタノイド

(Ln)等の金属イオンに対する抽出能だけでなく発色能を有するキレート試薬を用いる必要がある。こ

れは、Sr は無色、Ln の多くは常磁性元素であり、汎用的なキレート試薬では TLM 計測の高感度化

が望めないためである。そこで、Sr 及び Ln 用の環状キレート試薬として、クラウンエーテルの一種で

ある 4-aminobenzo-18-crown-6 (amino-18C6)及び DOTA（テトラアザシクロドデカン四酢酸、 
1,4,7,10-tetra(carboxymethyl)-1,4,7,10-tetraaza-cyclododecane ） の 一 種 で あ る

p-aminobenzo-DOTA-tetra-tert-butylester (p-NH2-Bn-DOTA)をそれぞれ選択し、これらに発色部位

を付与した新規化合物を創製することとした。発色部位には蛍光性プローブ分子である Fluorescein 
isothiocyanate（FITC）を用いており、この FITC と環状キレート試薬とをアミド結合を介して接続させた

化合物である。この構造であれば、クラウン環及びシクロ環に Sr 及び Ln が配位した後、FITC に励起

光を照射すると、FITC からクラウン環及びシクロ環にエネルギー移動が起こり、蛍光が発される。

FITC からの安定的なエネルギー供給によって蛍光が生じるため、蛍光強度は極めて高くなり、TLM
計測に有益であると期待される。合成経路は図 3.2.1-1 の通りとした。具体的には、FTIC、

amino-18C6 あるいは p-NH2-Bn-DOTA、塩基であるトリエチルアミン(Et3N)を無水テトラヒドロフラン

(THF)溶媒に溶解させ、所定の温度、時

間で反応させた。反応後の溶液をろ過し

た後、カラムクロマトグラフィーによる分画・

精製を行った。生成物のNMR測定を行っ

た結果、目的物が合成できていることを確

認した。試薬・反応条件を設定できたと言

える。また、マイクロ流体操作の予備検討

として、水相-油相の分離について検討し

た。フォトリソグラフィ―とウエットエッチング

により、深さの異なる 2 つのマイクロ流路を

加工した。このマイクロ流路の浅い流路内のみにオクタデシルトリクロロシラン(ODS)を含むトルエン

溶液を導入し、ベイクすると、流路面を疎水化できた。深い親水性流路と浅い疎水性流路の間には

図3.2.1-1 Sr及びLn抽出・発色キレート試薬の合

成工程 
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ラプラス圧がかかるため、水相と油相はそれぞれ深い親水性流路と浅い疎水性流路のみを流れ、油

水を分離できる。実際に、水相としてチオシアン酸鉄水溶液を、油相としてヘキサン溶液を選択し、

これら油水プラグ流を深い親水性流路内に導入すると、油相のみが深い流路から浅い疎水流路に

抜ける様子が観察された。このことから、マイクロ流路内の流体操作には、流路壁面への濡れ性（親

水・疎水性）と、それによって生じる圧力がキーポイントとなることが分かった。 
 
3.2.2 セルロース分解性イオン液体を用いた汚染木材等の除染法の開発 
(1) 酢酸系イオン液体を用いた伐採木等の表面除染法の予備検討 

イオン液体を用いた伐採木等の表面除染法開発のため、酢酸系イオン液体の木材成分に対する

溶解性の予備検討を行った。具体的には以下のような活動を行った。 
セルロース分解性を示すと考えられる酢酸酸系イオン液体として、1-エチル-3-メチルイミダゾリウム

及び 1-ブチル-3-メチルイミダゾリウムの各酢酸塩の合成を検討した。具体的には、1-エチル-3-メチ

ルイミダゾリウムブロミド[EMI]Br 及び 1-ブチル-3-メチルイミダゾリウムブロミド[BMI]Br を、強塩基性

陰イオン交換樹脂（ポリスチレン-ジビニルベンゼン共重合体(PS-DVB)）に送液した後、蒸留水にて

展開することで、Br-アニオンを CH3COO-アニオンに交換させることで、[EMI]及び[BMI]の酢酸塩で

あるイオン液体[EMI][CH3COO]及び[BMI][CH3COO]を合成した（図 3.2.2-1）。回収物を減圧濃縮、

乾燥し、各種分析装置にて測定した結果、収率はそれぞれ 87%及び 86%であった。また、これら合

成イオン液体と所定量のセルロースを

バイアル瓶内で混合した後、80℃で 12
時間加熱して、セルロースの溶解実験

を行った。セルロースの重量変化を調

べることで、酢酸酸系イオン液体中で

のセルロースの溶解度を決定した。そ

の 結 果 、 セ ル ロ ー ス 溶 解 度 は 、

[EMI][CH3COO] で は 最 大 1.1wt% 、

[BMI][CH3COO]では最大 4.8wt%となることを見出した。 
図 3.2.2-1  酢酸酸系イオン液体の合成工程  

(2) ハロゲン系イオン液体を用

いた伐採木等の表面除染法の予

備検討（再委託先：東海大学） 
イオン液体を用いた伐採木等の

表面除染法開発のため、ハロゲン

化物系イオン液体の木材成分に対

する溶解性の予備検討を行った。

具体的には以下のような活動を行

った。              
セルロースを分解する可能性を有

するイオン液体として、1-エチルまたは

図 3.2.2-2 ハロゲン系イオン液体の合成工程と生成物の

写真 
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1-ブチル-3-メチルイミダゾリウムカチオンとハロゲン化物イオン（Br－、I－）の組み合わせによるイオン

液体の合成を試みた。図 3.2.2-2 に示すように、1-メチルイミダゾールとハロゲン化アルキルを、エタノ

ールあるいはアセトニトリル溶媒に溶解させた後、100℃、2 時間、耐圧容器内で反応させた。その後、

未反応物や溶媒をエバポレーターにて除去することで、目的の生成物を得た。これら生成物の構造

は、NMR 等の分析によって同定した。また、これら合成したハロゲン系イオン液体とセルロース粉末

をガラス容器内に投入した後、アルミブロックバスを用いて 100℃に加熱し、セルロースの溶解状態を

観察した。溶解試験後のイオン液体を水あるいはメタノールで希釈し、析出したセルロース成分の重

量測定及び赤外(IR)分光分析を行って、その溶解性を検討した。 
 
3.2.3 水熱分解法による汚染土壌・焼却灰処理技術 
水熱法による土壌中のCs吸着成分からのCs脱離条件を調べた。具体的には以下のような活

動を行った。 
本研究では、有機酸が土壌からのCs抽出効果を持つことに着目し、水熱処理条件下で発生

する落葉由来有機酸による、汚染土壌からのCs除去効果を評価することを目的とした。 
水熱分解に用いる反応装置は、高圧マイクロリアクターを用い、反応容器は石英内筒を用

いた。試料は、セルロース系バイオマス試料として、東京工業大学敷地内で採取し、ミキサ

ーで粉砕したサクラの落葉を用いた。また、Cs濃度100ppmのCsCl溶液にバーミキュライトを

固液比1.0wt%で投入し、48時間撹拌することでCsを十分に吸着させ、これを模擬汚染バーミ

キュライト溶液とした。 
反応容器に模擬汚染バーミキュライト溶液と，後述する有機系添加物を加え密閉し、系内

を窒素置換した。撹拌しながらヒーターで目的温度まで昇温したあと一定時間保持し、その

後自然冷却を行い、生成物を回収した。回収後は孔径0.2μm のフィルターで吸引ろ過し、ろ

液中のCs濃度を原子吸光光度計にて測定した。このCs濃度から、水熱処理後のバーミキュラ

イトへのCs吸着量 𝑞𝑞Cs [mg- Cs/g- vermiculite]を算出した。添加物は、セルロース系バイオ

マス試料であるサクラの落葉，もしくは濃度0.3Mの有機酸を用いた。  
落葉を加えて水熱処理することで Cs 除去が可能であり、落葉の添加なしで水熱処理した場合より

も脱離率が向上することが明らかとなった。また脱

離率は処理温度に依存し、処理温度が高温にな

るほど多くの Cs を除去することができた。 
落葉のみを水熱処理した水溶液内の有機酸を、

HPLCを用いて分析した。13種の有機酸を同定す

ることができた。得られた落葉と土壌の水熱分解

による Cs 脱離には、少なくとも 13 種以上の有機酸

が関与していると考えられる。次に、これらの有機

酸単独による Cs 除去性能を調べた。図 3.2.3-1 は

処理温度 250℃で各有機酸を添加して 30 分間水

熱処理した場合の脱離率である。 
いずれの有機酸にも Cs 除去効果があることが確認できた。中でもフマル酸による脱離率が最も高

かった。フマル酸の Cs 除去効果を落葉添加で十分に得るためには、フマル酸収率を選択的に上げ

る水熱処理条件を検討する必要がある。 
 

図 3.2.3-1 有機酸添加水熱処理によるバ

ーミキュライトからの Cs 脱離率 
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3.2.4 フェリシアン系吸着剤による Cs 回収技術開発 
金属種の異なるフェリシアン系吸着剤を合成し、Cs 吸着に適した金属種を選定した。具体的には

以下の活動を行った。 
金属種の異なるフェリシアン系吸着剤を合成し、Cs 吸着に適した金属種を選定することを目的とし、

マンガンとニッケルと銅のフェリシアン-フェロシアン化物を合成した。 
フェリシアン化マンガンの合成方法は、フェリシアン化カリウムを 25％水酸化ナトリウム水溶液に溶

解させ、そこへ過剰量の硫酸マンガンを添加することにより、フェリシアン化マンガンの沈殿物を含む

懸濁液を得た。その懸濁液を遠心分離機で固液分離を行い、上澄み液を除去し、蒸留水を加え、

激しく撹拌する操作を数回繰り返して、水溶性の塩を除去した。その後、得られた固体を、75℃で 12
時間加熱乾燥した。 

ニッケルと銅のフェロシアン化物の合成方法は、フェロシアン化カリウム2.61gを蒸留水100mlに溶

解させた。硝酸ニッケル 6 水和物、および硝酸銅 3 水和物をそれぞれ 2.71ｇ、2.24ｇ秤量しそれぞれ

50ml の蒸留水に溶解させた。ニッケル及び、銅の水溶液にフェロシアン化カリウム水溶液をそれぞ

れ 50ml ずつ加え 24 時間撹拌した。得られた溶液を遠心分離器で分離後 250ml の蒸留水でそれぞ

れ 3 回洗浄したのち、風乾させた。これを用いて吸着試験及びシアン溶出の検討を行った。 
Cs の収着試験は、10ppm の塩化セシウム水溶液 10 mL に、収着剤を 10 mg を加え、室温で激し

く振盪することにより行った。振盪 1 時間後、上澄み液を、孔径 0.2μm のフィルターでろ過し、ろ液中

の Cs 濃度を原子吸光光度計にて測定した。この Cs 濃度から、収着率を算出した。 
シアン溶出に関しては、ICP にて分析を行った。収着剤の添加量は 0.05wt%とし、水道水中で 1h

振盪した溶液のろ液について評価した。 
合成したフェリシアン化 Mn、フェロシアン化 Ni、フェロシアン化 Cu、及び、紺青（大日精化工業製）

の Cs 収着試験結果とシアン溶出量を表

3.2.4-1 に示す。 
フェリシアン化 Mn、フェロシアン化 Ni、フェ

ロシアン化 Cu は、紺青よりも高い Cs 収着性

能を示した。水中へのシアンの溶出量は、フ

ェリシアン化 Mn とフェロシアン化 Ni が少なく、

この二つの収着剤が、Cs 収着剤に適してい

ると考えられる。 
 
3.2.5 クラウンエーテル含有ゲルと天然鉱物を利用した Cs、Sr 回収・固定化技術 
(1) Cs、Sr 回収試験 

クラウンエーテル系抽出剤による Sr 抽出試験と天然鉱物仮焼物による Sr、Cs 同時吸着試験を行

い個別の機能確認を行った。具体的には以下の活動を行った。 
18-クラウン-6 は、Sr に対する錯体形成能が高いことで知られる。溶媒抽出法では、危険性や環境

負荷の大きい有機溶媒を使用する、抽出剤が水相に溶出するといった欠点がある。一方、固液抽出

法は固体と目的物質を含む固体と目的物質を含む液相とを接触させることで目的物質を固体表面

に選択的に吸着分離する仕組みであり、上記の欠点を克服できる分離プロセスである。特に、固相

試料
収着剤量 溶液量 Cs シアン溶出量

[g] [mL] 収着率 [%] [mg/L]

フェリシアン化Mn 0.01 10 98.8 0.1未満

紺青 0.01 10 62.2 1.0以上

フェロシアン化Ni 0.01 10 98.9 0.1未満

フェロシアン化Cu 0.01 10 98.7 1.3

表 3.2.4-1 フェリシアン系収着剤の Cs 吸着率と

シアン溶出量 
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として架橋構造を有する高分子ゲルを用いて抽出を行うゲル液抽出法は、固相が親水性であること

から溶媒抽出法と固液抽出法の両方法の特徴を併せ持つ。またゲルを多孔質シリカゲルの表面に

薄く担持することで、クロマト分離剤としての適用も可能である。本研究では、硝酸溶液からの Sr 分

離を目指し、クラウンエーテル（CE）を架橋とする CE-NIPA (N-ispropylacrylamide)ゲルを合成し、ゲ

ル液抽出法による Sr 抽出試験を行うことを目的とした。 
測定の結果、CE-NIPA ゲルを抽出剤として用いると、水相中の Sr を抽出できることが分かった。ま

た振盪後 3 時間で分配係数は最大の 3.23 [cm3/g]となった。  
また、CE-NIPA ゲルを多孔質シリカゲルの表面上に薄膜塗布し、クロマト分離剤としての適用の可

能性を検討した。始めに市販の多孔質シリカゲルの構造的特性を把握するために、細孔分布、比表

面積を測定した。構造的特性が明らかとなったシリカゲルに、CE-NIPA ゲルの合成前駆体のモノマ

ー溶液を含浸後、加熱し、重合反応を行うことにより、シリカゲル表面上でのゲルの作製を試みた。

現在の合成手法では、薄膜塗布成功の再現性が低いため、今後、ゲル薄膜塗布法の最適な条件

検討を行う必要がある。 
 

 B - Na B - Na - Zn 0.5 
（塩化物） 

B - Na - Zn 0.6 
（酸化物） 

Na 全溶出

期間 
約 1 年 約 37 年 約 334 年 

 
 (2) ホウ酸塩ガラスによる Cs、Sr 等廃棄物のガラス固化試験 （再委託先：芝浦工業大学） 

Zn 等の金属イオンを添加したホウ酸塩ガラスの性能・性状を調べた。具体的には以下のような活

動を行った。 
本研究では、東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う放射能汚染水処理に伴い発生する

塩、ホウ酸、ゼオライト等の廃棄物を包括的に固化処理することを目的としている。本研究では、汚

染水処理装置で処理した冷却水（以下、処理水と略記）中にナトリウムおよびホウ酸が含有している

ことに着目した。高温下においてホウ酸はナトリウムと反応しホウ酸塩ガラスを形成することが知られ

ている。これまでの研究成果から、ホウ酸塩ガラスの最適な作製条件、海水由来の NaCl を含んだ状

態におけるホウ酸塩ガラスの形成挙動の把握、ホウ酸塩ガラスの Na の固定化及びホウ酸塩ガラスに

よる Cs を吸着したゼオライトの固定化の可能性が示された。そこで本事業では、ホウ酸塩ガラスにZn
等の金属イオンを添加したガラス試料を作製し、X 線回折や SEM-EDX 等により金属イオン添加に

伴うホウ酸塩ガラスの性能・性状について調査した。 
 本研究で対象とする廃液には Na が多含するため、ホウ酸ガラスの固化体としての適用には長期的

な Na 保持性能が重要となる。そこで、本研究ではホウ酸ガラスのキューブ状試料について浸漬試験

を行い、長期浸出挙動の検討を行った。B-Na の規格化浸出量は、浸漬 149 日目で 100.6 g･cm-2 程

度であることが確認された。また、規格化浸出量はほぼ飽和に達していることが示された。一方、Zn 
0.5 の規格浸出量は浸漬 183 日目で 100.3 g･cm-2であることが確認され、規格化浸出量は未だ僅かな

がら増加傾向にあることが示された。また、Zn 0.6 の規格化浸出量は浸漬 14 日目で 10-2 g･cm-2 程度

表 3.2.5-1 各ガラスの Na 全溶出推算期間 
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と同じ浸漬日数の他試料と比べても非常に小さい値を示した。また、算出した各ガラスの Na 全溶出

推算期間を表 3.2.5-1 に示す。表 3.2.5-1 より本研究で作製した B-Na-Zn 0.6 ガラス内の Na が全溶

出に達するまでの期間は B-Na ガラスの約 334 倍、B-Na-Zn 0.5 の約 10 倍長い事が確認された。即

ち、B-Na-Zn 0.6 ガラスが本研究で作製された何れの B-Na-M ガラスよりも優れた Na 保持性能を保

有していることが示された。 
 
3.2.6 シビアアクシデント後の遠隔計測技術 
(1) パルスエコー法による超音波計測技術開発 

デブリ形状把握と漏洩箇所特定のための技術開発を行った。具

体的には以下のような活動を行った。 
本研究では、デブリ形状把握と漏洩箇所特定のための超音波

基礎技術開発を行った。1 年目の本年度は、図 3.2.6-1 の垂直円

管実験装置を用いて、超音波流速分布計測計法（UVP 法）による

速度分布計測法の最適化を行った。また、フェイズドアレイ流速分

布計測法に関する信号処理について信号処理系を確認した。 
 現有のシステムでは、2 つの受信信号の位相差からドップラー周

波数を算出する自己相関法を用いた。上記の処理を測定線上の

各測定点において行うことで、測定線上の速度ベクトル分布を算

出することが可能となることを確認した。 
 
(2) 多関節ロボットアームによるセンサポジショニング技術開発(再委託先：東京医科歯科大

学) 
多関節ロボットアーム試作機の開発と超音波センサ位置決め精度検証試験を行った。具体

的には以下の活動を行った。 
はじめに、多関節ロボットアーム試作機を開発した。開発した多関節ロボットアーム試作機の全体

図を図 3.2.6-2 に示す。本試作機は本プロジェクト実施以前から既に基礎的なメカニズムや機構部品、

センサ系、アクチュエータなどが構成されていたが、関節を駆動するワイヤの取り回し経路や、装備

したアクチュエータの性能に問題があったため、精度高く動作させることが出来なかった。本プロジェ

クトではワイヤ取り回し経路の変更や、問題のあった２台のアクチュエータをより制御性の高いものに

交換することで手先位置制御の精度を高めた。 
次に、センサポジショニング実験を行った。動作する多関節アーム部全質量に比して、超音波セ

ンサは無視できるほど微小である。従って超音波センサの位置決め精度は多関節アーム先端部分

の位置決め精度と同等と見做せる。東工大の学内施設であるモーションキャプチャシステムを用いて、

アーム先端の位置決め精度を計測した。実験の様子を図 3.2.6-3 に、示す。先端位置誤差は 0.1[m]
以内に収まった。 

図 3.2.6-1 垂直円管実験装置 
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さらに、学内モックアップ施設に於いて漏えい個所の検査を模擬した動作実験を行った。操作は

間近で目視しながらロボットの操作を行った。実験の様子を図 3.2.6-4 に示す。実験では鉄骨で組ま

れたやぐらの一階部分からロボットが進入し、二階部分の底面を超音波センサを模擬したライトにより

照らすことが出

来た。またやぐ

ら 外 部 か ら 上

方にアームを

延 ば す こ と で

二階部分を側

面から照らすこ

とが出来ること

も確認した。こ

の 実 験 に よ り

開発したアー

ムが可動範囲

内で設計通り

に動作すること

が確かめられた。 
 
(3) 移動ロボットによるセンサ・アーム搬送技術開発 

 センサ・アームを搬送するための遠隔操縦可能な移動ロボット機構を開発した。具体的には以

下の活動を行った。 
開発した車輪型移動ロボットを図 3.2.6-5 に示す。四輪駆動で同側の前後輪は同じ速度で回転す

る。複雑なステアリング機構は採用せず、左右輪の速度差で旋回を行うスキッドステア方式とした。本

ロボットの車体部分は別プロジェクト（東工大平成 20 年度 VBL 研究プロジェクト）で既に製作された

ものを流用したが、駆動系に細いタイミングベルトを用いていたため、段差踏破時に必要な十分な駆

動トルクを発生することが出来なかった。そこで本プロジェクトではこれをチェーン駆動とすることで十

分な駆動トルクを確保した。車体部分の大きさは全長 630mm 全幅 630mm
全高 300mm、車輪直径は 300mm である。質量はおよそ 20kg でバッテリも

搭載可能である。廃止措置用の多くのロボットは通信の信頼性を確保する

ために、有線による遠隔制御を行っていることから、本ロボットも有線での

操作を想定している。なお車体上部には 3.1.3 節で述べたシビアアクシデ

ント工学実験用の軽作業用アーム（農研機構との共同研究で試作、一部

部品を改修）を装備している。このアームは有線・無線いずれの方式でも

遠隔制御を行うことが出来る。遠隔制御による基本的動作を確認した。 
                            

3.2.7 デブリ取出時の未臨界確保方策（再委託先：東京都市大学） 
デブリ取出時の臨界性評価に必要な条件の検討と予備解析を行った。具体的には、デブリには

       
図 3.2.6-2 多関節アーム試作機概観  図 3.2.6-3 センサポジショニング実験 

  

図 3.2.6-4 学内モックアップ施設での作業模擬実験 

図 3.2.6-5 車輪型移

動ロボット 
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様々な化学形態があると予想されているため、燃料デブリ臨界評価を行うにあたり必要な燃焼後燃

料組成、デブリ組成・形状・サイズ等の条件検討と予備臨界解析を実施した。 
 燃料組成の検討として、様々な燃焼度をもつ燃料集合体の混合物溶融組成、可燃性毒物残存量、

燃料デブリ組成、ポロシティ、水/デブリ体積比、制御棒材と燃料の混合/分離状況、MCCI 組成、

様々な構造材物質を含む燃料デブリ組成の調査を実施した。また次年度以降の解析に備え、燃料

物質が集中した場合の予備的臨界解析を実施した。 
 BWR、PWR の炉心構成材料に生じる高温での現象について文献調査を行った。燃料上部の温

度は下部に比べ溶融が早いことを考えると、上部で生成されたデブリは(U、Zr)O2 で構成されている

ことが十分考えられる。しかしながらジルカロイの融点の方が低いため、先に溶融することを考慮した

場合、純粋な UO2 だけで構成される燃料デブリの存在も考えられる。 
 可燃性毒物の残量を調べるために、1F2 号機の BWR STEP-Ⅲ(9×9)燃料集合体を対象とした燃焼

計算を行い、運転開始から事故直後までの Gd 組

成・量の変化を評価した。Gd 量の変化を図 3.2.7-1
に示す。Gd は質量数 154 から 158 まで連続して安

定同位体が存在するため、中性子吸収により他元

素に変換しにくい。Gd の中で毒物として働く核種は

Gd-155 と Gd-157 であり、これらの核種は燃焼度約

15GWd/t までで燃焼が完了している。 
 予備的臨界解析として、デブリ解体時や自然

対流などにより冷却材中で粉末状デブリが巻き

上がった際の臨界性評価を行った。臨界計算は

連続エネルギー法に基づくモンテカルロコード

MVPを、核データライブラリにはJENDL-4.0を使

用した。燃料デブリは保守的に評価するためにUO2燃料濃縮度4.9%の新燃料を使用した。デ

ブリ粒径18mmとは、先行研究においてVm/Vf=0.3の条件下で最大無限増倍率を示した粒径で

ある。Vm/Vf=0.3でデブリ粒径＜～30μmとした場合、水・燃料混合領域半径380mmで臨界に、

デブリ粒径18mmでは水・燃料混合領域半径350mmで臨界となることが分かった。このときの

水・燃料混合領域に含まれるU-235量は約4kgである。作業中の再臨界を防ぐためには、デブ

リの形状・計量管理、ホウ酸注入の技術、デブリの巻き上げを抑えかつ迅速に取り除く解体

技術が求められる。 
 
3.2.8 メルトダウン炉心の臨界事故解析と対策の検討 
メルトダウン炉心の臨界事故解析についての予備的な調査を行った。具体的には、臨界事

故解析に関する既往研究として、日本原子力研究開発機構の過渡臨界実験装置TRACYで行わ

れてきた実験の概要と結果、燃料粒子が入ったドラムを回転させた場合の粒子の動きと実効

増倍率の変化のシミュレーション等について調査を実施した。 
 
3.2.9 廃止措置技術・人材育成フォーラム 

図 3.2.7-1 燃焼にともなう Gd 同位体組

成の変化 

図 3.2.7-1 燃焼にともなう Gd 同位体組成

の変化 



255 
 

廃止措置技術・人材育成フォーラムの企画・開催を行った。また、より学生などをひきつ

ける取り組みや広域なネットワーク構築などより充実した教育・人材育成の拠点とするため

の検討を行った。具体的には、廃止措置実施機関との情報交換を行うため、以下のプログラ

ムの廃止措置技術・人材育成フォーラムを企画し、開催した。 
 

廃止措置技術・人材育成フォーラム 
日時：平成 27 年 2 月 24 日(火) 13：30～17：25 
場所：東京工業大学 北 1 号館（原子炉工学研究所 1 号館）1 階会議室 
プログラム： 
13：30～13：35 開会挨拶と趣旨説明      小原 徹（東工大） 
13：35～14：05 難分析核種分析及び材木の除染技術について  塚原剛彦（東工大） 
14：05～14：35 土壌の汚染除去と回収・固化技術について  竹下健二（東工大） 
14：35～15：05 シビアアクシデント後の遠隔計測技術について  木倉宏成（東工大） 
15：05～15：35 デブリ取り出し時の未臨界確保方策について  高木直行（都市大） 
15：35～15：45 (休憩) 
15：45～16：00 デブリ材料工学に関する人材育成について  矢野豊彦（東工大） 
16：00～16：15 デブリ化学に関する人材育成について   塚原剛彦（東工大） 
16：15～16：30 シビアアクシデント後の遠隔計測技術に関する人材育成について   

木倉宏成（東工大） 
16：30～16：45 廃止措置の最新技術と基礎に関する人材育成について  

竹下健二（東工大） 
16：45～17：00 キャリアパス形成活動について    小原 徹（東工大） 
17：00～17：20 全体討論      進行 小原 徹  
17：20～17：25 閉会挨拶      矢野豊彦（東工大） 
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４． 平成２７年度の実施内容及び成果 
4.1 人材育成活動  
4.1.1 デブリ材料工学に関する人材育成  
 廃止措置に必要なデブリ材料分析の技術の習得を目的とした大学院授業科目「廃止措置・材料工

学実験」を新規に立ち上げ、東京工業大学のホット実験施設で放射化材料を用いた実験を大学院

生に行わせる。 
 履修した学生は、11 名(うち 3 名留学生)、8 回実施(連携大学は 2 月実施)した。表 4.1.1-1 に実施

内容と担当教官を示す。ここでは、グローブボックスやフード環境での微細分析試料の加工技術を

習得し、放射化材料は熱伝導率が低下し、結晶構造が乱れるという基本的な照射損傷に関する知

識を習得した。図 4.1.1-1 に放射化 SiC の物性測定の実施状況を示す。 
 

表 4.1.1-1 「廃止措置・材料工学実験」授業スケジュール 

 
 

 
図4.1.1-1 学生実験「放射化SiCの物性測定」の実施状況 

 
4.1.2 デブリ化学に関する人材育成  
 デブリ化学分析・バックエンド工学技術の基礎の習得を目的とした大学院授業科目「核燃料デブ

リ・バックエンド工学実験」を新規に立ち上げ、東京工業大学のホット実験施設で RI 及び核燃料物

実験等の項目 講義日程 担当

1
・管理区域内入退室の基本
・放射性同位体元素の取扱の基本

2015/10/8 吉田　克己　准教授

2
・【講義】物性評価の基礎原理
・実験の事前準備

2015/12/3
吉田　克己　准教授
今井　雅三　技術職員

3
・コールド実験
・RI試料の切断・研磨・粉砕、除染・スミヤ測定
【放射性物質の取扱】

2015/12/10

4
・熱伝導率測定及び解析
・スミヤ測定
【放射性物質の取扱】

2015/12/17

5
・X線回折実験及び解析
・スミヤ測定
【放射性物質の取扱】

2015/12/24

6 ・水熱腐食・強度実験 2016/1/7

7
・水熱腐食・強度実験
・水熱腐食後の微細構造観察、X線回折

2016/1/21

8 ・個人被ばく量(外部被ばく、内部被ばく)の評価 2016/1/28

矢野　豊彦　教授
吉田　克己　准教授
佐藤　勇　特任准教授
山崎　宰春　特任助教
今井　雅三　技術職員
大饗　恭子　技術員
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質を用いた実験を大学院生に行わせる。 
 履修した学生は 8 名(うち 1 名留学生)、8 回実施(連携大学は 2 月実施)した。表 4.1.2-1 に実施内

容と担当教官を示す。ここでは、U の抽出方法に関して、種々の基本的な方法を習得するとともに、

XRD、XRF、ICP-AES などの機器分析技術を原理含めて学習した。また、核燃料である U 酸化物の

化学量論性比(O/M 比)と焼成温度の関係を学んだ。図 4.1.2-1 に放射化 SiC の物性測定の実施状

況を示す。 
 

表 4.1.2-1 「核燃料デブリ・バックエンド工学実験」授業スケジュール 

 

 

図 4.1.2-1 学生実験「精製・転換・再転換」の実施状況 
 
4.1.3 シビアアクシデント後の遠隔計測技術に関する人材育成  
 シビアアクシデント後の高

放射線場での計測とロボッ

ト技術の習得を目的として

大学院授業科目「シビアア

クシデント工学実験」を新規

に立ち上げ、東工大での実

験及び福島に建設予定の

モックアップ施設での実験

を大学院生に行わせる。 
 履修した学生は、5 名(イン

実験等の項目 講義日程 担当

1
・オリエンテーション及び教育訓練

2015/10/8
塚原　剛彦　准教授
鷹尾　康一朗　准教授

2 ・実験前講義 2015/10/15
3 ・精製・転換・再転換 2015/10/22
4 ・精製・転換・再転換 2015/10/29
5 ・イオン交換法による廃液からのウラン精製法 2015/11/5
6 ・粘土鉱物における放射性核種の吸着挙動 2015/11/12
7 ・溶媒抽出法 2015/11/19
8 ・溶媒抽出法 2015/11/26

池田　泰久　教授
塚原　剛彦　准教授
鷹尾　康一朗　准教授
原田　雅幸　助教
佐藤　勇　特任准教授
山崎　宰春　特任助教
大饗　恭子　技術員

実験等の項目 講義日程 担当

1
・イントロ・シビアアクシデント工学概論1
・超音波計測基礎

2015/10/8 木倉　宏成　准教授

2
・超音波計測技術応用
・垂直円管流を用いた流速分布計測実験

2015/10/15 木倉　宏成　准教授

3
・超音波計測技術応用
・超音波フローマッピング計測

2015/10/22 木倉　宏成　准教授

4
・原発対応ロボット概論
・ロボット制御基礎

2015/10/29 遠藤　玄　准教授

5 ・ロボットアームの制御 2015/11/5 遠藤　玄　准教授
6 ・ロボット実験 2015/11/12 遠藤　玄　准教授

7
・シビアアクシデント工学概論2
・超音波計測技術応用

2015/11/19
木倉　宏成　准教授
相楽　洋　准教授

8
ロボットアームと超音波計測技術応用
・超音波フローマッピング計測

2015/12/3
木倉　宏成　准教授
遠藤　玄　准教授

9 ・アーム車両総合遠隔操作実験 2015/12/10 遠藤　玄　准教授

10
・総合実験

2015/12/17
木倉　宏成　准教授
遠藤　玄　准教授

11
・総合討論・学生発表

2015/12/24
木倉　宏成　准教授
遠藤　玄　准教授

表 4.1.3-1 「シビアアクシデント工学実験」授業スケジュール 
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フラ的に最適人数)、11 回実施(連携大学は 3 月実施)した。表 4.1.3-1 に実施内容と担当教官を示す。

ここでは、福島第一原子力発電所のような事故現場において「見えない」(視界不良、カメラ位置不

良)場合、ロボットの制御に及ぼす影響とその対策を検討した。また、超音波流速分布計測法の基礎

を習得し、本法の現場での適用法に関して検討した。 

 
図 4.1.3-1 学生実験「超音波フローマッピング計測」の実施状況 

 
4.1.4 廃止措置の最新技術と基盤に関する人材育成  
 大学院授業項目「原子炉廃止措置工学特別講義」を新規に立上げ福島における最新の廃止措

置技術と本プログラムで実施している研究の成果についての教育を行う。また、大学院授業項目「原

子炉廃止措置工学」を新規に立上げ原子炉廃止措置技術の基礎についての教育を行う。 
 「原子炉廃止措置工学特別講義」を履修した学生は、17 名、7 回(見学含む)実施し、課題のレポー

ト提出を課した。また、「原子炉廃止措置工学」を履修した学生は、17 名、8 回実施し、前科目同様に

課題のレポート提出を課した。表 4.1.4-1 と表 4.1.4-2 にそれぞれ「原子炉廃止措置工学特別講義」

及び「原子炉廃止措置工学」の実施内容と担当教官を示す。ここでは、原子炉廃止措置技術の基礎、

特に通常炉と事故炉の違いというテーマのもと、学習した。また、福島における最新の廃止措置技術

(除染、デブリ取出、等)を習得した。本講義の大半を㈱東芝からの外部講師が実施したことにより、

現場のエンジニア色を出したものとなった。図 4.1.4-1 に㈱東芝工場見学及び授業の様子を示す。 
 

表 4.1.4-1 「原子炉廃止措置工学特別講義」授業スケジュール 

 

 
 
 

講義項目 講義日程
1 過酷事故原子炉の廃炉（ＴＭＩ事故、チェルノブイリ事故） 2015年10月5日 加藤　之貴　教授
2 福島第一原子力発電所の現状 2015年10月19日 今村　功　非常勤講師(東芝)
3 燃料デブリの存在状態と取出し技術 2015年10月26日 川野　昌平　非常勤講師(東芝)

4 汚染水の浄化技術（１） 2015年11月2日
池田　昭　非常勤講師(東芝)
山本　誠二　非常勤講師(東芝)

5 汚染水の浄化技術（２） 2015年11月9日
山本　誠二　非常勤講師(東芝)
池田　昭　非常勤講師(東芝)

6 東芝（京浜）見学（ロボット技術中心） 2015年10月19日 竹下　健二　教授、ほか
7 福島第一原子力発電所の現状廃炉への筋道 2015年11月30日 湯口　康弘　非常勤講師(東芝)
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表 4.1.4-2 「原子炉廃止措置工学」授業スケジュール 

 
 

 
図 4.1.4-1 ㈱東芝工場見学及び授業の様子 

4.1.5 キャリアパス形成活動  
 福島第一原発の廃止措置活動への関心を高めることを目的として、大学院授業科目「原子炉廃

止措置インターンシップ」を新規に立上げ、福島第一原発で廃止措置活動をしている機関・企業等

に学生をインターンシップ派遣する。また、「原子炉廃止措置セミナー」を実施し、日本原電の東海

発電所廃止措置作業の見学及び講演会、福島におけて廃止措置活動を行っている機関の見学及

び講演会を行い学生を参加させる。 
 「原子炉廃止措置インターンシップ」では、東京電力へ 3 名及び ATOX へ 4 名を受け入れていた

だき、廃止措置関連の各種業務に従事した。「原子炉廃止

措置セミナー」では、平成 27 年 9 月 15-16 日の日程で日本

原電に、平成 28 年 3 月 17-18 日の日程で東京電力(福島

第一原子力発電所、福島第二原子力発電所)及び原子力

機構(JAEA 楢葉遠隔技術開発センター)に出向き、廃止措

置工学の技術・研究開発を学習、廃止措置作業を視察し

た。セミナーには連携大学の学生も参加した。図 4.1.5-1
に日本原電における「原子炉廃止措置セミナー」の様子

を示す。 
 
4.1.6 廃止措置工学特別コースの設置・運営 
 4.1.1～4.1.5 における人材育成活動に関して、授業準備・出欠管理・学外との調整等、運営に必要

な事項に関しては、担当教員とともに廃止措置プログラム室が実務を行った。また、これらの授業項

目及びセミナーの履修・参加履修を履修指導で推奨し、所定の履修・参加をして小論文を提出した

学生を審査の上、専攻長が若干名の学生を顕彰した。 

講義項目 講義日程
1 原子炉廃止措置とは 2015年12月14日 竹下　健二　教授
2 原子力発電所の放射能、除染、汚染検査 2015年12月21日 三倉　通孝　非常勤講師(東芝)
3 廃炉コストと原子力発電所のライフサイクル 2016年1月4日 竹下　健二　教授
4 原子力発電所の解体技術 2016年1月12日 豊原　尚実　非常勤講師(東芝)

5 解体廃棄物の処理・処分技術（１） 2016年1月18日
小松原　勝　非常勤講師(東芝)
金子　昌章　非常勤講師(東芝)

6 解体廃棄物の処理・処分技術（２） 2016年1月25日 加藤　之貴　教授
7 原子力発電所の構成と原子炉の寿命 2016年2月1日 加藤　之貴　教授
8 世界の廃炉経験と今後の課題 2016年2月8日 小畑　政道　非常勤講師(東芝)

図 4.1.5-1 日本原電における「原子

炉廃止措置セミナー」の様子 
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4.2 研究活動 
4.2.1 難分析核種用マイクロ分析システムの構築  
 本マイクロ分析システムでは、検出には熱レンズを用いた

光学的な作用を利用するが、その際に必要になるが蛍光セ

ンサであり、また、流体の動きを制御する必要がある。そこで、

トップダウンとボトムアップ加工の融合により、形状や表面特

性の異なるマイクロ流路を作製し、複雑なマイクロ流体操作

を実現した。また、抽出能と発色能を併せ持つ新しい蛍光セ

ンサ(図 4.2.1-1 参照)を合成した。これらを用いたマイクロ分

析システムの構築のため、他の構成 
要素に関しても物品調達(可搬型汎用自動マイクロ免疫分析装置、等)を行った。 
 
4.2.2 セルロース分解性イオン液体を用いた汚染木材等の除染法の開発  
(1) 酢酸系イオン液体を用いた伐採木等の表面除染 
 セルロース溶解性を示す酢酸系イオン液体([EMI][AcO], [BMI][AcO]、図 4.2.1-1 参照)について、

昨年度確立した固相陰イオン交換法(図 4.2.1-2)に基づいて合成した。また、これらに対するセルロ

ースの溶解度を求めた。溶解速度は遅いものの、[EMI][AcO]で 15 wt%、[BMI][AcO]で 8 wt%の溶

解度を確認した。 

      
図 4.2.2-1 [EMI][AcO]及び[BMI][AcO]の構造式   図 4.2.2-2 固相陰イオン交換法 

 
(2) ハロゲン系イオン液体を用いた伐採木等の

表面除染試験の実施（再委託先：東海大学） 
 セルロース溶解性の高い塩化物系イオン液体

（BMICl）を用いて、時間当たりのセルロース溶解

率（溶解速度）について検討した。100℃撹拌条件

では、１～２%のセルロースが 3 時間以内に溶解し

た。セルロース粉末を用いて模擬汚染物を作製し、

塩化物系イオン液体（EMICｌ及び BMICｌ、 
図 4.2.1-3）を中心に、除染効果について検討した。また、セルロース粉末に塩化セシウム溶液を含

浸させて模擬汚染物を作製し、セシウム付着量を評価した。さらには、セルロース粉末の他に、木材

チップを準備し、模擬汚染物の作製を試みた。 

図 4.2.2-3 Cs 含浸セルロースを溶解した

イオン液体と木材チップ 

   図 4.2.1-1 蛍光センサの例 
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4.2.3 水熱分解法による汚染土壌・焼却灰処理技術  
 本年度までに行った土壌粘土質を用いた Cs 吸着

試験および水熱分解試験の結果から、「 土壌粘土

質への Cs の吸着時間」が、「Cs 吸着量」および「水

熱分解時の Cs 脱離率」に与える影響を明らかにし

た(図 4.2.3-1 参照)。また、イオン交換を促進させる

水熱分解法の高度化技術に資する基礎データを得

た。さらに、高 Cs 脱離率が得られる最適な有機酸の

選定と水熱分解条件に関して継続的に 
検討した。 
 
4.2.4 フェリシアン系吸着剤による Cs 回収技術開発  
 フェリシアン系吸着剤を用いて Cs 吸着に適した溶液条件（温度、pH など）を調べ、Cs 高濃度回収

の可能性を明らかにすることを目的とし、平成 26 年度の Mn、Ni、Cu に引き続き、平成 27 年度は、

Co、Fe、Zn のフェロシアン化物を新たに合成し、pH を変化させた場合の Cs 吸着性能の比較検討を

行った。 pH 12 においては、Fe において吸着性能の低下が見られ、Fe、Zn において著しい Fe の溶

出が見られた。また、Cs の吸着容量が高いフェロシアン化物は、Ni、Cu、Zn であった。Cs 吸着に対

する温度や塩の影響についても検討した。 

     
図 4.2.4-1 pH に対する PB 類似体の Cs 吸着率    図 4.2.4-2  Fe 溶出の pH 依存性 
 
4.2.5 クラウンエーテル含有ゲルと天然鉱物を利用した Cs、Sr 回収・固定化技術  
(1) Cs、Sr 回収試験 
 ゲル液抽出による Sr 回収技術の開発を目指し、Sr に対する錯体形成能が高いことで知られる 18-
クラウン-6（CE）に重合性官能基を導入し、高分子モノマーである N-イソプロピルアクリルアミド（NIPA）

とラジカル共重合させることにより、CE を架橋剤とした親水性高分子ゲル（CE-NIPA ゲル）を得た。こ

の親水性高分子ゲルにおける硝酸水溶液からの Sr ゲル液抽出試験を行い、これが Sr 抽出能を有

することを確認した。また、ゲル液抽出に対する高分子モノマーの影響を調べるため、ジメチルアクリ

ルアミド（DMAA）等を用いた新規 CE 含有ゲルの合成を行った。さらに、本ゲルの合成に用いている

CEはジベンゾ体であるが、ジベンゾ体の水素添加反応によって得られるジシクロ体の方がSr抽出能

図4.2.3-1 土壌粘土質へのCsの吸着機構と

吸着時間と脱離率の関係 
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が高いことが知られているため、現在、ジシクロ体の合成条件検討を行った。別途、カラム充填剤へ

の応用を目指し、CE 含有ゲルの多孔質シリカゲル表面上への薄膜塗布の条件を検討した。 
 

 
図 4.2.5-1  CE を架橋剤とした親水性高分子ゲル 

 
(2) ホウ酸塩ガラスによる Cs、Sr 等廃棄物のガラス固化試験(図 4.2.5-2 参照) （再委託先：芝

浦工業大学） 
ホウ酸塩ガラスに ZnO を添加することで飛躍的にガラスの耐性が向上することが明らかとなった。

その時、ZnO の最適な添加量としては、B-Na-Zn (1.0:0.5:0.6, mol 比)であることを明らかにした。また、

ZnO を添加したホウ酸塩ガラスの水への浸漬試験結果からその耐性は 330 年程度と評価できた。そ

のほか、ガラス転移点等を測定し、最適な溶融条件を選定することで、Cs の揮発を最小限に抑制で

きる固化体の作製に見通しがついた。 

 

図 4.2.5-2 ホウ酸塩ガラスによる Cs、Sr 等廃棄物のガラス固化の処理概念 
 
4.2.6 シビアアクシデント後の遠隔計測技術  
(1) パルスエコー法による超音波計測技術開発  
 現有の 8 チャンネルパルサーレシーバシステムとアレイセンサ

(図 4.2.6-1)，およびアレー回路を用いた開口合成システムを用

いて，漏洩箇所特定とデブリ形状把握のための計測システムの

予備構築を行い，ソフトウェアの動作確認を行うとともに，現有

のシステムにて予備計測を行った。さらに、16 チャンネルパル

サーレシーバを用いたデブリ形状把握と漏洩箇所特定のため

の計測システムの構築を行うと共に，システム確認のための予備実験を行った。8 チャンネルパルサ

ーレシーバのシステムソフトウェアを拡張して，16 チャンネルシステムのソフトウェアを構築し、センサ

の音場計測結果も合わせて，センサの音場特性を把握することによりシステム構築への影響および

図 4.2.6-1 8 チャンネルフェイ

ズドアレイシステム 
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計測可能範囲の同定を検討した。 
 
(2) 多関節ロボットアームによるセンサポジショニング技術開発(再委託先：東京医科歯科大

学) 
 ワイヤ干渉駆動型多関節アームの制御法を従来のフィードバックのみの制御から改良し、アーム

目標位置姿勢および動作に基づき、動力学演算を行い、フィードフォワードによる張力制御を行う手

法を開発し(図 4.2.6-2 参照)、シミュレーションにより動作を確認した。また、実機での確認試験の検

討を行った。動力学シミュレータを構築し、

シミュレーション実験が実施可能になっ

た。ロボット制御に必要な備品の発注を

行った上に、実機制御に必要な張力セ

ンサを設計した。 
 

(3) 移動ロボットによるセンサ・アーム搬送技術

開発 
 移動ロボットから水平に展開する多関節アー

ムの概念設計を行った。関節駆動には軽量に構成

できるワイヤ駆動と、高精度に位置決め出来るハ

ーモニックドライブによる駆動の２種類を候補

として考え、同時に詳細設計を進め、アーム搬

送のための車輪機構の改良も行った。１関節の

ワイヤ駆動系を模擬できる原理試作機の設計及びアーム機構の詳細設計を行った。 
 
4.2.7 デブリ取出時の未臨界確保方策（再委託先：東京都市大学） 
 燃料溶融プロセスの違いにより燃料デブリの均質性、サイズ、形状にはばらつき

があることが予想される。また多数の粒子状デブリの空間位置を確率的に定めた場

合と、任意に配置した場合では、臨界解析の結果に違いが生じることが分かってい

る。燃料デブリ特有の問題を踏まえ、臨界解析の妥当性や予測精度を調べるととも

に、より高い精度で臨界解析を行うための解析手法を検討する。そこで、H27年度

は計算モンテカルロコードMVPの確率論的幾何形状モデル（Statistical Geometry 
Model: STGM）を用いた燃料デブリの臨界性評価の妥当性について検討した。その

結果、STGMに基づく評価では、格子状モデルに比べ、kinf.を過大に評価する傾向に

あることが明らかになった。また、デブリ粒子半径が大きくなるにつれ、kinf.の差

は拡大することなども確認された。  

図4.2.7-1 燃料デブリ臨界解析モデル 
 
4.2.8 メルトダウン炉心の臨界事故解析と対策の検討  

図 4.2.6-2 多関節アームロボットとその張力センサ 

図 4.2.6-3 ハーモニックドライブ関節 

駆動機構(左)及びワイヤ関節駆動機構(右) 
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東工大で開発した積分型動特性モデルに基づく解析

コードの適用可能性を検討し、既往研究の調査を行い積

分型動特性モデルによる弱結合体系動特性解析手法が

離散したデブリによる再臨界時の動特性解析に有効で

あることを確かめた。すなわち、図4.2.8-1のようなモデ

ルを考えた場合、考えられる現象としては、粒子状燃料

デブリの核分裂により固形デブリ領域でも核分裂が発

生する、及びそれぞれの領域の核分裂が相互に影響しあ

う、という点であることに見通しを付けた。  
  

4.2.9 廃止措置技術・人材育成フォーラム  
   平成 28 年 1 月 22 日金曜日 13：00～17：30、東工大・

大岡山キャンパス西 9 号館 2 階コラボレーションルームにて、

ハイブリット会合として「東京工業大学廃止措置技術・人材育成フォーラム及び世界トップレベル大

学教員招聘プログラム招待講演会」が行われた。 
 80 名の学内外の聴講者(福島第一原子力発電所廃止措置関係者等)の参加のもと、本会合で「世

界トップレベル」の英知及び廃止措置プログラムの進捗を伝えることができ、本来の狙いを達成する

ことができた。また、質疑応答では各講演において、闊達に議論が展開され、聴講者のみならず、講

演者も今後の活動の糧となる情報を取得できたと思われる。以下に、フォーラムのプログラムを示

す。 
 
日時：平成28年1月22日(金) 13：00～19：00 
場所：東京工業大学大岡山キャンパス 大岡山西9号館2階コラボレーションルーム 
プログラム： 
13：00～13：05 開会挨拶          小原 徹（東工

大） 
 
13：05～14：20 東京工業大学世界トップレベル大学教員招聘プログラム招待講演 
Potential Use of Risk Information in the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
Decommissioning     （日英同時通訳あり）    
          Michael Golay（マサチューセッツ工科大学） 
 
14：20～14：35 (休憩)  
  
14：35～15：05 難分析核種分析及び材木の除染技術   塚原剛彦（東工大） 
15：05～15：35 土壌の汚染除去と回収・固化技術   竹下健二（東工大） 
15：35～15：55 デブリ取り出し時の未臨界確保方策   高木直行（都市大） 
15：55～16：10 デブリ取り出し時の再臨界事故解析         小原 徹（東工

大） 
 
16：10～16：25 (休憩) 
 
16：25～16：55 シビアアクシデント後の遠隔計測技術   遠藤 玄（東工大） 
16：55～17：25 東工大における廃止措置工学人材育成活動  佐藤 勇（東工

図 4.2.8-1 デブリの臨界特性を

考慮する体系の模式図 
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大） 
17：25～17：30 閉会挨拶      矢野豊彦（東工大） 
 
情報交換会 
17：45～19：00 東工大生協第二食堂 
 
５．結言と今年度以降の展開  

本事業では福島第一原子力発電所の廃止措置に必要不可欠な人材を育成し、廃止措置上重

要な基盤的研究を推進することを目的とし、本年度は人材育成活動では、デブリ材料工学に

関する人材育成、デブリ化学に関する人材育成、シビアアクシデント後の遠隔計測技術に関

する人材育成、廃止措置の最新技術と基礎に関する人材育成、キャリアパス形成活動、廃止

措置工学特別コースの設置・運営において、カリキュラムの作成、実験に必要な機材の導入

及び授業・学生実験を実行した。また、研究活動では、難分析核種用マイクロ分析システム

の構築、セルロース分解性イオン液体を用いた汚染木材等の除染法の開発、水熱分解法によ

る汚染土壌・焼却灰処理技術、フェリシアン系吸着剤によるCs回収技術開発、クラウンエー

テル含有ゲルと天然鉱物を利用したCs、Sr回収・固定化技術、シビアアクシデント後の遠隔

計測技術、デブリ取出時の未臨界確保方策、メルトダウン炉心の臨界事故解析と対策の検に

ついて予備的検討を行い、廃止措置技術・人材育成フォーラムを開催した。平成26年度後半

及び平成27年度の活動を経て、継続的な人材育成活動及び研究活動の見通しを得ることがで

き、今後もさらなる人材育成活動、研究活動での成果が期待できる。 
平成28年度以降も計画通り本課題を遂行し、「原子炉廃止措置工学」の学問体系

の構築と原子炉廃止措置にかかわる優秀な人材の育成を行い、原子力分野の枢要な

事業として認知を深め、学内外の定常的な分野とできるよう繋げていく。  
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11 福島原発事故後への貢献 

 
11.1 科学研究費助成事業 基盤研究（S） 福島原発事故で発生した廃棄物

の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究 
 

池田泰久（研究代表者） 
研究期間：平成24～27年 

 
1. 本研究の背景と目的 

これまでの国内外における原子炉重大事故は、米国スリーマイル島原発における冷却材

喪失事故及び旧ソ連 チェルノブイリ原発事故における原子炉爆発事故である。いずれの場

合も原子炉運転中の事故であり、今回の福島第一原子力発電所事故のように震災により原

子炉停止後の冷却材喪失事故とは異なる。 
本事故では、原子炉4基を含む施設の崩壊, サイト内の高レベル汚染, 炉心冷却に伴う高

汚染水の大量発生, サイト外の広範囲な汚染等, 未曾有の規模である。また、事故発生時、

応急的な核燃料冷却のため、海水が原子炉内に注入されたことから、高温状態であった核

燃料が海水を含む冷却水と接触したことが、従来の事故ではなかったことである。従って、

事故の復旧のためには、サイト内に大量に存在する放射性物質により高濃度に汚染された

コンクリート, 配管, 機器設備等の固体汚染物や廃油, 廃液, 冷却水等の液体汚染物を処

理することが、重要かつ緊急な課題となっている。さらに、これら廃棄物は従来の硝酸系

再処理プロセスから発生する放射性廃棄物には該当しない異質な性状の廃棄物であり、新

たな科学的知見の取得と新しい概念に基づく処理･処分法の研究･開発が必要となっている。 
そこで本研究では、福島原発事故で発生した汚染物の合理的な処理･処分システム構築に

向け、汚染物の性状評価－除染･処理－廃棄物の保管･管理－廃棄物の最終処分を各プロセ

ス間の整合性を考慮し、プロセス全体としての合理性を図った処理･処分システムの開発の

ための基盤研究を行うことを目的とした。具体的には、11人の研究分担者とともに、従来

とは異なる固体･液体汚染物の性状研究、固体･液体汚染物処理研究、発生する廃棄物の処

分研究の3分野に分け、相互に連携しつつ実験に基づく科学的データを取得することとした。 
 
2. 各研究内容の概要と担当者（敬称略） 
2.1 固体汚染物性状研究（東北大学･多元物質科学研究所：佐藤修彰） 

原子炉事故時の圧力容器内の燃料損傷に伴い、圧力容器内からサイト内へ燃料成分や核分裂

生成物(FP)等が放出されたため、それらが付着した固体汚染物が存在する。そこで、これら固定汚

染物の発生経緯を考慮して、所定の条件において、どのような汚染物を構成するか、模擬実験及び

ホット試験を行い、固体汚染物の性状を明らかにし、処理･処分研究に資するための研究を行ってき

ている。 
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2.2 液体汚染物性状研究（東北大学･多元物質科学研究所：桐島 陽、京都大学･工学(系)研究

科： 佐々木隆之） 
事故初期に核燃料冷却のために海水が原子炉内に注水されたことから、高温状態の核燃料

に海水を含む冷却水が接触し、UO2 の酸化やその他核種の溶解反応や分散が進行したと考え

られる。そこで、海水成分ならびに接触直後の水の温度上昇の溶存核種への影響を検討する

ため、Cs(I), Sr(II), 希土類（Ln(III)）, Pu(III,IV,VI), ヨウ素を検討対象とし、化学形態や溶解

度等について検討し、汚染水の生成過程と化学状態を明らかにし、処理･処分研究に資するた

めの研究を行ってきている。 
2.3 固体汚染物処理研究（九州大学･工学(系)研究科：稲垣八穂広、東京工業大学･原子炉工学

研究所：池田泰久） 
高濃度に汚染された固体廃棄物には従来の除染技術が適用できないことが予想され、また通常

の核燃料サイクル工程のものとは異なる固体廃棄物(汚染水処理で発生するゼオライト(ZEO)等)も発

生する。そこで、新規媒体（超臨界CO2やイオン液体）を利用した除染法及び様々な廃棄物の合理

的処理法の一つとしてガラス固化法を取り上げ、その効率的な処理技術の開発のための基盤デー

タを取得する研究を行ってきている。 
2.4 液体汚染物処理研究（東北大･工学(系)研究科：三村 均、長岡技術科学大学･工学(系)研
究科：鈴木達也、東京工業大学･原子炉工学研究所：竹下健二） 
原子炉の安全な冷却及び処分の軽減の観点からは、汚染水中の放射性物質の除去･淡水化･

再利用、汚染海水及び余剰の精製淡水の海への放流のための法定レベル以下までに高除染す

る技術が必要である。そこで、前者用 ZEO の高機能化及びその処理法、後者用の Cs, Sr , ヨ
ウ素, 核種等の高除染吸着剤の開発とその処理法、疎水性 Pt 触媒を用いた水・水素同位体交

換法による汚染水からトリチウム(T)回収法について研究してきている。 
2.5 廃棄物処分研究（九州大学･工学(系)研究科：出光一哉、北海道大学･工学(系)研究科：小

崎 完、佐藤 努、東北大学･工学(系)研究科：新堀雄一） 
汚染廃液処理によって発生した ZEO、汚染水との接触により汚染したコンクリートや金属

構造物の減容処理固化された廃棄物(セメント固化体あるいはガラス固化体等)、それらの処理

によって発生する二次廃棄物を処分する際に必要とされるデータを取得し、既存の処分形態

を参考に、RI や放射能レベルを考慮した高濃度の塩を含む廃棄体の処分体系を構築するため

の基盤研究を行ってきている。 
 

3. 成果の概要 
当研究所の研究者が関わった成果を以下に示す。 

3.1 固体汚染物処理研究 
当研究所の池田は、新規媒体を用いた除染法の研究の一環として、イオン液体(IL)による硝酸水

溶液から IL 相への U の抽出試験を行い、U が効率的に IL 相に抽出されること、熱応答性 IL であ

るベタニウム系 IL と過酸化水素添加の組み合わせにより U 汚染物の除染と過酸化物としての U 回

収が可能であることを見出している。さらに、超臨界 CO2 を媒体とした除染法の基本データとなる核

種 の 溶 解 性 に つ い て 検 討 し 、 フ ッ 素 を 含 む キ レ ー ト 剤 （ 例 ：
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6,6,7,7,8,8,8-heptafluoro-2,2-dimethyl-3,5-octanedionate(FOD)）を配位させることで Ln(III)錯体の溶

解度を高め得ること、超臨界 CO2 にフッ素化クラウンエーテルを添加することで Sr(II)を選択的に抽

出分離しうることを見出し、従来法では除染し難い廃棄物の新規除染技術としての超臨界 CO2 及び

IL を媒体とした除染法の可能性を提案している。 
3.2 液体汚染物処理研究 

長岡技科大の鈴木教授（連携教授）は、タンニン酸を多孔質シリカに担持したタンニン吸着剤

(TN)による海水中の種々元素の吸着特性を評価し、U(VI)で分配係数 100 程度、ランタノイド(III)
（Ln(III)）で 500～1000 程度の強い吸着を持つこと、Ln(III)への強い吸着特性は MA(III)を強く吸着

する可能性を示すこと、イミダゾール基と TN 酸を共存させることで I-及び IO3
-を含む多くの核種への

吸着能を担持しうること等を明らかにしている。さらに、当研究所の竹下教授は、疎水性 Pt 触媒を用

いた水・水素同位体交換法による汚染水からの T 回収プロセスに関する研究を行い、流通型反応装

置を用いた海水を含む汚染水条件における水蒸気・水素間の H/D（T 模擬）同位体交換速度を測定

し、Pt 触媒の高い安定性と既存の触媒と同等以上の同位体交換性能を示すこと、処理水を 60 
Bq/cm3 の環境基準以下で排水する条件で、40 万 t の汚染水を 10 年で処理するとすれば触媒量が

83 m3 にも達すること、T 回収には大型の分離プロセスが必要になる等の評価を行うとともに、水・水

素同位体交換法を二重温度交換プロセスに適用することで 10 倍の T 濃縮が可能で、5 段の分離カ

スケードに拡張することで汚染水中の T 濃度を環境基準以下まで低減できる見通しを得ている。こ

のように、汚染水処理に適用しうる新しい技術を提示している。 
 

以上のように、従来知見の少ない海水を含む水溶液に接する条件下で発生した放射性廃棄物の

処理･処分に資する多くのデータを集積しつつあり、福島原発事故廃棄物の処理･処分方策に貢献

しうるとともに、放射性廃棄物の処理・処分分野の進展に寄与しうると考えている。 
 
成果の公表（当研究所の関係） 
2013年 
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Symposium on Nuclear Fuel Cycle (ASNFC 2013), Shanghai, China, Nov. 27-30, 2013. 
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([EMI][NO3]) dissolved [EMI]2[UO2(NO3)4] – Evidence for the formation of [UO2(NO3)4]2- – 
K. Sasaki, T. Suzuki, T. Arai, K. Takao, S. Suzuki, T. Yaita, and Y. Ikeda, Actinide 2013, 
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3. 福島原発事故廃棄物とその処分に関連した研究の進展状況 
池田泰久 日本放射線安全管理学会 第 12 回学術大会 2013 年 11 月 27 日～29 日 北
海道大学 
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森 貴宏, 大窪貴洋, 池田泰久 2013年 第 4回イオン液体討論会 11月 20日～21日 慶応
義塾大学 

5. Task-Specific Ionic Liquid を用いた硝酸水溶液からの Ru(III), Rh(III), Pd(II)の抽出特性に関
する研究 
佐々木琴江, 鈴木智也, 鷹尾康一朗, 原田雅幸, 新井 剛, 池田泰久 2013年 第 4回イオ
ン液体討論会、11 月 20 日～21 日、慶応義塾大学 

6. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究：(1) 
全体概要とトピックス 
池田泰久, 竹下健二, 佐藤修彰, 桐島 陽, 三村 均, 新堀雄一, 佐々木隆之, 稲垣八稲広, 
出光一哉, 鈴木達也, 小崎 完, 佐藤 努 2013年 日本原子力学会秋の大会 八戸工業大学 
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7. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究：
(5) 海水を含む汚染水からの放射性核種の吸着分離のためのフェノール型吸着材の開発, 山
﨑祐希，立花 優，鈴木達也，野村雅夫，金敷利隆 2013年 日本原子力学会秋の大会 
八戸工業大学 

8. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基 盤研究：
(6)トリチウム除去のための水・水素同位体交換プロセスの開発  
竹下健二, 稲葉優介, 緒明 博, 上原 哲 2013年 日本原子力学会秋の大会 八戸工業
大学 

9. シリカ担持型タンニン酸樹脂の合成と核種吸着特性評価 
山﨑祐希, 立花優, 野村雅夫, 金敷利隆, 鈴木達也 第29回イオン交換研究発表会 2013年
10月 東北大学 

 
2014年 
1. Selective liquid-liquid extraction of uranyl species using task-specific ionic liquid, 

betainium bis(trifluoromethylsulfonyl)imide 
K. Sasaki, T. Suzuki, T. Mori, T. Arai, K. Takao, and Y. Ikeda, Chem. Lett., 43, 
775-777 (2014).  

2. Extraction of Pd(II), Rh(III) and Ru(III) from HNO3 aqueous solution to betainium bis(trifluoro- 
methanesulfonyl)imide ionic liquid. 
K. Sasaki, K. Takao, T. Suzuki, T. Mori, T. Arai, and Y. Ikeda, Dalton Trans., 43, 5648-5651 
(2014). 

3. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究：
(14) シリカ担持型タンニン酸樹脂の海水中核種の吸着特性 
山﨑祐樹, 立花 優, 鈴木達也 2014年 日本原子力学会 春の年会 東京都市大学 

4. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究：
(15) 汚染水条件における白金触媒活性と分離プロセス規模の評価 
竹下健二, 上原 哲, 稲葉優介 2014年 日本原子力学会春の年会 東京都市大学 

5. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究：
(16) 超臨界CO2を媒体とした除染法の開発のための金属錯体の媒体への溶解性に関す
る研究 
Dongki Hwang, 塚原剛彦, 池田泰久 2014年 日本原子力学会春の年会 東京都市大
学 

6. 21. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤
研究：（24）シリカ担持型タンニン酸樹脂の放射性核種を用いた吸着試験 
鈴木達也，立花 優 2014年 日本原子力学会 秋の大会 京都大学 

7. 22. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤
研究：（25）疎水性白金触媒の水素同位体交換速度に対する汚染水成分の影響 
稲葉優介，竹下健二，上原 哲 2014年 日本原子力学会 秋の大会 京都大学 

8. 23. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤
研究：（26）イオン液体を用いた除染法に関する研究 
森 貴宏，鷹尾康一朗，荒川光平，池田泰久 2014年 日本原子力学会 秋の大会 
京都大学 
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立花 優、金敷利隆、野村雅夫、鈴木達也 2015 年 日本原子力学会 春の年会 茨城大学 
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竹下健二、稲葉優介 2015 年 日本原子力学会 春の年会 茨城大学 

4. 福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構 築に向けた基盤研究：（37）
超臨界二酸化炭素を媒体としたフッ素化クラウンエーテル誘導体によるストロンチウムの高効率
除染 
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トリクルベッド型 H2-H2O 化学交換法 による汚染水からのトリチウム回収 竹下健二、小園俊
介、稲葉優介   2015年 日本原子力学会 秋の大会 静岡大学 
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究：（46）イオン液体中へのウラン酸化物の溶解挙動研究   
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学 

  



271 
 

11.2 電解‐水/水素同位体交換法を用いた汚染水からのトリチウム除去 
 

竹下 健二、高橋 秀治、稲葉 優介 

 
福島第一原子力発電所事故により 1～3 号機の燃料のメルトダウンにより発生した燃
料デブリからの崩壊熱を除去するために現在 1 日約 320m3の冷却水が循環され、そこ
にほぼ同量の地下水が混入して大量の汚染水が発生している。これまでに Cs 吸着装
置や ALPS（多核種除去設備）の開発により 62 の放射性核種を回収できるようになっ
た。しかし処理水にはトリチウム(T)が含まれ、海洋放出ができない状況にある。70
万 m3に及ぶ汚染水からの T 回収法として水・水素同位体交換反応プロセスを取り上
げ、必要なプラントの規模を検討した。多段型交換反応塔と電解槽を組み合わせたプ
ロセスを用いて 7 年で汚染水からの T 回収を行うこととし、フィードの T 濃度を 1000 
Bq/cm3、廃棄流中の T 濃度を 60Bq/cm3以下に減損させるとすると、塔径 6.3m、高さ
8m の多段型交換反応塔が必要とされ、電解に要するエネルギーは 117MW と評価され
る。T 回収にはエネルギー多消費型の大型プラントが必要になる。 
 
Keywords: Fukushima dai-chi NPP accident, contaminated water, tritium, tritiated 
water, H2/H2O isotope exchange process, platinum catalyst, electrolyzer, water 
distillation,   

 

1. はじめに 

2011 年 3 月 11 日宮城県牡鹿半島の東南東沖 130km、仙台市の東方沖 70km の太平洋の海底
を震源とする東北地方太平洋沖地震により岩手，宮城，福島，茨城などの太平洋沿岸地域が大津
波に襲われた。震源に比較的近い原子力発電所には東北電力の女川、東京電力の福島第一・第
二、日本原電の東海第二があり、全ての原発は地震によりシャットダウンし、安全に停止したが、福島
第一だけが地震によるすべての外部電源損失のみならず、津波による全交流電源損失（6 号機以外
すべて）、冷却用海水ポンプの冠水等により炉の冷却機能が失われ、崩壊熱の除去ができずに過酷
事故に至ってしまった。3 月 15 日までに 1～3 号機の燃料がメルトダウンし、1，3、4 号機の建屋が水
素爆発し、2 号機は格納容器内での異常音が発生した [1]。 

燃料のメルトダウンと建屋の爆発、水蒸気の放出などによって 131I（半減期：約 8 日）や 134Cs（約 2
年）、137Cs（約 30 年）などの揮発性放射性物質が大気中に放出され、これらの放射性核種のフォー
ルアウトによって福島県を中心に東日本一円が放射能汚染された。放射性物質の放出量は，当時
の原子力安全保安院が東京電力からのプラントデータに基づき解析した結果， 131I、134Cs と 137Cs が
それぞれ 160 PBq、18 PBq、15 PBq（P : peta , 1P =1015）と評価された [2]。現在では、半減期の短い
131I は全て崩壊して存在せず、Cs が汚染源となっている。Cs の除染は、住居、道路、農地、森林（生
活圏）など住民生活に関係する地域を中心に計画的に進められているが、浪江町、双葉町、大熊町
などの帰還困難地域は依然として放射線量が高いレベルである。今後は、除染廃棄物を仮置き場
から福島第一原発の敷地周囲に計画されている中間貯蔵施設に貯蔵することが必要になるが、大
量の廃棄物をどのように安全に輸送するのか、最終処分を見越してどのように減容するかなどの課
題を解決していかなければならない。 

一方、事故炉についてはメルトダウンにより燃料が溶けて圧力容器から格納容器に流下し、
燃料は被覆管材料（ジルカロイ）・原子炉構造材・制御棒材料等と混合・溶融・固化した状
態（デブリと呼ばれる）で存在していると思われる。こうした状況にあってもデブリからの
崩壊熱を除去する必要があり、冷却水を 1 日当り約 320 m3供給している。この冷却水はデブ
リに接触するために、核分裂生成物（FP）が冷却水に一部溶けだし、高濃度の放射性の汚染
水となる。汚染水は後述する汚染水処理システムにより主要な放射性核種が除去され、冷却
水として再利用されている[3]。従来は、冷却水供給量は 400m3/d であり、更にそこに地下水
が同量程度（約 400m3/d）流入しており、1 日に 800m3近くの汚染水が発生していた。最近で
は流入前の地下水の汲み上げや凍土壁で原発周囲を覆うことが計画されており、地下水流入
による汚染水発生を減らす努力が続いている。その結果、2015 年 7 月現在では、地下水流入
量は 300 m3/d まで抑制され、汚染水の発生量は 620m3/d と推定される。汚染水中の放射性核
種は 134Cs、137Cs、90Sr などの FP 核種が中心で 60Co など腐食生成物（CP 核種）など多数の核



272 
 

種が含まれている。汚染水処理には Kurion 社や東芝の Cs 吸着システム及び多核種除去設備
（ALPS）などによって 62 核種の放射性元素が分離回収されている。廃炉・汚染水対策関係
閣僚等会議では中長期ロードマップが示されており、廃止措置終了を 30～40 年後としている
[4]。廃止措置完了まで汚染水処理は今後も重要な課題である。 

以上のように福島第一原発の施設内外において放射性物質の放出抑制に対する努力が続け
られている。一つ大きな問題として指摘されているのは汚染水に含まれるトリチウム（T、半
減期：約 12 年）である。現行の汚染水処理技術によって大部分の放射性核種は除去されるも
のの、処理水には T が残される[5]。T は水分子中に HTO として存在するために、他の放射性
核種のように吸着剤などで回収することができない。T 回収には水素同位体分離技術が必要
である。水素同位体分離法は重水素の商業生産のために開発されているが、汚染水からの T
回収に適した技術となると、水蒸留法と水・水素同位体交換法が挙げられる。 

本稿では、次節で現行の汚染水処理技術について紹介し、最終節で水素同位体分離法とし
て水・水素同位体交換法を対象にした場合の分離設備の規模、エネルギー消費量、運転期間、
二次廃棄物発生量について検討する。同位体分離過程のモデル化とそれで得られる物質収支
式を数値解析により解くことによって、上記の検討項目を評価する。 

 

 
Fig.1 汚染水処理システム概要図［3］ 

 

2. 福島第一原子力発電所の汚染水処理 

 Fig.1 には現行の汚染水処理プロセスを示す[3]。原子炉の冷却及び地下水流入によって発
生した汚染水は放射線量を下げるためにセシウム除去プロセスに送られる。事故当初は、米
Kurion 社製の Cs 吸着装置と仏 Areva 社製の除染装置が併用されてきた。前者の初期構成とし
ては、主に、油分・Tc を除去するために表面改質したゼオライト（SMZ）の吸着塔、セシウ
ム除去用チャバサイト（H）の吸着塔、ヨウ素除去用に銀を添加したハーシュライト（AGH）
の吸着塔からなり、4 系統の吸着システムで 15～50m3/h で汚染水を処理できる。現在では、
Sr も除去できるように改良されている[3]。一方、後者は、油分等除去のための加圧浮上分離
装置、2 段の凝集沈殿装置、懸濁物流出防止のためのディスクフィルターから構成されてい
る。凝集沈殿工程ではフェロシアン化ニッケルに高選択的に Cs を吸着させ、それを凝集剤（ポ
リマー＋マイクロサンド）で沈殿させて固液分離により Cs を汚染水から除去している。凝集
沈殿法は汚濁水の処理に一般的に使用される技術であるが、大量の Cs含有スラッジ（約 597m3）
を発生し、現在、スラッジは放射線分解による水素発生など問題を抱えながらサイト内のス
ラッジ貯蔵施設に移送・保管されている。現在、この装置は使用されていない[6]。その後、
東芝、米国 Shaw 社、IHI が開発した SARRY (Simplified Active Water Retrieve and Recovery 
System：単純型汚染水処理システム）が Cs 回収の主力となっている。SARRY の構成として
は 2 種類のフィルターと吸着塔よりなる。汚染水はまずろ過フィルターで油分が分離され、
その後 5 つの吸着塔（チャバサイト(IE-96)、結晶性ケイチタン酸塩(IE-911)）で Cs が吸着除
去され、最後にメディアフィルターで吸着剤の流出防止がなされている。2 系統の吸着シス
テムで 25～50m3/h の処理が可能である。現在では、このシステムも Sr が除去できるように
改良されている[3]。後述する多核種除去設備を含むこれらのプロセスによって Cs は汚染水よ
り回収されるが、現在までに使用済み吸着塔は約 2700 本（ベッセル、カラム等も含む）であ
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り、原発敷地内に乾式貯蔵されている[7]。Cs 除去後の汚染水は逆浸透膜プロセスに送られ、
Sr を含む金属塩が回収され、蒸発器で更に高濃縮されて高塩廃水として貯蔵されている。金
属塩を除去した水は再度原子炉の冷却に使われる。こうした再循環プロセスで炉の冷却や汚
染水処理をしているが、現状では地下水の流入があり汚染水は 300m3/d の割合で増え続けて
いる。地下水の流入を妨げるために、上流に設置した多数の井戸からの地下水組み上げが行
われており、さらに炉の周囲の土を冷凍して凍土壁を形成させ、地下水流入を止める計画が
進行している。 

また、逆浸透膜プロセスで回収された高塩廃水は更に多核種除去設備（ALPS：Advanced 
Liquid Processing System、東芝が米 Energy Solutions 社の技術を基に開発）で処理される。Fig.2
には既設の ALPS のシステムの構成を示す[8]。 

 
 

 
 

Fig.2 多核種除去システム（ALPS）［8］ 
 
 
ALPS は前処理設備（鉄共沈処理設備、炭酸塩沈殿処理設備）と 7 種類の吸着剤を使った多

核種除去設備（コロイド除去用活性炭、Sr 除去用チタン酸塩、Cs 除去用フェロシアン化合物、
I 除去用 Ag 添着活性炭、Sb 除去用酸化チタン、Co 除去用キレート樹脂、Ru 及び負電荷コロ
イド除去用樹脂系吸着剤）からなる。廃液処理速度は 1 系統あたり 250m3/d で 3 系統を有し
ている。この ALPS システムによって 62 核種の放射性物質（金属種としては Rb, Sr, Y, Nb, Tc, 
Ru, Rh, 
Ag, Cd, Sn, Sb, Te, I, Cs, Ba, Ce, Pr, Pm, Sm, Eu, Gd, Tb, Pu, Am, Cm, Mn, Fe, Co, Ni, Zn）を除去
できる。トリチウムを除き大部分の放射性物質の汚染水からの除去が可能となる。前処理設
備で発生するスラッジや使用済み吸着剤はポリエチレン製の高性能容器（HIC：High Integrity 
Container）に入れて保管される。 

現状では多核種除去設備は、既設以外に増設・高性能型の 3 種類がある。汚染水処理の累
積量は、既設で 2.54x105 m3、増設で 1.67 x105 m3、高性能型で 7.36x104 m3である（2015 年 7
月 23 日時点）。増設設備は既設設備の知見とラボ試験等の結果を反映し、特徴としては、前
処理設備のうち鉄共沈処理が省略されている。また、吸着塔の塔数を 16 塔から 18 塔に増加
させた。定格処理量は 250m3/d×3 系統（A，B，C 系統）=750m3/d である。高性能設備（東京
電力・東芝・日立 GE ニュークリア・エナジーの共同開発）は前処理の凝集沈殿処理（鉄共
沈処理・炭酸塩沈殿処理）を取りやめ、フィルタ方式（主に SS 除去目的）に変更し、高性能
吸着剤により廃棄物の発生量の削減を目指している。定格処理量は 500m3/d×1 系統=500m3/
日となっている[9]。 
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Fig.3 電解槽-水・水素同位体交換法による T 分離 

 

3. 汚染水からのトリチウム回収 

3.1 トリチウム分離技術とプロセス評価法 

 以上のようなシステムを用いて汚染水から放射性物質をほぼ完全に除去できるが、最後に

残った問題はトリチウム(T) である[5]。T は水に含まれ、HTO として存在する。現在のとこ

ろ、T を回収するか否かの国の方針はまだ決められていないが、本稿では分離回収を行う場

合を想定して T 分離法について検討する。分離技術の選定にはこれまでカナダや欧州で開発

が進められてきた重水生産技術が参考になるが、新たな化学物質を加えることなく汚染水を

直接処理できる分離法として水・水素化学交換法が挙げられる。 
 Fig.3 には水・水素交換法の分離プロセスの構成を示す。水・水素化学交換法は 2 つの水素

同位体交換反応、すなわち水素・水蒸気間の同位体交換反応 
HT(g)+H2O(v)↔H2(g)+HTO(v)       (1) 

及び水蒸気・水間の同位体交換反応 

HTO(v)+H2O(l)↔ H2O(v)+HTO(l) )     (2) 
によって T を水中に濃縮する分離技術である[10]。分離に用いる交換反応塔では、水素・水

蒸気間の反応(1)を白金触媒上で、水蒸気・水間の反応(2)を精密蒸留用の充填層（例えば

SULZER Packing)でそれぞれ進行させる。図のように白金触媒層と充填層を交互に並べた交換

反応塔と塔底に水の電気分解槽を配置すれば水素、水蒸気の上昇流と水の下降流を作ること

ができ、T を塔底の水中に濃縮することができる。塔頂より放出される水素には軽水素が濃

縮され、酸化処理すれば T の少ない減損水が得られる。 
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Fig.4 水/水素同位体交換反応塔 

 
実際の装置構成は Fig.4 のように Pt 触媒層（反応部）と充填層（吸収部）が交互に配置され、

流下する水で触媒層が濡れて触媒が失活しないように交換反応塔の構造が工夫されている。 
 本分離プロセスによる汚染水からの T 回収性能について検討する。触媒層における水素・

水蒸気間の同位体交換は水素と水蒸気が並流で層内を流れている。第 i 段の触媒層に流入す

る水素中の HT モル分率を xH
i-1、触媒層を流出する水素中 HT モル分率を xH

i、水素・水蒸気

間の同位体交換反応（式(1)）の平衡時（無限層高）における HT モル分率を(xH
i)e とすると、

反応転化率(平衡到達度) ηc を 

     𝜂𝜂𝑐𝑐 = 𝑥𝑥𝑖𝑖−1
𝐻𝐻 −𝑥𝑥𝑖𝑖

𝐻𝐻

𝑥𝑥𝑖𝑖−1
𝐻𝐻 −(𝑥𝑥𝑖𝑖

𝐻𝐻)𝑒𝑒
                (3) 

で定義すると、触媒層における水素と水蒸気の T に関する定常状態での物質収支式を解くと、ηc は 

  𝜂𝜂𝑐𝑐 = 1 − 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �− 𝑘𝑘𝑔𝑔
𝜎𝜎𝐻𝐻
�𝛼𝛼𝑔𝑔 + 𝛾𝛾𝑔𝑔�𝑍𝑍𝑐𝑐�     (4) 

で与えられる[10]。ここで、kg、αg、σH、γgおよび Zc は、それぞれ水素・水蒸気間の同位体交

換過程（式(1)）の総括物質移動係数、平衡分離係数、水素流束、水素と水蒸気の流量比、触

媒層高を表す。式(4)より触媒層の高さと反応添加率の関係を求めることができる。なお、H/T
間の平衡分離係数の温度依存性はよく知られており 

   𝛼𝛼𝑔𝑔 = 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �0.292 ln𝑇𝑇 + 336.5
𝑇𝑇

− 1.055� (𝑇𝑇:温度[K])  (5) 

で与えられる[11]。例えば 70℃では αg = 5.1 と大きく、効率的な T 分離が可能である。 

次いで精密蒸留用パッキング充填層における水蒸気と水素間の同位体交換過程について検

討する。水蒸気と水は向流接触し、T は水に濃縮される。水蒸気と水に対する T に関する物

質収支式を解くことで充填層内を流れる水蒸気と水のなかの HTO モル分率 xW(yW)、zWを求め

ることができる。第 i 段目の充填層に流入する水蒸気中の HTO モル分率を xW
i、流出する水

蒸気中の HTO モル分率を yW
i、流入する水中の HTO と平衡な水蒸気の HTO モル分率を(yW

i)e

とすると、充填層の反応転化率 ηbを 
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    𝜂𝜂𝑏𝑏 = 𝑥𝑥𝑖𝑖
𝑊𝑊−𝑦𝑦𝑖𝑖

𝑊𝑊

𝑥𝑥𝑖𝑖
𝑊𝑊−�𝑦𝑦𝑖𝑖

𝑊𝑊�𝑒𝑒
          (6) 

で定義すると、ηbは、𝛼𝛼𝑙𝑙 ≥ 𝛾𝛾𝑙𝑙のとき 

        𝜂𝜂𝑏𝑏 =
1−𝑒𝑒𝑥𝑥𝑒𝑒�𝑘𝑘𝑙𝑙𝜎𝜎𝑣𝑣

(𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙)𝑍𝑍𝑙𝑙�
𝛾𝛾𝑙𝑙
𝛼𝛼𝑙𝑙
−𝑒𝑒𝑥𝑥𝑒𝑒�𝑘𝑘𝑙𝑙𝜎𝜎𝑣𝑣

(𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙)𝑍𝑍𝑙𝑙�
        (7) 

𝛼𝛼𝑙𝑙 < 𝛾𝛾𝑙𝑙のとき 

           𝜂𝜂𝑏𝑏 = 𝛾𝛾𝑙𝑙
𝛼𝛼𝑙𝑙

1−𝑒𝑒𝑥𝑥𝑒𝑒�𝑘𝑘𝑙𝑙𝜎𝜎𝑣𝑣
(𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙)𝑍𝑍𝑙𝑙�

𝛾𝛾𝑙𝑙
𝛼𝛼𝑙𝑙
−𝑒𝑒𝑥𝑥𝑒𝑒�𝑘𝑘𝑙𝑙𝜎𝜎𝑣𝑣

(𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙)𝑍𝑍𝑙𝑙�
         (8) 

となる。ここでαl、σv、σw、γl、kl、Zlは式(2)の H/T 平衡分離係数、水蒸気流量、水流量、

水蒸気/水流量比、式(2)の過程の総括物質移動係数、充填層高をそれぞれ表す。αlの温度依存

性はよく知られており、次式で与えられる。 

            𝛼𝛼𝑙𝑙 = 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−0.00791− 47.89
𝑇𝑇

+ 23122
𝑇𝑇2

�   (9) 

  Fig.3 のように触媒層と充填層が交互に配置されている装置に対して回収部第 i 段目の触媒

層と充填層の物質収支は 
𝑒𝑒𝑖𝑖𝐻𝐻 = 𝐴𝐴𝑒𝑒𝑖𝑖−1𝐻𝐻 + 𝐵𝐵𝑦𝑦𝑖𝑖−1𝑤𝑤   (10)、𝑒𝑒𝑖𝑖𝑤𝑤 = 𝐶𝐶𝑒𝑒𝑖𝑖−1𝐻𝐻 + 𝐷𝐷𝑦𝑦𝑖𝑖−1𝑤𝑤  (11) 
𝑦𝑦𝑖𝑖𝑤𝑤 = 𝐸𝐸𝑧𝑧𝑖𝑖𝑤𝑤 + 𝐹𝐹𝑒𝑒𝑖𝑖−1𝑤𝑤   (12)、𝑧𝑧𝑖𝑖+1𝑤𝑤 = 𝐺𝐺𝑧𝑧𝑖𝑖𝑤𝑤 + 𝐻𝐻𝑒𝑒𝑖𝑖𝑤𝑤  (13) 

で表される。ここで A～H の係数は 

𝐴𝐴 = 1 − 𝛼𝛼𝑔𝑔𝜂𝜂𝑐𝑐
𝛼𝛼𝑔𝑔+𝛾𝛾𝑔𝑔

 ,𝐵𝐵 = 𝜂𝜂𝑐𝑐
𝛼𝛼𝑔𝑔+𝛾𝛾𝑔𝑔

 ,𝐶𝐶 = 𝛼𝛼𝑔𝑔𝛾𝛾𝑔𝑔𝜂𝜂𝑐𝑐
𝛼𝛼𝑔𝑔+𝛾𝛾𝑔𝑔

 ,𝐷𝐷 = 1 − 𝛾𝛾𝑔𝑔𝜂𝜂𝑐𝑐
𝛼𝛼𝑔𝑔+𝛾𝛾𝑔𝑔

 ,  

𝐸𝐸 = 𝜂𝜂𝑏𝑏
𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙𝜂𝜂𝑏𝑏

 ,𝐹𝐹 = (1 − 𝜂𝜂𝑏𝑏) − 𝛾𝛾𝑙𝑙𝜂𝜂𝑏𝑏
2

𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙𝜂𝜂𝑏𝑏
 ,𝐺𝐺 = 𝛼𝛼𝑙𝑙

𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙𝜂𝜂𝑏𝑏
 ,𝐻𝐻 = − 𝛼𝛼𝑙𝑙𝛾𝛾𝑙𝑙𝜂𝜂𝑏𝑏

𝛼𝛼𝑙𝑙−𝛾𝛾𝑙𝑙𝜂𝜂𝑏𝑏
   

で与えられる[12]。濃縮部についても同様の物質収支式をたてて、分離装置の特徴を表す 6
つの境界条件（全 T 物質収支、 電解槽内の T 物質収支、回収部と濃縮部間の水素ガス流と

水蒸気流の連続性、汚染水供給位置における T 物質収支、塔頂部における水の T 物質収支）

を用いて物質収支式を解く。その結果、回収部と濃縮部を構成する触媒層と充填層の数（段

数）と各層の反応転化率 ηc、ηbを与えることによって、水素、水蒸気、水中の T 濃度分布が

計算できる。更に、その時に必要な触媒層高 ZC、充填層高 ZLを求めることで分離塔に必要な

高さを求めることができる。 
 
3.2 トリチウム分離プロセス評価 

水・水素同位体交換法のプロセス成立性を考える上で最も重要なことは高活性の白金触媒

の存在である。新型転換炉「ふげん」を開発していた 1970～1980 年代にカランドリアタンク

の劣化重水からのトリチウム分離のために水・水素同位体交換法が集中的に研究されてきた。

トリチウム分離用には疎水性高分子担体（多孔質スチレン・ジビニルベンゼン共重合体）に

白金を分散、添着させたものが用いられた。当時の触媒合成法の記述を基に当時の技術者の

協力を得て白金触媒を合成した。合成した白金触媒の物性を Table 1 にまとめた。ふげん用に

開発された白金触媒の物性は、過去の文献によれば触媒粒径 4mm、比表面積 400～650m2/g、
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平均細孔径 20～75nm、細孔容量 2～3mL/g であり、合成した白金触媒は物性的に当時のも

のと遜色がない。 
 

Table 1 疎水性白金触媒の物性 

 

 

 
Fig.5 合成した Pt触媒の活性試験 

 

 こ の 触 媒 の 活 性 は 水 素 と 水 蒸 気 を 並 流 で 触 媒 層 に 流 し て H/D 交 換 反 応

H2(g)+HDO(v)↔HD(g)+H2O(v) の反応転化率を測定し、式(4)より物質移動容量係数 kg を評価

した。HDO 分率が 9.2mol%になるように水蒸気を発生させ、水素とともに一定の流量で触媒

層を通して触媒上で D を水蒸気から水素に移動させた。Fig.5 には 70℃における試験時間と

反応転化率 ηC の関係示す。水素ガス流束 4.81 mol/m2･s 、水素/水蒸気モル比 γ=10.4、水素/
水蒸気間の H/D 平衡分離係数 αg=2.87、触媒層高 0.004m の条件で測定を行った。ηc は約 0.76
で試験時間に対してほぼ一定で触媒活性が維持されていることがわかる。この実験条件にお

ける kgは式(4)より 459 kmol/m3･h と評価される。この値はふげん用触媒から得られた kgと同

等以上で、新規に合成された白金触媒が十分実用プラントに供しうることを意味している。

また、汚染水には事故当初用いた海水由来の成分が含まれることが考えられ、それらの成分

による触媒活性への影響が懸念される。そこで東京湾台場で採取された海水に浸漬、乾燥し

た触媒を用いて活性測定を行った。同図にその試験結果を示す。触媒活性は変化せず、海水

成分の付着による触媒活性への影響はほぼないものと思われる。 
 

Table 2 水素ガス流量、触媒層温度の kg への影響 

 
  



278 
 

次に触媒層温度及び水素ガス供給量を変化させて触媒活性を測定した。Table 2 に試験条件と

ηc、kg の関係をまとめた。触媒層の温度を上昇すると αg が低下するが、kg は上昇するため、

70°C 程度が最適な操作温度であると思われる。H2と水蒸気を合わせたガス流量 u(g+v)を増加

すると拡散抵抗の減少に従って kgが増加するが、0.25 m/s 以上では 475 kmol/m3･h 程度で一定

の値になる。また、充填部には精密蒸留用の SULZER Packing を用い、水蒸留試験の結果を

参考にして kl = 675 kmol/m3･h と評価した。 
汚染水の現況データを参考に汚染水中の T 濃度を 1000 Bq/cm3と仮定し、年間の汚染水処

理量を 105トン（7 年処理）、T 濃縮度を 104、減損水の T 濃度を環境基準の 60 Bq/cm3の条件

で水・水素化学交換法によるプロセス規模の評価を行った。前節に示した電解槽を伴う交換

反応塔システムの物質収支を解いてプロセス規模を計算した[12]。Table 3 に計算条件、Table 
4 にプロセス規模の評価結果を示す。 

 
Table 3 水・水素同位体交換法の運転条件（計算条件） 

 
 
水・水素化学交換プロセスの交換反応塔は塔径 6.3m、塔長 8m と評価され、大型ではある

が同位体分離プロセスとしてはリーゾナブルな規模で T 回収が可能である。しかし、この方

法を実現するには大型の水電解槽を必要とし、かつ大量の白金触媒を安定的に供給できる体

制が必要である。更に厳しい問題は T 濃縮水 70m3（10,000,000 Bq/cm3）を安定して貯蔵する

必要があり、固定化技術などの開発も必要である。トリチウムの生物学影響はあまり大きく

ないと言われており、更に濃縮水の貯蔵や装置開発などの難しさを考えるならば、T 分離を

行わず、環境基準まで希釈して海水中に放流・希釈することで処分することも一つの現実的

な選択肢であると思われる。 
 

Table 4  T 回収プロセスの規模の評価 
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11.3 福島第一原子力発電所事故で発生した汚染土壌の減容浄化技術 

 

竹下健二・高橋秀治 

 
１．はじめに 福島第一原子力発電所の事故により放射性セシウム Cs が環境中に大量放出され、

そのフォールアウトにより福島の広い地域が汚染された。除染により発生する汚染土壌及び廃棄物

の総量は福島県内で 1500 万～3100 万 m3、福島県外で 140 万～1300 万 m3 と推定される。この大

量の廃棄物は除染後、仮置き場に一時保存され、その後、発電所敷地の周囲に整備が進められて

いる中間貯蔵施設で 30 年間保存される。最終的には、県外の最終処分地に送られ、処分される予

定である。中間貯蔵あるいは最終処分において、汚染土壌の量が多く、安全性、経済性のいずれを

考えても減容化と安定した最終処分形態の検討は不可欠である。図１には減容処分を 30 年間で

すすめる場合、RANDEC の森らが想定した技術開発の工程図を示す(1)。30 年で減容処分を達成す

るには、土壌廃棄物の高減容化技術の基礎・基盤は 10 年程度で完成する必要がある。そこで、東

工大、三菱化学エンジニアリング、三菱マテリアルでは共同研究で汚染土壌の高減容化と濃縮 Cs
の安定固化技術の開発を開始した。ここでは汚染土壌の処理減容システムの構成と機能、及び本シ

ステム導入で期待できる汚染土壌の減容化率について解説する。 
 

 
 
２．汚染土壌処理減容システム 汚染土壌の減容については、2 段階で進めることが必要になると

思われる。第 1 次減容では、仮置き場において篩分けにより、Cs が選択的に吸着されている粘土鉱

物が収集される。その結果、中間貯蔵に供される廃棄物は 1/3～1/5 に減容される。次いで、中間貯

蔵期間において第 2 次減容が行われ、物理化学的な手法（昇華、洗浄等）によって粘土鉱物から放

射性物質が回収濃縮され、高減容処理される(1)。本研究で提案する亜臨界水洗浄（土壌処理プロセ

ス）は第 2 次減容を対象としている。図２に提案する汚染土壌の減容化システムのフローを示す。汚

染土壌はまず篩分けされる。汚染土壌の中で Cs は Vermiculite や Montmorillonite のような粘土鉱

物に強く吸着されており、ふるい分けのような簡単な分級法で放射性 Cs の 9 割以上が回収できる。
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粘土鉱物を含む被分級物は水熱分解プロセスに送られる。水熱分解では有機酸（あるいは植物バイ

オマス）を土壌に加え、水熱条件でのバイオマス分解で形成される有機酸により粘土鉱物が一部分

解され、Cs は効率的に粘土鉱物から水相に移行される(2)。水相の Cs はナノプルシアンブルー（PBN、

関東化学製）で高効率回収・濃縮される。Cs 吸着した PBN は 400℃程度で分解処理され、残留物を

水洗することで Cs のみが浸出され、固化プロセス（ガラス固化、セメント固化）に供される。 
 

 
 

３．汚染土壌の減容率 図３には、各プロセス性能を考慮して提案システムの物質収支を計算した。

処理する汚染土壌の放射能濃度、体積それぞれ 105 Bq/kg、104m3 とした。また土壌中の非放射性

Cs 濃度は 0.01g/kg-soil と仮定した。水熱プロセスでの除染効率を 95％とし、水相に移行した Cs の

PBN の吸着では吸着容量を 41 g-Cs/kg-PBN とした。これらの条件で PBN の分解残渣から浸出され

る Cs は約 103 kg（そのうち放射性 Cs：0.32g、1.03x1012 Bq）であり、ガラスへの Cs 充填率 10wt%とす

ると最終的なガラス固化体の体積は 0.466m3 と評価され、約 2 万分の 1 に減容される。 

 

参考文献 

1) 森 久起, 環境放射能除染学会第 10 回討論会 71－85 (2015). 

2) 竹下健二, 環境放射能除染学会第 10 回討論会 17－26 (2015).  
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図１ 汚染土壌処理減容システム 
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11.4 福島事故後の社会貢献に関する取り組み 

澤田哲生 
 
 福島事故後の取り組みとして、社会貢献の観点から主に次の４点に注力して来た。 
１） 原子力利用への理解促進活動 
２） 福島地域へのサポート・連携 
３） 中等教育現場への情報提供等 
４） 低レベル放射線被ばく影響問題に関する普及活動 
 
１．原子力利用への理解促進活動 
 ２０１１年３月１１日大震災が起きた翌日、早朝にテレビ局から特番への出演依頼があった。取るも

のもとりあえずテレビ局入りをして、約１ヶ月間各局で一般視聴者にむけて福島第一事故の解説を行

った。この間、新聞、雑誌（月刊誌、週刊誌、その他）の取材も多数受けた。 
 ２０１１年７月より環境エネルギー政策研究所所長の飯田哲也氏をはじめ、音楽プロデューサーの

小林武史氏、環境ジャーナリストの枝廣淳子氏、国際環境経済研究所所長の澤昭裕氏、九州大学

副学長で事故調査・検証委員会の委員も務めている吉岡斉氏、ピースボートの吉岡達也氏らと、原

発推進、反対を問わず「みんなのエネルギー・環境会議(MEEC)」というＮＧＯの政策会議に参加し

た。この会議には、原発容認・推進派として加わった。「みんなのエネルギー・環境会議」では足掛け

３年にわたって活動を続けた。主たる活動はシンポジウムや討論会であった。首都圏および各地方

に出かけ、さまざまな立場の人々と出会い語るうちに、原発の必要性を感じている方々が数多くいる

ことを知った。そのことを広く世間に伝え共有することが、学の立場に身を置く専門家が社会に果す

べき責任のひとつだと痛感するに至った [1] 。 
 MEEC に関連して派生したものには、福井県若狭地域の高校が SSH(Super Science Highschool:
文科省のプロジェクト)が毎年主催している『環境エネルギー学会』[2]への企画段階からの参画があ

る。この環境エネルギー学会を通じて元物理学会会長・坂東昌子氏らが取り組んでいる低レベル放

射線の影響の再評価を知るに至った。また、MEEC の会合に来聴していた中高の理科教師と交流

が始まり、その関係を基点に、中学校や高校への〝環境・放射線・原子力〟に関する出前授業や原

子力発電所の見学等を実施して来た。 
 また福島県伊達市を中心に活動する放射線のメディアーター（仲介者）を務める半谷輝己氏、NPO
法人りょうぜん里山がっこう(伊達市，理事長・高野金助氏)、そして双葉郡広野町の NPO 法人ハッピ

ーロードネットと交流し、地域の復興や風評被害との闘いに挑んで来た。 
 以上のような状況下に身を置いて、私自身がひしひしと感じたのは、日本が持つ価値観の再認識

が求められているのではないか、ということであった。日本には、善か悪か、美か醜か、聖か俗かとい

う単純な二元論ではなく、多様性を容認したり、多様な価値観を求める文化がある。二元論ないしは

二分法は、ゴッドという唯一神信仰に根ざし単純すぎる。私たちの文化の根底には、善と悪という二

分法ではない複雑な絡み合いをしている何かがある。それが日本的な多様な価値観である。そのよ

うな価値観に立ち、原発を絶対悪だと決めつけ、原発さえなくせば全てがうまく行くかのようにミスリー
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ドする一部の学者や運動家たち、そして、それに安易に流される政治家や国民に対してフェアな情

報提供を努めて行うようにしてきた。 
 
・注釈など 
[1] 「秘密主義的だった日本の原子力政策 求められているのは、オープンでフェアな議論」
Diamond Online, http://diamond.jp/articles/-/16073?page=2 
[2]  この取り組みは昨年で３回目を迎え、毎年７月下旬に、小浜市の若狭高校にて福井県内およ
び京阪神方面の高校の参加を得て、「環境・エネルギー学会 in Obama」を開催している。
http://www.wakasa-h.ed.jp/ssh/kankyou%20framepage16.html 
[3]  「高速増殖炉〝もんじゅ〟と日本の核燃料サイクル」、御用学者と呼ばれてー原子力の専門学
者座談会：第１２弾、週刊新潮、第６１巻第４号(2017) 
 
２．福島地域へのサポート・連携 
１）地域メディエータとの連携 
福島県伊達市の地域メディエータ（仲介者）半谷輝己氏とは、地域住民との交流の中で知己を得る

に至った。テレビ、新聞等では大学教員等の専門家が低レベルの放射線の影響に関して相反する

対極の意見を述べ、互いに譲ることがない。その結果、自分たちは誰の云うことを信じれば良いのか

分からないという地域住民の声を多く耳にした。そのようななかで「半谷さんの話は分かりやすい」と

聞いたのが最初である。半谷氏がなにをどのように話し説明しているのかは、日本原子力学会誌

ATOMOΣ のインタビュー記事でその一端を明らかにした[1]。また、福島の被災地住民の大手メディ

アではなかなか伝えられない本音の声を世間に伝え共有するために ATOMOΣ 誌に「福島からの風」

と題する連載コーナーを設け、その補佐（主に筆者の推薦）をお願いした。そのなかで NPO 法人りょ

うぜん里山がっこうが風評被害に苦しんでいることを知った。伊達市は住民避難の地域ではないが、

農産品が思うように出荷できないことに苦しめられていた。そこで、その実態を広く共有する為に２０１

４年１２月に東京に地域の産物のひとつであるイノシシ肉を持ち込んで参加者の自己責任のもと試

食会を開いた。この模様はニコニコ生放送で中継され(http://live.nicovideo.jp/watch/lv203765068; 
https://www.youtube.com/watch?v=tqSHDpTXxs8)、１万６千人ほどの視聴者が訪れた。試食会の冒

頭半谷氏が「食の安全と相場観」として、チェルノブイリ事故で汚染された北欧のトナカイ肉の利用の

実態等も交えて講演した。番組の最後で視聴者アンケートを取ったところ、この試みに過半数が意義

を認める結果を得た。実際、この映像を見て福島の風評被害の現状に関心を持った人々から SNS
を通じた書き込み等があり、翌年５月に『風評被害を考える体験バスツアー 「ありのままの福島を知

る」』（http://k-rm.net/fukushima3.html）を実施。首都圏から約４０名、福島地域から約３０名が参加し、

放射能に関する勉強会、討論会、山菜等の試食会を行った。討論には、大手新聞社記者、雑誌編

集者、地域住民が意見を交わした。この試みは半年に１回のペースで続いている。 
 
参考文献・情報 
[1]「 INTERVIEW 被災地の復興をまず第一に  : 半谷輝己氏に聞く」日本原子力学会誌

(ATOMOΣ),pp.602-606,Vol.50(No.10)(2013 年 10 月号) 
[2] 「完全密着ルポ 福島の避難者が見たチェルノブイリ」WEDGE 誌（2013 年 11 月号） 
[3] 【美味しんぼ鼻血問題も】原子力ムラ境界線上の「哲」人対話 生中継 飯田哲也×澤田哲生，ニ
コニコ生中継，2014年5月20日(火)19:00-21:00  

http://diamond.jp/articles/-/16073?page=2
http://live.nicovideo.jp/watch/lv203765068
https://www.youtube.com/watch?v=tqSHDpTXxs8
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[4]「＜アッキーのスマイル対談＞フクシマ？ 鼻血なんて出ませんッて！」西本由美子・安倍昭恵、
歴史通誌（2014年7月号） 
 
３．中等教育現場への情報提供等 
 環境・放射線・原子力に関する情報提供は、若狭高校との連携で「環境エネルギー学会」をサポー

トしている（上述）ことに加えて、中学生を主な対象として高レベル放射性廃棄物の地層処分に関わ

る勉強会を２０１２年度以降実施している。これは、出前授業、施設（原子力発電所など）見学、地層

処分試験施設（JAEA瑞浪超深地層研究所）の見学と討論会からなる。高レベル放射性廃棄物の地

層処分に関しては、２０年，３０年と長い年月をかけて合意を形成する問題なので、現在の中高生が

まさに中堅の社会人として活躍し始める頃迄に解決策を見いだして行かなければならない。にもか

かわらず、世の中には断片的かつ時には偏向した情報が少なくない。そこで有志の中学生を中心に

適切な情報提供、見学、討論・対話などを通じて、この問題に自発的に取り組んでもらおうという取り

組みを行っている。『中学生サミット』と呼んでいる[1]。これは、主権者教育の試みのひとつでもある。 
参考文献 
[1]「原子力問題・中学生サミットでの対話」Voice誌（2015年3月号）（前掲） 
 
４．低レベル放射線被ばく影響問題に関する普及活動 
 福島の被災地域から避難している住民の生の声、とりわけ NPO ハッピーロードネットの関係者や南

双葉地域からおもにいわき市に避難している若者のリーダー格（主に青年会議所のメンバー）に接

するなかで、いわゆる〝1 mSv 問題〟になんとか解決の糸口が掴めないかと模索していた。そのよう

ななかで出会ったのが、坂東昌子氏らの研究チームである。〝1 mSv 問題〟は３.１１福島第一原子

力発電所事故後の原子力問題の総合的解決の根底に棲む厄介な問題である。坂東氏らは、３.１１

後に低レベル放射線被ばく影響問題に取り組み始めている。彼らは〝モグラたたきモデル(WAM モ

デル)〟を開発し、低線量被ばくの領域では、DNA の修復機能と細胞のアポトーシスによって、被ば

くの影響が蓄積しないのではないかという分析を行っている。WAM モデルは数理モデルであるので、

人によっては必ずしも理解が容易でない数式が壁になるのである。そこで、WAM モデルの内容と意

義を分かりやすく伝え、共有して行く為の活動を続けている［1］［2］［3］。 
またこの件に関しては、大手新聞の編集委員と研究者らを繋ぎ、取材と解説記事の掲載の実現をサ

ポートした［4］。 
参考文献等 
［1］「〝モグラたたきモデル〟が覆した低線量被ばくのドグマ」澤田哲生，WEBマガジンiRONNA，

http://ironna.jp/article/2470 
［2］「LNT再考 放射線の生体影響を考える」真鍋勇一郎他，日本原子力学会誌ATOMOΣ，（2014
年11月号） 
［3］「LNTは成立しない！？低線量では細胞レベルで修復メカニズムが働く」座談会−坂東昌子・真

鍋勇一郎・澤田哲生，日本原子力学会誌ATOMOΣ，（2015年4月号） 
［4］「低線量被曝の健康影響に新説 物理学者から挑戦状 関西の物理学者グループに聞く」 編集

委員 滝順一，2015/2/2 7:00，日本経済新聞(電子版) 

  

http://ironna.jp/article/2470
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11.5 一時帰宅者支援のためのスクリーニング作業への参加 

福田 一志 
 

文部科学省非常災害対策センター(EOC)医療班からの依頼で、平成 23 年 6 月 13 日~15 日に福

島県南相馬市と広野町に一時帰宅者支援としてスクリーニングの作業に従事しました。6 月 14 日は

南相馬市馬事公苑施設、翌 15 日は広野町中央体育館を会場として、それぞれ南相馬市から 151 名、

楢葉町から 122 名の避難者の方々の一時帰宅者に対して支援を行った。一時帰宅は予約制であり、

今回予約された一時帰宅者らは、各会場に集合後タイベックススーツに着替え、ポケット線量計を携

行して一時帰宅を行った。警戒区域内の立ち入り時間は 2 時間、移動時間を含めると 4 時間であっ

た。帰宅後、再び会場に戻った際にスクリーニング作業を行った。主な作業内容としては、一時帰宅

者の GM サーベイメーターを用いた全身の線量測定、持ち帰った荷物の線量測定、ポケット線量計

の値を用紙に記録し住民へ渡すなどを 3 人 1 組で行った。スクリーニングの際、安全な線量値は

13kcpm 以下として測定を実施した。幸い全ての方は基準値以下であった。今回、用いたサーベイメ

ーター(Aloka 製 TGS113 広窓 GM サーベイメーター、Aloka 製 TCS161 シンチレーションサーベイメ

ーター)は原子炉工学研究所より持参した。参考までに、馬事公苑のケースでは空間線量はシンチ

レーションサーベイメーター測定で約 2μSv/h、当時の東京地域の約 0.1μSv/h に比べ 20 倍程度の線

量であった。馬事公苑施設の様子を幾つか写真で紹介する。 
同年 8 月南相馬市馬事公苑施設と川内村村民体育センターにもスクリーニングの作業を行い、一

時帰宅者への支援を行った。 
ちなみに、スクリーニングの方法は、時定数 3s、レンジ 10kcpm として、レンジが振り切ったら、レン

ジを上げて、13kcpm 以上なら放医研の担当者に報告、100kcpm なら、確実に除染を行う。また、物

品は 100kcpm を超えたもの(除染しても落ちないもの)は破棄してもらう。食べ物と水は破棄してもらう。

などの規則があった。 
最後に、スクリーニング担当時は測定者もタイベックススーツを着用しているため、冷房の無い室

内では非常に暑く苦労した。原発事故被災者の皆様の一時帰宅支援に関われたことは貴重な体験

であった。 
 

   
(1) 会場の様子           (2)  会場の様子(奥に見えるのがスクリー

ニング会場） 
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(3) 一時帰宅の説明を受ける住民   
 
     

  
(5) スクリーニングの様子  
 
  

(4) タイベックススーツに着替え一時帰宅

のバスに乗り込む住民 

(6) 線量計の値を記録した後用紙を住民に

渡す 
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12 国際原子力人材育成（日立 GE ニュークリア・エナジー）

寄附講座 
 

H23年度～H27年度活動実績報告 

 

寄附講座の目的と活動概要 

現在、先進国に加えて開発途上国も原子力科学技術を必要とする時代に入りつつあり、若手原子力科学技

術者の不足が世界規模で深刻化しようとしている。本邦が世界の原子カ平和利用で先導的な役割を果たし続

けるには、かかる課題に対応できる「国際原子力人材育成」が必要である。 

東京工業大学大学院理工学研究科原子核工学専攻（以下、本専攻と略す）は国内外の原子力人材育成に

ついて長年の実績がある。そこで、実績ある本専攻と(株)日立製作所、日立GEニュークリア・エナジー(株)が連

携して、互いの人材育成資源を有効・効果的に活用し、本専攻の一層の国際化に向けた原子力教育・研究を

進めると共に、原子力新規導入国（特にアジア地域、平成25年度からリトアニアを追加）の原子力教育基盤整

備や原子力界のリーダ育成推進を行うのが当講座設置の目的である。 

本専攻の国際化に向けた原子力教育・研究では、IAEA及び国際学会等への原子核工学専攻学生派遣に

よる、プレゼンテーションスキル、ドキュメンテーションスキル向上支援等を行った。原子力新規導入国の教育

基盤整備、リーダ育成の推進では、これらの国の原子力教育指導者が不足している現状を鑑みて、経験豊富

な本専攻の教員と(株)日立製作所、日立GEニュークリア・エナジー(株)のシニアエンジニア等を講師とする出

張講義、相互の研究交流を行うことで、総合科学技術である原子力の各分野を学生のみならず先方教員も学

べるようにした。さらに、これを補完するため優秀な院生・若手研究員・教員等を招聘し、東工大、日立製作所、

本邦原子力関連施設での実習も行った。 

 

設置期間：平成23年4月 1日～平成28年3月31日 

 

寄付総額：1 億 5 千万円（年間 3 千万円） 

 

運営：非常勤の特任教授 3 名【氏田博士（H23～H25）、姫野嘉昭（H26～H27）、二見常夫（H23～H27）、福崎

孝治（H25～H27）】、事務補佐員 1 名の年間 4 名体制で実施。 

 

成果概要 

出 張 講 義 の受 講 者 総 数：約 2,300 名（講義回数：33 回） 

日本に招聘した院生・教員：25 名  

海 外 派 遣 し た 専 攻 院 生：18 名 

 

外部成果発表 

・日本原子力学会 2015 年 春の年会、総合講演「産学共同による国際原子力人材育成活動」、姫野嘉昭、

福崎孝治、清水美和子、浜本雅啓。 

・The 18th Pacific Basin Nuclear Conference (PBNC2012), ”Special Course for Global Nuclear Human 
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Resource Development in Cooperation with Hitachi-GE Nuclear Energy in Tokyo Institute of 

Technology,” H. Ujita, T. Futami, M. Saito, F. Murata, M. Shimizu. 

 

詳細を次頁以降に示す。 

五年間の活動実績 
（出張講義受講者 2,324 名、招聘学生等 25 名、海外派遣学生 18 名） 

年度 H23 H24 H25 H26 H27 

出
張
講
義 

1) ベトナム 
HUST 33 名     

EPU 80 名 

     

2) マレーシア 
UKM、UNITEN 
計 551 名 
（JFY27 末迄） 

     

3)リトアニア 
KTU 計 1,495 名

（JFY27 末迄） 

     

4) その他 
エストニア、リトアニア、ポーラ

ンド 計 165 名 

     

招
聘
研
修 

院生、教官等 
計 25 名 
（FYH27 末迄） 
*Ma=Malaysia 

     

国
際
化
支
援 

IAEA6 名 

ANS 他 12 名 
計 18 名 
（FYH27 末迄） 

     

 

講義を行った主な大学 

 特徴 

EPU / Electric Power University（ベトナム電力大学）、

1898 年創立（国） 

ベトナムの教育訓練省指定、原子力人材育成機関。 

HUST / Hanoi University of Science and Technology（ハノ

イ科学技術大学）、1956 年創立（国） 

ベトナム初の工科系大学。22 学部、20 研究所。 

KTU / Kaunas University of Technology（カウナス工科大

学）、1922 年設立（国） 

バルト三国最大のリトアニアの工科大。 

UKM / National University of Malaysia（マレーシア国民

大学）、1970 年設立（国） 

マレーシア初の国立総合大学。教育、研究、地域貢献、国際

化で実績。 

UNITEN / Universiti Tenaga Nasional（テナガナショナル

大学）、1976 年設立（私） 

マレーシア最大の電力会社 Tenaga Nasional Berhad / TNB 

が運営。実務に強い。 

 ※上記各大学とは協力協定を締結。尚、以降では上記 EPU、 HUST 等の略称で各大学名を表記した。 

 

平成 23 年度 

１． 出張講義 

■■■     ■■  ■■■    ■■■ HUST 

□   □                 □    □ EPU 

■             ■            ■              ■ 
45 名                 60 名              95 名             96 名 

□            □           □ 
55 名              100 名                100 名 

KTU ■     ■   ■    ■        ■ □  ■ 
220 名    250 名  226 名  330 名  206 名 45 名 218 名 

□ 
□ 
□ 

△1HUST-2Week 
△2HUST-2Week 

2KTU-2Week▼ 

4Ma-3Week▼ 

2KTU/4Ma-2Week▼ 

2KTU/4Ma-2Week▼ 

○            ○            ○               ○              ○  IAEA 
2 名              1 名               1 名               1 名              1 名    -3Months 

ANS 他 ●             ●            ●               ●      ●  ●● ● 
1 名                2 名               1 名               2 名     1 名 3 名 1 名 1 名 

UKM            
 

UNITEN 

2KTU/2Ma-2Week △ 
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１）ベトナム講義 

◇EPU 第一回講義（H23.7.25～8.5、H24.1.9～13）受講者 40 名 

講師 概要 

齋藤正樹教授、矢野豊彦教授、小澤正基教授、小原

徹准教授、松本義久准教授、木倉宏成准教授、氏田

博士特任教授、二見常夫特任教授、日立派遣講師

（9 名） 

3 週間に亘って、原子炉安全、放射線安全、原子炉物

理、燃料サイクル、プラント動特性、プロジェクト管理、建

設管理を講義。 

 

◇HUST 第一回安全講義（H23.10.10～13、11.1～4、 12.13～16）受講者 7 名 

講師 概要 

齋藤正樹教授、松本義久准教授、木倉宏成准教授、

氏田博士特任教授、二見常夫特任教授、日立派遣

講師（2 名） 

3 週間に亘って、東電福島事故、安全工学、確率論的安

全評価、決定論的安全評価、過酷事故解析等を講義。 

 

２．院生・教官の招聘研修 

なし 

 

３．学生の国際化支援（学生派遣支援） 

・IAEA 国際インターンシッププログラム（3 ヵ月間）：修士 1 年 2 名 

・ANS ウィンターミーティング発表派遣：博士 3 年 1 名 

 

平成 24 年度 

１． 出張講義 

１）ベトナム講義 

◇HUST 第一回原子炉設計講義（H24.5.22～25、5.28～31）受講者 7 名 

講師 概要 

小原徹准教授、木倉宏成准教授、氏田博士特任教

授、西村章特任教授、日立派遣講師（3 名） 

2 週間に亘って、安全原則、確率論的安全評価、原子炉

系統設計、熱流動、燃焼評価、摂動解析、燃料、等を講

義。 

 

◇HUST 第二回安全講義（H24.10.30～11.2、11.12～11.15、11.27～30）受講者 13 名 

講師 概要 

高橋実准教授、木倉宏成准教授、松本義久准教授、

氏田博士特任教授、二見常夫特任教授、日立派遣

講師（3 名） 

3 週間に亘って、安全設計、リスク、確率論的安全評価、

LOCA 解析、計測制御、プラント動特性、放射線安全、熱

流動、過酷事故解析、等を講義。 

 

２）マレーシア講義 

◇第一回講義（於 UKM）（H25.1.29～2.4）受講者 45 名 

講師 概要 

竹下健二教授、千葉敏教授、高橋実准教授、木倉宏

成准教授、氏田博士特任教授、日立派遣講師（4 名） 

事故時熱流動解析、東工大研究紹介、熱流動、燃料サイ

クル、FP 低減、核物理、軽水炉プラント系統、等を講義。 
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３．院生・教官の招聘研修 

  ベトナム HUST 教授を含む 3 名の研修生を招聘し、東工大及び BWR 訓練センターでの研修を各 2 週間

に亘って実施。 

 

４．学生の国際化支援（学生派遣支援） 

・IAEA 国際インターンシッププログラム（3 ヵ月間）：修士 1 年 1 名 

・ANS ウィンターミーティング発表派遣：博士 1 年 1 名、博士 3 年 1 名 

 

平成 25 年度 

１． 出張講義 

１）ベトナム講義 

◇HUST 第二回原子炉設計講義（H25.5.7～10、5.20～23、6.4～6）受講者 6 名 

講師 概要 

高橋実准教授、松本義久准教授、木倉宏成准教授、

氏田博士特任教授、二見常夫特任教授、日立派遣

講師（3 名） 

3 週間に亘って、安全設計原則、確率論的安全評価、安

全設計、LOCA 解析、決定論的安全評価、計測制御、プ

ラント動特性、放射線安全、熱流動、過酷事故解析を講

義。 

 

◇EPU 第二回講義（H25.8.5～8.9、H26.1.13～17）受講者 40 名 

講師 概要 

齋藤正樹教授、竹下健二教授、千葉敏教授、小原徹

准教授、高橋実准教授、松本義久准教授、木倉宏成

准教授、氏田博士特任教授、二見常夫特任教授、福

崎孝治特任教授、日立派遣講師（6 名） 

2 週間に亘って、事故解析（柏崎、スリーマイルアイラン

ド、福島）、熱流動計測、ＦＰ化学、燃料サイクル、安全解

析、建設管理、原子炉物理、核物理、計測制御、熱流

動、放射線安全、等を講義。 

 

２）マレーシア講義 

◇第二回講義（於 UITEN）（H25.9.23～27）受講者 55 名 

講師 概要 

齋藤正樹教授、千葉敏教授、松本義久准教授、氏田

博士特任教授、二見常夫特任教授、福崎孝治特任

教授、日立派遣講師（4 名） 

安全、過酷事故、東電福島事故、放射線安全、炉心燃

料、核物理、安全解析、炉心設計、熱流動設計を講義。 

 

◇第三回講義（於 UKM）（H26.3.17～21）受講者 60 名 

講師 概要 

齋藤正樹教授、松本義久准教授、二見常夫特任教

授、福崎孝治特任教授、日立派遣講師（4 名） 

軽水炉概念、プラント系統、原子炉構造設計、放射線安

全、東電福島事故、耐震設計、廃棄物管理、安全とセキ

ュリティーを講義。 

 

３）リトアニア講義 

◇KTU 第一回講義（H25.10.14～18）受講者 220 名 

講師 概要 
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齋藤正樹教授、千葉敏教授、松本義久准教授、木倉

宏成准教授、氏田博士特任教授、日立派遣講師（6

名） 

日本の原子力の歴史、放射線安全、東電福島事故、原

子力人材育成、熱流動、炉物理、核物理、安全、炉心設

計、ABWR を講義 

 

２．院生・教官の招聘研修 

  なし 

 

３．学生の国際化支援（学生派遣支援） 

・IAEA 国際インターンシッププログラム（3 ヵ月間）：修士 1 年 1 名 

・ANS ウィンターミーティング発表派遣：博士 3 年 1 名 

 

平成 26 年度 

１． 出張講義 

１）マレーシア講義 

◇第四回講義（於 UITEN）（H26.9.22～25）受講者 100 名 

講師 概要 

井頭政之教授、千葉敏教授、高橋実教授、姫野嘉昭

特任教授、二見常夫特任教授、福崎孝治特任教授、

日立派遣講師（2 名） 

東電福島事故後の近況、熱流動、核物理、東工大研究

紹介、炉心設計、原子炉動特性、等を講義。東工大院生

3 名が学生セッション参加、発表。協力協定調印式。 

 

◇第五回講義（於 UKM）（H27.3.24～26）受講者 95 名 

講師 概要 

井頭政之教授、塚原剛彦准教授、姫野嘉昭特任教

授、福田幸朔前特任教授、日立派遣講師（3 名） 

東電福島第一廃炉、原子炉構造材、燃料サイクル化学、

原子炉系の放射線低減技術、原子力廃棄物管理、核消

滅用核データ等を講義。 

 

２）リトアニア講義 

◇KTU 第二回講義（H26.5.14～16）受講者 250 名 

講師 概要 

井頭政之教授、池田泰久教授、竹下健二教授、日立

派遣講師（2 名） 

核燃料サイクル、FP 処理化学、材料構造、計測制御を講

義。研究交流も実施。 

 

◇KTU 第三回講義（H26.10.27～29）受講者 226 名 

講師 概要 

井頭政之教授、高橋実教授、齊藤正樹特命教授、松

本義久准教授、姫野嘉昭准教授、福崎孝治特任教

授、日立派遣講師（2 名） 

東工大の研究、福島事故後の環境回復、放射線の生体

影響、熱流動、炉心測定、放射線の防護、動特性シミュレ

ーションを講義。 

 

◇KTU 第四回講義（H27.3.2～4）受講者 330 名 

講師 概要 

井頭政之教授、飯尾俊二准教授、木倉宏成准教授、 熱雄郎、核融合、原子炉構造材料経年劣化、材料トラブ
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塚原剛彦准教授、姫野嘉昭准教授、二見常夫任教

授、日立派遣講師（2 名） 

ル、核不拡散、核燃料サイクル化学、安全設計と福島事

故を講義。 

 

３）外務省依頼講演 

外務省の科学技術外交推進専門家交流プログラム『原子力とその最新技術（日本）』に基づい

た本学への依頼で、次の 3 ヶ国において原子力に関する講演を行った。 

◇エストニア：H26.11.10（於 タリンン工科大学）参加者 65 名、姫野嘉昭特任教授 

◇リトアニア：H26.11.12（於 リトアニア科学アカデミー）参加者 50 名、姫野嘉昭特任教授 

◇ポーランド：H26.11.14（於 原子力化学工学研究所）参加者 60 名、姫野嘉昭特任教授 

 

２．院生・教官の招聘研修 

・KTU 院生 2 名を招聘し、東工大、日立事業所工場（ABWR 機器製作現場）、東電柏崎刈羽原子力発電

所、等での研修と見学を 2 週間実施（9 月） 

・マレーシア UKM、UNITEN 及び同国原子力庁より院生と若手研究者の計 4 名を招聘。東工大、日立事

業所工場（ABWR 機器製作現場）、東電柏崎刈羽原子力発電所、等の見学を行い、グローバル原子力

安全・セキュリティ・エージェント教育院主催、第 4 回国際シンポジウム&セミナーを受講（H27.2 月） 

 

３．学生の国際化支援（学生派遣支援） 

・IAEA 国際インターンシッププログラム（3 ヵ月間）：修士 1 年 1 名 

・ANS ウィンターミーティング発表派遣：博士 1 年 1 名、博士 3 年 1 名 

 

平成 27 年度 

１． 出張講義 

１）マレーシア講義 

◇第六回講義（於 UNITEN）（H27.10.26～28）受講者 100 名 

講師 概要 

井頭政之教授、木倉宏成准教授、吉田克己准教

授、姫野嘉昭特任教授、日立派遣講師（1 名） 

原子力用セラミックス、放射線と検出器、日本の原子力

近況、プラント動特性、熱流動、核燃料サイクル、シミュ

レータを講義。 

 

◇第七回講義（於 UKM）（H28.2.29～3.3）受講者 96 名 

講師 概要 

井頭政之教授、竹下健二教授、姫野嘉昭特任教

授、二見常夫特任教授、福崎孝治特任教授、日立

派遣講師（6 名） 

日本のエネルギー、世界的の原子力、FP 化学、運転保

守、原子炉制御、ABWR プラント、等を講義。東工大院

生 2 名が研究成果を発表するなど UKM、UNITEN と交

流し、また原子力庁トリガー炉を見学。 

 

２）リトアニア講義 

◇KTU 第五回講義（H27.10.5～7）受講者 206 名 

講師 概要 

井頭政之教授、松本義久准教授、片渕竜也助教、 放射線の生物影響、放射線と核変換、加速器と放射線
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姫野嘉昭特任教授、日立派遣講師（2 名） 治療、核燃料サイクル上流、ABWR 開発等を講義。 

 

◇2015 年冬季特別セミナー（於リトアニア科学アカデミー）（H27.12.2）受講者 45 名 

講師 概要 

姫野嘉昭治特任教授、山下ゆかり理事（日本エネル

ギ ー 経 済 研 究 所 ） 、 Prof. dr. Giedrius Laukaitis

（KTU）、Prof. Dr. Habil. Eugenijus Uspras（リトアニ

ア・エネルギー研究所） 

「国の開発に対する原子力の役割」を講演。ラウンドテー

ブル討論に参加。 

 

◇KTU 第六回講義（H28.3.14~16）,受講者 218 名 

講師 概要 

井頭政之教授、相楽洋准教授、姫野嘉昭特任教

授、二見常夫特任教授、福崎孝治特任教授、日立

派遣講師（2 名） 

世界的視点からの原子力、核燃料サイクル、日本の原子

力の近況、運転保守、核不拡散、ABWR、等を講義。東

工大院生 2 名が研究発表し、また KTU 及びリトアニア・

エネルギー研究所を施設訪問し、イグナリナ原発を見学

して廃炉と廃棄物管理を学んだ。 

 

２．院生・教官の招聘研修 

 １）院生等 

・KTU 院生 2 名、マレーシアの UKM、UNITEN 及び同国原子力庁から院生と若手研究者の計 4 名、合

計 6 名を招聘。東工大での研修、BWR 運転シミュレータ訓練（日本原電東海）の後、ABWR 機器製作

現場（日立事業所工場）、大間原子力発電所（J-POWER 建設中）、使用済燃料サイクル施設（日本原

燃）、リサイクル燃料備蓄センター施設（RFS）、原子燃料体製造施設（GNF-J）の見学を 2 週間に渡って

実施、日本の原子力への理解を深めた（9 月）。 

・KTU 院生 2 名、マレーシアの UKM、UNITEN 及び同国原子力庁から院生と若手研究者計 4 名、合計

6 名を招聘。東工大、日立事業所工場の見学を行い、グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェン

ト教育院主催、第 5 回国際シンポジウム&セミナーを受講（H28.2 月）。 

 ２）教官 

マレーシア UKM、UNITEN から教授、副学部長の 2 名、リトアニア KTU から学科長、准教授の 2 名の

合計 4 名を招聘。日立事業所工場、大間原子力発電所、日本原燃の燃料施設、東電福島第一原子力発

電所、等を見学。更に東工大原子炉研コロキウムとして外部講師を招いた研究交流を行い、原子力と日

本の原子力への理解を深め、帰国後の教育活動に活用されている（11 月）。 

 

３．学生の国際化支援（学生派遣支援） 

・IAEA 国際インターンシッププログラム（3 ヵ月間）：修士 1 年 1 名 

・42nd EPS on Plasma Physics 発表派遣：修士 2 年 1 名 

・iNuSTEC 発表派遣：修士 1 年 1 名、修士 2 年 2 名 

・PACRIM11 発表派遣：修士 2 年 1 名 

・Pacifichem15 発表派遣：修士 2 年 1 名 

（以上） 
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付録 

 

 

H26 年度 IAEA 国際インターンシッププログラム派遣（IAEA 天

野事務局長と派遣院生） 

部局間協力協定調印式（於 H26.9 マレーシア UKM） 

  

聴講風景（リトアニア KTU 出張講義） 閉講式で挨拶するリトアニア文科大臣（リトアニア KTU

出張講義） 

 

 
東工大研究室見学（於 H26.9KTU 招聘院生） 講義風景（リトアニア KTU 出張講義） 
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（リトアニア KTU 出張講義） 質疑応答風景（リトアニア KTU 出張講義） 

 
 

記念写真（於 H27 年度第 7 回マレーシア UKM 出張講義） 閉講式挨拶、リトアニア・エネルギー大臣（リトアニア

KTU 出張講義） 

 

 

記念写真（於 H27 年度第 6 回マレーシア UNITEN 出張講義）  

 
（以上） 
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13 先導原子力研究所への継承 
 
 

平成 28 年 3 月を持って、原子炉工学研究所は終了し、同年 4 月より東京工業大学 科学技術創生

研究院 先導原子力研究所 (Laboratory for Advanced Nuclear Energy (LANE))に活動が継承され

る。LANE では原子力に関わる学理を追求するとともにその応用研究を先導し，世界の持続的発展

への貢献を目指す。エネルギー問題と二酸化炭素排出による 地球環境問題の解決、原子力の平

和的な利用に向けた基盤研究を進めると共に、ミッション主導研究として革新的原子力システム研究、

アクチノイ ド・マネージメント研究、グローバル原子力セキュリティ研究、高度放射線医療研究を推

進する。さらに国の重要課題である福島原発事故から の回復に向けた原子炉廃止措置、環境汚染

回復などの研究に取り組む。 
今後、原子炉研の強みと特色を生かし、以下の活動を進める。 
○強い核拡散抵抗性を有する原子力システムに関する研究 
○福島原発事故で発生した廃棄物の合理的な処理・処分システム構築に向けた基盤研究 
○放射能汚染水と汚染土壌の除染実証技術の開発研究 
○博士課程教育リーディングプログラム、廃止措置等研究教育プログラムと人材育成ネットワーク 
原子力教育・研究を中核とした共同利用・共同研究拠点化を目指し、福島原発事故収束（除染と廃

炉／人材育成）へ貢献、ならびに持続的世界達成のための原子力科学技術の追求を目指す予定

である。 
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1. 原子炉研 1 号館 (大岡山北 1 号館) 
2. 原子炉研 2 号館 (大岡山北 2 号館) 
3. 原子科学研究室 
4. エネルギー環境実験室 
5. 放射性同位元素実験室 
6. 原子動力実験室 
7. 同位体科学実験室 
8. ニュークリア・セラミックス実験室 
9. 広領域線質放射線照射実験室 
10. ブランケット工学実験室  

資料 A2 原子炉工学研究所施設地図 
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